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　毎年自己点検を行って、１年間にあったことを振り返り、さらに充実した教育の礎にする
活動が定着し、最初は難産であった年報の発行が４年目ともなると随分スムーズに行えるよ
うになりました。これもひとえに分業してくださった委員の先生がたをはじめ、事務局の職
員のみなさまのおかげと感謝いたします。
　学校教育法の改正によって、大学は外部の認証評価機関による評価を受けることが義務づ
けられました。本学はこの法律改正に先立って平成13年度に大学基準協会の評価を受けてい
ますが、それに続いて平成21年度に更新のための評価を受けました。
　毎年自己点検を行って、それを年報にまとめるという作業は、義務づけられた７年ごとの
自己点検・評価を日常的に行うことです。自らが成したことを振り返り、改善すべきところ
を明らかにし、到達目標をたてて、改善計画を立案・実施することによって、日本赤十字看
護大学の教育を日常的によりよいものにしようということです。
　看護は社会に向けて開かれています。平成20年度に見聞きする医療環境の変化は想像に余
りある厳しいものでした。私たちの卒業生はそのなかに船出しなければなりません。教育者
としては、そのための準備をしてあげなければなりません。
　平成17年４月に始まった統合大学は４年目を過ぎました。平成22年度からは１年生は広尾
キャンパスに統合される予定で新たに動き出します。
　本年報をお読みいただいて、今後、日本赤十字看護大学がどのような方向へ進んでいけば
よいのか、広くみなさまにもご助言ご指導を戴ければ幸いです。

　平成22年３月
日本赤十字看護大学学長　濱田悦子　

　

刊行にあたって
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前期　４月～９月　／　後期　10月～３月
事　　　項 月　・　日 備　　　考

学 年 開 始 ４月１日（火）

入 学 式 ４月１日（火）

ガ イ ダ ン ス
４月２日（水）～４月９日（水）
４月８日（火） 健康診断

４月４日（金）～４月５日（土） １年生  合宿オリエンテーション

前 期 授 業 開 始 ４月10日（木）

国際交流講演会（第１回） ４月11日（金）

受 講 科 目 届

４月16日（水）～４月18日（金）

５月７日（水）～５月８日（木）
10月８日（水）～10月９日（木）

前
期
後
期

受講科目変更受付期間

病 院 説 明 会 ４月17日（木）

研 究 計 画 書 提 出 ４月17日（木） 修士２年生

研 究 計 画 発 表 会 ４月22日（火）～４月23日（水） （看護学専攻・国際保健助産学論文コース）

研 究 計 画 書 提 出 ４月23日（火） 博士２年生（３年）

日 本 赤 十 字 社
創 立 記 念 日（ 休 業 ） ５月１日（木）

休 講 日 ５月２日（金）

博士論文審査願提出 ５月７日（水） 博士３年生

全 国 赤 十 字 大 会 ５月８日（木） ４年生

ホームカミング・デー ５月24日（土）

認定看護師教育課程入学式 ６月２日（月）

大 学 祭 ６月６日（金）～７日（土） 準備：６月５日（木）［午後休講］

認定看護師教育課程受験者説明会 ６月７日（土）

博 士 論 文 提 出 ６月３日（火） 博士３年生

大 学 院 説 明 会 ６月28日（土）

平成20年度　大学行事
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研 究 計 画 書 提 出 ６月30日（月） 博士２年生（３年）

専 門 領 域 変 更 手 続 ６月30日（月） 修士１年看護学専攻

公 開 講 座 ７月１日（火）

国際交流講演会（第２回） ７月３日（木）

定期試験期間（前期）
７月23日（水）～７月30日（水）
７月23日（水）～７月31日（木）
６月30日（月）～７月４日（金）

１年生・編入３年生
２年生
３年生・４年生

オープンキャンパス
進 学 相 談 会

８月２日（火）・８月30日（土）
９月27日（土）

夏 季 休 暇
８月２日（土）～９月15日（月）
８月２日（土）～９月７日（日）
８月２日（土）～８月24日（日）
７月19日（土）～９月30日（火）

１年生
２年生・３年生
４年生
大学院

編入学・大学院入学者選抜試験
認定看護師教育課程入学者選抜試験 ９月９日（火）～９月10日（水）

追再試験補講期間（前期）
９月16日（火）～９月26日（金）
９月８日（月）～９月12日（金）
８月25日（月）～８月29日（金）

１年生・編入３年生
２年生・３年生
４年生

後 期 授 業 開 始

９月29日（月）
10月６日（月）
９月１日（月）
10月14日（火）
10月１日（水）

１年生・編入３年生
２年生・３年生
４年生：前半授業グループ
４年生：後半授業グループ
大学院

研 究 計 画 書 提 出 10月１日（水） 博士２年生（３年）

日本赤十字看護大学同窓会 10月５日（日）

後 期 受 講 科 目 届 10月８日（水） 修士課程

東 京 都 赤 十 字 大 会 10月10日（金） １年生

博士論文審査願提出 11月４日（火） 博士３年生

看護学部推薦入学者選抜試験
認定看護師教育課程入学者選抜試験 11月19日（水）

修士論文仮テーマ提出 12月１日（月） 修士１年生

博 士 論 文 提 出 12月２日（火） 博士３年生

修士論文審査願提出 12月５日（金） 修士２年生

卒 業 研 究 提 出 期 間 12月18日（木）～ 12月26日（金） ４年生（「研究Ⅱ」選択者のみ）

冬 季 休 暇 12月23日（火）～１月７日（水）

保 護 者 懇 談 会 １月10日（土）
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修 士 論 文 提 出 １月13日（火） 修士２年生

研 究 計 画 書 提 出 １月22日（木） 修士１年生（国際保健助産学
専攻実践コース）研 究 計 画 発 表 会 １月27日（火）

研 究 報 告 書 提 出 １月30日（金） 博士１・２年生

看護学部一般入学者選抜試験
（前期日程）

第１次　２月２日（月）
第２次　２月４日（水）

定期試験期間（後期） ２月12日（木）～２月18日（水）
１月19日（月）～１月23日（金）

１年生・２年生
３年生・編入３年生・４年生

国 家 試 験
看護師（第98回）  ２月22日（日）
保健師（第95回）  ２月20日（金）
助産師（第92回）  ２月19日（木）

４年生・修士２年生（国際保
健助産学実践コース）

追再試験補講期間（後期）
３月４日（水）～３月10日（火）
２月23日（月）～２月25日（水）
２月２日（月）～２月６日（金）

１年生・２年生・３年生
編入３年生
４年生

研 究 計 画 書 提 出 ２月27日（金） 博士２年生（３年）

論 文 審 査 発 表 会 ２月27日（金） 修士２年生（国際保健助産学
専攻実践コース）

看護学部一般入学者選抜試験
（後期日程） ３月３日（火）

大学院入学者選抜試験
（修士第２次・博士第２期）
認定看護師教育課程入学者選抜試験

（ＡＯ）
３月４日（水）

修 士 論 文 発 表 会 ３月10日（火）　 修士２年生

博 士 論 文 発 表 会 ３月13日（金） 博士３年生

春 季 休 暇 ３月７日（土）～３月31日（火）
３月11日（水）～３月31日（火）

大学院
学部

卒 業 式
学 位 授 与 式 ３月17日（火）

学 年 終 了 ３月31日（火）
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平成20年度　実習等関係日程表

事　　　項 １年生 ２年生 ３年生 ４年生

精神保健・発達看護学実習
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（レベルⅢ）

７月７日（月）～
　７月25日（金）

地域看護学実習（レベルⅣ）
７月７日（月）～
　７月25日（金）
　編入生含

看護援助学実習（レベルⅠ）
（見学実習） ８月１日（金）

看護援助学実習（レベルⅡ）
（全体オリエンテーション） ８月１日（金）

助 産 学 実 習 ７月30日（水）～
　９月３日（水）

地域看護学実習（レベルⅣ）

９月１日（月）～
９月19日（金）

９月22日（月）～
10月10日（金）

10月14日（火）～
10月31日（金）

看護援助学実習（レベルⅡ）

９月16日（火）～
　10月３日（金）

10月14日（火）～
　10月31日（金）

精神保健・発達看護学実習
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（レベルⅢ）

９月16日（火）～
10月３日（金）

10月14日（火）～
10月31日（金）

看 護 学 総 合 実 習 11月10日（月）～
　11月28日（金）

精神保健・発達看護学実習
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（レベルⅢ）

12月１日（月）～
　12月19日（金）

看護援助学実習（レベルⅠ） １月13日（火）～
　１月23日（金）

精神保健・発達看護学実習
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（レベルⅢ）

２月９日（月）～
　２月27日（金）

助 産 学 実 習 ２月26日（火）～
　３月2日（日）

＊上記の他、各実習にてオリエンテーションが実施されます。日程は、実習別に別途掲示にてお知らせします。





Ⅰ．学部・大学院
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Ａ．大学・大学院の理念・目的および教育目標

１．日本赤十字看護大学の理念および学部の教育目的・目標
　ａ．日本赤十字看護大学の理念
　赤十字の理念である《人道 Humanity》に基づき、国内および国際的な場において、他の
保健・医療・福祉などの専門職者と協力しながら、看護専門職者として人びとの心身の健康
の回復・向上・維持に貢献できる人間を育てる。

　ｂ．看護学部の教育目的と目標
　赤十字の理念に基づき、幅広い教養と豊かな人間性を培うとともに、看護の実践と研究に
必要な基礎的能力をもち、人類と国際社会に貢献できる人材を育てることを目指す。
　具体的な教育目標は、以下の通り。
 （１） 人間がそれぞれに固有の価値をもったかけがえのない存在であることを理解するた

めに必要な知識と感性を培うとともに、他者とかかわりあうための基礎的能力を養
う。

 （２） 看護専門職者としての責任を自覚し、誇りをもって実践することができる知識と技
術を身につけるとともに、人間的成長を目指す。

 （３） 保健・医療・福祉における健康に関連した諸問題を発見し、解決できる基礎的能力
を養う。

 （４） 保健・医療・福祉の場における倫理的諸問題と取り組み、人々の尊厳と権利を擁護
する基礎的能力を養う。

 （５） さまざまな領域の専門家との連携のもとに、学際的な活動を展開し、新たなコミュ
ニティの創成に貢献できる基礎的能力を養う。 

 （６） 国際的な視野をもち、変化する社会の中でのみずからの役割を認識し、看護実践を
通じて国際貢献することのできる基礎的能力を養う。

 （７） 将来、看護の実践・教育・研究の発展に資することのできる基礎的能力を養う。

　ｃ．期待される学部卒業生の特性
 （１） 一人ひとりの人間をそれぞれ総合的に理解する能力をもつ。
 （２） 健康に関する諸問題の解決に必要な知識・技術を学び、実際に応用する能力をもつ。
 （３） 保健医療における現実的な諸問題を科学的に分析検討し、具体的な解決方法を考察

する能力をもつ。
 （４） 保健医療の場における倫理的諸問題に対処し、患者の尊厳と権利を擁護する能力を

もつ。
 （５） 他の領域の専門家と密接に協力し合い、必要に応じて調整的な機能を果たす能力を

もつ。

Ａ．大学・大学院の理念・目的および教育目標
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Ａ．大学・大学院の理念・目的および教育目標

 （６）  国内外の変化する社会において、看護の担うべき役割を認識し、将来、看護学の発
展に寄与する能力をもつ。 

２．本学部の人材養成等の目的に関する周知方法と検証方法
　大学および学部の目的・目標をひろく周知させるための方法としては、大学案内と大学ホ
ームページがある。大学案内は最新のテータを盛り込んで毎年１回発行し、入学希望者だけ
でなく、全国の高等学校や医療機関などに配布している。ホームページは大学案内と連動す
るとともに内容を適宜アップデートしている。毎年発行する学生便覧にも大学の理念・目的
を提示している。このほか定期的に発行している学報においても随時提示している。こうし
た情報媒体は全教職員にも配布し、周知を図っている。
　検証を行う方法としては、学内に委員会を設置し、そこで作成した資料に基づいて専門の
外部評価機関である大学基準協会の評価を定期的に受けてきているが、平成17年度より、自
己点検を毎年行なうことにし、その結果を年報として刊行し、各方面に配布している。この
ほか、高等学校教育機関による評価や卒業生からの評価等を、教育領域ごとに随時行ってい
る。

３．大学院看護学研究科の理念および目的・教育目標
　本学大学院は、赤十字の理念である《人道 Humanity》を基調とし、看護学の学術の理論
および応用を教授研究する。また、看護学の知識と技術を蓄積し、拡大・精選・伝達し得る
能力を養い、広く国際的視野から研究、教育、実践および管理ができる高度な専門家を育成
することを目的とする。
　修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、看護学の分野における研究能力および
高度の専門性を要する看護実践に必要な能力を養い、併せて看護学の発展に寄与することを
目的とする。
　博士後期課程は、看護学の知識を蓄積し、拡大、精選、伝達し得る能力を養い、自立して
看護学の研究・開発ができる専門家を育成することを目的とする。

４．大学院看護学研究科の人材養成等の目的に関する周知方法と検証方法
　大学院看護学研究科の理念および目的・目標をひろく周知させるための方法としては、大
学院案内と大学ホームページがある。大学院案内は最新のテータを盛り込んで毎年１回発行
し、入学希望者だけでなく、全国の大学や医療機関などに配布している。ホームページは大
学院案内と連動するとともに内容を適宜アップデートしている。毎年発行する学生便覧にも
大学院看護学研究科の理念・目的を提示している。こうした情報媒体は全教職員にも配布し、
周知を図っている。
　検証を行う方法としては、学内に委員会を設置し、そこで作成した資料に基づいて専門の
外部評価機関である大学基準協会の評価を定期的に受けてきているが、平成17年度より、自
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Ａ．大学・大学院の理念・目的および教育目標

己点検を毎年行なうことにし、その結果を年報として刊行し、各方面に配布している。この
ほか、修了生からの評価等を、教育領域ごとに随時行っている。
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Ｂ．教育研究組織

到達目標
　統合大学としての完成時を迎え、本学の理念・目的に明るい教員を適正に配置し、教育研
究組織の質的・量的充実を図る。

具体的目標
　平成20年度末までに
　　①　赤十字の理念に通暁した教員によって、新たな統合大学の教育研究組織を発展させ
　　　　る
　　②　広い知識と深い学芸を教授・研究できる教員で教育研究組織を構築する
　　③　学部学生数の増加と大学院の拡充に対して適正な教育研究人員の配置を行う

現状説明
　本学には看護学部看護学科および大学院看護学研究科が設置されている。
１．看護学部看護学科の教育研究組織
　看護学部看護学科の教育研究組織は、教養教育科目・専門基礎科目・看護専門科目から構
成される。概要を表１に示す。平成20年度に新設された授業科目はなかった。
　表１　日本赤十字看護大学看護学部　教員組織

職　位
授業科目 教　授 准教授 講　師 助　手

教 養
教 育
科 目

教養的科目 1 3
外　国　語 1 1

専門基礎科目 4 1

看

護

専

門

科

目

基礎看護学Ⅰ
（基礎） 1 3 1 3

基礎看護学Ⅱ
（成人） 1 2 1 3

精神保健看護学 1 1 2 2
発達看護学Ⅰ
（母性・助産） 2 3 4 2

発達看護学Ⅱ
（小児） 1 2 3

発達看護学Ⅲ
（老年） 1 2 1 2

地域看護学 1 1 3 2
看護教育学
看護管理学

国際・災害看護学

1
1
2

1
1

1

1
教養教育科目
専門基礎科目 6 4 1 0

看護専門科目 12 16 12 19
計 18 20 13 19

合計70名

Ｂ．教育研究組織
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Ｂ．教育研究組織

２．大学院看護学研究科の教員組織
　看護学研究科修士課程は、従来からの看護学専攻に加えて、新たに国際保健助産学専攻が
新設された。このため、看護学専攻９領域から母性看護学領域が国際保健助産学専攻に論文
コース（研究コース）として組み入れられ、基礎・成人・精神保健・小児・老年・地域・教
育・管理・国際の９領域となった（表２）。国際保健助産学専攻は論文コースと助産師国家
試験受験資格が得られる実践コースの２コースとなった（表３）。
　表２　日本赤十字看護大学大学院　看護学研究科　看護学専攻教員組織
領域　　　　　　　　　職位 教　授 准教授 講　師 助　手

基 礎 看 護 学 1 2 1
成 人 看 護 学 2 1
精神保健看護学 1 1 1
小 児 看 護 学 1 2
老 年 看 護 学 1 1 1
地 域 看 護 学 1 1
看 護 教 育 学 1 1
看 護 管 理 学 1（兼 1） 1
国 際 看 護 学 3（兼 1）
共　　　    通 1

計 12 11 0 3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計26名
　表３　日本赤十字看護大学大学院　看護学研究科　国際保健助産学専攻教員組織
領域　  　　　　　　  職位 教　授 准教授 講　師 助　手

専　　　任 4 3 4 0
兼　　　任 4 2 0 0
計 8 5 4 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  合計17名

　大学院看護学研究科博士後期課程は、昨年度と同様で、基礎・成人・精神保健・母性・小
児・老年・地域・教育・管理の９領域である。

３．研究支援職員
　大学院では、担当教員の指導のもとに、大学院学生が学業の妨げにならない範囲で学部学
生に対する実習、演習などの教育の補助業務を行い、手当てを受けるTA（ティーチング･
アシスタント）制度を平成10年度から実施している。この体験は院生自らの実践を振り返り、
教育能力を高めるための機会ともなり、看護学部の実習・演習授業に成果をあげている。
　表４　平成20年度TA（ティーチング・アシスタント）運用状況

TA（ティーチング ･アシスタント）
61（延数）
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Ｂ．教育研究組織

　また、TA以外に、実務経験者の非常勤助手制度を設けており、平成20年度から看護学部
の実習・演習授業で実施している。
　表５　平成20年度非常勤助手運用状況

非常勤助手
21

点検・評価
　学部学生の定員増と大学院の新コース設置により大きな教育課程の再編が行われたが、教
育研究組織の大枠は変更を加えることなく、退職教員の補充も順調に進んでいる。また、個々
の教員の学歴・専門職としての経歴なども高い水準を保っている。
　同時に、大学の経営と教育環境の充実とのバランスという点においては、教員の学内での
兼務、あるいは兼任講師やティーチング・アシスタントの積極的な活用という形で教員増を
最低限に抑え、質と経費の微妙なバランスを保っている。同時に、安易な非常勤教員の採用
が行われないよう、採用に当たってのルール作りなども行っており、教育的配慮も十分に図
っている。

改善方策
　具体的には、平成21年度までに不足教員を増員する
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Ｃ．教育内容・方法

到達目標
　学部、研究科における教育の理念・目的に基づき、看護を通して社会に貢献できる人材を
育成すべく、統合後の教育体制の整備、充実を図る。

看護学部における具体的目標
　平成20年度末までに
　　①　大学設置基準第19条および保健師助産師看護師学校養成所指定規則を満足するよう
　　　　に教育課程を体系化し、具現化する
　　②　赤十字の特色を活かして、国際看護および災害看護を中心とした新しい科目を開講

する
　　③　幅広い教養を身につけるとともに、看護専門教育の基礎を支える基礎教育を行う
　　④　看護師としてだけでなく、人間としての倫理性を涵養する基礎教育を行う
　　⑤　看護の専門的機能に基づいて、専門科目を全人的ならびに科学的な看護が実践でき

る教育課程に編成する
　　⑥　幅広い深い教養と総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養する科目で一般教養

科目的授業科目および看護専門科目を編成する
　　⑦　グローバル化時代に対応するために、英語・中国語・フランス語を中心に、読む・

書く・話すことのバランスがとれた語学力を育成する
　　⑧　保健師助産師看護師学校養成所指定規則によって縛られることからくる過密カリキ

ュラムを見直す
　　⑨　基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制として、教養基礎科目教員連絡

会議を定期的に開催する
　　⑩　編入学生をはじめ、多様な教育的背景に対応するとともに、高等学校－大学の連携

をスムーズに行う
　　⑪　教育課程が国家試験出題基準を漏れなくカバーしていることを確認・調整し、国家

試験対策のアドバイザー制度を確立するために、国家試験対策部会を設置する
　　⑫　学生数に合わせて、新たな看護学実習施設を確保するとともに、大学側と施設側と

が密接に連携することによって指導体制を整備する
　　⑬　可能な限りセメスター制をとり、授業科目の単位設定を整合する
　　⑭　国内外の大学等での学修を単位認定する
　　⑮　入学前の既修得単位認定の範囲を拡大する
　　⑯　専門科目は可能な限り専任教員が担当する
　　⑰　多様な兼任講師による選択科目を配置する
　　⑱　学生による授業評価を導入する

Ｃ．教育内容・方法
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Ｃ．教育内容・方法

　　⑲　公平な成績評価を行う仕組みを確立し、透明性を確保する
　　⑳　臨床技術の補習等によって、卒業前の臨床実践能力を向上させる
　　21　学年担任制度を創設することによって、学生に対する個別の履修指導および生活指

導を行う
　　22　留年者や休学者が再履修に復帰しやすい教育課程にする
　　23　教育方法を改善するために、教育改善への組織的な取り組みとしてファカルティ・

ディベロップメント・プログラムを実施する
　　24　シラバスに基づいて授業を展開する
　　25　授業の目標および内容に合った授業形態・授業方法をとる
　　26　多様なメディアを活用した授業を行う
　　27　学生を対象とした多様な海外研修プログラムを提供する

大学院における具体的目標
　平成20年度末までに
　　①　大学院の理念・目的、学校教育法第99条、大学院設置基準第３、４条を満足するよ

うに教育課程を体系化し、具現化する
　　②　学部教育の上に立った大学院看護学研究科の教育内容とする
　　③　専門看護師養成課程を拡充するために、がん看護、急性・重症患者看護などの領域

を拡大し、それに伴って共通科目を含めたカリキュラムを充実させる
　　④　赤十字の特色をふまえた大学院教育を実施するために、大学院における国際的な助

産師養成課程を創設する
　　⑤　国内外の大学院等での学修を単位認定する
　　⑥　社会人学生に対する教育上の配慮として、１年間休職するだけで修士課程を修了可

能な教育課程を設置する
　　⑦　教育の効果を客観的に明らかにするために、修士論文・博士論文の内容を学会等で

公表するように促す
　　⑧　公平な成績評価を行う仕組みを確立し、透明性を確保する
　　⑨　学生の自主性を重んじつつ、指導教員が責任を持って履修指導を行う
　　⑩　大学院の教育方法を改善するために、教育改善への組織的な取り組みとしてファカ

ルティ・ディベロップメント・プログラムを実施する
　　⑪　シラバスに基づいて授業を展開する
　　⑫　学生による授業評価を実施する
　　⑬　教育研究面での国際交流を推進するために、スウェーデン赤十字大学との共同研究

を実施するとともに、博士後期課程における国際的な研究の交流を推進する
　　⑭　学位授与基準の適切性と学位審査の透明性を保持するために、修士論文の審査基準

および審査手順を明確化し、学生・教職員に周知する

○

○
○

○
○
○
○
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Ｃ．教育内容・方法

現状説明
Ａ．看護学部
１．教育課程等
　ａ．学部・学科等の教育課程
　本学看護学部の教育課程（表６）は、学校教育法第52条および大学設置基準第19条に基づ
くほか、保健師助産師看護師学校養成所指定規則を満足するように構成されている。さらに、
学則第１条に定められた教育目標に基づき、赤十字の人道の理念に基づいた総合的な判断力、
豊かな人間性、倫理的判断力、国際的な視野、看護の実践に必要な基礎的能力、研究に必要
な基礎的能力を育成することが特色である。
　本学では開学以来、教育目標を達成し、十分な教育効果をあげるために、随時カリキュラ
ム検討委員会を組織して教育課程の再編を行ってきた。現行の教育課程は、平成13年５月か
ら平成17年３月にかけて、広尾・武蔵野統合大学基本構想策定委員会の教育課程専門部会に
おいて検討されたものである。
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Ｃ．教育内容・方法

　表６　看護学部教育課程
授　業　科　目　の　名　称 単位 備考必修 選択

人
間

哲学と倫理 2

人間、社会、自然と科学領域の選
択科目から 12単位以上選択。人間
２科目以上、社会２科目以上、自
然と科学２科目以上とする。

生命倫理と看護 1
心の科学 2
心の発達とライフサイクル 2
臨床社会心理学 2
人間の教育 2
生涯学習論 2
ジェンダー論 2
健康論 1
保健行動論 1
障がい論 1
ボディワーク・エクササイズ 1
人体の構造と機能Ⅰ 2
人体の構造と機能Ⅱ（生体防御と代謝） 1
疾病の成り立ちと回復の促進Ⅰ（病理と病態） 1
疾病の成り立ちと回復の促進Ⅱ（治療とリハビリテーション） 1
疾病の成り立ちと回復の促進Ⅲ（診断と治療） 2
遺伝と遺伝カウンセリング 1
食と生活 1
生活環境論 2

社
会

社会関係の科学 2
社会事象の観察と方法 2
家族と社会 2
世界の文化と宗教 2
国際関係論 2
法学（日本国憲法含） 2
医療と文化 2
医療と経済 2
社会保障論 2

自
然
と
科
学

化学 2
生物学 2
ラボラトリー・プラクティス 1
情報リテラシー 1
情報科学Ⅰ 2
保健統計 1

言
葉

日本語の表現 2

選択科目から４単位以上選択

論文・レポート作成法 1
英語Ｒ１ 2
英語Ｗ１ 2
英語ＬＳ１ 2
英語Ｒ２ 2
英語Ｗ２ 2
英語ＬＳ２ 2
中国語Ｒ＆Ｗ 2
中国語会話 2
フランス語Ｒ＆Ｗ 2
フランス語会話 2
英語文献を読む 2
看護英会話 2

基
礎

ゼ
ミ

基礎ゼミⅠ 1
基礎ゼミⅡ 1

国
際
・
赤
十
字

赤十字概論 2
国際看護学 2
国際看護学演習 2
赤十字国際活動論（人道援助論含） 2
赤十字国際活動論演習 2
赤十字災害看護論 2
赤十字援助方法論Ⅰ（災害急性期の看護） 1
赤十字援助方法論Ⅱ（災害と心のケア） 1
赤十字援助方法論Ⅲ（避難所における援助） 1

単　位　数　小　計 30 71

看
護
論

看護学概論Ⅰ 2
看護学概論Ⅱ 1
看護関係法規 1
看護の歴史 1
看護制度論 1
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授　業　科　目　の　名　称 単位 備考必修 選択

看
護
方
法
学

看護方法学Ⅰ（援助的人間関係） 1
看護方法学Ⅱ（フィジカル・アセスメントと看護面接技法①） 1
看護方法学Ⅲ（フィジカル・アセスメントと看護面接技法②） 1
看護方法学Ⅳ（基礎看護技術①） 1
看護方法学Ⅴ（基礎看護技術②） 2
看護方法学Ⅵ（看護過程） 1

看
護
援
助
学

看護援助学総論 1
看護援助学Ⅰ（生命過程の維持） 3
看護援助学Ⅱ（活動） 1
看護援助学Ⅲ（食事と排泄） 1
看護援助学Ⅳ（休息と睡眠） 1
看護援助学Ⅴ（皮膚の清潔と身だしなみ） 1
看護援助学Ⅵ（感情と行動） 1
看護援助学Ⅶ（セクシュアリティ） 1
看護援助学演習 1
看護援助学実習〔レベルⅠ〕 2
看護援助学実習〔レベルⅡ〕 3

精
神
保
健

看
護
学

精神保健看護学Ⅰ（理論） 1
精神保健看護学Ⅱ（技法） 2
精神保健看護学実習〔レベルⅢ〕 3

発
達
看
護
学

発達看護学概論 2
発達看護学Ⅰ（成人期の看護①） 1
発達看護学Ⅰ（成人期の看護②） 2
発達看護学Ⅱ（リプロダクティブ・ヘルスと看護①） 1
発達看護学Ⅱ（リプロダクティブ・ヘルスと看護②） 2
発達看護学Ⅲ（子どもと家族の看護①） 1
発達看護学Ⅲ（子どもと家族の看護②） 2
発達看護学Ⅳ（老年期の看護①） 1
発達看護学Ⅳ（老年期の看護②） 2
発達看護学実習Ⅰ（成人期の看護）〔レベルⅢ〕 3
発達看護学実習Ⅱ（リプロダクティブ・ヘルスと看護）〔レベルⅢ〕 3
発達看護学実習Ⅲ（子どもと家族の看護）〔レベルⅢ〕 3
発達看護学実習Ⅳ（老年期の看護）〔レベルⅢ〕 3

地
域
看
護
学

地域看護学概論 1
疫学 1
保健福祉行政論 1
地域看護学Ⅰ（保健指導論） 2
地域看護学Ⅱ（地区活動論） 2
地域看護学Ⅲ（在宅看護論） 1
地域看護学実習〔レベルⅣ〕 3

管
理
・
教
育

看護管理学Ⅰ 1
看護管理学Ⅱ 2
看護教育論Ⅰ 1
看護教育論Ⅱ 2
看護教育方法 2

応
用
看
護
学

応用看護学特論Ⅰ 1

選択科目から１単位以上選択応用看護学特論Ⅱ 1
応用看護学特論Ⅲ 1
応用看護学特論Ⅳ 1

看護学総合実習 3

研
究

研究方法論Ⅰ 2
研究方法論Ⅱ（情報科学Ⅱ） 1
研究Ⅰ 1
研究Ⅱ 1

助
産
学

助産学概論 1
助産診断学Ⅰ 2
助産診断学Ⅱ 2
助産技術学Ⅰ 2
助産技術学Ⅱ 1 卒業要件
助産保健管理 2 必修科目 108 単位
助産実習 6 選択科目  17 単位以上
助産業務管理 2 計 125 単位以上

単　位　数　小　計 78 32
単 　位 　数 　合 　計 108 103
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 （１） 教育課程改訂のねらいとその構成（教育課程の体系性）
　平成17年度に実施した教育課程改訂のねらいは、①学生数の増加に伴う多様なニーズに対
応する、②教育課程全体の枠組みを見直し、科目間の重複と欠落をなくす、③過密カリキュ
ラムを緩和する、④看護の専門的機能に基づいて科目を編成する、⑤赤十字の特色を活かす
ことにあった。
■基礎・教養科目：基礎・教養科目は〈人間〉〈社会〉〈自然と科学〉〈言葉〉の各領域に分け、
再編成した。表７に見るように、特定の内容に偏らないように各テーマから修得すべき単位
を設定し、総合的な視野から物事を理解できるような工夫を行った。
　また、少人数で行う「基礎ゼミ」は継続させ、自主的、総合的に物事を思考し、的確に判
断できる能力等の育成に努めている。
　表７　基礎・教養科目の分類

人間
固有の信念・価値観・尊厳をもつ、生物学的・心理学的側面が統合された
存在としての人間をテーマにした科目群
20科目の中から必修11科目、選択２科目以上を履修

社会 人間の社会的側面および社会システムについての理解をめざす科目群
９科目の中から必修１科目、選択２科目以上を履修

自然と科学 人間の生活する自然に関する科学を学ぶ科目群
６科目の中から必修１科目、選択２科目以上を履修

言葉
日本語、英語、フランス語、中国語などの言語の学習を通して、人間理解
を進め、コミュニケーションの能力を高める科目
14科目の中から必修４科目、選択２科目以上を履修

基礎ゼミ 少人数の演習・実験・講読などの科目
必修（基礎ゼミⅠは１年生後期、基礎ゼミⅡは２年生前期に開講）

　語学教育では、国際化の進展に対応できるよう「中国語」を開設し、「英語」と「フランス
語」に加え、3ヵ国語が学べるようになった。さらに、能力別クラス編成を行うなど（表８）
会話力および読み書き能力のバランスのとれた語学力の育成に努めている。
　表８　英語科目の能力別クラス

学年 科目 能力クラスの編成方法と内容

１年次 英語LS1 ４月入学時に、プレースメントテストを実施してクラス編成を
行い、能力に応じた丁寧な指導を展開している。

２年次以降 選択の英語科目
同一科目に２種類のクラス、「Basicクラス」と「Advancedク
ラス」を開講して、学生のやる気、意欲を尊重する試みを行っ
ている。

  
■国際・赤十字科目：赤十字の特色を活かした課程となるように「国際・赤十字」科目を独
立して設けた。「国際看護学」や「赤十字国際活動論」では、人類と国際社会に貢献できる
人材を育成するために、隔年でコロラド大学での米国看護学視察研修およびカンボジア赤十
字ヘルスセンター研修を実施している。平成20年度にはこれらに加え、スイスの国際赤十字
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関連施設での研修が行われた。また、スウェーデン赤十字大学との交換学生制度をスタート
させ、本学の学生２名を平成21年３月～４月の１ヵ月間にストックホルムの同大学に派遣し
た。
　「赤十字災害看護論」では、国内外の災害において展開される救護活動の基礎的知識と技
術を学んでいる。また正課外教育として「赤十字救急法」の講習会を実施し、筆記試験と実
技試験を通じて認定証が交付されている。
■専門科目：看護の専門知識と技術の修得に向けて、下記の授業科目を構成している。
　その中心となるのは看護の基本的な考え方を学ぶ「看護論」、人間に焦点をあてた援助と
しての、あらゆる看護活動に共通の基本的なケアの考え方や方法を学ぶ「看護方法学」およ
び「看護援助学」である。
　さらに、人間や家族の発達的観点から看護ケアを学ぶ「発達看護学Ⅰ（成人）」「発達看護
学Ⅱ（母性）」「発達看護学Ⅲ（小児）」「発達看護学Ⅳ（老年）」と、人間の心と身体の統合
した理解とケアを学ぶ「精神保健看護学」が平行して進む。このうち「発達看護学Ⅰ（成人）
は、平成17年度のカリキュラム改訂において新たに設けられたものである。
　また、以上の科目を統合したかたちで、組織やコミュニティとのつながりのなかでケアを
考える科目として、「地域看護学」「看護管理学」「看護教育論」がある。
　「応用看護学」は看護の今日的トピックスを選びテーマに考える科目群である。「研究」は
研究の基礎を学び研究計画書の作成を目標とする必修科目「研究Ⅰ」と、実際に調査活動を
実施し、論文にまとめるまでを目標とする選択科目「研究Ⅱ」からなる。
　「実習」は専門科目の進行に応じてレベルⅠからレベルⅣまで段階的に行われ、最終段階
として、これまでの講義と実習を統合し「自分にとっての看護とは」を追求する「看護学総
合実習」が位置づけられ、全体として体系的に看護学が学べるように構成されている。
　なお、助産学履修（学部４年次配当、履修者定員６名）は、平成19年度に大学院看護学研
究科国際保健助産学専攻が開設したことに伴い、学部での助産課程は平成20年度で終了す
る。
 （２） 卒業所要単位
　教育課程の開設授業科目は表９のとおりである。卒業要件を必修科目108単位、選択科目
17単位以上、合計125単位以上としている。
　卒業所要単位に占める授業科目の各区分の割合については、基礎・教養科目（「人間」「社
会」「自然と科学」「言葉」「基礎ゼミ」）と「国際・赤十字」科目が必修科目30単位、選択科
目16単位以上、合計46単位以上、専門科目が必修科目78単位以上、選択科目１単位以上、合
計79単位以上となっている。
 （３） 基礎教育と教養教育の責任体制
　基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制として、本学では教務委員会（教員12
名、幹事（職員）２名）は構成される常置委員会で、毎月１回定期的に開催されている。主
な議題は、学生の休学・退学、履修状況、定期試験、時間割、単位認定・卒業判定・修了判
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定、授業評価、委員会予算・決算である。委員会で検討された内容は教授会にて報告、審議
され、決定される。決定事項の周知は、基礎・教養科目を担当する専任教員による会議や、
看護の専門科目を担当する教員による会議、両者の合同による教員会議（毎月１回定期的）
による運営体制が確立されている。
 （４）必修科目と選択科目のバランス
　平成17年度のカリキュラム改訂において、基礎・教養科目では、必修科目30単位、選択科
目16単位以上の合計46単位以上を履修することになった。一方、専門科目では、必修科目78
単位、選択科目１単位以上の合計79単位以上を履修することになった。総計では、必修科目
108単位、選択科目17単位以上の合計125単位以上の履修が卒業要件である。
　表９　教育課程の各区分と修得すべき単位および科目数    

区　　　分
修得すべき単位および科目数（卒業要件）

必修科目 選択科目
履修単位 履修科目数 履修単位

人間 14単位 ２科目以上 12単位以上
社会 ２単位 ２科目以上 12単位以上

自然と科学 １単位 ２科目以上 12単位以上
言葉 ７単位 ― ４単位以上
基礎ゼミ ２単位 ― ―
国際・赤十字 ４単位 ― ―
小　　　　　計 30単位 ― 16単位以上
看護論 ４単位 ― ―
看護方法学 ７単位 ― ―
看護援助学 16単位 ― ―
精神保健看護学 ６単位 ― ―
発達看護学 26単位 ― ―
地域看護学 11単位 ― ―
管理・教育 ２単位 ― ―
応用看護学 ０単位 ― １単位以上
看護学総合実習 ３単位 ― ―

研究 ３単位 ― ―
小　　　　　計 78単位 ― １単位以上
合　　　　　計 125単位以上

　
　ｂ．カリキュラムにおける高・大の接続
　後期中等教育から高等教育への円滑な移行を促すため、平成14年度から英語科目の能力別
クラス分けを行い、能力に合わせた授業を展開している。このほか、生物学や化学を担当す
る兼任講師も、高等学校で未履修であっても理解できる授業展開をしている。

　ｃ．カリキュラムと保健師・助産師・看護師国家試験
　本学の教育課程では、４年以上在学し、卒業認定に必要な単位を修得することで、看護師
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と保健師の国家試験受験資格を取得することができる。助産師国家資格を取得するには、上
記の卒業要件単位数に加えて、修得が必要な科目、修得することが望ましい科目を定め、履
修者に修得を勧めている。これらの科目は平成20年度までの開講である。
　平成17年度以降の４年間の国家試験の合格率は、看護師国家試験、保健師国家試験ともに
全国平均を上回っている。平成19年度については、看護師国家試験の合格率は98.5％、保健
師国家試験、助産師国家試験の合格率はいずれも100.0%であった（表10）。
　表10　年度別　国家試験受験者数・合格者数

看　護　師 保　健　師 助　産　師
受験者 合格者 ％ 受験者 合格者 ％ 受験者 合格者 ％

平成17年度 58 55 94.8 87 73 83.9 6 6 100.0
既卒者 1 0 0 9 7 77.8 － － －
平成18年度 70 68 97.1 100 100 100.0 6 5 83.3
既卒者 4 3 75.0 11 11 100.0 － － －
平成19年度 67 66 98.5 94 94 100.0 6 6 100.0
既卒者 1 1 100.0 1 1 100.0 1 1 100.0
平成20年度 127 125 98.4 137 135 98.5 6 6 100.0
既卒者 3 2 66.7 1 1 100.0 － － －

　これまで教務委員会の下部組織であった国家試験対策部会を平成20年度から国家試験対策
委員会として編成し、以下のような国家試験対策を実施した。
　　①　アチーブメントテストの実施：３、４年生に対して実施。前年度までの既習内容に
　　　　対する学生個々の到達度の確認（表11）
　　②　模擬試験結果による学生個々の把握
　　③　模擬試験結果から本学の全体傾向の把握および教員会議での報告
　　④　予備校講師による受験ガイダンスおよび対策講座（表12）
　　⑤　国家試験対策講座：本学教員による２回の特別講義（表13）
　　⑥　看護教員によるオフィスアワー（表14）
　　⑦　「国試サポーターの会」による学生からの相談活動
　表11　平成20年度　アチーブメントテスト

開催日 対象学年  内容・方法 受験学生数

平成20年４月９日 ３年生 ２年生までの学習内容。
看護師国家試験に準じた試験問題60問。
一般問題のみ。本学教員が作成。
試験時間は60分。

134人（欠席７人）

４年生 ３年生までの学習内容
看護師国家試験に準じた試験問題90問
一般問題および状況設定問題。
本学教員が作成。
試験時間は90分。

128名（欠席１名）
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　表12　平成20年度　予備校講師による受験ガイダンスおよび対策講座
開催日 内容  参加学生数

平成20年７月28日 受験ガイダンス（90分）
　１．試験概要                　　　　　　　　　　 
　２．効果的な学習の進め方とその戦略
保健師国家試験対策講座（90分） 
　疫学対策
看護師国家試験対策講座（90分）
　必修問題・基礎医学系の問題対策

138人

133人

126人

平成21年１月26日 看護師国家試験対策講座（270分）　　　　　　　　
　１．人体の構造と機能
　２．疾病の成り立ちと回復の促進
　必修問題対策

83人

　表13　平成20年度　国家試験対策講座
開催日 内容  参加学生数

平成20年12月16日 看護師国家試験対策講座（180分）
１．人体の構造と機能
２．疾病の成り立ちと回復の促進

114人

平成21年１月20日 保健師国家試験対策講座（330分）
１．保健師国家試験の動向・地域看護学概論
２．地域看護学各論・在宅看護論
３．疫学・保健福祉行政論

133人

　表14　看護教員によるオフィスアワー
開催日 担当教員数

平成21年１月14日～２月18日の間の21日間 のべ42名

　ｄ．カリキュラムにおける臨床実習
　本学の臨床実習は、学生の成長に沿って、１年次より４年次までレベルⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳと
段階的に構成されている（表15）。最終段階として、これまでの講義と実習を統合し、「自分
にとっての看護とは」を追究する「看護学総合実習」が位置づけられ、段階的に学習を促す
工夫が行われている。
　また、臨地実習を安全で効果的に行なうために、看護系の教員で組織する実習委員会を中
心に、実習に必要な書類や実習の枠組みの検討、臨床との調整や連携の推進を行なってい
る。具体的には、本学で実施する実習すべてを網羅した３部にわたる実習要項の作成、同意
書等実習実施時に必要な書類の作成、実習施設と学生の配置を決めるローテーション表の作
成を行い、実習が円滑に進められるようにしている。また、感染症対策マニュアルの作成お
よび教職員への周知、実習期間中におこったニアミス（出来事報告書）の分析およびその結
果の還元など、実習に対するリスクマネジメントの役割も担っている。さらに、実習先との
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調整や大学と臨床の理解を深め実習先同士の情報交換の場を設定するなど、実習に対する意
識の共有とレベルの向上を図っている。
　表15　段階的な看護学実習の構成
学年 実習 内容および施設名

１年 看護援助学実習
（レベルⅠ）

生活行動援助を中心に、個人を対象とした看護を試行する。

［実習先］日本赤十字社医療センター、武蔵野赤十字病院、
　　　　　大森赤十字病院、横浜市立みなと赤十字病院

２年 看護援助学実習
（レベルⅡ）

看護過程を使い、全体論的な視点で個人を対象とした看護を行う。

［実習先］日本赤十字社医療センター、武蔵野赤十字病院、
　　　　　大森赤十字病院、横浜市立みなと赤十字病院

３年 発達看護学実習
（レベルⅢ）

レベルⅡ実習を踏まえて、発達段階や健康状態などの対象の特性に
応じた看護を実施する。家族や地域を対象とした看護も視野に入れ
る。発達看護学（成人、母性、小児、老年）実習と精神保健看護学
実習が含まれる。

［実習先］日本赤十字社医療センター、武蔵野赤十字病院、 大森赤十
字病院、横浜市立みなと赤十字病院、さいたま赤十字病院、
葛飾赤十字産院、東京武蔵野病院、井之頭病院、リハビ
リテーション施設、日本赤十字社附属乳児院、武蔵野市
立いとすぎ学級、武居小児科医院、みさと健和病院、柳
原病院、柳原リハビリテーション病院等

４年

地域看護学実習
（レベルⅣ）

さまざまな健康状態の個人や集団を対象として、地域看護活動を展
開する基礎的能力を習得する。

［実習先］東京都23区内保健所・保健センター等、日本赤十字広尾
訪問看護ステーション、白十字訪問看護ステーション等

看護学総合実習
保健・医療・福祉その他の関連機関とのチーム医療を通して、総合
的な看護援助を行う。看護の概念をあらためて吟味する。

［実習先］日本赤十字社医療センター、武蔵野赤十字病院　等

　ｅ．授業形態と単位の関係
　授業科目は、本学学則第27条により１単位は45時間の学修を必要とする授業内容をもつこ
とを原則とし、講義・演習に関しては15～ 30時間の授業をもって１単位とし、実験・実習
および実技については30～ 45時間の授業をもって１単位としている。
　なお、１年間に授業を行う期間は原則として30週とし、前期と後期の二学期に分けて実施
している。授業科目は前期および後期だけで完結するものがほとんどであるが、教育内容や
方法等の理由により年間を通じて実施しているものもある。

　ｆ．単位互換、単位認定等
 （１）既習得単位の認定
　平成10年度から導入した編入学制度については、平成18年度入学生が20年度３年次になる
のを受けて、平成18年度より実施の教育課程によって単位認定を行った。
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　既修得単位認定については、19年度と同様に履修科目が当該授業科目に相当することを前
提とし、【人間／社会／自然と科学】14単位、【言葉】７単位、【国際・赤十字】２単位、【看
護論】３単位、【看護方法学】６単位、【看護援助学】15単位、【精神保健看護学】５単位、【発
達看護学】26単位、【看護学総合実習】３単位、合計81単位を上限として、教務委員会で認
定されている（表16）。
　表16　平成20年度３年次編入学生の卒業要件単位

区　　　分 認定単位数（上限） 修得すべき単位数 合計（卒業要件）
人間/社会/自然と科学 14単位 15単位以上 29単位以上

言　　　葉 ７単位 ４単位以上 11単位以上
基  礎  ゼ  ミ 認定しない ２単位 ２単位
国際・赤十字 ２単位 ２単位以上 ４単位
看　護　論 ３単位 １単位以上 ４単位以上
看護方法学 ６単位 １単位以上 7単位
看護援助学 15単位 １単位以上 16単位
精神保健看護学 ５単位 １単位以上 ６単位
発達看護学 26単位 26単位
地域看護学 認定しない 11単位 11単位
管理・教育 認定しない ２単位以上 ２単位以上
応用看護学 認定しない １単位以上 １単位以上
看護学総合実習 ３単位 ３単位
研　　　究 認定しない ３単位以上 ３単位以上
合　　　計 81単位 44単位以上 125単位以上

　以上に加えて、他大学または短期大学を卒業あるいは中途退学し、新たに本学の第一年次
に入学した場合、その履修単位について教育上有益と認めるときは、19年度と同様に60単位
を超えない範囲で本学において修得したものとして認定している。
　認定は学生から認定申請のあった科目のシラバスを本学の担当教員が点検し、内容を確認
の上、既修得単位として認定できるかを検討し、教務委員会での審議の上、教授会で決定し
ている。平成20年度は、学部の１年生３名が７～ 19単位の単位を、編入生１名が入学時に
認定された81単位とは別に４単位の語学単位を認定された。
 （２）スウェーデン赤十字大学との単位互換
　2008年５月に本学とスウェーデン赤十字大学とが交わした覚書に基づき、スウェーデン交
換学生の制度が創設され、スウェーデン赤十字大学の「異文化と看護のコース」の単位互換
として、２名の学生を2008年11月初旬から12月初旬の約４週間、４年次の総合実習に受け入
れた。第１回目の受け入れ領域は小児看護学領域と災害看護学領域であり、本学の学生と共
に実習を行い、領域教授の下で単位が認定された。
　また本学３年次の学生２名をスウェーデン赤十字大学に、2008年度レベルⅢの実習終了後
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の2009年３月に４週間派遣した。スウェーデン赤十字大学での実習の単位は、本学４年次の
11月に行われる総合実習の３単位に読み替えられた。

　ｇ．開設授業科目における専・兼比率等
 （１）全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合
　平成20年度の開設科目における専任教員と兼任講師の担当時間数を表17に示した。基礎教
養科目の総時間数のうち兼任講師が担当する割合は46.8％であり、専門科目の総時間数のう
ち専任教員の担当する割合は95.9％である。
　表17　平成20年度　専任教員と兼任講師

　
専　任　教　員 兼任講師 合計

教授 准教授 講師 人数計 担当時間数
（％） 人数 担当時間数

（％） 人数 担当時間数
（％）

教
養
教
育
科
目

教養的科目 1 2 　
　 3 690 5 240 8 930

（74.2） （25.8） （100.0）

外　国　語 1
　

1 2
810

8
1,350

10
2,160

　 （37.5） （62.5） （100.0）

専門基礎科目 4 1 　 5 1,014 18 621 23 1,635
　 （62.0） （38.0） （100.0）

看
護
専
門
科
目

基礎看護学 1 3 1 5 735 　 　 6 735
（100.0） 　 　 （100.0）

精神保健看護学 1 1 2 4 685 1 30 5 715
（95.8） （4.2） （100.0）

発達看護学Ⅰ
（成人） 1 2 1 4 553 1 15 5 583

（94.9） （5.1） （100.0）
発達看護学Ⅱ
（母性） 2 3 4 9 851 9 128 18 979

（86.9） （13.1） （100.0）
発達看護学Ⅲ
（小児） 1 2 3 425 　 　 3 425

　 （100.0） 　 　 （100.0）
発達看護学Ⅳ
（老年） 1 2 2 5 464 　 　 5 464

（100.0） 　 　 （100.0）

地域看護学 1 1 2 4 600 1 30 5 630
（95.2） （4.8） （100.0）

看護教育 1 1 　 2 240 　 　 2 240
　 （100.0） 　 　 （100.0）

看護管理 1 1 　 2 270 　 　 2 270
　 （100.0） 　 　 （100.0）

国際・災害看護 2 　 2 330 　 　 2 330
　 　 （100.0） 　 　 （100.0）

教養教育科目
専門基礎科目 6 3 1 10 2,514 31

　
2,211 41 4,725

（53.2） （46.8） 　 （100.0）

看護専門科目 12 16 12 40 5,153 12 218 52 5,371
（95.9） （4.1） （100.0）

計 18 19 13 50 7,667 43 2,429 93 10,096
（75.9） （24.1） （100.0）

％：専任と非常勤との担当割合を示している。
看護専門科目の実習時間数は入れていない。
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 （２）兼任講師等の教育課程への関与の状況
　平成16年度から平成20年度までの基礎教養科目、専門科目、全科目における専・兼任比率
を表18、19、20に示した。
　平成17年度から日本赤十字武蔵野短期大学との統合による入学定員増のため、授業時間が
7503時間から10096時間へと増加し、教員の負担増が問題となった。
　教養基礎科目の総時間数に占める兼任講師の担当割合は、過去５年間のうちに52.1%から
46.8％へとやや減少した。一方、専門科目の総時間数に占める専任教員の担当割合は、過去
５年間95％台を維持している。
　兼任講師に対してはほぼ隔年で講師会を開催し、統合による定員増に対する本学の方針や
カリキュラムの特徴を伝え、学生の学習状況についての情報交換や意見交換を行っている。
　表18　教養基礎科目における専・兼比率

　
専　任　教　員 兼任講師 合計

教授 准教授
助教授 講師 人数計 担当時間数

（％） 人数 担当時間数
（％） 人数 担当時間数

（％）

16年度 4 3 0 7 1,740 27 1,890 34 3,630
47.9% 52.1% 100%

17年度 4 4 1 9 2,382 35 2,729 44 5,111
46.6% 53.4% 100%

18年度 4 4 1 9 2,637 35 2,508 44 5,145
51.3% 48.7% 100%

19年度 3 4 1 8 2,397 31 2,388 39 4,785
50.1% 49.9% 100%

20年度 6 3 1 10 2,514 31 2,211 41 4,725
53.2% 46.8% 100%

平均 4.2 3.6 0.8 8.6 2,334 31.8 2,345.2 40.4 4,679.2
49.82% 50.18% 100%

　表19　専門科目における専・兼比率

　
専　任　教　員 兼任講師 合計

教授 助教授
准教授 講師 人数計 担当時間数

（％） 人数 担当時間数
（％） 人数 担当時間数

（％）

16年度 10 6 10 26 3,688 11 185 37 3,873
95.2% 4.8% 100%

17年度 13 9 15 37 3,819 11 185 48 4,004
95.4% 4.6% 100%

18年度 12 14 13 39 4,469 11 185 50 4,654
96.0% 4.0% 100%

19年度 12 14 10 36 5,041 11 225 47 5,266
95.7% 4.3% 100%

20年度 12 16 12 40 5,153 12 218 52 5,371
95.9% 4.1% 100%

平均 11.8 11.8 12 35.6 4,434 11.2 199.6 46.8 4,633.6
95.64% 4.36% 100%
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　表20　全科目における専・兼比率

　
専　任　教　員 兼任講師 合計

教授 助教授
准教授 講師 人数計 担当時間数

（％） 人数 担当時間数
（％） 人数 担当時間数

（％）

16年度 14 9 10 33 5,428 38 2,075 71 7,503
72.3% 27.7% 100%

17年度 17 13 16 46 6,201 46 2,914 92 9,115
68.0% 32.0% 100%

18年度 16 18 14 48 7,106 46 2,693 94 9,799
72.5% 27.5% 100%

19年度 15 18 11 44 7,438 42 2,613 86 10,051
74.0% 26.0% 100%

20年度 18 19 13 50 7,667 43 2,429 93 10,096
75.9% 24.1% 100%

平均 16 15.4 12.8 44.2 6,768 43 2,544.8 87.2 9,312.8
72.54% 27.46% 100%

　
２．教育方法等
　ａ．教育効果の測定
 （１）教育上の効果を測定するための方法の有効性
成績評価の工夫
　教育上の効果を測定するため、知識の理解を目的にした講義科目の場合には筆記試験やレ
ポートを用いている。筆記試験では記述式の他、多肢選択式客観試験を導入した。基礎看護
技術などの演習科目の場合は、制限時間内に提示された課題が正確に行えるかを測定する技
術試験を取り入れている。実習科目の場合は、知識の理解、技術の実施も含めて、基礎的な
看護実践能力の獲得を目的にしているため、総合的なパフォーマンスを評価する必要があり、
記録やレポートだけでなく、自己評価表や教員による観察など、多面的な評価を行ってい
る。評価の観点は事前に学生に周知している。
授業評価の実施
　学生による授業評価を平成18年度から導入し、教育効果の測定のための指標としている。
平成20年度は専任教員22人（延べ40科目）、兼任講師10人（延べ11科目）の教員から申請があ
り、実施した。各評価項目は15点満点とした全体の集計結果は、各評価項目15点満点で、平
均12点以上の高い評価だった（表21参照）
　表21　授業評価結果　

平成19年度/講義
（回収率79.3%）

平成20年度/講義
（回収率72.4%）

平成20年度/演習
（回収率88.3%）

有効数 平均得点 標準偏差 有効数 平均得点 標準偏差 有効数 平均得点 標準偏差
a．教育技術 2,784 12.19 2.23 1,270 12.37 2.33 850 13.82 1.52
b．教育内容 2,787 12.29 2.49 1,292 12.81 2.35 852 13.79 1.58
c．授業の進行・展開 2,735 12.72 1.97 1,266 12.91 2.04 852 13.13 1.87
d．熱意・相互作用 2,767 12.58 2.28 1,281 12.95 2.31 847 13.92 1.51
e．学生の自己評価 2,784 13.32 1.63 1,287 13.41 1.64 845 11.67 2.68
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アチーブメントテストの実施
　平成19年度から、４年生を対象に３年生までの学習内容についての理解度を測定するため
に、アチーブメントテストを実施している。平成20年度はこれを３年生にも拡大し、２年生
までの学習内容についてのアチーブメントテストを開始した。
卒業生の進路状況
　教育効果を測定する広義の方法として卒業生の進路状況がある。本学卒業生の進路をみる
と、表22のとおり、看護職（看護師、保健師、助産師）として就職している者が多い。一方、
編入生の場合は、保健師と大学院への進学が多い。
　表22　学部卒業生の進路（平成17年度～平成20年度）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度
看護師
（％）

73
（83.9）

82
（81.2）

72
（75.8）

119
（85.6）

保健師
（％）

3
（3.5）

3
（2.9）

7
（7.4）

4
（2.9）

助産師
（％）

6
（6.9）

5
（5.0）

6
（6.3）

6
（4.3）

養護教諭
（％）

1
（1.1） － － －

一般企業
（％） － － 1

（1.1） －

進学
（％）

3
（3.5）

8
（8.0）

5
（5.2）

6
（4.3）

その他
（％）

1
（1.1）

3
（2.9）

4
（4.2）

4
（2.9）

合計
（％）

87
（100.0）

101
（100.0）

95
（100.0）

139
（100.0）

　ｂ．成績評価法
 （１）成績評価の仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性
　成績評価は、講義および演習科目の場合、前期および後期の終了時に、各科目担当教員の
責任において行われる。担当教員は、シラバスに掲載された学習目標の到達度を、平常点お
よび試験やレポート等に基づいて判断し、成績評価を出している。その際、出席状況も重視
され、３分の２以上の出席がないと、定期試験の受験は認められない。
　成績評価は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、の４段階で示され、Ａ、Ｂ、Ｃと評価された科目の単位が
認定される。Ｄ評価の科目は不合格となるが、担当教員が必要と認めた場合に限り再試験が
行われる（再試験合格者の評価はＣ）。また、病気その他やむを得ない理由で試験に欠席し
た者に対して追試験が行われる。試験の受験資格のない者（出席不足等）や試験を放棄した
者は不合格となり、学生に配布する成績通知書にはＸと記載される（表23）。
　実習の成績評価は、出席状況（５分の４以上の出席が必要）や実習での学習状況、自己評価、
ケース発表、レポート等、多角的に評価を行っている。詳細な評価の視点は、実習領域によ
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って異なり、点数配分等は実習要項に示されている。また、担当教員の意見を反映して適宜
見直しを行っている。成績評価の段階は、講義および演習科目と同じ４段階で示され、単位
認定についても同様である。
　なお、他の大学および短期大学を卒業もしくは中途退学して第１学年に入学した者で、そ
の履修単位を60単位以内で認定された場合の成績は、上記の４段階ではなく一律に「認定」
としている。
　担当教員の成績評価は学務課へ提出され、教務委員会での確認後、教授会において単位認
定が承認される。
　表23　成績評価の基準

評価
基　　　　　　　準

追試験 再試験
評　　点 事　　項

合
　
格

A 100～ 80点
B  　 79～ 70点
C  　 69～ 60点

不
合
格

D 　  59 点以下
試験を受けて不合格の場合 該当＊
レポートを提出して不合格の場合 該当＊

X
（D以外の理由で単
位を与えられない
場合）

試験欠席の者 該当＊＊ 非該当
レポートを提出しない者 非該当 非該当
出席不良の者 非該当 非該当

（＊担当教員が必要と認めた場合  ＊＊病気その他やむを得ない理由で試験に欠席した場合）

 （２）履修科目の登録上の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性
　昨年度は学生の過密スケジュールを改善する目的で、授業の学年配当時間を確認し是正を
図った。平成20年度は、教育効果を高める目的で、開講学年を「哲学と倫理」２年前期→４
年前期、「研究方法論Ⅱ（情報科学Ⅱ）」３年後期→４年前期とした。
　履修科目の上限設定は現在のところ実施していない。　
 （３）各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性
実習履修条件制の設置
　実習毎に実習参加のための履修要件を明確化し、条件に満たない場合は実習参加を認めな
い「実習履修条件」の制度を導入した。この制度は平成20年度より段階的に実施され、改正
カリキュラムが導入される平成21年度からは全学的に実施される（表24）。
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　表24　各実習履修要件
　看護援助学実習〈レベルⅠ〉：下記全授業科目についての修了試験受験資格を有する。

授業科目名 単位
開講期

学年 学期
人体の構造と機能Ⅰ 2 1 通年
看護学概論Ⅰ 2 1 前期
看護方法学Ⅰ（援助的人間関係） 1 1 前期
看護方法学Ⅳ（基礎看護技術①） 1 1 前期
人体の構造と機能Ⅱ（生体防御と代謝） 1 1 後期
看護方法学Ⅱ（フィジカル・アセスメントと看護面接技法①） 1 1 後期
看護方法学Ⅴ（基礎看護技術②）－１ 1 1 後期

　 看護援助学実習〈レベルⅡ〉：看護援助学実習〈レベルⅠ〉単位取得済及び下記全授業科
目についての修了試験受験資格を有する。

授業科目名 単位
開講期

学年 学期
疾病の成り立ちと回復の促進Ⅰ（病理と病態） 1 1 後期
疾病の成り立ちと回復の促進Ⅱ（治療とリハビリテーション） 1 1 後期
疾病の成り立ちと回復の促進Ⅲ（診断と治療） 2 2 前期
看護方法学Ⅲ（フィジカル・アセスメントと看護面接技法②） 1 2 前期
看護方法学Ⅴ（基礎看護技術②）－２ 1 2 前期
看護方法学Ⅵ（看護過程） 1 2 前期
看護援助学Ⅰ（生命過程の維持） 3 2 前期
看護援助学Ⅱ（活動） 1 2 前期
看護援助学Ⅲ（食事と排泄） 1 2 前期
看護援助学Ⅳ（休息と睡眠） 1 2 前期
看護援助学Ⅵ（感情と行動） 1 2 前期
看護援助学演習 1 2 前期
応用看護学特論Ⅰ（知覚と神経） 1 2 前期

　 精神保健・発達看護学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ〈レベルⅢ〉：看護援助学実習〈レベルⅡ〉単
位取得済及び実習領域関連する下記全授業科目についての修了試験受験資格を有する。
　精神保健看護学実習〈レベルⅢ〉

授業科目名 単位
開講期

学年 学期
精神保健看護学Ⅰ（理論） 1 2 後期
発達看護学概論 2 2 後期
看護援助学Ⅴ（皮膚の清潔と身だしなみ） 1 2 後期
精神保健看護学Ⅱ（技法） 2 3 前期
看護援助学Ⅶ（セクシュアリティ） 1 3 前期
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　発達看護学実習Ⅰ（成人期の看護）〈レベルⅢ〉

授業科目名 単位
開講期

学年 学期
発達看護学Ⅰ（成人期の看護②） 2 2 前期
看護援助学総論 1 2 後期
発達看護学概論 2 2 後期
発達看護学Ⅰ（成人期の看護①） 1 2 後期
看護援助学Ⅴ（皮膚の清潔と身だしなみ） 1 2 後期
看護援助学Ⅶ（セクシュアリティ） 1 3 前期

　発達看護学実習Ⅱ（リプロダクティブ・ヘルスと看護）〈レベルⅢ〉

授業科目名 単位
開講期

学年 学期
看護援助学Ⅴ（皮膚の清潔と身だしなみ） 1 2 後期
発達看護学概論 2 2 後期
発達看護学Ⅱ（リプロダクティブ・ヘルスと看護①） 1 2 後期
発達看護学Ⅱ（リプロダクティブ・ヘルスと看護②）－１ 1 2 後期
発達看護学Ⅱ（リプロダクティブ・ヘルスと看護②）－２ 1 3 前期
看護援助学Ⅶ（セクシュアリティ） 1 3 前期

　発達看護学実習Ⅲ（子どもと家族の看護）〈レベルⅢ〉

授業科目名 単位
開講期

学年 学期
看護援助学Ⅴ（皮膚の清潔と身だしなみ） 1 2 後期
発達看護学概論 2 2 後期
発達看護学Ⅲ（子どもと家族の看護①） 1 2 後期
発達看護学Ⅲ（子どもと家族の看護②） 2 3 前期
看護援助学Ⅶ（セクシュアリティ） 1 3 前期

　発達看護学実習Ⅳ（老年期の看護）〈レベルⅢ〉

授業科目名 単位
開講期

学年 学期
看護援助学Ⅴ（皮膚の清潔と身だしなみ） 1 2 後期
発達看護学概論 2 2 後期
発達看護学Ⅳ（老年期の看護①） 1 3 前期
発達看護学Ⅳ（老年期の看護②） 2 3 前期
看護援助学Ⅶ（セクシュアリティ） 1 3 前期
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　地域看護学実習〈レベルⅣ〉：
　 看護援助学実習〈レベルⅢ〉単位取得済及び下記全授業科目についての修了試験受験資格
を有する。

授業科目名 単位 開講期
学年 学期

生活環境論 2 2 後期
地域看護学概論　 1 2 後期
疫学 1 2 後期
社会保障論 2 3 前期
保健統計 1 3 前期
地域看護学Ⅰ（保健指導論）－１ 1 3 前期
地域看護学Ⅰ（保健指導論）－２ 1 3 後期
地域看護学Ⅱ（地区活動論）－１ 1 3 後期
保健福祉行政論 1 4 前期
地域看護学Ⅱ（地区活動論）－２ 1 4 前期
地域看護学Ⅲ（在宅看護論） 1 4 前期

　看護学総合実習：地域看護学実習〈レベルⅣ〉を合格している。

卒業直前の看護技術練習の実施
　基礎看護技術の授業が２年次に配当されているため、４年次になると看護技術を行う機会
が少なくなり、４年生から就職を前に、看護技術についての不安が大きいという意見が多
かった。そのため、卒業直前の４年生の希望者を対象に、看護実習室を開放し、看護技術の
レベルアップのための練習ができるように設備を整え、教員・ティーチングアシスタント
（TA）が適宜、指導に当たっている。
　表25、26の通り、平成20年度は３月５日から13日までの計７日間で延べ73人の学生が参加
した。昨年度より申込用紙を配付し事前説明を行うことで、大勢の参加が得られている。
　表25　参加学生数の概況

年度 期間 　 延べ人数
平成17年度 ３月６日～３月23日 ８日間 46人
平成18年度 ３月５日～３月16日 10日間 21人
平成19年度 ３月10日～３月14日 ５日間 76人
平成20年度 ３月５日～３月13日 ７日間 73人
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　表26　練習した看護技術の項目（複数回答で頻度順）
項目 度数

採血 66
輸液ポンプ 46
吸引 44
点滴 38
血糖値測定 36
注射 32
導尿 23
フィジカル・アセスメント 18
心電図 16
浣腸 4
車椅子移乗・搬送 4
ベットメイキング 2
　
　ｃ．履修指導
 （１）履修指導の適切性
　履修科目の登録に関する情報は、授業開始前（４月初旬）のガイダンス時に学務課教務係
が全学生に対して学生便覧・シラバス集・時間割等、履修関係の書類を配付し、説明した。
　履修する授業科目は原則として、年次毎に登録されている授業科目の中から選択する（た
だし上級年次配当の授業科目は履修できない）。受講を希望する学生は、第１回の授業に出
席し、授業内容を吟味して履修科目を決定し、受講科目届けに必要事項を記入して、所定日
に学務課教務係に提出する。届出以後も、所定の期間内で履修変更をすることが可能である。
　平成20年度４月より、「実習履修条件」制度が段階的に実施されるにあたり、授業開始前
（４月初旬）のガイダンス時に、各学年担当になっている教務委員がそれぞれの学年に上記
の件を伝え、学生へ周知徹底を図った。
 （２）留年者に対する教育上の措置の適切性
　本学では学年制を取っていないため留年はないが、授業の履修状況から４年間では卒業が
困難となりそうな時点で、学年担当の教員が学生を呼び出し、状況を把握しながら問題の改
善に向けての支援を行なっている。
　今年度は、「実習履修条件」制度を段階的に導入したこともあって、科目を不合格となる
学生が増加し、時間割の調整が求められたため、まず教務委員会において不合格となった学
生個々の履修状況を把握したうえで、それぞれの履修計画案を立案した。それを各学年担当
教員と共有し、４月の履修前に、学年担任が学生と面接し、個々の学生への履修指導を行っ
た。また不合格となった科目について、学生がなるべく卒業年次内で再履修できるように、
時間割や実習配置を工夫した。保護者会を開催し、個別面接を求める保護者に学生の履修状
況などの説明を行った。
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　ｄ．教育改善への組織的な取り組み
 （１）教員会議の開催と改革
　平成17年度より、専任教員全員で構成する「教員会議」として再編成した教員会議は、20
年度も引き続き行なわれた。講義や演習、卒業研究、実習など、教員全般に関する事項を共
有し、学生の理解や教育指導の改善のための方法について話し合った。
 （２）教育改善のためのワークショップ（FD）
　平成16年度より、年に１回３月に全教員を対象としてワークショップを開催していたが、
平成20年度からは年２回に増やしての実施とした。従来の教育改善のためのFDの他に、臨
地実習で求められる教育および本学における臨地実習の意義と役割の理解を深めるために、
実習FDを新たに実施した。その内容は以下の通りである（表27）。
　表27　教育改善のためのワークショップの内容
日　時 平成20年８月４日 13：30～ 16：30 平成21年3月11日　13：30～ 16：30
テーマ 看護学実習FDワークショップ 学びの変革―状況に埋め込まれた学習
内　容 ○本学準教授による看護学実習指導を

テーマとした講演
○「実習指導を振り返って」というテ
ーマによるグループワーク

○佐伯胖氏（青山学院大学教授）によ
る講演　

参加者 教員：48名 教員：61名　院生：14名　職員：２名

 （３）実習指導を語り合う会
　平成14年度より、教育の質の向上と教員同士の相互支援を目指して、看護学実習での教員
の悩みや困難さを職位や領域を越えて自由に語り合う「実習指導を語り合う会」を、年に２
回開催している。企画運営は実習委員会が中心となり、教員の自主的参加により行っている。
　平成20年度の実施状況は以下の通りである（表28）。
　表28　実習を語り合う会の開催状況　

回 日時 参加人数
第１回 11月７日（金）18時～ 19時30分 26人
第２回 12月22日（月）16時30分～ 18時 22人

 （４）シラバスの作成と活用状況
　シラバス集には、授業の単位数、必修・選択の別、担当教員名、開講学年・時期、授業の目
的、授業の進め方、授業スケジュール、教科書、参考書・参考資料等、成績評価の仕方、オ
フィスアワー・研究室、受講上の注意事項が授業毎に記載されている。
　平成19年度にはシラバスの構成や書式を見直して、さらに、シラバス作成・編集作業につ
いてはインターネット上で行うシステムを導入し、これまでより冊子のスリム化と作業の効
率化を図ることができた。
　平成20年度は前年同様にweb入力とし、シラバスの活用の促進と作業の効率化を進めた。
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 （５）学生による授業評価
　平成20年度は従来の講義科目に加えて、平成19年度に予備調査を実施した演習科目の（技
術演習に焦点をあてた）授業評価も実施した。
　講義科目の授業評価では、専任教員11人（延べ22科目）、兼任講師５人（延べ８科目）の
教員から申請があり、延べ30科目で実施した。その結果、評価表の配布数1,790、回収数
1,296、回収率は72.4％であった。配布数は昨年の半数程度であったが、これは、演習科目で
の授業評価が開始になったこと、隔年での実施を推奨したことが要因だったと思われる。全
体の集計結果は、各評価項目15点満点で、すべてのカテゴリーで全体平均12点以上の非常に
高い評価だった（表29、図１、図２）。これらの平均得点は去年よりも上昇しており、昨年
の授業評価の結果に対して各教員が授業の工夫を行なったためではないかと思われる。
　表29　講義科目の授業評価結果（大項目）　

全体
有効数 平均得点 標準偏差

有効数 平均得点 標準偏差
a．教育技術 1,270 12.37 2.33 1,270 12.37 2.33
b．教育内容 1,292 12.81 2.35 1,292 12.81 2.35
c．授業の進行・展開 1,266 12.91 2.04 1,266 12.91 2.04
d．熱意・相互作用 1,281 12.95 2.31 1,281 12.95 2.31
e．学生の自己評価 1,287 13.41 1.64 1,287 13.41 1.64

　　　　　　　　　　　図１　講義科目大項目のレーダーチャート　
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b． 教育内容

d． 熱意・相互作用

a． 教育技術

e． 学生の自己評価

c． 授業の進行・展開
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　　　　　　　　　　　図２　講義科目の授業評価結果（小項目）

　演習科目の授業評価では、専任教員16人（延べ13科目）、兼任講師２人（延べ１科目）の
教員から申請があり、延べ14科目で実施した。その結果、評価表の配布数969、回収数856、
回収率は88.3％で、回収率は講義科目よりも高かった。全体の集計結果は、各評価項目15点
満点で平均13点以上の非常に高い評価だったが、学生の自己評価については、11.67であっ
た（表30、図３、図４）。これは事前学習や復習といった内容が項目に含まれているためと
思われる。
　表30　演習科目の授業評価結果（大項目）

全体
有効数 平均得点 標準偏差

有効数 平均得点 標準偏差
a．教育技術 850 13.82 1.52 850 13.82 1.52
b．教育内容 852 13.79 1.58 852 13.79 1.58
c．授業の進行・展開 852 13.13 1.87 852 13.13 1.87
d．熱意・相互作用 847 13.92 1.51 847 13.92 1.51
e．学生の自己評価 845 11.67 2.68 845 11.67 2.68

0 1 2 3 4 5
a． 教育技術

授業で使われたテキスト、配布資料など
は授業の理解に役立った。 4.30

3.99

4.08

①

②

③

0.77

0.94

1.03

平均N = 1296 標準偏差

授業では、黒板、OHP、ビデオ、スライド
などの使い方が効果的だった。
教員の話し方（声量、スピード、マイクの
使い方など）は適切だった。

b． 教育内容
授業の内容はわかりやすかった。

授業の内容は興味のあるものだった。

この授業は自分にとって価値があった。

4.24

4.25

4.31

④

⑤

⑥

0.89

0.88

0.82

ｃ． 授業の進行・展開
授業は、正規の時間に始まり、終わった。 4.35

4.33

4.22

⑦

⑧

⑨

0.81

0.73

0.85

シラバス（または講義予定表）に沿った
授業が行われていた。

授業の進行速度は適切だった。

d． 熱意・相互作用
教員の熱意が伝わってきた。 4.40

4.20

4.35

⑩

⑪

⑫

0.82

0.91

0.80

教員は学生の理解や反応を見ながら進
め、質問しやすい状況があった。
教員は学生の質問や発言に適切に応答
した。

e． 学生の自己評価
私の授業への出席率は　※　だった。

※　出席率（９割以上  ５点  ８～７割程度  ４点  ６～５割程度  ３点  ４割程度  ２点  ３割以下  １点）

4.81

4.26

4.34

⑬

⑭

⑮

0.47

0.80

0.77

私は授業に意欲的・積極的に取り組ん
だ。
私は授業の学びやすい環境作りに協力
した。
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　　　　　　　　　　　図３　演習科目大項目のレーダーチャート　

　　　　　　　　　　　図４　演習科目の授業評価結果（小項目）
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a． 教育技術

演習で使われたテキスト、配布資料など
は授業の理解に役立った。 4.59

4.58

4.64

①

②

③

0.61

0.61

0.58

平均N = 856 標準偏差

演習で使用した物品・モデル等は適切
だった。
教員の話し方やデモンストレーション
は適切だった。

技術の説明と、実施する実技の組み合わ
せは適切だった。
演習を通して、より興味をもち、深く学
びたいと感じることができた。
実践的なレベルで技術および方法を学
ぶことができた。

b． 教育内容
4.60

4.67

4.52

④

⑤

⑥

0.61

0.55

0.69

ｃ． 授業の進行・展開
4.59

4.49

4.06

⑦

⑧

⑨

0.62

0.73

0.96

演習時の（グループ等の）人数は適切だ
った。

学生への指示・安全への配慮は適切だ
った。

演習の時間配分は適切だった。

d． 熱意・相互作用
教員の熱意が伝わってきた。 4.64

4.59

4.69

⑩

⑪

⑫

0.57

0.62

0.54

教員は学生の理解や反応を見ながら進
め、質問しやすい状況であった。
教員は学生の質問や発言に適切に応答
した。

e． 学生の自己評価
私は事前学習をして演習に臨んだ。 3.81

3.82

4.04

⑬

⑭

⑮

1.23

1.09

0.84

私は授業後に演習内容を復習した
（オフィスアワーを含む）。
私は技術のプロセスを理解し、原則に基
づいて技術を行なえるようになった。
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　ｅ．授業形態と授業方法の関係
 （１）授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性
　平成17年度より学部生が140名に倍増したが、少人数を対象とした丁寧な教育を続けた。
平成20年度は、演習を含む基礎ゼミは前期14クラス・後期15クラスに、看護専門科目の多く
と研究方法論は２クラスに、語学は４クラスに分けて展開した。基礎ゼミや看護方法学など
の教科目では、小グループによる主体的相互学習形態を積極的に取り入れた。学生の個別性
を重視し人間性を育む教育を実施している。
　昨年度に実施されたグループワークの実施状況を踏まえ、学生の負担とならないように、
授業時間内でのグループワークの実施や他の授業の状況把握に努めているところである。
　実習では、学生５人～７人に対し教員１人で構成される小グループを中心に指導してい
る。学生数の増加後も１グループの学生数は変えずに、グループ数と実習施設を広げること
で対応した。実習前後には大学側と施設側の話し合いを定期的にもち、相互協力のもとで指
導の質の確保に努めた。
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　参考資料　平成20年度実習施設一覧
老人保健
施　　設実　習　施　設　数

訪問看護
ステーション 保健所等診療所病　院 その他 合　計

341 9 1516 19 94

名　称 位　置 名　称 位　置 名　称 位　置

○病院（16）

日本赤十字社医療センター

武蔵野赤十字病院

大森赤十字病院

横浜市立みなと赤十字病院

葛飾赤十字産院

さいたま赤十字病院

財団法人精神医学研究所附属東京武
蔵野病院

賛育会病院
  
聖ヶ丘病院
 
東京衛生病院
 
財団法人 井之頭病院

医療法人社団翠会 成増厚生病院

川越同仁会病院

特定医療法人財団健和会 柳原病院

特定医療法人財団健和会　柳原リハビ
リテーション病院

特定医療法人財団健和会   みさと健和
病院

○診療所（1）

武居小児科医院

○老人保健施設（9）

医療法人財団健和会　老人保健施設
千寿の郷

ケアコミュニティ・原宿の丘

社会福祉法人パールデイサービスセン
ター パール鉢山

社会福祉法人東京弘済園高齢者在宅
サービスセンター　三鷹市高齢者セン
ターけやき苑、いちょう苑

医療法人社団充会介護老人保健施設 
太郎

渋谷区高齢者ケアセンター

社会福祉法人すこやか福祉会特別養護
老人ホーム　葛飾やすらぎの郷

ナーシングホーム　気の里 

社会福祉法人すこやか福祉会　小規模
多機能サービス　よりみちの家

○訪問看護ステーション（15）

医療法人財団南葛勤医協　白河問看
護ステーション

医療法人財団南葛勤医協　大島訪問
看護ステーション

特定医療法人財団健和会　みさと訪問
看護ステーション

特定医療法人財団健和会　新みさと訪
問看護ステーション

東京都渋谷区

東京都武蔵野市

東京都大田区

神奈川県横浜市

東京都葛飾区

埼玉県さいたま市

東京都板橋区

東京都墨田区

東京都多摩市

東京都杉並区

東京都三鷹市

東京都板橋区

埼玉県川越市

東京都足立区

東京都足立区

埼玉県三郷市

東京都武蔵野市

東京都足立区

東京都渋谷区

東京都渋谷区

東京都三鷹市

東京都三鷹市

東京都渋谷区

東京都葛飾区

愛知県豊橋市

東京都葛飾区

東京都江東区

東京都江東区

埼玉県三郷市

埼玉県三郷市

特定医療法人財団健和会　すみれ訪
問看護ステーション

特定医療法人財団健和会　鐘ヶ淵訪
問看護ステーション

医療法人財団南葛勤医協　まつしま訪
問看護ステーション

特定医療法人財団健和会　綾瀬訪問
看護ステーション

特定医療法人財団健和会　さくら訪問
看護ステーション

白十字訪問看護ステーション 

在宅看護研究センター付属訪問看護ス
テーション
 
あゆむ訪問看護ステーション 

あいの風ナースステーション光が丘

日本赤十字広尾訪問看護ステーション

武蔵野赤十字病院訪問看護ステーショ
ン

○保健所等（34）
 
渋谷区保健所
 
恵比寿保健相談所

幡ヶ谷保健相談所
 
世田谷総合支所　健康づくり課

砧総合支所　健康づくり課

北沢総合支所　健康づくり課

烏山総合支所　健康づくり課
 
光が丘保健相談所

大泉保健相談所

石神井保健相談所

関保健相談所
  
豊玉保健相談所

関保健相談所 
 
荻窪保健センター

高円寺保健センター

上井草保健センター

高井戸保健センター

城東保健相談所

深川保健相談所

城東南部保健相談所
 
葛飾区役所　保健サービス課

金町保健センター

向島保健所センター

本所保健センター

大田東地域行政センター

東京都墨田区

東京都墨田区

東京都江戸川区

東京都足立区

東京都葛飾区

東京都新宿区

東京都新宿区

東京都杉並区

東京都練馬区

東京都渋谷区

東京都武蔵野市

東京都渋谷区

東京都渋谷区

東京都新宿区

東京都世田谷区

東京都世田谷区

東京都世田谷区

東京都世田谷区

東京都練馬区

東京都練馬区

東京都練馬区

東京都練馬区

東京都練馬区

東京都練馬区

東京都杉並区

東京都杉並区

東京都杉並区

東京都杉並区

東京都江東区

東京都江東区

東京都江東区

東京都葛飾区

東京都葛飾区

東京都墨田区

東京都墨田区

東京都大田区

大田区西地域行政センター

南部保健福祉センター

鷺宮保健福祉センター

小石川保健サービスセンター

本郷保健サービスセンター

江北保健サービスセンター

東部健康サポートセンター

清新町健康サポートセンター

朝霞市保健センター

○その他（19） 

日本赤十字社医療センター附属乳児院

みづき助産院  

矢島助産院  

エナジーハウス

けやき工房  

フレンドシップ/グリーンペペ 

社会就労センター　パイ焼き窯

Ｔ＆Ｅ企画  

ストライドクラブⅡ

ちぐさ企画  

千草工芸  

陽だまりの庭  

医療法人社団草思会　錦糸町クボタク
リニック  

ＮＰＯ法人やっとこ　ハーモニー

巣立ち風  

あおば作業所  

あとりえ　ふぁんとむ

武蔵野市立境南小学校・境南中学校
いとすぎ学級

東京消防庁武蔵野消防署 
  
  
  
  
  
  

東京都大田区

東京都中野区

東京都中野区

東京都文京区

東京都文京区

東京都足立区

東京都江戸川区

東京都江戸川区

埼玉県朝霞市

東京都渋谷区

東京都北区

東京都国分寺市

東京都文京区

東京都世田谷区

東京都豊島区

東京都世田谷区

東京都世田谷区

東京都渋谷区

東京都世田谷区

東京都世田谷区

東京都世田谷区

東京都墨田区

東京都世田谷区

東京都三鷹市

東京都杉並区

東京都中野区

東京都武蔵野市

東京都武蔵野市
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Ｂ．大学院看護学研究科
１．教育課程等
　ａ．大学院研究科の教育課程
 （１）大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第99条、大学院設置基準第３、４条と

　の関連
　本大学院は、学校教育法第99条及び大学院設置基準第３、４条に基づき、本大学院学則第
１条に則り、赤十字の理念である人道を基調とし、看護学の学術の理論および応用を教授研
究する。また、看護学の知識と技術を蓄積し、拡大・精選・伝達し得る能力を養い、広く国
際的視野から研究、教育、実践および管理ができる高度な専門家を育成することを目的とす
る。
 （２）修士課程の目的
　修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、看護学の分野における研究能力および
高度の専門性を要する看護実践に必要な能力を養い、併せて看護学の発展に寄与することを
目的とする。
　修士課程看護学専攻の教育課程は、平成16年度より専門看護師（Certifi ed Nurse Specialist: 
CNS）教育課程の設置のために一部変更を行い（表31）、平成17年度には、成人看護学、小
児看護学、精神保健看護学の３領域が、それぞれ成人看護（慢性）、小児看護、精神看護の
３つの専門看護分野の専門看護師教育課程として日本看護系大学協議会より認定された。平
成21年度はがん看護、クリティカルケアの領域で認定申請を行う予定である。
　平成19年度は、国際保健助産学専攻教育課程が開設された（表32）。国際保健助産学専攻
には、社会で効果的に助産活動を展開していく高度な専門職業人と、世界の情勢を見つめ研
究的視点をもって指導的立場で自立的に活動できる看護・助産の人材を養成する「論文コー
ス」と、助産ケアを必要とする人々の生活に直接関わって支援していく人材を養成する「実
践コース」とがある。
 （３）博士後期課程の目的
　博士後期課程は、看護学の知識を蓄積し、拡大、精選、伝達し得る能力を養い、自立して
看護学の研究・開発ができる専門家を育成することを目的とする。
　平成９年度に設置された本大学院博士後期課程の教育目的は、看護学研究者として自立し
て研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及
びその基礎となる幅広く豊かな学識を養うことである（表33）。
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　表31　修士課程の教育課程
専攻 学科目 授業科目 単位数 備考 専攻 学科目 授業科目 単位数 備考

看　
　
　
　
　
　
　
　
護　
　
　
　
　
　
　
　
学

基
礎
看
護
学

基 礎 看 護 学 特 講 Ⅰ 2

看　
　
　
　
　
　
　
　
護　
　
　
　
　
　
　
　
学

老
年

老 年 看 護 学 実 習 Ⅰ 3
基 礎 看 護 学 特 講 Ⅱ 2 老 年 看 護 学 実 習 Ⅱ 3
基 礎 看 護 学 特 講 Ⅲ 2

精
神
保
健
看
護
学

精神保健看護学特講Ⅰ 2
基 礎 看 護 学 特 講 Ⅳ 2 精神保健看護学特講Ⅱ 2
基 礎 看 護 学 演 習 Ⅰ 2 精神保健看護学特講Ⅲ 2
基 礎 看 護 学 演 習 Ⅱ 2 精神保健看護学特講Ⅳ 2
基 礎 看 護 学 実 習 Ⅰ 3 精神保健看護学演習Ⅰ 2
基 礎 看 護 学 実 習 Ⅱ 3 精神保健看護学演習Ⅱ 2

が
ん
看
護
学

が ん 看 護 学 特 講 Ⅰ 2 精神保健看護学実習Ⅰ 3
が ん 看 護 学 特 講 Ⅱ 2 精神保健看護学実習Ⅱ 3
が ん 看 護 学 特 講 Ⅲ 2

地
域
看
護
学

地 域 看 護 学 特 講 Ⅰ 2
が ん 看 護 学 特 講 Ⅳ 2 地 域 看 護 学 特 講 Ⅱ 2
が ん 看 護 学 演 習 Ⅰ 2 地 域 看 護 学 特 講 Ⅲ 2
が ん 看 護 学 演 習 Ⅱ 2 地 域 看 護 学 特 講 Ⅳ 2
が ん 看 護 学 実 習 Ⅰ 3 地 域 看 護 学 演 習 Ⅰ 2
が ん 看 護 学 実 習 Ⅱ 3 地 域 看 護 学 演 習 Ⅱ 2

小
児
看
護
学

小 児 看 護 学 特 講 Ⅰ 2 地 域 看 護 学 実 習 Ⅰ 3
小 児 看 護 学 特 講 Ⅱ 2 地 域 看 護 学 実 習 Ⅱ 3
小 児 看 護 学 特 講 Ⅲ 2

看
護
教
育
学

看 護 教 育 学 特 講 Ⅰ 2
小 児 看 護 学 特 講 Ⅳ 2 看 護 教 育 学 特 講 Ⅱ 2
小 児 看 護 学 演 習 Ⅰ 2 看 護 教 育 学 特 講 Ⅲ 2
小 児 看 護 学 演 習 Ⅱ 2 看 護 教 育 学 特 講 Ⅳ 2
小 児 看 護 学 実 習 Ⅰ 3 看 護 教 育 学 演 習 Ⅰ 2
小 児 看 護 学 実 習 Ⅱ 3 看 護 教 育 学 演 習 Ⅱ 2

成
人
看
護
学

成 人 看 護 学 特 講 Ⅰ 2 看 護 教 育 学 実 習 Ⅰ 3
成 人 看 護 学 特 講 Ⅱ 2 看 護 教 育 学 実 習 Ⅱ 3
成 人 看 護 学 演 習 Ⅰ 2

看
護
管
理
学

看 護 管 理 学 特 講 Ⅰ 2
成 人 看 護 学 演 習 Ⅱ 2 看 護 管 理 学 特 講 Ⅱ 2
クリティカルケア看護学特講Ⅰ 2 看 護 管 理 学 特 講 Ⅲ 2
クリティカルケア看護学特講Ⅱ 2 看 護 管 理 学 特 講 Ⅳ 2
クリティカルケア看護学特講Ⅲ 2 看 護 管 理 学 演 習 Ⅰ 2
クリティカルケア看護学特講Ⅳ 2 看 護 管 理 学 演 習 Ⅱ 2
クリティカルケア看護学演習Ⅰ 2 看 護 管 理 学 実 習 Ⅰ 3
クリティカルケア看護学演習Ⅱ 2 看 護 管 理 学 実 習 Ⅱ 3
クリティカルケア看護学実習Ⅰ 3

国
際
看
護
学

国 際 看 護 学 特 講 Ⅰ 2
クリティカルケア看護学実習Ⅱ 3 国 際 看 護 学 特 講 Ⅱ 2
慢 性 看 護 学 特 講 Ⅰ 2 国 際 看 護 学 特 講 Ⅲ 2
慢 性 看 護 学 特 講 Ⅱ 2 国 際 看 護 学 特 講 Ⅳ 2
慢 性 看 護 学 特 講 Ⅲ 2 国 際 看 護 学 演 習 Ⅰ 2
慢 性 看 護 学 特 講 Ⅳ 2 国 際 看 護 学 演 習 Ⅱ 2
慢 性 看 護 学 演 習 Ⅰ 2 国 際 看 護 学 実 習 Ⅰ 3
慢 性 看 護 学 演 習 Ⅱ 2 国 際 看 護 学 実 習 Ⅱ 3
慢 性 看 護 学 実 習 Ⅰ 3

共
通

人 間 総 合 講 座 2
慢 性 看 護 学 実 習 Ⅱ 3 看 護 科 学 特 講 2

老
年
看
護
学

老 年 看 護 学 特 講 Ⅰ 2 看 護 研 究 特 講 2
老 年 看 護 学 特 講 Ⅱ 2 コンサルテーション論 2
老 年 看 護 学 特 講 Ⅲ 2 情 報 科 学 特 講 2
老 年 看 護 学 特 講 Ⅳ 2 合　　　計 216
老 年 看 護 学 演 習 Ⅰ 2
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　表32　修士課程国際保健助産学専攻の教育課程
専攻 学科目 授業科目 単位数 備考 専攻 学科目 授業科目 単位数 備考

国
際
保
健
助
産
学

ウィメンズ・ヘルス・プロモーション
分
野

ウィメンズ・ヘルス・プロモーション概論 2

国
際
保
健
助
産
学

共
通
科
目

赤十字概論Ⅱ（国際人道法含） 2
ウィメンズ・ヘルス・プロモーション研究論 2 看 護 研 究 特 講 2
ウィメンズ・ヘルス・プロモーション活動論 2 人 間 総 合 講 座 2
応 用 助 産 学 1 2 異 文 化 論 2
応 用 助 産 学 2 2 家 族 論 2
ウィメンズ・ヘルス・プロモーション演習Ⅰ 2 看 護 理 論 2
ウィメンズ・ヘルス・プロモーション演習Ⅱ 2 看 護 政 策 論 2
ウィメンズ・ヘルス・プロモーション実習Ⅰ 3 コンサルテーション論 2
ウィメンズ・ヘルス・プロモーション実習Ⅱ 3

助
産

助産学特講Ⅰ（基礎助産学 1） 3

国
際
保
健
助
産
分
野

国 際 保 健 学 2 助産学特講Ⅱ（基礎助産学 2） 3
国 際 保 健 助 産 論 2 助産学特講Ⅲ（実践助産学 1） 3
国 際 保 健 関 係 論 2 助産学特講Ⅳ（実践助産学 2） 3
国際赤十字助産活動論 2 助産学特講Ⅴ（応用助産学 3） 1
国 際 保 健 助 産 演 習 Ⅰ 2 助産学特講Ⅵ（助産管理論） 1
国 際 保 健 助 産 演 習 Ⅱ 2 助 産 学 実 習 Ⅰ 2
国 際 保 健 助 産 実 習 Ⅰ 3 助 産 学 実 習 Ⅱ 3
国 際 保 健 助 産 実 習 Ⅱ 3 助 産 学 実 習 Ⅲ 3

合　　　計 76

　表33　博士後期課程の教育課程
専攻 学科目 授業科目 単位数 備考 専攻 学科目 授業科目 単位数 備考

看　
　
　
　
　
　
護　
　
　
　
　
　
学

基
礎
看
護
学

基 礎 看 護 学 特 論 2

看　
　
　
　
　
　
護　
　
　
　
　
　
学

応
用
看
護
学

精 神 保 健 看 護 学 特 論 2
基 礎 看 護 学 演 習 2 精 神 保 健 看 護 学 演 習 2
基 礎 看 護 学 特 別 研 究 6 精神保健看護学特別研究 6

応
用
看
護
学

母 性 看 護 学 特 論 2 地 域 看 護 学 特 論 2
母 性 看 護 学 演 習 2 地 域 看 護 学 演 習 2
母 性 看 護 学 特 別 研 究 6 地 域 看 護 学 特 別 研 究 6
小 児 看 護 学 特 論 2 看

護
教
育
・
管
理
学

看 護 教 育 学 特 論 2
小 児 看 護 学 演 習 2 看 護 教 育 学 演 習 2
小 児 看 護 学 特 別 研 究 6 看 護 教 育 学 特 別 研 究 6
成 人 看 護 学 特 論 2 看 護 管 理 学 特 論 2
成 人 看 護 学 演 習 2 看 護 管 理 学 演 習 2
成 人 看 護 学 特 別 研 究 6 看 護 管 理 学 特 別 研 究 6
老 年 看 護 学 特 論 2 共

通
看 護 科 学 特 論 2

老 年 看 護 学 演 習 2 看 護 研 究 特 論 2
老 年 看 護 学 特 別 研 究 6 合　　　計 94

 （４）学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と当該学部の学士課程における教
　育内容との関係

　学部では基礎ゼミ、レポート作成、研究方法１、２、卒業論文などを通じて、研究に必要
な基礎的能力と看護学実習によって看護に関する諸現象を観察し、記述する力とを育成して
いる。またそれに加えて、修士課程、博士後期課程の入学条件として臨床経験を有すること
を課しており、看護実践における諸現象を探究するための基礎的な能力を基盤とした学習、
研究が可能になるような工夫を行っている。
　また、担当教員が必要と認めた場合は、修士課程の学生に学部の専門教育科目を履修させ
ることができる。ただし、当該科目の修得単位は修士課程の所要取得単位としない。
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 （５）修士課程における教育内容と博士後期課程における教育内容の適切性および両者の
　関係

　修士課程は、看護学の分野における基本的な研究能力および高度の専門性を要する看護実
践に必要な能力を養い、併せて看護学の発展に寄与することを目的としている。博士後期課
程は、自立して看護学の研究・開発ができる専門家を育成することを目的としている。本学
では、修士課程で基本的な研究能力を身につけたあと、そのまま、博士後期課程に進学し、
自立した看護学の研究・開発ができる専門家を目指して学ぶ学生が複数いる。
 （６）入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性
　修士課程における学位授与までのプロセスは表34に示した。審査学位論文審査及び最終試
験については、主査１名（主研究指導教授）、副査２名による審査委員会での口頭試問によ
り修士の学位にふさわしい研究能力や高度で専門的な能力を有しているかどうかが厳正に審
査される。その後、研究科委員会の承認を経て、学位授与が認められる。 
　表34　修士課程における学位授与までのプロセス
１年次 ４月

12月
入学・研究指導教員決定
修士論文仮テーマ決定

２年次 ４月
５月
12月
１月
２月中旬迄
３月

修士論文研究計画書提出・修士論文研究計画発表会
研究倫理審査
修士論文審査願
修士論文審査申請書・参考論文提出
修士論文審査・最終試験
修士論文発表会　学位授与式

　博士後期課程では、入学後（表35）に正研究指導教員が決定してから、半年後テーマによ
って副研究指導教員が決定される。正・副研究指導教員は、毎年２月に院生が提出する１年
間の研究報告書をもとに面接し、院生が確実に研究活動を進めていけるよう指導する。また、
本大学院博士後期課程では研究計画書の審査に合格することを学位論文審査の条件としてお
り、研究の速やかな進行を促すために年４回審査を実施している。研究計画書の審査基準は
院生にも公表されており、正・副研究指導教員を含む５名の教授によって審査が行われるた
め、公正な審査と同時に、幅広い視野から教育的指導を受けることができる。
　審査学位論文審査及び最終試験は、博士の学位にふさわしい高度な研究能力およびその基
礎となる豊かな学識が証明できるかを審査するために、主査１名（正研究指導教員）の他、
副査４名（副研究指導教員他）によって厳正に行われる。副査には、学外から専門家を招聘
する場合もある。
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　表35　博士後期課程における学位授与までのプロセス
１年次 ４月

２月

入学
正研究指導教員決定・副研究指導教員決定
研究報告書提出　正・副研究指導教員による面接・指導

２年次 ４・６・10・
２月

研究計画書提出・研究計画審査委員会の審査・研究倫理審査
研究報告書提出　正・副研究指導教員による面接・指導

３年次 ６・12月
７・１月
７・２月

９・３月

学位論文審査願・申請書類提出
学位論文審査申請書・主論文提出
学位論文専門審査委員会開催・最終試験
博士学位論文審査委員会開催・学位授与の認定
研究科委員会による学位授与の承認
博士論文発表会・学位授与

　ｂ．授業形態と単位の関係
 （１）授業科目の特徴・内容
　看護学専攻には、基礎看護学、がん看護学、小児看護学、成人看護学、老年看護学、精神
保健看護学、地域看護学、看護教育学、看護管理学、国際看護学の10領域がある。
　また小児看護学、成人看護学、精神保健看護学の３領域が、日本看護系大学協議会により、
それぞれ「小児看護」「成人看護（慢性）」「精神看護」の専門看護師教育課程として認定さ
れている。これらの領域で所定の単位を修得後、１年以上の実務経験があれば、日本看護協
会にその領域の専門看護師の申請をすることができる。ただし、保健師、助産師及び看護師
の資格取得後、実務経験が通算５年以上あり、そのうち通算３年以上は専門看護分野の経験
が必要である。
　基礎看護学領域と成人看護学領域では、平成21年度にそれぞれ「がん看護」と「クリティ
カルケア」の専門看護師教育課程として、日本看護系大学協議会に申請予定である。認定さ
れた場合、平成20年度履修者から日本看護協会にその領域の専門看護師の申請をすることが
できる。
　国際保健助産学専攻には、社会で効果的に助産活動を展開していく高度な専門職業人と、
世界の情勢を見つめ研究的視点をもって指導的立場で自立的に活動できる看護・助産の人材
を養成する「論文（研究）コース」と、助産ケアを必要とする人々の生活に直接関わって支
援していく人材を養成する「実践コース」とがある。実践コースでは、所定の科目を受講し、
単位を修得すれば、助産師国家試験受験資格を取得できる。
　修士課程には、各領域の専門科目のほかに、全領域共通科目として「人間総合講座」「看
護科学特講」「看護研究特講」「コンサルテーション論」「情報科学特講」がある。このうち「人
間総合講座」は、看護学の高度専門教育におけるリベラル・アーツの重要性についての認識
から設けられた本学独自のプログラムである。
　なお平成20年度は国際保健助産学専攻におけるカリキュラムの改善に取り組んだ。同専攻
開設時に申請したカリキュラムを2年間運用した結果、国際保健助産学専攻設立の教育目標
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と教育目的に照らし、より教育的意義が高い講義内容を盛り込み、重複する教授内容を統合
して、教育的効果の高い講義方法を取り入れる必要があると考えられた。そこで必要な修正
を施した新しいカリキュラムを検討し、文部科学省に申請をして認可を得た。新カリキュラ
ムは平成21年度より適用予定である。
 （２）授業科目の単位計算法
　修士課程の修了要件は、修士課程に２年以上在学し、所定の科目について30単位以上を修
得し、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論文を提出してその審査および最終試験に合格
することである。ただし、優れた業績を上げたものについては、１年以上在学すればよいと
されている。
　修士課程で専門看護師の申請を希望する学生は、当該領域における専門科目を18単位以上、
共通科目10単位以上を修得することとしている。共通科目に一般教養科目担当教員による人
間総合講座を設置し、修得単位数を通常より２単位多く設定しているのは、院生が専門分野
に偏ることなく、幅広い知識と思考法を身につけてほしいとの考え方からである。  
　博士後期課程の修了要件は、同課程に３年以上在学し、所定の科目について８単位以上を
修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、博士論文を提出して、その審査および最終試験に
合格することである。ただし、優れた業績を上げた者については、２年以上の在学期間で足
りるものとしている。

　ｃ．単位互換、単位認定等 
　研究科委員会が教育研究上有益と認めたときは、他大学の大学院または研究科（外国の大
学院またはそれに準じる高等教育機関を含む）との協議に基づき当該大学院の授業科目の履
修を認めることや（大学院学則第８章第30条）、他大学の大学院において履修した授業科目（第
40条の規定により修得した単位を含む）10単位を限度として、本大学院に入学後の授業科目
の履修により修得した単位として認めること、また、本学大学院の科目履修生としてすでに
履修した授業科目10単位を限度として単位を認めることを行ってきた。
　国内外の大学院との教育研究交流として東京で開催された、東アジアの大学院生を対象と
した看護フォーラム The 12th East Asian Forum of Nursing Scholars （EAFONS）（2009年
３月13－14日、開催場所：聖路加看護大学）への大学院生の参加を推奨した。

　ｄ．社会人学生への教育上の配慮
　修士課程・博士後期課程の学生は、臨床、地域保健機関、看護教育現場において経験を積
んだ者が多い。修士課程での社会人学生の履修については、修業年限２年のうち、１年次は、
授業科目および授業時間等の関係で学業に専念し、２年次は研究指導教授との相談により、
就業しながら論文指導並びに授業を受けた学生もいた。博士後期課程での社会人学生につい
ては、講義の開講日時や研究指導を院生と話し合いながら設定してきた。
　平成20年度に博士の学位を授与した者3名のうち、論文博士の制度（学位規則第４第２項）
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により博士の学位を授与した者は１名であった。
　平成20年度の研究生としての入学者数及び在籍合計数は表36のとおりである。
　表36　研究生の入学者数と在籍合計数

年度 平成20年度
4月 10月

入学者 1 0
在籍合計数 16 12

２．教育方法等
　ａ．教育・研究指導上の効果の測定
　19年度の点検・評価に引き続き、大学院博士後期課程の学生に対して、論文の学会誌など
への報告を課していることは、学生の研究成果の最新情報を把握することのみならず、学生
自身の研究姿勢が養われると共に研究に対する意識を向上させ、研究成果の発表を促進する
ことにつながる上で評価できる。
　平成19年度に開設された修士課程国際保健助産学専攻実践コースの第１回生が修了し、全
員助産師の国家試験に合格した。

　ｂ．成績評価法
 （１）学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性
　大学院学則第32条に基づき、修士課程および博士後期課程ともに、授業科目の成績評価は
各授業科目の単位認定者の責任において、A、B、C、D、の４段階評価によって行われる。
各授業科目の成績評価基準および評価の観点や方法は「大学院シラバス」の履修要項に明記
されている（表37）。
　表37　大学院の成績評価基準
判　定 評価 評点
合　格 A

B 
C 

100 ～ 80点
 79～ 70点
 69～ 60点

不合格 D 59点以下

　学位論文の評価は、修士論文および博士論文ともに合否による判定方法を採用している。
　修士論文は、所定の期日（年１回）までに学務課教務係へ提出することになっている。こ
の論文は、研究科委員会において選出された修士論文審査委員によって、定められた日程に
口頭諮問が行われ、研究科委員会で最終的な合否判定が行われる。これまで合否判定には一
定の基準があったものの、判定の透明性を高めるために、平成19年度に①研究テーマ・目的
の明確性・適切性、②オリジナリティ、③研究方法論の明確性・妥当性、④論理一貫性およ
び意義、⑤倫理的配慮、⑥書式、文章表現の適切性、の６項目から成る修士論文の審査基準
を明文化した。
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　なお平成20年度において、国際保健助産学専攻の実践コースにおける修士論文について
は、看護学専攻及び国際保健助産学専攻の論文コースにおける修士論文とは区別して「課題
研究」と称し、本学大学院学則第33条第２項に定める「特定の課題についての研究の成果」
に相当するものとすること、「課題研究」の基準としては①特定の課題についての研究の成
果をまとめたものであること、②論文の形式を成しており、内容に研究的視点がみられるこ
ととすることの審査基準を作成した。
　実践コース履修者は修士課程の修了要件である30単位以上を履修したうえに助産師国家試
験受験科目から22単位以上履修しなければならず、特に２年次９月まで実習が入る状況から
鑑みて、一般の修士論文と同様の審査基準では学生への負担が大きすぎるという懸念があっ
たためである。
　審査の基準と方法を明記した審査要領（案）は研究科委員会の承認を得、平成21年度の入
学生から適用される予定である。
　一方、博士論文については、所定の期日（年４回）までに学務課教務係へ研究計画書を提
出し、研究計画審査委員会によって口頭諮問が行われ、合否判定が行われる。そして、所定
の期日（年２回）までに学務課教務係へ提出された博士論文は、研究科委員会で選出された
博士学位論文審査委員会委員によって定められた日程に口頭諮問が行われ、研究科委員会に
て合否判定が行われる。また、年度内に学位を授与した者の博士論文については、「博士学
位論文　内容の要旨および審査の結果の要旨」として公表している。
　なお平成20年度には、国際保健助産学専攻第１回生の修士論文審査が行われた。論文コー
スの院生については、看護学専攻と同様な審査方法で行われ、実践コースの院生については、
課題研究の発表と同時に論文審査を行うという公開審査方法がとられた。コースによって審
査方法に違いがあるため、事前に院生には説明を行っている。また双方のコースは教育課程
に違いがあるため、論文審査の評価基準も整合性を持たせている。

　ｃ．研究指導等
 （１）教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性
　修士課程および博士後期課程での教育は、授業科目の講義、演習および実習、学位論文の
作成などに対する指導によって行われている。
　修士課程看護学専攻では、１年後期までに自らが履修希望した専門分野、共通科目の必要
科目の大部分を履修し終え、２年次の４月に研究計画書を発表会にて公表する。修士論文の
提出は、例年１月中旬となっている。研究科委員会において修士論文審査委員を選出し、定
められた日程に審査及び最終試験を行い、研究科委員会で合否判定を行う。最終稿は製本さ
れ、図書館に保存される。
　国際保健助産学専攻は平成19年度に開設された。本専攻の論文コースでは、看護学専攻と
同じく１年後期までに専門分野、共通科目の必要科目を履修し、２年次も同様に学位論文が
作成・発表・審査される。実践コースは、１年前期までに助産学に関する基礎的科目を履修
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し、１年後期の９月と２月にそれぞれ１単位（計２単位）の実習を履修する。また１月下旬
には研究計画書発表会が行われる。２年次は９月までに６単位の実習を各々実習場にて行う
計画となっている。論文コース・実践コースともに、学位論文を作成するが、実践コースは
先に述べたとおり、課題研究と称して、論文コースの論文とは異なる審査基準、審査方法で
合否判定を行う。論文コースに関しては看護学専攻に準じて、修士論文審査と合否判定を行
う。
　博士後期課程においては、１年以上在学し、４単位以上を修得した学生は、定められた期
日（年４回）に研究計画書を提出し、研究計画審査委員会の審査を受けることができる。研
究計画審査委員会は、正・副研究指導教員と、博士学位論文審査委員会が指名した教授３名
の計５名をもって構成する。研究計画審査委員会は、研究計画について審査を行い、審査報
告書を研究科長に提出する。その後学生は、必要な助言を適宜正・副研究指導教員に受けな
がら博士論文を作成する。学位の審査を希望する者は、所定の期日（年２回）に審査願及び
審査申請書類６部を研究科長に提出し、専門審査を受ける。研究科委員会において博士学位
論文審査委員を選出し、定められた日程に審査を行い、研究科委員会で合否判定を行う。な
お、１年次と２年次の年度末には、所定の期日（原則として２月上旬）に自己の研究テーマ
に則した研究報告書を正副研究指導教員に提出する。なお、正研究指導教員は、入学した時
点で研究科委員会の承認を経て決定される。副研究指導教員については、学生の研究テーマ
を検討のうえ正研究指導教員が適任者１名を推薦し、研究科委員会での承認を経て決定され
る。
　平成20年度は、学年暦に則って滞りなく上記の教育・研究指導が展開され、平成21年３月
10日には修士論文発表会で、３月13日には博士論文発表会が執り行われた。３月21日の修了
式では修士課程修了生27名、博士後期課程修了生３名（うち１名論文博士）が学位記を授与
された。
　看護学専攻10領域には計26名の教員が、国際保健助産学専攻には計17名（うち６名は兼担）
の教員が配置され、それぞれに大学院生の教育・研究指導に携わっている。
 （２）学生に対する履修指導の適切性
　大学院の全学生に対して、例年１年前期の１週目をガイダンス期間とし、学務課教務係が
履修方法に関する説明を行っている。その後、授業開始から１週間までのオリエンテーショ
ン期間に、学生は履修しようと考える科目の講義に試行的に参加する。その試行的参加の結
果および研究指導教員の指導に基づき、学生は前期に履修する科目を決定し、所定の期日
（例年４月中旬）に受験科目届を学務課に提出する。後期についても同様のプロセスを経て
後期に履修する科目を決定し、所定の期日（例年10月上旬）に受験科目届を学務課教務係に
提出する。
　専門領域の変更を希望する学生は、入学年度の６月下旬までに前・新研究指導教員に相談
の上、所定用紙にその理由を記し、文書で研究科長に提出すること、その後、研究科委員会
の審議を経て学生に結果が通知されることが周知されている。
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　なお、『大学院シラバス』の「Ⅱ．履修要項」に、課程修了の要件、履修手続、授業時間、
研究フィールド活動及び実習の手続き、科目一覧、専門看護師科目、専門領域変更方法、課
程修了の認定基準、研究計画書の提出・発表手順、学位論文の申請・手続き等が明示されて
いる。
 （３）指導教員による個別的な研究指導の充実度
　修士課程は入学後の研究科委員会において入学者選抜試験で志望し合格した領域の研究指
導教員に決定する。その指導教員が学生の授業科目の選択指導や論文指導を行う。国際保健
助産学専攻は、平成20年度、論文コース10名と実践コース19名で構成されており、同専攻内
の教員が学生の指導にあたっている。
　博士後期課程は入学後の研究科委員会において入学者選抜試験で志望し合格した領域の正
研究指導教員に決定する。正研究指導教員は、半年間学生の授業科目の選択指導や論文指導
を行い、学生の研究テーマにふさわしい副研究指導教員を決定している。
　修士課程・博士後期課程ともに、正研究指導教員は、学生の履修する授業科目の選択や研
究活動を指導するほか、修了後の進路等の個別的な相談にも応じている。また、研究テーマ
や研究方法等の専門性に応じて適宜その分野に明るい教員が研究指導に加わる。

　ｄ．国際保健助産学専攻実践コースの教育・研究指導
　平成19年度から開設された国際保健助産学専攻の実践コースは、修士課程の修了要件であ
る30単位以上とあわせて、助産師国家試験受験資格を得るために助産師学校養成所指定規則
に定められた22単位を修得しなければならない。
　国際保健助産学専攻実践コースの現行カリキュラムは、１年前期に助産学と研究に関する
基礎的学習を行い、１年後期には助産学実習ならびに研究計画書作成を行う。そして２年前
期は実習に、後期は研究に比重を置きながら進めていく。
　また、実践コースでは１年後期から各学生に対して、実習にはアドバイザー教員が、研究
には研究指導教員がつく。アドバイザー教員と研究指導教員は連絡を密にして、学生の実習
および研究の進行を支援している。
　助産師としての高度な実践能力を修得させるべく、表38の施設において実習を実施してい
る。
　表38　国際保健助産学専攻実習科目名および施設名

授業科目 施設名
国際保健助産実習Ⅰ・Ⅱ Cambodian Red Cross Society, Red Cross Health Center 

Cambodia
助産学実習Ⅰ 武蔵野赤十字病院、日本赤十字社医療センター
助産学実習Ⅱ 日本赤十字社医療センター、武蔵野赤十字病院、大森赤十字病

院、さいたま赤十字病院
助産学実習Ⅲ 松ヶ丘助産院、みづき助産院、助産院未来、森田助産院、矢島

助産院、ファン（黄）助産院、杉山助産院、ひとみ助産院
おおしおウィメンズクリニック、渋川産婦人科医院
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　助産学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲでは、各実習場に助産領域での実践経験および助産師学生の教育指
導経験の豊富な助産師がおり、本専攻実践コースの実習指導者として活躍している。これら
の実習指導者を対象に、実習開始前の１年次前期に「実習説明会」を開催し、実践コースに
おける教育目標・目的・方法の説明および実習に関する討議を行っている。また、各実習の
終了後には実習報告会を開催し、学生と実習指導者と教員が集まって、学生が実習で学んだ
ことや課題、よりよい実習環境に向けた大学および実習場での課題について話し合う。
　国際保健助産実習Ⅰでは、学生が自ら立案する学習目標・目的に基づき、カンボジア赤十
字社およびカンボジア赤十字ヘルスセンターで母子を対象とした実習を展開する。担当教員
が実習計画を指導し、実習場との交渉等を支援するとともに、現地に同行し、実習中や実習
後の指導を行っている。平成20年度は５名（実践コース３名、論文コース２名）が実習を行
った。
　実践コースでは、論文コースと同様に２年次の１月に修士論文を提出する。助産師国家試
験が終了した２月末に論文審査および発表会が行われ、研究科委員会による合否判定（およ
び修了判定）を経て３月に学位が授与される。平成20年度は実践コース履修者６名全員に学
位が授与された。また実践コースの論文作成に関しては、実践コースでは実践能力の育成に
重点を置いた教育という特性から、論文を「課題研究」と称して論文コースの修士論文の審
査基準とは区分した。また個別審査ではなく論文報告会をもって審査する方法とし、それに
際しての審査基準を作成した。平成20年度からこの審査基準及び審査方法により運用した。
　助産師国家試験についても、受験した実践コース履修者６名全員が合格し、助産師資格を
取得した。

　ｅ．教育・研究指導の改善への組織的な取り組み
 （１）教員の教育・研究指導の改善を促進するための組織的な取り組み
　大学院研究科の教育課程ならびに学籍に関する意思決定機関は研究科委員会であり、本学
大学院学則第８条にその設置及び組織と審議事項が規定されている。研究科委員会は研究科
の点検及び評価に関すること、教育課程及び指導に関する事項、学位の授与に関する事項等
を審議する組織であり、定例委員会を月１回、必要に応じて臨時委員会を設け、大学院にお
ける教育・研究指導の改善について検討している。
　大学全体では、全教員を対象とした教育改善のためのワークショップを年１回実施してい
る他、国際交流委員会主催の海外講師招致による講演会、大学院における第一線の専門家を
招いての特別講義が実施されており、広い意味でFDの役割を果たしている。
 （２）シラバスの作成と活用状況
　シラバスには、授業科目毎に、授業科目名、担当教員名、単位数、開講学年・時期、授業
の目的、授業の進め方、授業スケジュール、成績評価方法、オフィスアワー・研究室、受講
上の注意事項が記載されている。また全科目共通の様式を採用し、平成17年度より修士課程
と博士後期課程を１冊の大学院シラバスとして作成し、平成18年度よりシラバスの全文をホ
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ームページ上に公開している。
 （３）学生による授業評価の活用状況
　現在大学院研究科においては、学生による授業評価を実施していない。
 
点検・評価
Ａ．看護学部
１．教育課程等
　ａ．学部・学科等の教育課程
　本学のカリキュラムは、教育理念、教育目的・目標に基づいて編成され、統合大学による
定員増にも対応し、可能な限り少人数教育を行い、カリキュラムの検討も継続的に行ってい
る。
　基礎・教養科目における必修・選択の量的配分はバランスがとれ、分野別教養科目の選択
必修化により学生の多様な興味関心に対応でき、幅広い教養的知識が習得できている。また、
選択科目や基礎ゼミ、語学などのクラスでは少人数授業が行われ、一人ひとりに目の行き届
いた教育を行っている点も評価できる。しかし領域間における選択科目数のばらつきを今後、
検討する必要がある。
　国際・赤十字科目は本学のカリキュラムの特色であり、各科目の特徴を生かした教育が展
開され、将来は国際救援や災害救護に携わりたいと考える学生のニーズを満たすものとなっ
ている。国際化への対応も、基礎教養科目における語学教育の重視に加え、国際・赤十字科
目の導入、多様な海外研修先の確保などにより充実している点が評価できる。平成20年度は、
新たにスウェーデン赤十字大学との交換学生制度をスタートさせることができた。今後も、
学生の多様なニーズに配慮した海外での語学研修や特色ある看護学教育のプログラムの開発
が必要である。
　専門科目においては、①生活行動援助を基礎とした援助学をカリキュラムの中心とし、看
護の専門的機能に基づく基礎的専門科目の充実を図り、②疾病の成り立ちと回復の促進やフ
ィジカル・アセスメントの時間数を増やすことで看護実践の基礎的な知識と技術の育成に力
を入れ、③人間や家族の発達的観点から成人看護学の位置づけを明らかにし、④学生数の増
加に応じて実習施設の開拓と指導体制の整備・強化、実習に協力する施設利用者への配慮な
どを行って看護学実習指導を充実させて、⑤国家試験出題基準との照合と調整によるカリキ
ュラム内容の重複・欠落をなくしている。
　一方で、専門科目においては選択科目がきわめて少なく、今後選択科目の拡充についても
検討する必要がある。基礎教養も含め、複数の選択科目が同一時間に組まれる時間割になっ
ているために選択の幅が狭く、学生の自主的な履修計画が制限される状況になっていること
が課題である。またカリキュラムを実施する上で時間割上の過密なスケジュールが問題にな
っており、この点に関しても改善が求められる。
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　ｂ．カリキュラムにおける高・大の接続
　特に高等学校の履修状況及び経験において、英会話の授業が、学生にとって、より学びや
すい環境になったと考えられる。２年次以降の選択の英語科目においては、授業時間割編成
上の理由から到達度別のクラスを開講できない場合があり、課題である。
　また、化学・生物においても、高等学校の履修状況において、到達度を鑑み、授業展開し
ていることは高等学校と大学のカリキュラム接続に効果をあげつつある。

　ｃ．カリキュラムと保健師・助産師・看護師国家試験
　看護師、保健師、助産師国家試験合格率はともに全国平均を上回っていることは評価でき
る。また、国家試験対策についても、委員会として組織を再編した点や、昨年度まで地域看
護学教員のみによるオフィスアワーを全看護学領域の教員に拡大した点は評価できる。昨年
度から国家試験の受験形式に慣れるために行ったマークシート方式によるアチーブメントテ
ストを３年生だけでなく、４年生に対しても拡大した。昨年度の課題であった問題数と試験
時間のバランスを国家試験に近づけ、４年生問題の中では状況設定問題を出題したことも評
価できる。

　ｄ．カリキュラムにおける臨床実習
　各実習のレベルをⅠ～Ⅳに分け、最後に総合的なまとめとしての総合実習が配置され、カ
リキュラムの中で段階的・構造的に実習時期が配置されている。このことは、学生が段階的
に学習することを助け、その時期に応じた成長を育むことにつながっている。平成20年度は、
統合大学の完成年次にあたり、４年次の学生が倍増したが、「地域看護学実習〈レベルⅣ〉」
「看護学総合実習」の実習施設を開拓し、少人数を対象とした実習指導を継続させることが
できている。

　ｅ．授業形態と単位の関係
　統合大学初年の平成17年度カリキュラム改定を機に、ほとんどの科目で授業形態に応じた
時間数の配分を再調整することができている。単位数に合った授業のコマ数が確保されてい
るかの評価は、未実施である。必修科目のなかには通年あるいは学年を跨いで開講している
ものがあり、不合格となった場合や休学をした場合の履修指導が難しい状況がある。

　ｆ．単位互換、単位認定等
　編入学制度では平成17年度より実施の教育課程が４年目を迎えたことにより、新しい教育
課程において既修得単位認定を実施した。入学前の既習得単位の認定範囲を拡大することが
でき、ゆとりある学習に貢献できたと考える。
　スウェーデン赤十字大学との単位互換は、学生にとって国際的な視野を広げる機会となる
取り組みであり、今後も継続すべき大学の事業として評価できる。学生にとっては、スウェ
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ーデンで現地の赤十字大学生や世界の留学生とともに実習する中で異文化に触れ、世界の多
様性を学ぶと同時に、自分の可能性を広げていくことのできるまたとない機会となった。

　ｇ．開設授業科目における専・兼比率等
　授業時間数の増加による教員の負担増が問題となっている。専門科目は可能な限り、専任
教員が担当するという目標は達成できていることは評価できる。教養基礎科目においても多
様な兼任講師による選択科目を配置しているが、平成17年度の統合後、兼任講師の担当時間
割合は減少傾向にある。

２．教育方法等
　ａ．教育効果の測定
　本年度から演習に対する授業評価も実施され、教育上の効果は多面的な観点から有効に行
われている。学生による授業評価の回収状況も高いことから、全体の意見が反映された結果
となっている。昨年度と比べて学生からの授業評価の平均点数は向上し、特に今年度から授
業評価を開始した演習についての評価が高い。これは学生の看護実践能力向上につながって
いくものと評価できる。またアチーブメントテストの実施は、教育効果を数量的に把握でき
るという点で評価できる。
　卒業時の進路状況から判断しても、本学の教育効果はよく現れている。また、看護師等の
経験のある編入生において大学院進学者が多い点も同様である。

　ｂ．成績評価法
　成績評価は適正に行われており、学習目標の到達度を判定する基準は教員間で合意ができ
ている。履修科目に関しては、昨年度の学年配当時間の是正に加え、本年度も２科目の是正
を行ったことで、より教育効果の得られる講義スケジュールになった。
　各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方法として、実習履修要件制、卒
前技術演習などを導入している点で評価できる。卒業時の看護技術練習については、昨年度
の項目にフィジカル・アセスメントと心電図の項目を加え、内容の充実を図り、卒業直前の
４年生に基礎的な看護技術の練習時間と場を整備したことで、学生の技術の向上と不安の軽
減につながった。今後はより効果的な演習方法について継続して検討していく。

　ｃ．履修指導
　ガイダンス時の説明により学生全体への周知は図り、実際に科目を不合格となった学生へ
の説明やフォローについては、学年担当からの個別指導を実施した。それによって、学生間
の混乱を生じることはなかった。一方、保護者の中には学生の履修状況を全く知らない場合
もあることが明らかになったことは検討の必要がある。
　留年者、あるいはその恐れのある学生については、以前からの学年担当制による学生への
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支援システムにより、個別に履修指導を行なっているため、履修単位の間違いなどの履修上
の混乱は生じていない。また留年になりそうな学生の把握は、科目担当教員－学務課教務係
－学年担当教員という三者間の連携によって早期に行い、教務委員会や大学管理者も含めた
サポート体制が整っている。

　ｄ．教育改善への組織的な取り組み
　教員会議の開催により、学生の状況や教育の継続性、教員間の共通理解がなされており有
効であると考える。また、実習指導を語り合う会については、助手の任期制などにより新し
い教員が増える中、臨地実習における学生指導方法、実習指導者との関係・調整方法に対す
る戸惑いや悩みを共有し話し合うことで解決の糸口を見つけることができ、その後の実習指
導に生かすことができていると考えられる。
　シラバスについては平成19年度からのweb入力による作成を行い、作業の効率化が図られ
ていると考えられる。
　FDは、実習FDを新たに加え、開催時期も教員が実習を１クール終えた頃に設定したこと
から、２つの講義の内容も実践に基づき理解しやすかったと思われ、内容も時期も適切であ
ったと考える。授業評価では看護教育に重要な演習科目の評価も加えたことにより、本学の
学部授業の評価が網羅されるようになった。一方、授業評価を申請する教員がやや減少した
ことは、検討の余地がある。
　授業評価が上昇していることは、教育改善の取り組みが適切になされその結果が反映され
たこととも考えられる。

　ｅ．授業形態と授業方法の関係
　授業評価の「教育内容」「授業の進行・展開」において、平均4.3以上（５点満点）の評価
を得ており、授業形態と授業方法についてはおおむね適切に行われていると考えられる。実
習においても少人数に１人の教員がかかわることで、学生個々に合わせた指導を行うことが
できていると考える。
　グループワークの重なりについては、学生の状況を聞き取ったり授業時間内で終わらした
りと工夫はなされてきていると考えられる。
 
点検・評価
Ｂ．大学院看護学研究科
１．教育課程等
　ａ．大学院研究科の教育課程
　本研究科の理念・目的は、きわめて今日的意義のある適切なものといえる。そして、修士
課程、博士後期課程ともに、学校教育法ならびに大学院設置基準に示されたそれぞれの普遍
的な目的にも適合するものと考える。　　
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　17年度に認定を受けた専門看護師課程を受講した学生からは、これまで専門看護師として、
成人（慢生）分野２人、小児看護分野４人、精神看護分野３人の計９人が認定されており、
確実な成果をあげている。また、認定看護管理者教育課程を受講した学生からは、２人が認
定を受けている。国際保健助産学専攻の「実践コース」は、助産師国家試験の受験資格を得
るために、カリキュラムが過密にならざるを得ず、今後の検討が課題である。
　さらに、全国規模で大学院が量的拡大する中で、私学の研究科が国公立の研究科に対して
競争力をもつためには、特色ある理念・目的とその実行性を有することがこれまで以上に必
要である。

　ｂ．授業形態と単位の関係
　各専攻の履修科目および専門看護師科目、科目の授業形態、授業の進め方など、教育課程
の編成に沿って適切なシラバスが大学院用に作成されており、主体的な学びに大いに活用さ
れている。授業・演習・実習の一貫した流れは、それぞれの専門領域・専攻の専門性と独自
性を表しており、その組み合わせやバランスは教育目的に照らし合わせて適切であり、おお
むねスムーズに運営されている。看護学の探求の基礎となる共通科目を設置し、充実させる
とともに、専攻課程、専門看護師教育課程、国際保健助産学専攻といった様々な学生のニー
ズに応えられる専門教育課程を拡充しており、学術の発展動向や社会の要請を見据えたもの
であると評価できる。

　ｃ．単位互換、単位認定等
　日本赤十字学園は、本学大学院を含め４大学院設置（博士後期課程は、本学大学院しか設
置していない）しているものの、同学園内大学院との単位互換や単位認定に至っておらず、
検討課題である。国内外の大学院との教育研究交流の活性化に向け、授業時間の調整や単位
化を図るなどの検討を要する。平成20年度にスウェーデン赤十字大学との提携が結ばれ、学
部の交流が開始されたが大学院との交流は開始されていない。

　ｄ．社会人学生への教育上の配慮
　科目等履修生制度や研究科研究生制度は、社会人学生が働きながら学修を継続することが
できる機会として、また、看護実践と看護研究の結びつきを重視する本学研究科の理念に照
らして有益である。１年間の休職のみで修士課程を修了できるプログラムは認定看護管理者
の教育課程で実現されているが、他の領域では未だ実現されていない。

２．教育方法等
　ａ．教育・研究指導上の効果の測定
　19年度の点検・評価と同様に、20年度も大学院修了生による学会誌などへの論文投稿を義
務づけていないためか、20年度も看護学への貢献度などの教育効果は把握しきれていない。
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またCNSを取得した修了生の現場での貢献度も把握しきれていない。

　ｂ．成績評価法
　授業科目の単位認定については認定者の責任が明確であり、４段階評価による成績評価基
準が「大学院シラバス」に記されており、学生への周知を図っている。論文評価については、
統一された審査基準を基に複数の委員による総合評価を行っており、適切な評価を行ってい
るといえる。また、博士論文の審査結果を公表し、審査内容の透明性を保っているといえ
る。
　実践コースの院生を対象とした公開審査方法については、学生の反応や審査を行った指導
教官の反応を把握し、この方法を継続してゆくのか、改善すべき点があるのか評価が必要で
ある。
　また双方の評価基準については、その妥当性について評価することが必要である。

　ｃ．研究指導等
 （１）教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性
　修士課程では、看護専門職者としての広い視野に立つ人間性と高い臨床能力、そして高度
な研究能力の開発を目的としている。毎年、入学時の人数に等しい学生数の修士論文が提出
され、修了生を送り出すことができていることから、修士課程における教育・研究指導は適
切に行われていると評価できる。
　国際保健助産学専攻については、平成20年度に６名の修了生を輩出し、全員が助産師の国
家資格を得た。これにより、実践コースでの教育内容や方法に関する適切さが反映されたと
評価できる。実践コースの学生の論文作成については「課題研究」として、論文コースとは
区別した形で審査が行われたが、今後この方法に関する適切性について評価していく必要が
ある。
　博士後期課程では、修士課程で修得した能力を基盤にして、さらに研鑽を積み、深い学識
と人間性を養うとともに、看護学研究者として自立して研究活動を実践していくことのでき
る能力を習得することを目的としている。正・副研究指導教員の指導のもと、１年次には研
究報告書、２年次には研究計画書と研究報告書を書くというステップが設けられ、研究の方
向性を確認するための教育的指導の機会となっていることは、博士後期課程の教育・研究指
導の適切性において評価できる点である。
　また、これまで研究科の審査に合格した博士論文は、学術雑誌に原著として掲載されてい
るだけでなく単行本として出版されており、博士後期課程の教育・研究指導の適切性を客観
的に裏付けるものである。
 （２）学生に対する履修指導の適切性
　授業開始前のガイダンス期間を設け、全学生に対して履修に関する網羅的な情報を文書と
して明示し公開することは、学生の履修希望に対して公正な対応ができ、学生の自主性を重
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んじた適切な履修指導が可能となる点で評価できる。
　授業開始後１週間までのオリエンテーション期間は、学生にとって履修すべき科目を見極
める重要な期間であると考えられる。こうした期間を設けることは、学生の主体性や計画性
を尊重する上で評価できる。
　また、履修前に学生が正指導教員から個別的に助言を受けることにより、きめ細やかな履
修調整が可能となっている。
 （３）指導教員による個別的な研究指導の充実度
　正研究指導教員による研究指導のもと、学生の研究テーマや研究方法等にふさわしい教員
が適宜指導体制に加わる柔軟なシステムにより、学生の個別性に応じた研究指導を展開して
いると評価できる。

　ｄ．国際保健助産学専攻実践コースの教育・研究指導
　平成20年度は、国際保健助産学専攻が開設されてから初めての修了生を輩出する年度であ
った。本年度、実践コース履修者６名全員が学位および助産師資格を授与されたことは、同
コースで、修士課程における助産師資格受験取得コースにふさわしい教育・研究指導が行わ
れていることを裏付ける根拠であると考えられる。国際保健助産学専攻の教育目的の一つは、
国際的な視野をもち、自立的に活動できる助産師を育成することである。修士課程修了後す
ぐに国際的な助産活動を自立して行うレベルに達することはむずかしいが、将来に向けて国
際的視野と自立した助産活動に必要な知識と態度を身につけるための教育環境は整えられつ
つあると考えられる。

　ｅ．教育・研究指導の改善への組織的な取り組み
 （１）教員の教育・研究指導の改善を促進するための組織的な取り組み
　研究科委員会が意思決定機関として組織され、規定で明確になっていることは評価するこ
とができる。大学院研究科のためのFDは特別に組織していないが、大学全体でFDに組織的
に取り組み、大学院の課題も視野に入れて実施していることは評価できる。
 （２）シラバスの作成と活用状況
　シラバスに授業概要だけでなく、評価方法、授業スケジュールも記載されていることは、
授業科目の意義、内容を十分に理解することができ、履修の計画を立てる上でも有効に活用
されると評価できる。またシラバスの全文をホームページ上に公開していることは、情報公
開の点からも評価でき、学生が大学院を選択する上でも参考になると思われる。
 （３）学生による授業評価の活用状況
　大学院教育においても学生による授業や研究指導の評価が教育方法の改善等に効果的であ
ると考えられる。さらに平成19年度からは、修士課程において看護学専攻に加え国際保健助
産学専攻が開設され、授業数の増加や展開方法の多様化が進んでいることから、授業評価お
よび研究指導評価を実施するべきである。
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改善方策
Ａ．看護学部
１．教育課程等
　ａ．学部・学科等の教育課程
　平成21年度から実施予定の新カリキュラムの要点は以下の通りである。
　全般：教育理念と目的に沿った課程の実施に向けて、これにあたっては全体の枠組みを見
直し、科目間の重複と欠落をなくし、選択科目を拡充することによって、学生の自主的な履
修計画が図れるようにする。必要な科目については引き続き少人数による教育を継続する。
　基礎・教養科目
　　①　選択科目を増加させ、領域間における選択科目数のばらつきをなくす
　　②　科目の学年進行を学生のレディネスに応じて調整する
　国際・赤十字科目
　　③　多様な国際体験を可能にする海外研修プログラムを開発する
　　④　赤十字の特色を活かした教育内容の充実・再編を図る
　専門科目
　　⑤　専門科目は重複部分や欠落部分を減らし、選択科目の拡充を行う
　　⑥　平成21年度実施予定の指定規則改正への対応として在宅看護論に関する科目編成と

必要な実習場の開拓、指導体制の確立を行う
　　⑦　引き続き、看護実践能力の育成に向けて演習や実習の指導体制を充実させる

　ｂ．カリキュラムにおける高・大の接続
　高等学校での履修状況を踏まえて、入学前導入教育（主に英語・数学・化学・生物）を実
施する対策を作る。

　ｃ．カリキュラムと保健師・助産師・看護師国家試験
　看護師・保健師国家試験は合格率100%に向けて対策をとることが課題である。国家試験
対策については、早期からの対策が課題であり、ガイダンスの時期をもう少し早くにするこ
とを検討する。また、３年生に対しても国家試験ガイダンスを導入することを検討する。

　ｄ．カリキュラムにおける臨床実習
　実習要項は、１・２年次のレベルⅠ・Ⅱ実習で１冊、３年次のレベルⅢ実習で１冊、４年
次のレベルⅣ・総合実習で１冊として作成されている。実習要項は、最新情報を掲載した上
で、各学年で１冊の配布とすることが適切であるため、レベルⅠ・Ⅱ実習の要項を今後は分
冊とすることが望ましい。次年度以降、東京都内の保健所実習の人数制限がなされる予定で
あり、将来的に「レベルⅣ実習」をどのように履修させるのか検討が必要である。また、新
型インフルエンザなどの感染症に対する実習指導上のとりきめを検討する必要がある。
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　ｅ．授業形態と単位の関係
　単位数に必要なコマ数が試験時間を除いて確保されているかを点検・評価をした上で、授
業単位認定に必要なコマ数の確保することを検討する。通年あるいは学年をまたいで開講し
ている科目をなくすことが課題である。

　ｆ．単位互換、単位認定等
　既習得単位の認定については、平成20年度の単位認定による学習内容の修得度をふまえ、
最終的な検討を行う。スウェーデン赤十字大学との単位互換についても、相互の交換留学生
の学習内容をふまえ、適切な単位認定が行われるよう制度化を図る。

　ｇ．開設授業科目における専・兼比率等
　授業運営の工夫などを通じて、授業時間数の増加による教員の負担を軽減する。多様な選
択科目の配置が維持できるよう兼任講師の担当時間割合の推移を見守る。

２．教育方法等
　ａ．教育効果の測定
　授業を担当する教員全員が授業評価を実施する体制を整えていくこと、授業評価以外の授
業改善方法も検討していくことが課題である。各年次および卒業時の学生の質を検証・保証
するための方途については、導入されたばかりのものが多いため、継続して検討していくこ
とが課題である。

　ｂ．成績評価法
　再試験の実施の有無や回数等については、統一的な原則や基準を作成していくかについて
は今後の検討課題である。

　ｃ．履修指導
　平成21年度は、「実習履修条件」制度を全面導入するにあたり、引き続き、履修指導時の
学生への丁寧な説明とその後のきめ細やかなフォローを要する一方、保護者との情報交換の
機会が求められる。
　今後は、留年が確定した段階で、学生本人の承諾を得て、保護者に通知し、密接に連絡を
とれる体制を整える必要がある。また全学生の保護者への成績通知は実施していないが、今
後、検討していく必要がある。

　ｄ．教育改善への組織的な取り組み
　教育改善の方策として、授業評価やワークショップ以外にも、公開授業や他の教員の授業
の参観等も検討していく必要がある。
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　ｅ．授業形態と授業方法の関係
　学生にとって加重負担にならずに学習効果を高めるために、授業形態と方法の検討を進め
ていく。

改善方策
B．大学院
１．教育課程等
　ａ．大学院研究科の教育課程
　大学院教育に関するFD、および授業評価を実施する。さらに、国際保健助産学専攻に関
しては、完成年次を迎えることから、教育的効果や意義を踏まえて、カリキュラム構成を更
に洗練させていく必要がある。

　ｂ．授業形態と単位の関係
　修士課程が看護学専攻の研究コースと専門看護師コース、国際保健助産学専攻の研究（論
文）コースと実践コースから構成されていることが、学生によくわかるような教育課程とす
る。平成21年度の国際保健助産学専攻の完成に向けて、より教育的意義が高い講義内容を盛
り込み、重複していた教授内容を統合して、教育的効果の高い講義方法を取り入れるなど、
カリキュラムの変更を行う。

　ｃ．単位互換、単位認定等
　他大学大学院との教育研究交流の構築について検討する。また、博士後期課程での国際的
な研究交流を推進していく。

　ｄ．社会人学生への教育上の配慮
社会人学生への配慮として、学業と職業の両者を継続できる教育課程を検討していく。

２．教育方法等
　ａ．教育・研究指導上の効果の測定
　21年度には、大学院修士課程修了生の研究成果報告を把握していく必要があり、大学院生
全体の業績集積を利用した評価方法・活用方法の検討を具体的に進めていく。また、大学院
生の看護学への貢献度について定期的な調査を検討する。専門看護師取得修了生には、論文
投稿のみならず、現場での貢献度も調査に加える。
　特に、平成19年度に開設された修士課程国際保健助産学専攻を修了した第１回の論文コー
ス院生のグローバルな貢献を評価する方法を検討すると共に、実践コース修了１回生の助産
師としての活動状況を把握することは評価上必要である。



65

Ｃ．教育内容・方法

　ｂ．成績評価法
 （１）学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性
　修士課程国際保健助産学専攻の論文コースと実践コースについては、論文と実践のどちら
に比重を置くかにより論文審査基準を検討する。

　ｃ．研究指導等
 （１）教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性
　大学院における教育・研究指導の適切性をより客観的に評価し、改善する方策として、検
討課題であった学生による大学院の授業評価・研究指導評価に関して検討を具体化していく
予定である。
 （２）学生に対する履修指導の適切性
　現状において特に問題なく、今後も授業開始前のガイダンス、授業開始後１週間までのオ
リエンテーション期間の設置、履修前に学生が正指導教員から個別的に助言を受けること等
の取り組みを滞りなく進めていきたい。
 （３）指導教員による個別的な研究指導の充実度
　研究指導の充実度に関してより客観的で公正な評価を得るため、学生による大学院の研究
指導の具体的な評価方法について検討していきたい。

　ｄ．国際保健助産学専攻実践コースの教育・研究指導
　平成21年度から、学部卒業後、臨床経験を経ずにストレートで国際保健助産学専攻実践コ
ースに入学する学生が全体の半数程度入学する見込となったこともあり、平成21年度よりス
タートする新カリキュラムの評価を行う。また平成21年度からは、修士（看護学）学位論文（課
題研究）審査制度に基づいて適用が開始されるため、その適否を適切に評価することも課題
である。今後の学生増に対応できるように、引き続き実習施設を開拓する。さらに、海外で
の実習の支援システムを整備する。

　ｅ．教育・研究指導の改善への組織的な取り組み
 （１）教員の教育・研究指導の改善を促進するための組織的な取り組み
　大学院教育においても、授業評価を実施し、教育・研究指導方法の改善に生かしていくこ
とが課題である。また、大学院教育の課題を視野にいれたFDの開催についても検討してい
く。さらに、教員の研究的資質を向上させために、研究助成制度（課題研究助成金制度、短
期・長期海外研修制度、国際交流委員会の海外活動助成金制度等）をより活発に運用する。
 （２）シラバスの作成と活用状況
　特に改善するところはない。



66

Ｃ．教育内容・方法

 （３）学生による授業評価の活用状況
　学生による授業評価・研究指導評価の導入について具体的に検討する。
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到達目標
■ 看護学部
　本学の理念・目的を達成するためにふさわしい入学生を確保するためには、入学定員に対
する受け入れ学生数の比率および収容定員に対する在籍学生数の比率を適正に維持しつつ、
できるだけ多くの優秀で意欲ある志願者を獲得する必要がある。そのためには、大学案内や
ホームページなどを通して、広く本学の理念や期待する学生像（アドミッションポリシー）
など分かりやすく明示するとともに、本学の教育活動・研究活動に関する情報を受験生や保
護者が入手しやすい方法で公開・提供する。
　さらに、入学者を適切かつ公正に選抜するために、入学者選抜試験（以下、入試とする）
の方法を毎年継続的に評価検討する。
　大学院看護学研究科：看護学研究科の理念・目的を達成するために、優秀な学生を獲得す
るために、本大学院における教育活動・研究活動に関する情報をわかりやすく入手しやすい
方法で公開・提供する。
　多様化する大学院教育に対応する優秀な入学者を確保するために、迅速な広報活動を行
う。特に新設の国際保健助産学専攻については、周知が徹底していないので、広報に力を入
れると同時に、多様な入試を実施する。また、入学定員に対する受け入れ学生の比率および
収容定員に対する在籍学生数の比率を適正に維持する。
　看護学部および看護学研究科の入学者選抜の多様化に伴い、入試の種類や回数が増え、教
職員の負担が増加しつつあるため、できるかぎり公平で無駄のない業務分担など、スムーズ
な実施に向けての方策を考える。

看護学部における具体的目標
　平成20年度末までに
　　①　本学の学生の受け入れ方針に沿って、多様な入試方法を導入し、志願者の質と数を
　　　　確保する
　　②　多様な入試方法についての情報を志願者に分かりやすく広報する
　　③　入試の業務分担など、実施体制を再検討する
　　④　入試問題を検証するシステムを確立する
　　⑤　高等学校の進路指導教員との連携を図り、看護大学を志望する学生の拡大をはかる
　　⑥　適正な入学定員に対する受け入れ学生数の比率を110％以内とする
　　⑦　適正な収容定員数に対する在籍学生数の比率を110％以内とする

Ｄ．学生の受け入れ
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看護学研究科における具体的目標
　平成20年度末までに
　　①　大学院看護学研究科の理念・目標を達成するためにふさわしい学生像（アドミッシ
　　　　ョン・ポリシー）を策定・公表する
　　②　大学院看護学研究科における教育活動・研究活動を広報し、入学志願者を確保する
　　　　ための大学院説明会を開催する
　　③　国際保健助産学専攻の入学者選抜方法を検討し、広く志願者が得られるような方法
　　　　を検討・実施する
　　④　入学定員に対して適正な受け入れ学生数を確保する

現状説明
Ａ．看護学部等における学生の受け入れ
１．入学者受け入れ方針
　平成17年10月に学内将来構想推進協議会のなかにアドミッションポリシー委員会を設置
し、平成18年４月の教授会で本学の理念・目的に基づき、下記のアドミッションポリシーを
策定した（表39）。平成21年度入試もこのアドミッションポリシーに沿って推薦入学者選抜
試験（以下、「推薦入試」という。）、一般入学者選抜試験（以下「一般入試」という。）、編
入学入学者選抜試験（以下「編入学入試」という。）を実施した。
　表39　アドミッションポリシー

　日本赤十字看護大学では、本学の教育理念、教育目的、教育目標を受けて、次のような学生
を求めます。       
　１）人間の尊厳を第一に考える人       
　２）人とかかわりあうことに喜びを見いだせる人      
　３）看護に関する学問・実践の楽しさや深さを学びたい人

２．学生募集方法
　入学者選抜試験（以下「入試」とする）に関する諸事項は、入学者選抜試験委員会（以下
「入試委員会」とする。）（教員11名、幹事（職員）２名）は構成される常置委員会で、毎月
１回定期的に開催されている。主な議題は、入学者選抜試験概要・学生募集要項の作成、入
学試験問題（出題内容）、合否判定案作成、委員会予算・決算である。委員会で検討された
内容は教授会にて報告、審議され、決定される。また、選抜試験ごとに事前に実行部会を開
催し、全教員の共通理解を図り、実施に当たっては、入試実施要項、試験監督要領、面接要
領を作成している。
　今年度実施した、それぞれの入試ごとの学生募集は以下の通りである。
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　ａ．一般入試
　高等学校卒業者（見込者含）を対象に、ホームページ、オープンキャンパス、本学見学者
への対応、外部進学相談会、進学情報誌等への広告掲載等を行い、一般入学者選抜試験の学
生募集活動を行った。

　ｂ．推薦入試
 （１）指定校推薦：本学に一定以上の卒業生が合格し入学した実績のある高校の優秀な生
　 徒を対象に、面接試験による選抜を行うもので、平成16年度入試から実施している。指定
校は毎年選定し、当該高校に入学案内・募集要項を送付し募集する。初年度の応募枠は８
校８名であったが、平成17年度入試は15校15名、平成19年度入試以降は20校29名と上限枠
を徐々に拡大している。６月に入試委員の教職員が各指定校を訪問し、進路指導担当教員
に直接説明を行い、学生への周知を依頼した。
 （２）支部長推薦：日本赤十字社第２ブロック（関東・甲越地区）の９支部１施設を対象に、
　 最大29名の推薦枠を設けている。この推薦学生の募集は各支部が行い、本学で面接と学科
試験を行うものであるが、本学のホームページやオープンキャンパス、外部の進学説明会
などでも広報を行った。今年度より、支部長推薦入試のしくみや手順を理解してもらい、
入学者の選抜を円滑に進めるため、日本赤十字社第２ブロック各支部の支部長推薦入学試
験担当課長を対象に、支部長推薦入試についての説明会を実施した。
 （３）公募推薦：過去５年間の入学者選抜試験に志願者として２名以上応募があった高等
　 学校へ大学案内と募集要項を配付したほか、大学ホームページや進学情報誌に記事を掲載
し、高等学校や予備校での進学説明会に広報委員会委員の教職員が出向いて進学相談・模
擬講義等の広報を行った。

　ｃ．３年次編入
　看護系短期大学と合わせて看護専門学校（３年課程）卒業生（卒業見込含）も学生募集の
対象に加え、広報を行っている。今年度は、本学ホームページやオープンキャンパスで本学
のカリキュラムや入試に関する情報提供を行ったほか、全国の赤十字看護専門学校・短大へ
の入学案内・募集要項の送付、赤十字新聞や同窓会報への編入学案内の掲載などを行った。
　このように学部入試は多岐多様であり、募集人員、出願資格、選抜方法、入学手続きなど
学生募集に関する情報を受験生に分かりやすく提供するために、募集要項のほか、大学案内
や大学ホームページ、学報、同窓会誌などで広報を行い、オープンキャンパスや進学相談会
などで受験生や保護者に説明をした。とくに、大学案内のパンフレットと募集要項・入試過
去問題集のニーズは高く、今年度も次年度入学生用を作成し、大学窓口だけでなくホームペ
ージからでも資料請求できるようにした。
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３．入学者選抜試験の種類と方法
　本学は、赤十字の理想とする人道の精神に基づいて、ケアの対象となる一人ひとりを大切
にできる力を育むことを教育目的の１つとし、実践を重視した教育課程を編成している。
そのため、入学試験においては、「英語」「数学」「生物」「化学」などの学力面のみならず、
「資料読解」などを取り入れることで、多面的な知的能力を評価するとともに、すべての入
試種別で「面接」（集団面接および個人面接）を採り入れ、対人関係能力や情緒面を評価し
ている。
　学部の各入学試験における試験科目は、表40に示した通りである。
　ａ．一般入試：前期日程は２月２日と４日「英語」および「数学・生物・化学」のうち
１科目と「資料読解」を試験科目とし、面接を行った。後期日程は３月３日に、「英語」と
「資料読解」を試験科目とし、面接を行った。
　平成19年度入試において、前期日程は「資料読解」、後期日程は「小論文」と一部科目を
変更したが、平成20年度入学生からは前期・後期ともに「資料読解」に統一した。その理由
は、平成18・19年度の状況を分析したところ、後期日程受験者の多くが前期日程で不合格で
あった学生であることが判明したため、「小論文」より基礎学力を判定できる「資料読解」
が望ましいと考えたためである。

　ｂ．推薦入試：指定校推薦、公募推薦、支部長推薦の３種類がある。
 （１）指定校推薦：本学に一定数以上の合格者を出し、かつ入学実績のある高等学校の生
　徒で、成績概評が3.8以上の者を対象に、面接試験による選抜を行うものである。11月19
　日に実施した。
 （２）支部長推薦入試：平成17年度入試から開始され、日本赤十字社の第二ブロック（関
　東・甲越地区）に所属する９支部１施設を対象に合計29名の推薦枠を設け、各支部が推薦
　してきた受験生に対する入学試験である。支部長推薦入試の選抜方法は２段階で、まず各
　支部が独自の立場で小論文や面接などによる選抜試験を行った上で、本学が最終的に「小
　論文」と「面接」により選抜している。11月19日に実施した。 
 （３）公募推薦入試:その年度の３月に高校卒業見込みで、高校在学中の成績概評がＡ少
　なくともＢ上位の者（全体の評定平均値4.0以上）の生徒で、本学において優秀な学習成
　果をあげることが期待できると高等学校長が推薦する者を対象に、小論文と面接試験によ
　る選抜を行うものである。11月19日に実施した。
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　表40　入学試験の種類と試験科目（看護学部）

入学試験の種類 20年度入学者選抜試験
試験科目

21年度入学者選抜試験
試験科目 備考

一般入学
試験

前期
日程

一次試験

英語
　　　　資料読解（必須）

選択科目
（数学、化学、生物より

１科目）

英語
　　　　資料読解（必須）

選択科目
（数学、化学、生物より

１科目）
二次試験 面接 面接

後期
日程

英語 英語 平成17年度入学
試験より開始資料読解 資料読解

面接 面接

指定校推薦入学試験 面接 面接 平成16年度入学
試験より開始

支部長推薦入学試験
小論文 資料読解 平成17年度入学

試験より開始面接 面接

公募推薦入学試験
小論文 資料読解
面接 面接

　３年次編入学入試は、看護系短期大学の四年制大学化が進んでいること、大学院入学の受
験資格の緩和により大学院の門戸が広がったことなどから、平成19年度より募集人数を30名
から10名に縮小した。
　入試種別は一般と日本赤十字短期大学特別推薦である。編入学の試験科目は、表41に示す
通りである。赤十字短期大学推薦入学試験は、日本赤十字学園の赤十字短期大学に在学する
特に優秀な学生を対象とするもので、書類選考による選抜である。
　表41　入学試験の種類と試験科目（看護学部３年次編入学）
入学試験の種類 試験科目 備考

一般入学試験
英語 　
資料読解
面接

赤十字短期大学推薦 書類選考 平成15年度入学試験より開始

４．入学者選抜の仕組み
　入試実施体制は、問題作成委員と面接委員、および入試全般を企画運営する入学者選抜試
験委員会によって構成されている。
　問題作成委員は、学内および学外から入学者選抜試験委員長が候補者案を作成し、学長の
承認を得て決定し、学長名で委嘱している。平成17年度一般入試（後期日程）の試験科目（英
語と資料読解）からマークシート方式を導入し、平成18年度入試以降は前期日程・後期日程
とも全試験科目がマークシート方式となった。これにより、採点ミス等の防止に役立ってい
る。
　面接は、集団面接と個人面接を組み合わせて行い、１面接室に３名の面接委員が担当す
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る。面接委員は、准教授以上の教員の中から入試委員長が委員候補者案を作成し、学長の承
認を得て決定している。委員名は非公開で、本人にだけ文書で通知をしている。面接委員は
また、入試の当日、面接ガイダンスを行い、面接上の諸注意を促したうえで評価の視点や評
価基準などを確認して、大きな偏りが起こらないように共通理解を図っている。
　入試委員会は入試全般を企画運営し、入試実施要項、試験監督要領、面接要領を作成して
いる。入試実施に当たっては、全教職員からなる入試実行部会を組織し、入試日程案および
業務分担案を教授会に提案し、承認を得ている。 
　各入試の実施前には全教職員を構成員とする入試実行部会が開催され、共通理解のもと、
入試実施要項、試験監督要領、面接要領に従って実施される。入試当日の役割に応じて作成
した、入試実施要項、試験監督要領、面接要領に基づいて行っている。
　合否判定は、まずコンピュータ集計された選択科目の得点の偏りを統計的に是正した後、
面接点と総合得点に基づいて合否判定案（合格者数および補欠者数）を入試委員会が作成し、
それをもとに教授会が審議し、決定する。入試の公正さを確保するため、採点から合否判定
までのすべての過程において、学生を特定できるのは受験番号だけである。合格発表は、従
来の掲示方式以外に、ホームページや合否電話システムサービス（一般入試のみ）とした。

５．入学者選抜方法の検証
　入学試験科目については、それぞれ平均点、標準偏差、最高点・最低点といったデータを
出し、それをもとに出題者とともに出題された問題の難易度を検討し、出題の適切性を検討
するとともに今後の出題について検討する資料として役立ててきた。
　また、平成17年度の一般入学試験前期日程から導入した「資料読解」については、複数の
問題作成者による相互批評と検証を行い、試験実施後速やかに設問ごとの正答率、識別指数
を算出し、問題としての妥当性・適切性の検証を行ってきた。その結果、今年度（平成21年
度入試）から従来の試験科目「小論文」を、全ての試験において「資料読解」とすることに
した。

６．定員管理
　ａ．学生収容定員数および入学者数
　学部の入学定員は武蔵野赤十字短期大学との統合により平成17年度から130名となり、 ３
年次編入学者定員は平成19年度から10名となった。学部の定員増に伴い学生収容定員数は、
統合完成年次である今年、540名となった。全国的な18歳人口の減少と看護大学の増加とい
う状況の中で、学生定員の増加に見合うだけの受験者および入学者の確保が課題となってき
ている。
　しかしその一方で、入学者数を定員の1.1倍に抑える必要もある。そのため、一般入試に
おいて受験者アンケートを実施し、過去の実績も参考に入学者数を予測して合格者数を決定
している。
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　平成15年度から平成21年度までの入学試験別募集定員および入学者数の推移を表42に示し
た。定員に対する入学者の割合は、これまでは1.03 ～ 1.08倍に抑えられていたが、平成21年
度は1.11倍と、わずかに1.1倍を上回った。
　表42　過去７年間の入学試験別募集定員および入学者数（看護学部）

入学試験の
種類 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

看
護
学
部

一般
入学者 74 83 78 83 86
募集定員 72 72 72 72 72

指定校推薦
入学者 5 4 7 6 4
募集定員 － － － － －

公募推薦
入学者 34 35 31 31 27
募集定員 － － － － －

支部長推薦
入学者 21 19 25 21 27
募集定員 － － － － －

合　計
入学者 134 141 141 141 144
募集定員 130 130 130 130 130

入学者に対する比率 1.03 1.08 1.08 1.08 1.11 

看
護
学
部
３
年
次
編
入
学

一般
入学者 23 23 7 9 8
募集定員 24 24 10 10 10

赤十字特別
推薦

入学者 2 2 － － －
募集定員 6 6 － － －

赤十字短大
推薦

入学者 5 5 3 1 2
募集定員 若干名 若干名 4 2 2

合　計
入学者 30 30 10 10 10
募集定員 30 30 10 10 10

入学者に対する比率 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 
註）平成17年度以降看護学部推薦入試募集定員は指定校・公募・支部長の45％としている。

　ｂ．学生収容定員と在籍者数の比率の適切性
　学部の収容定員数に対する在籍者数の比率は、表43に示すように、平成16年度以降、1.1
以下となっており、平成20年度においては1.06であった。
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　表43　年度別在籍者数（看護学部）　　　　　　　　　　　　　　　（各年度５月１日現在）
学　　年 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

学部

１年生 134 141 141 141 144
２年生 67 133 140 138 141
３年生 68 67 133 138 138
４年生 61（2） 71（3） 67 133 142（5）

編入

３年生 30 30 10 10 10
（全３年生に対する

割合） 30.60% 30.90% 7.00% 6.80% 6.80%

４年生 30 31（1） 30 12（2） 11（1）
（全４年生に対する

割合） 33.00% 30.40% 31.00% 8.30% 7.20%

合計 390 473 521 572 586
収容定員 370 450 495 540 540

（収容定員に対する
割合） 1.05 1.05 1.05 1.06 1.09

（     ）内は留年者（内数）

７．科目等履修生・聴講生等
　本学では平成５年度から、社会貢献および生涯学習推進を目的として、科目等履修生制度
を導入し、その充実に努めてきた。
　出願資格は、①看護系短期大学を卒業した者　②３年課程の看護専門学校を卒業した者③
看護系短期大学または３年課程の看護専門学校を卒業見込みの者　④看護系大学に２年以上
在学し、62単位以上を修得した者　⑤その他、希望する授業科目を履修するのに十分な学力
があると本学が認めた者、のいずれかに該当する者である。
　科目等履修生の選考は、本学科目等履修生規程に基づき、教務委員会の中から３人の委員
が書類審査（小論文を含む）を行い、合否案を作成した後、教授会の審議を経て行っている。
　科目等履修生が履修可能な科目は、全ての科目担当者に希望を聞いて年度ごとに決定され
るが、平成20年度の場合、52科目（武蔵野キャンパス開講科目17、広尾キャンパス開講科目
35）である。平成20年度の科目等履修生より、履修単位の上限が10単位となった。
　過去５年間の科目等履修生数は表44のとおりである。
　表44　過去５年間の科目等履修生数

年度 科目等履修生数
平成17年度 10
平成18年度 2
平成19年度 6
平成20年度 3

（人）
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８．編入学生、退学者
　ａ．退学者の状況と退学理由の把握状況
　休学、退学を考えている学生に対しては、クラス担当教員が面談を行い、学生の持つ問題
を共に考え、学生が勉学を続けられるように配慮している。学生がそれでも退学を希望する
場合は、学務部長、学部長などとの面談を通して退学者の意志を確認し、退学を許可してい
る。退学者数は毎年数名程度であるが、１年生の退学者の退学理由は進路変更の場合が多
い。上級学年の退学者の退学理由は様々であるが、精神的理由が散見される。
　表45　退学者数と退学理由 

年度 学年 人数 退学理由
平成17年度 １年 1 ・進路変更
平成18年度 １年 1 ・進路変更

４年 1 ・進路変更
平成19年度 １年 3 ・進路変更（３人）

２年 2 ・経済的理由・精神的理由
平成20年度 ３年 1 ・進路変更

（人）

　ｂ．編入学生の状況
　平成10年度より看護短期大学卒業または卒業見込み者を対象に、３年次編入学試験を実施
している。平成12年度からは３年課程の看護専門学校の卒業生も対象とした。平成15年度か
らは赤十字短期大学推薦制度を設け、赤十字の短期大学卒業および卒業見込み者を対象とし
た。入学定員は当初30名であったが、平成19年度から10名に減員した。   
　表46　編入学生の入学状況     

年　度 編入学者合計

編入学者のうち

平均年齢 最高年齢
短期大学卒者

うち赤十字
短大からの
推薦入学者

専門学校卒者

平成17年度 30 11（36.7％） 3 19（63.3％） 26.7 37
平成18年度 30 16（53.3％） 5 14（46.7％） 23.4 31
平成19年度 10 8（80.0％） 3 2（20.0％） 23.2 34
平成20年度 10 3（30.0％） 1 7（70.0％） 26.5 47

（人） （人） （歳）

Ｂ．大学院看護学研究科における学生の受け入れ
１．学生募集方法、入学者選抜方法 
　ａ．学生募集方法
　大学院の学生募集の主要手段は、大学院案内、学報、ホームページ、そして大学院説明会
であり、広報委員会と協力して行っている。今年度も大学院案内を作成し、募集要項ととも
に全国の看護系大学や赤十字関連施設に送付した。また、入試関連情報は学報・同窓会誌、
看護系商業誌等に掲載依頼を行った。また、最近の傾向として、大学ホームページが大学院
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の内容や入試に関する主要情報源になっていることから、大学院担当教員の研究テーマや修
了生の論文タイトルなどをホームページ上に公開し、募集概要、入学願書・履歴書をダウン
ロードできるようにした。

　ｂ．入学者選抜方法
　入試に関する諸事項は、定例（原則月１回）の研究科入試委員会において合議し、研究科
委員会で決定している。また、選抜試験ごとに事前に実行部会を開催し、全教員の共通理解
を図り、実施に当たっては、入試実施要項、試験監督要領、面接要領を作成している。
　看護学研究科の募集人員は、修士課程看護学専攻15名、国際保健助産学専攻15名、博士後
期課程５名であり、平成21年度は修士課程看護学専攻31名、国際保健助産学専攻21名、博士
後期課程５名が受験した。
　それぞれの志願者数、合格者数、入学者数の動向は以下の通りである。
　表47　志願者・合格者・入学者の推移（看護学研究科修士課程看護学専攻）

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

看
護
学
研
究
科

看
護
学
専
攻

一般入試
志願者 2 1 0 0 0 
合格者 1 0 0 0 0 
入学者 1 0 0 0 0 

社会人入試
志願者 21 20 12 25 21 
合格者 15 15 7 14 14 
入学者 14 13 7 13 14 

社会人入試
（学内選考）

志願者 9 10 10 8 9 
合格者 5 8 8 8 6 

修
士
課
程

入学者 5 8 8 8 6 

社会人入試
（赤十字）

志願者 4 0 3 4 1 
合格者 4 0 3 4 0 
入学者 3 0 3 4 0 

合　計

志願者 36 31 25 37 31 
合格者 25 23 18 26 20 
入学者 23 21 18 25 20 
募集定員 15 15 15 15 15 
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　表48　志願者・合格者・入学者の推移（看護学研究科修士課程国際保健助産学専攻）
2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

看

護

学

研

究

科

国
際
保
健
助
産
学
専
攻

一般入試
志願者 － － 0 7 7 
合格者 － － 0 7 6 
入学者 － － 0 5 4 

社会人
志願者 － － 12 7 5 
合格者 － － 7 5 3 
入学者 － － 7 3 3 

社会人
（学内）

志願者 － － 10 2 9 
合格者 － － 8 2 8 
入学者 － － 8 2 8 

社会人
（赤十字）

志願者 － － 3 0 0 
合格者 － － 3 0 0 

修

士

課

程

入学者 － － 3 0 0 

社会人
（AO）

志願者 － － － 2 0 
合格者 － － － 1 0 
入学者 － － － 1 0 

学内選考
（AO）

志願者 － － － 1 0 
合格者 － － － 1 0 
入学者 － － － 1 0 

社会人
学内選考
（AO）

志願者 － － － 1 0 
合格者 － － － 1 0 
入学者 － － － 1 0 

社会人国際
協力要員特別
（AO）

志願者 － － － 2 0 
合格者 － － － 2 0 
入学者 － － － 2 0 

社会人赤十字
国際救援特別
（AO）

志願者 － － － 0 0 
合格者 － － － 0 0 
入学者 － － － 0 0 

合　計

志願者 － － 25 22 21 
合格者 － － 18 19 17 
入学者 － － 18 15 15 
募集定員 － － 15 15 15 
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　表49　志願者・合格者・入学者の推移（看護学研究科博士後期課程）
2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

看
護
学
研
究
科

看
護
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

一般入試
志願者 1 0 0 0 0 
合格者 0 0 0 0 0 
入学者 0 0 0 0 0 

社会人入試
志願者 9  6  5  6  5  
合格者 5  2  5  6  3  
入学者 5  2  5  6  3  

合　計

志願者 10  6  5  6  5  
合格者 5  2  5  6  3  
入学者 5  2  5 6  3  
募集定員 5  5 5  5  5  

　修士課程の入試は原則として年１回、９月であるが、定員に満たなかった場合にのみ追加
募集を行い、３月に実施している。今年度は９月９日に入試を行い、定員に満たなかった基
礎看護学、がん看護学、成人看護学、老年看護学、精神保健看護学、地域看護学、看護教育
学、看護管理学、国際看護学の各領域については二次募集を行い、３月４日に第二次入試を
実施した。
　博士後期課程は原則として年２回、９月と３月であり、今年度は９月９日と３月４日に実
施した。

　ｃ．社会人入学制度
　社会人入学制度は、修士課程は平成16年度から、博士後期課程は平成15年度から実施して
いる。また、修士課程看護学専攻では平成16年度より本学卒業生（実務経験３年以上）もし
くは本学編入学４年生で既に実務経験３年以上学内選考制度を設け、また、赤十字関連施設
において４年以上の実務経験を有する者には社会人赤十字特別推薦制度を設けている。さら
に、修士課程国際保健助産学専攻では、実務経験を問わない大学卒業見込者の受験を平成21
年度から実施した。

　ｄ．国際保健助産学専攻におけるアドミッション・オフィス方式（AO）入試の導入
　国際保健助産学専攻実践コースでは、学内選考・社会人学内選考に平成20年度入試よりア
ドミッション・オフィス方式〈AO入試〉の入試形態を導入した。受験資格は、学内選考は
入学年度本学学部卒業見込の者で、社会人学内選考は本学学部卒業生である。また、社会人
赤十字国際救援特別、社会人国際協力要員特別枠では、国際救援もしくは国際協力経験のあ
る者を対象としたもので、活動状況等を含めた志望動機書を提出させ、それに基づいた面接
（口頭試問）を行う。
　平成21年度入試では、社会人学内選考による志願者９名、合格者８名、入学者８名であっ
たが、学内選考（AO）、社会人学内選考（AO）による志願者はなかった。学部在学生への説明・
広報から受験までの期間が短かったせいと思われる。
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２．門戸開放
　修士課程看護学専攻および国際保健助産学専攻（論文コース）には、社会人を受け入れる
入試種別として、社会人、社会人学内選考、社会人赤十字特別推薦の３つがある。一般入試
と違い社会人入試では、英語の学科試験が免除される。平成21年度入試では、修士課程看護
学専攻および博士後期課程では、一般入試による受験者がなく、すべて社会人入試枠での受
験者であった。国際保健助産学専攻では、一般入試による受験者数と社会人入試による受験
者数はほぼ同数であった。
　また、３年課程の看護短期大学あるいは看護専門学校を卒業し、①保健師もしくは助産師
の資格を有する者、②看護教員養成課程を修了した者、③認定看護師の資格を取得した者の
うちのいずれか１つの条件を満たしたうえで、看護職としての実務経験５年以上の者は、個
別受験資格審査を免除し、大学を卒業した者と同等の学力があると認め、社会人入学者への
門戸を拡大している。平成17年度入試から修士課程では毎年志願者があり、平成21年度入試
においても２名の個別審査を行い、そのうち合格者は１名であった。
　受験資格については、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力が
あると認めた者に対して受験の機会を与えており、 表50に示すとおりである。
　表50　個別出願資格志願状況・出願件数の推移（看護学研究科）

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

看
護
学
研
究
科

修士（第 1次）
志願者 4 0  5 1 2  
合格者 3  0 2 0 1  
入学者 1 0 2  0 1  

修士（第 2次）
志願者 2 2 0  2 0 
合格者 1  2  0 1 0  
入学者 1 2 0 1 0  

博士（第 1次）
志願者 0  0  0  0  0  
合格者 0  0  0  0  0  
入学者 0  0  0  0  0  

博士（第 2次）
志願者 0  1  0 0  0  
合格者 0  0 0  0  0 
入学者 0  0 0  0  0 

合　計
志願者 6  3 5 3 2 
合格者 4 2  2  1  1 
入学者 2  2  2  1  1  

　国際保健助産学専攻（実践コース）の場合は、上記に加え、日本赤十字社関連施設勤務者
で４年以上の実務経験を有する者を対象とした社会人赤十字特別推薦のほか、国際救援もし
くは国際協力経験のある者を対象とした社会人赤十字国際救援特別、社会人国際協力要員特
別を設けている。
　社会人赤十字特別推薦は、社会人赤十字国際救援特別および社会人国際協力要員特別では
３年課程の看護短期大学あるいは看護専門学校を卒業し、以下の①から④のうちのいずれか
１つ、すなわち①保健師の資格を有する者、②看護教員養成課程を修了した者、③認定看護
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師の資格を取得した者、④国際救援経験がある者、という条件を満たしたうえで、看護職と
しての実務経験5年以上の者は、個別受験資格審査を免除し、大学を卒業した者と同等の学
力があると認めている。

３．定員管理
（１）修士課程（看護学専攻・国際保健助産学専攻）
　平成20年度の看護学専攻および国際保健助産学専攻論文コースの入試区分は一般、社会人、
社会人（学内選考）、社会人（赤十字特別推薦）である。国際保健助産学専攻実践コースは
さらに５区分（社会人学内選考・学内選考・社会人赤十字国際救援特別・社会人国際協力要
員特別・社会人）を加えた９区分であった。これらの区分で実施された試験の種別入学者数
と入学定員に対する比率を表51に示す。
　表51　入試種別入学者数の推移（看護学研究科修士課程）

試験種別 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

看
護
学
専
攻

一般 1 0 0 0 0
社会人 14 12 7 13 14
（学内） 5 8 8 8 6
（赤十字） 3 0 3 4 0
合計 23 20 18 25 20

比率（対定員） 1.5 1.3 1.2 1.7 1.3

国
際
保
健
助
産
学
専
攻

一般 － － 4 5 4
社会人 － － 8 3 3
（学内） － － 3 2 8
（赤十字） － － 0 0 0
社会人（AO） － － － 1 0
学内選考（AO） － － － 1 0

社会人学内選考（AO） － － － 1 0
社会人国際協力
要員特別（AO） － － － 2 0

社会人赤十字国際
救援特別（AO） － － － 0 0

合計 － － 15 15 15
比率（対定員） － － 1.0 1.0 1.0

＊入学定員：看護学専攻15名、国際保健助産学専攻15名

　看護学専攻の入学状況は、定員の1.1 ～ 1.7倍で推移しており、平成20年度入学者は25名で
あった。平成20年度国際保健助産学専攻の入学者数は15名であり、定員比率1.0倍であった。
　年度別の在籍者数を表52に示す。看護学専攻では入学者が入学定員を上回っていることか
ら、毎年の在籍者数が定員を超えている状況であり、1.1倍から1.5倍で推移している。国際
保健助産学専攻では、長期履修制度を利用した学生が３名いるが、平成20年度は1.0倍であ
る。
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　表52　年度別在籍者数の推移（看護学研究科修士課程）
学年 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

看
護
学
専
攻

１年 23 21 18 25
２年 19 24 24 19
合計 42 45 42 44
収容定員 30 30 30 30

比率（対定員） 1.5 1.3 1.2 1.7
国
際
保
健
助
産
学
専
攻

１年 － － 15 15
２年 － － － 15
合計 － － 15 30
収容定員 － － 15 30

比率（対定員） － － 1.0 1.0

（２）博士後期課程 
　博士後期課程では、表49のとおり、平成18年度の入学者は定員を下回る２名（0.4倍）で
あったが、平成19年度は５名（1.0倍）となり、平成20年度も６名（1.2倍）となった。
　年度別の在籍者数とその収容定員に対する比率を表53に示した。博士後期課程は、常に在
籍者数が20名を超えており、収容定員の1.4倍から1.6倍で推移している。
　表53　年度別在籍者数の推移（看護学研究科博士後期課程）

学年 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度
１年 5 2 5 6
２年 6 5 2 5
３年 13 14 14 11
合計 24 21 21 22
収容定員 15 15 15 15

比率（対定員） 1.6 1.4 1.4 1.6

４．科目等履修生・研究生等
　また大学院では、生涯学習の観点から大学院教育の中で専門的な知識や幅広い教養を深め
ることを目的として、平成12年度から科目等履修生制度を実施しており、臨床で働く看護師
等が履修している。この制度では、登録した科目を履修し所定の試験に合格すれば、単位を
修得することができる。開講科目は、演習科目を除く講義科目（全43科目）であり、前期・
後期の２回募集が行われる。
　平成17年度からは本大学院修了生を対象として、専門看護師教育課程科目（一部演習を含）
も開講している。募集人員は若干名である。過去４年間の科目等履修生数は下記のとおりで
ある（表54）。
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　表54　修士課程における科目等履修生

年度
科目等履修生数

前期 後期
平成17年度 5 1
平成18年度 7 1
平成19年度 8 3
平成20年度 9 2

（人）

　また、平成11年度から論文博士の制度および研究科研究生制度を設け、学位論文取得を希
望する社会人を対象とした研究指導を行っている。これは、５年以上の研究歴をもつ者が、
特定の専門事項について研究することを目的とし、２年在籍することで、博士（看護学）学
位論文を提出し、学位授与の審査を受けることができる制度である。また、博士後期課程を
単位取得済退学した者が、引き続き研究を継続するために研究生となることも多い。４月・
10月の年２回募集を行っており、過去４年間の研究科研究生入学者数及び在籍者数は表55の
とおりである。 
　表55　過去５年間の研究生入学者数と在籍者総数

年度
4月 10月

入学者数 在籍者総数 入学者数 在籍者総数
平成17年度 5 25 2 23
平成18年度 3 21 2 21
平成19年度 7 24 1 23
平成20年度 1 16 0 12

（人）

点検・評価
Ａ．看護学部等における学生の受け入れ
１．学生募集方法
　学生募集方法の中心となる大学案内パンフレットと学生募集要項に関しては、詳細な入試
関連情報を提供すると同時に、受験生にとって親しみやすい記事（例えば、在学生からの一
言やメッセージなど）を盛り込んだ充実した内容になっている。
　ここ数年、ホームページを利用して大学情報を入手する受験生が増えているが、それに対
応して本学は入試情報や学内情報などをホームページで積極的に広報しようとしているが、
ホームページの管理を含めて専任職員がいないため、情報のアップや更新が遅れる傾向にあ
る。
　支部長推薦に関する受験生への情報提供には、支部との連絡を密にしてより正確な募集情
報の提供を図る。
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２．入学者の選抜方法
　看護学部では、入試の種類を増やすことによって、本学の理念・目標に基づく多彩な能力
や個性の面から入学者を選抜している。ただし、指定校推薦入試の志願者が少なく、この制
度が有効に活用されているとはいえない。統合による定員増や２キャンパス化、それに伴う
偏差値の低下などが敬遠される要因となっている可能性があるが、指定校の進路指導者など
への広報活動を強化する必要がある。また、支部長推薦入試にあたり、日本赤十字社第２ブ
ロック支部によって出願者の学力の解釈に違いがあり、本学の求める学生の条件や入試方針
について、支部とよく話し合い理解を深める必要がある。

３．入学者受け入れ方針
　学部では、アドミッションポリシーの策定により、志願者や保護者などに対して本学が求
める学生像を明確に示せるようになった。今のところ受験生の数はおおむね確保されている
が、今後、看護はさまざまな人とかかわる仕事であること、卒業するには厳しい実習をくぐ
りぬけなければならないことなど、実践を重んじる本学ならではの学生に求める条件につい
て、受験生にも保護者にも理解してもらえるよう、広報していく必要がある。

４．入学者選抜の仕組み
　入試の実施にあたっては、いかなる瑕疵もないように細心の注意を払っており、問題作成
委員および面接委員も学内外に非公開にされている。
　教授会での合否の決定に際しても、受験生は受験番号によってしか特定できないようにな
っており、決められた選抜基準に従って公正に行われている。
　試験方法は学力試験と面接試験であるが、学力試験は複数の出題者が作成しており、その
上で入試委員長が点検し、問題が妥当かどうかを確認している。面接試験については評価基
準を学内で検討したうえで教授会でも承認され、面接ガイダンスで評価の偏りが起こらない
ように面接委員にガイダンスをしている。また、面接には３人の面接委員があたり、それぞ
れが評価基準に従って評価している。さらに選抜の透明性を確保するため、評価に疑問があ
る場合には、教授会の合否判定の際に評価の根拠について各面接委員に質問できることにな
っている。ただし、評価についてはそこで修正されることはなく、あくまで面接委員の主体
的な判断が尊重されている。

５．入学者選抜方法の検証
　入試科目の得点に関するデータを問題妥当性の検証資料として役に立てている。一般入試
の試験科目のうち英語及び資料読解は複数の出題者が問題作成時にその妥当性の検証を行っ
ているが、その他の科目については事前の検証を行っていない。
　ここ数年、入試成績と入学後の学内成績の関係をみる調査が行われていないため、今後実
施する必要がある。
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　本学では、看護の専門的特性から対人能力を重視し、入試にも集団面接を取り入れてきた
が、近年、こうした集団状況に慣れていない受験生も増えていることから面接の方法を検討
する必要がある。
　また、「小論文」を「資料読解」に変更してから、「資料読解」はどのような試験科目なの
かという問い合わせが受験生から数多く寄せられるようになった。その原因として、「資料
読解」という名称は受験生には馴染みのない言葉であるということが考えられる。このため、
高等学校の学習指導要領の科目名、及びその内容等を参考にして、科目名をより適切な名称
へと変更することが必要である。

６．定員管理
　平成15年度以降、募集定員数に対する入学者の比率は目標である110％以内で推移してい
たが、21年度入学者は基準より１名超過したため111％となってしまった。そこで、今後も
注意していかなければならないが、今のところ採用している入学者数の決定方法は概ね適切
であると考えられる。３年次編入学では100％であり、問題はない。
　学生収容定員と在籍者数の比率も、定員の増員や推薦入学者数を増やしたにもかかわらず
一定を保っていて、適切に管理されている。

７．科目等履修生・聴講生等
　学部における科目等履修生制度は導入後15年が経ったが、この５年間の履修生数は毎年平
均５名ほどである。人数は少ないものの、看護専門科目だけでなく関連基礎科目や一般教養
科目も履修可能であるため、現役看護師や看護師経験者たちに対して多様な生涯学習の機会
を提供している点は評価できるものと考える。

８．編入学生、退学者
　ａ．退学者の状況と退学理由の把握状況
　退学者数も比較的少ない状況であり、学生の退学までの教員の関わりも十分に行われてお
り特に大きな問題はない。

　ｂ．編入学生の状況
　赤十字の短期大学が４年制の大学に切り替わる中、短大からの推薦入学者は減少してい
る。また、編入学試験の応募者も減少している。本学における編入学制度そのものを検討す
る時期に来ていると考えられる。
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Ｂ．大学院看護学研究科における学生の受け入れ
１．学生募集方法、入学者選抜方法 
　入学者選抜方法に関しては大学院担当教員からなる研究科入学試験委員会が企画・実施を
立案している。入試広報活動は広報委員会と連携し、効果的な広報活動を企画・運営してい
る。
　修士課程国際保健助産学専攻実践コースでAO入試を実施したことにより、複数の面接希
望日から受験生が試験日を選択できるようになり、受験の機会を拡張でき、志願者数増に貢
献した。ただし、国際保健助産学専攻については開設して間がなく広く周知されていないこ
とから、安定的な受験希望者の確保には至っておらず、広報の仕方などを検討する必要があ
る。また、国際保健助産学専攻実践コースの受験生確保のためには、受験資格を見直すなど、
志願者の拡大のための方策を検討する必要がある。
　本学学部の卒業生の多くは、数年間の看護師等実務経験を経たのちに大学院への進学を考
慮している。こうした卒業生の意向を反映した社会人学内選考は、キャリア形成のための１
つの選択肢として定着しつつある。平成21年度入試から、看護職実務経験者のある本学編入
生が卒業見込みでも受験できるようにしたことで、大学院進学を考えて編入学を希望する受
験生が増える可能性がある。
　国際保健助産学専攻は、助産師養成課程をもたない他大学卒業生や国際貢献に尽力してき
た看護師たちにとって、大学院という選択肢を拡大した。平成21年度入試から、本学学部卒
業見込者を対象とした学内選考（AO）を初めて実施したが、学部在学生への説明・広報か
ら受験までの期間が短く、応募者数は少なかった点が課題である。

２．門戸開放
　本学では学内選考制度があるにもかかわらず、他大学出身の受験生の割合が高い。このこ
とは、本大学院の教育、研究が高く評価されていることを意味している。
　学士を有しない者に対しても、個別受験資格審査によって大学を卒業した者と同等以上の
学力があると認めた者に対して受験の機会を与えており、門戸拡大の実績を残している。
　本学大学院では実践と研究の融合を目指しており、博士後期課程、修士課程ともに社会人
入試を行っている。豊かな臨床経験をもつ人材の確保につながっているものの、修士課程に
おいては高い専門性の修得のためには一定期間学生として勉学や研究に専心従事することが
重要と考え、夜間や休日の開講などの特別措置はとっていない。そのため、とくに修士課程
では仕事と勉学や研究を両立させるのは事実上困難である。しかし領域によっては、１年次
は休職して研究初心者としての学習を大学院で積み、２年次は職場に戻って研究と仕事を両
立させるなどの工夫を行っている。長期履修制度は国際保健助産学選考実践コースではじめ
て導入されたばかりであるが、今後、看護学専攻でも可能かどうか検討していく必要がある。
　博士後期課程の場合、仕事をもちながら研究を進めている者が多く、指導教員と相談の上
で指導時間を設定したり、メールでの指導を行ったり、配慮工夫している。しかし、とくに
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看護系教育機関に勤務している院生は、職務上なかなか研究の時間が持てないために論文作
成が遅れがちになる傾向がある。

３．定員管理
　大学院の入学者数の推移を見ると、修士課程の看護学専攻および国際保健助産学専攻はほ
ぼ定員どおりであり、適正であると考えられる。なお、合格者と受験者の数に差がないよう
にみえるが、これには本学では大学院の受験前に志望する領域の教授との面談を推奨してい
ることも関連していると思われる。これは入学後の指導教員と院生の間にマッチングの問題
が生じないために取り入れたものであるが、面談で入学を拒否するようなことはないものの、
受験生はかなり絞られてくることになる。そのため、実質的な受験生の数はもっと多い。
　平成20年度入学者のための入試では国際保健助産学専攻の社会人（赤十字特別推薦）、社
会人赤十字国際救援特別（AO）では志願者がなかったが、学内選考による入学者が増加し
た。博士後期課程では、平成21年度は定員を下回った。今後も定員管理上の課題として注目
していく必要があるが、この背景には医療現場の事情もある。看護の人員不足や業務量の増
加といったことから、辞めるに辞められないでいる看護師が増えているのである。今後は、
病院の管理者などにも働きかけて、大学院修了の看護師の活躍の場を増やしたり、大学院と
現場の共同研究を推進するなど、抜本的な対策も必要となるだろう。
　年度別の在籍者数の変化では、修士課程看護学専攻については、1.5倍前後で推移してい
る。毎年、ほぼ全員が２年次に進級できており、それぞれ必要な単位を修得し修士論文を作
成して修了している状況である。担当教員も各領域に十分に配置されており、適正な状況で
あると考えられる。
　博士後期課程では、在籍者数が定員の1.5倍前後で推移している。３年次の学生が多くな
る傾向があるが、前にも述べたとおり、仕事をもちながら研究を進めている者はなかなか研
究の時間が持てないために論文作成が遅れがちになるためであり、指導の在り方などを検討
していく必要がある。

４．科目等履修生・研究生等
　修士課程における科目履修制度では、毎年６名から11名と一定の履修生を受け入れてい
る。また、平成17年からは本大学院修了生を対象に専門看護師教育課程科目も開講しており、
看護師等の生涯学習のみならず修士課程修了生が更に専門性を高めていく機会も提供してい
るという点で評価できると考える。
　研究生在籍者数においては、平成16年度から常に20名を超えている状況であり、多様な背
景を持った学生の学位取得と研究活動に一定の貢献をしているものと考える。研究生の在籍
者数は安定しており、今後も研究生制度を活用して学位を取得もしくは研究活動を継続して
いきたいという希望は多いと考えられる。
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改善方策
Ａ．看護学部等における学生の受け入れ
１．学生募集方法
　　①　携帯サイトの大学広報ページの内容を充実したものに変更し、更新頻度も増やす
　　②　支部長推薦入試を行う各支部の入試事務担当者を対象に、より効果的で正確な支部
　　　　長推薦入試の広報活動について話し合う機会を設ける
　　③　募集要項・入試過去問題集の無償配布を検討する

２．入学者の選抜方法
　　①　数学Ⅱ、数学B、生物Ⅱ、化学Ⅱなど、受験資格や試験科目について検討する
　　②　推薦入試については、指定校や１校あたりの人数、および出願資格（評定平均値等

　の条件）を見直す
　　③　面接の方法について検討する

３．入学者受け入れ方針
　アドミッションポリシーと入試方法、学生募集方法、新カリキュラムとの整合性について
点検・評価する

４．入学者選抜の仕組み
　特に改善するところはない

５．入学者選抜方法の検証
　　①　一般入試の英語以外の試験科目について、実施前に問題の妥当性を確認するシステ

　ムを導入する
　　②　入試成績と入学後の学内成績の相関を追跡調査する
　　③　「資料読解」という入試科目名の変更を検討する

６．定員管理
　特に改善するところはない

７．科目等履修生・聴講生等
　学部に関しては特に改善方策はない

８．編入学生、退学者
　系列の短期大学からの推薦入学者の減少、編入学試験の応募者の減少をふまえ、本学にお
ける編入学制度の継続について検討する
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Ｂ．大学院看護学研究科における学生の受け入れ
１．学生募集方法、入学者選抜方法 
　　①　看護学専攻の社会人学内選考の志願者の確保については、次年度以降も安定的に志
　　　　願者を得るように、卒業生に広報していく
　　②　国際保健助産学専攻実践コースでは、引き続き学内選考により、優秀な入学者を安
　　　　定して確保するよう、在学３・４年生をターゲットに、早い時期に段階的にコース
　　　　の特徴や求める学生像をわかりやすくアピールし、志願者の確保に努める

２．門戸開放
　　①　個別審査による志願が可能であるということを知らずに志願を断念する者がないよ
　　　　う、引き続き、募集要項等への記載、個別の相談に丁寧に対応していく
　　②　社会人修士課程学生の学修を支援する体制を検討する

３．定員管理
　　①　博士後期課程を３年間で修了できるように学修支援策を強化する
　　②　研究計画のプロセスを促進するための対策を検討する

４．科目等履修生・研究生等
　　①　研究生は、研究生の背景や状況に応じた支援体制の強化を検討していく
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到達目標
　学部、研究科における教育の理念・目的、アドミッションポリシー、教育内容、学生生
活、図書館および看護実践・教育・研究フロンティアセンターの活動、教員の研究成果等を
内外に向かって広く情報提供する活動（以下、「広報活動」と略する）を行っている。
　広報活動（以下「広報」とする）に関する諸事項は、広報委員会（教員19名、幹事（職員）
３名）は構成される常置委員会で、毎月１回定期的に開催されている。主な議題は、新入学
生の受験・志望動機に関する実態調査、外部進学相談会、高等学校・予備校への派遣模擬講
義、学内見学者等への対応、オープンキャンパス・大学説明会・進学説明会、学報・大学案
内・大学院案内・リーフレット等の作成、外部広告媒体（新聞・受験雑誌・看護系雑誌等）
を利用した活動、視聴覚メディア（ホームページ［含携帯サイト］・DVD）を用いた活動、
委員会予算・決算である。委員会で検討された内容は教授会にて報告、審議され、決定さ
れる。

平成20年度の具体的目標
　　①　看護学部の教育活動・研究活動を、大学案内などの紙媒体やホームページなどのイ
　　　　ンターネット環境で効果的に広報する
　　②　志願者獲得のために、学内主催オープンキャンパス・進学説明会の充実化を図ると
　　　　ともに、塾・予備校等主催外部進学相談会、高等学校主催の模擬講義への積極的な
　　　　参加を図る
　　③　在学生・卒業生・保証人と本学のつながりをより強化するために、学内広報誌「学
　　　　報」の充実化を図る
　　④　大学院看護学研究科における教育活動・研究活動を大学院案内などの紙媒体やホー
　　　　ムページなどのインターネット環境で効果的に広報する
　　⑤　志願者獲得のために、学内主催大学院説明会の充実化を図るとともに、企業主催外
　　　　部進学相談会への積極的な参加を図る

１．志願者への広報活動
　ａ．オープンキャンパス
　　（１）看護学部オープンキャンパス
　オープンキャンパス（大学説明会）の開催回数は、平成８年度までは年１回であったが、
平成９年度から年２回に、そして平成14年度から年３回になり、現在にいたっている。
　平成20年度は、８月２日・30日、9月27日の３回実施し、８月は大学説明を重点に、10月
は入試問題対策により重点をおいたプログラムとした。平成16年度以降、参加者数は増加傾
向にあったが、平成20年度は794名（前年度比101名の減少）となった。

Ｅ．広報活動
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　表56　年度別オープンキャンパス参加者数
　 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度
１回目 198 374 333 406
２回目 490 371 436 370
３回目 182 150 226 182
合計 870 895 995 794

　表57　オープンキャンパスプログラム
８月２・30日（土） ９月27日（土）

□全体説明会  13：00～ 13：30
　本学の特色、入学試験の概要、就職･奨学金
の説明
□入試対策（英語、資料読解）13：35～ 15：00
□教員相談コーナー　13：30～ 17：00
　教員が個別に受験生の入学試験、教育内容、
実習などに関する質問や相談に対応
□学生相談コーナー　13：30～ 17：00
　在学生が個別あるいはグループで受験生の
質問・相談に対応
□実習室体験コーナー　13：30～ 17：00
□学生サークル紹介　15：00～ 17：00
□学生募集要項・過去問題集販売　13：00～
□学内見学　13：00～ 17：00
　キャンパスマップをもとに自由見学
□大学案内DVD上映　13：00～ 17：00
□展示コーナー　13：00～ 17：00
　本学歴史写真パネル、実習着などの展示
□武蔵野キャンパス学生寮見学
　８月２日　13：00 ～ 17：00  30日　10：00
～ 12：00 

□全体説明会　13：00～ 13：30
　本学の特色、入学試験の概要、就職･奨学金
の説明
□入学試験問題対策講座　13：35～ 15：20
　資料読解と英語の問題について詳しく解説
□教員相談コーナー　13：30～ 17：00
　教員が個別に受験生の入学試験、教育内容、
実習などに関する質問や相談に対応
□学生相談コーナー　13：30～ 17：00
　在学生が個別あるいはグループで受験生の
質問・相談に対応
□実習室体験コーナー　13：30～ 17：00
□学生募集要項・過去問題集販売　13：00～
□学内見学　13：00～ 17：00
　キャンパスマップをもとに自由見学
□大学案内DVD上映　13：00～ 17：00
□展示コーナー　13：00～ 17：00
　本学歴史写真パネル、実習着などの展示

　　（２）大学院説明会
　大学院説明会は、募集時期との関係でオープンキャンパスと同時開催ができないため、平
成18年度から別途開催し、参加者のなかから多数の受験者を得ている。今年度は６月28日に
実施した。また、受験希望者には、大学院での研究や学修に関するアドバイスを受けるため
に、指導を希望する教員と個別に相談面接を受けることを推奨しており、大学院説明会の際
に面接をしている志望者も多い。今年度のプログラムおよび参加者数、受験者数は以下の通
りである。
　表58　年度別大学院説明会参加者数

　 平成18年度 平成19年度 平成20年度
計 3 25 44
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　表59　平成20年度大学院説明会プログラム
□大学院研究科について（研究科長）　14：00－14：10
　　　本学研究科の教育理念・目標・内容について説明
□入学者選抜試験について（研究科入学試験委員長）　14：10－14：20
　　　入学試験制度、出題傾向等について説明
□本学の大学院生生活について（学生２名）　14：20－14：30
□看護学専攻の概要について（研究科長）　14：30－14：40
□国際保健助産学専攻の概要について（国際保健助産学教授）　14：40－14：50
□個別相談・学内施設見学等　15：00－16：00

　ｂ．外部における進学相談会、高等学校への派遣模擬講義
　看護学部受験生に対する広報活動としては、本学が行うもの以外にも、外部の予備校が開
催する進学相談会や高等学校が主催する進学指導のための模擬講義に本学教職員が出向いて
いる。表60に平成20年度の進学相談会等への講師派遣先と参加者数を示す。
　また、看護系進学コースをもつ大手予備校や塾が開催する進学説明会には、例年、参加者
数が200～ 400名と多く、またそうした予備校や塾から本学に入学した者も実際に多数見ら
れる。このような形式の相談会・説明会には、広報委員や広報担当職員が可能なかぎり出席
し、年間を通じて７回の広報活動を行っている。また、毎年、各種予備校等で行われる看護
系大学への進学を希望する高校生を対象とした講演会や模擬講義にも講師を派遣している。
　なお、最近の傾向として、高等学校が進路指導の一環として、受験産業がプロデュースす
る進学ガイダンスを自校で行うことが多く、そこへの講師派遣要請が増加し、これにもでき
る限りその要請に対応している。
　表60　平成20年度各種進学相談会等への講師派遣先と参加者数

派遣先 参加者数
高等学校 391
予備校 425

註）　主な派遣先は次のとおりである。
外部進学相談会：新宿セミナー（新宿・横浜・立川・千葉・柏・大宮校舎）（７・８月、12月）
高等学校への派遣模擬講義：東京都立高等学校７校、東京都私立高等学校５校 等

　ｃ．本学への訪問者に向けた対応
　高等学校等における進路指導意識が高まり、また修学旅行の形態が観光型から体験型へ移
行していることなどが考えられるが、大学訪問の人数は横ばい状態である。昨年度は139名
であったが、平成20年度は110名（表61）であった。ただし、訪問者の看護大学への関心は
高くなっており、予めホームページや受験雑誌などで情報を得て、訪問するケースが多くなっ
てきている。
　訪問を依頼してくるのは主に高等学校からで、生徒の将来や進路設計に向けて、学旅行等
の学校行事の一環として企画されていることが多い。事前に訪問申し込みがなく、直接来学
される少数単位の訪問者には案内書を提供して自由に見学出来るようにしている。
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　訪問者からは、｢学校生活全般｣ ｢赤十字の活動｣ ｢カリキュラム｣ ｢実習｣ ｢取得可能な資
格｣ ｢入学者選抜試験｣ ｢奨学金｣ ｢卒業生の就職先」「特待生制度」「海外における活動状況」
などについて説明を求められることが多かった。訪問者への対応は主に学務課入試広報係が
行っているが、より詳細な教育内容等については広報委員である看護系教員が説明するなど、
訪問者のニーズに合わせている。問題は、訪問の多くが授業時間と重なることから、講義や
実習のために対応する看護系教員が確保できない場合である。こうした場合は、広報委員以
外の看護系教員や看護に詳しい一般教養科目や専門基礎科目の教員に協力をあおいでいる。
　また、学生生活の一端を見てもらうために、昼食時に来校した訪問者には、学生食堂での
学食体験が出来るようにしている。
　表61　本学訪問者数
年　　度 平成20年度

訪問者数 110

　ｄ．高等学校・大学の連携
　入学者選抜のための高等学校との連携としては、本学の大学案内および募集要項を送付す
ること、模擬講義・高等学校訪問等があるが、そのことについてホームページ上に告知して
いる。高等学校を訪問した際には、本学に関する情報に加えて、その高校の出身者の成績お
よび学生生活などの実情を説明し、高等学校側からの個別の質問等に応えるなど、情報交換
を行っている。こうした連携は高等学校が主催する進学相談会（進路・就職説明会を含む）
に出掛けた際にも行っている。
　また、平成18年度から、指定校推薦入試の対象高等学校である東京女学館高等学校の保健
教育の一貫として「妊婦体験」の模擬授業（対象学年は１年生200名）が依頼され、本学発
達看護学Ⅰ（母性・助産学）領域の教員が指導にあたっていたが、平成19年度からは大学院
修士課程国際保健助産学専攻の学生が指導にあたり、高校生に保健指導を行う演習を兼ねて
いる。H20年度からは同様のコースとして足立特別支援学校普通科職業コースの模擬授業（対
象学年は２年生15名）も受け入れを開始した。

３．大学内外への広報活動
　ａ．学報 
　今年度発行した学報12号では、特集記事として、特集１として特別座談会「学生が卒業生
と語る看護学生の就職活動」、特集２として、「日本赤十字看護大学の国際化」を企画しまし
た。主旨は、特集１では、昨今の日本赤十字看護大学における国際活動の実態と、特集２で
は、卒業生の就職活動状況を在校生にアピールすることを目的としました。特集以外には、
卒業生・在校生に向けてOB訪問記、研究室訪問、親任教職員紹介、年間行事、学部大学院・
認定看護師教育課程の入試日程、公開講座およびホームカミングディのお知らせ、オープン
キャンパス日程、本学の歴史に関する連載などで構成した。
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　さらに、今年度からは、保護者向学報を７月に発行し、在学生の保護者へ発送した。内容
は、学生の授業評価の結果、サークル紹介といった学生生活の状況、就職状況であった。
　学報は、手渡しで配布できるという紙媒体の長所を生かして、オープンキャンパスや学外
進学相談会参加者にも配布し、本学の動向を広報するツールとなっている。さらに、その
年の年間行事やトピックスを記録保存する役割も担っている。発行したすべての学報は大学
ホームページで公開している。

　ｂ．大学案内
　本学では看護学部を主体とした、教育目的・目標、カリキュラムや実習の概要、年間行事、
卒業生の声などを紹介する大学案内（日本語版・英語版）と、大学院の各専攻および専門看
護師コースを紹介する大学院案内のほか、新しく開設された専攻やコースを紹介する案内を
別に作成している。
　　（１）看護学部を主体とした大学案内
　平成20年度の日本語版大学案内は、カリキュラム内容の見やすさを改善し、また、語学研
修や国際看護学演習や海外の交流校との国際交流の機会に関する情報を加えた。また、校舎
の中で生き生きと学び学生生活を送る学生の写真を充実させた。受験生およびその保護者を
はじめ、高等学校、予備校、看護系の教育機関等に配付した。
　英語版の大学案内は、平成12年度に作成した大学案内をアップデートすることが課題で
あったため、大学の統合完成年度である平成20年度を迎え、英語版大学案内を新しく作成し
た。内容は、学部のカリキュラムについて、大学院の修士課程では看護学専攻と国際保健助
産学専攻について、博士課程についてであり、新たな学び舎となったふたつのキャンパスの
施設紹介を学生の表情を交えて紹介している。英語版大学案内は、海外からの来学者、国際
看護演習等で訪問する海外の大学や病院などの研修施設や教員に配布している。
　　（２）大学院案内
　大学院案内は平成15年度から作成している。平成16年度に成人看護学・小児看護学・精神
保健看護学の専門看護師教育課程を設置したことから、大学院の広報活動を強化するために
カラー化した。
　平成20年度の大学院案内は、本学大学院の教育目的・目標、領域紹介、年間行事、修了生
の声などを紹介し、3000部作成した。広報活動を容易にするために、国際保健助産学専攻お
よび専門看護師教育課程については別途リーフレットも作成した。

　ｃ. ホームページ・携帯電話用ホームページ・メールマガジン
　平成20年度は、携帯電話用HPの内容を一新した。サイトは、トップページの他に、本学
の特色（教育理念・目的・目標、カリキュラム、歴史、奨学金、取得資格・国家試験、就職・
進学）、入試情報（一般・前期、一般・後期、公募推薦、指定校推薦、支部長推薦、３年次
編入学、オープンキャンパス、キャンパス見学）、学生生活（年間行事、大学祭、サークル）
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の17ページから構成され、充実した大学情報を提供できるようにした。
　平成19年度よりメールマガジンの発行を開始した。初年度の登録者数は 158名で、主に卒
業後２年以内の同窓生が中心である。今年度も徐々にではあるが登録者数も増え、200名に
迫る勢いである。内容としては、大学院特別講義、フロンティアセンター内講演会、研究会、
公開講座、大学院説明会、入学試験日程等の情報が中心であるが、随時本学教員による著
書等の紹介・書評も配信している。20年度の発行回数は年３回（６月、12月、１月）であっ
た。

　ｄ．大学案内DVD
　本学で平成９年に作成された大学案内ビデオは、平成12年、平成14年の部分的改訂を経て、
平成19年度に現在の改訂版大学案内DVDとなった。この改訂版大学案内DVDは、高校生を
ターゲットに、本学で行われている授業や演習の特徴を分かりやすく紹介するとともに、本
学で学ぶ学生たちからのメッセージを多く取り入れ、本学で学ぶことの魅力を感じられる内
容にした。
　またDVD画像を分割してホームページにアップし、インターネットを経由してこの画像
が聴取できるようにした。オープンキャンパスでも、この改訂版DVDを活用してきた。
　平成20年度は変更を加えていない。

　ｅ．その他の広報活動
　その他広報活動として、下記の内容を行っている。
　　①　受験雑誌、看護系雑誌への広告
　　②　ポスター掲示、学内掲示
　　③　日本赤十字社医療センター「一日看護体験」での説明会　 

点検・評価
１．志願者への広報活動
　ａ．オープンキャンパス
　　（１）看護学部オープンキャンパス
　平成17年度の統合以降、増加を続けていたオープンキャンパスの参加者数が前年比101名
の大幅の減少となった。今年度は８・９月ともに入試対策に時間をさいて手厚く問題解説を
行ったにもかかわらず、事前の広報不足であったようである。アンケートを見る限りプログ
ラムは概ね好評なので今後も内容の拡充に努めたい。具体的には、在学生によるキャンパス
ツアーなどの新しいプログラムを導入したい。また、ここ数年、保護者の参加が増えてきて
いるが、保護者向けのプログラムについても検討が必要である。
　　（２）大学院説明会
　大学院説明会は、広報活動が充実し、参加者が徐々に伸びてきた。さらに、当日、志望す
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る教授との面談や個別相談ができるようになった。

　ｂ．外部における進学相談会、高等学校への派遣模擬講義
　派遣先が増加するなかで、前年度の参加者数および本学への受験の動向を見ながら、効率
よく多くの参加者に対応できた。特に、東京都の高等学校（12校）の依頼を中心に模擬講義
への派遣が多くなった。広報担当の職員だけでなく、できる限り多くの教員が担当すること
で、受験生が本学の特色をより深く理解できる機会を提供できた。

　ｃ．本学への訪問者に向けた対応
　受験情報を得るための大学訪問の機会であるオープンキャンパス以外の大学訪問は高等学
校等の教育活動の一環として行われている。そのため、本学としては単なる施設見学だけで
はなく、大学における看護教育の特色を説明していることは評価できるだろう。さらに、学
食体験は、学生の実態を知る機会の一つとなっている。

　ｄ．高等学校・大学の連携
　平成20年度に高等学校から模擬授業の依頼を受けた総数は18件、参加者総数は、305名だっ
た。である。東京女学館高等学校の授業科目の一部を、大学の資源を活用し、なおかつ修士
課程の学生の教育にも役立てていた。

３．大学内外への広報活動
　ａ．学報
　記事の内容に合わせて書式を縦書き、横書きとしましたが、開きページでの縦横での書式
は視覚的にやや見づらい印象となった。全体的には、大学案内・大学院案内などで配布する
ことを視野にいれ、写真や記事等の配色にも考慮し読みやすいよう体裁できた。

　ｂ．大学案内
　　（１）看護学部を主体とした大学案内
　日本語版大学案内は、学部生の声や学生の生き生きとした表情を伝える写真を盛り込み、
入学志願者が求める情報を盛り込んだ充実した内容になっている。英語版については、現行
のカリキュラムや大学の現状を伝える情報が盛り込まれ充実した内容となった。
　　（２）大学院案内
　大学院案内については、リーフレットの活用で専門看護師養成コースおよび国際保健助産
学専攻についての情報を整理することができた。

　ｃ．ホームページ・携帯電話用ホームページ・メールマガジン
　本学ホームページ（以下HP）の情報を最新のものに更新するために、HP上の情報管理を
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各種委員会が協働して行うようにしたこと、また広報委員が分担してHPの内容をチェック
し、更新の必要な箇所を情報システム委員会に連絡する体制にしたこと、簡単なHP更新は
業者ではなく学内でできるようにしたことは評価できる。携帯サイトの刷新は昨年度からの
懸案であったが、広報委員の教員が業者を通さずに作成・更新を担当することにより大幅な
拡充ができた。これにより今後もスピーディに最新情報をアップすることが可能となった。
　また、メールマガジンは送信回数が少なかったが、その速報性を生かすことも考慮して、
定期的に送信するか、あるいはコンテンツが発生次第に不定期かつ頻回に送信するかを検討
したい。

　ｄ．大学案内DVD
　改訂版大学案内DVDは、本学カリキュラムや教授―学習の特徴が分かりやすく、また本
学で学ぶ学生の姿をより身近に感じることのできる内容となっている。しかし、改訂後２年
目を迎え、すでに情報が古い内容のものも多くなっている。スウェーデン赤十字看護大学と
の交換留学制度や、特待生制度などの新しい情報は追加されていない。また、平成22年度か
ら全学年が広尾キャンパスで学習することについても、本来であれば、更新されるべき内容
であった。DVDの作成金額が高額となることなどから、これまで更新は年１回としてきたが、
現状では最新の情報を紹介することが難しい。

　ｅ．その他広報活動
　受験雑誌「蛍雪時代（旺文社）」「Progress（新宿セミナー）」には、大学紹介・サークル
紹介等を掲載、志願者層へのアピールを行っており、入学者へのアンケート結果でも、広告
を認知していることが示されている。
　また日本赤十字社医療センター「一日看護体験」は、大学説明時間として30分設定しても
らい、日本赤十字社医療センターとの連携が確立された。

改善方策
１．志願者への広報活動
　ａ．オープンキャンパス
　　①　看護学部のオープンキャンパスは、在学生によるキャンパスツアーなどの新規プロ
　　　　グラムを導入する
　　②　看護学部のオープンキャンパスは、武蔵野キャンパス見学と広尾キャンパスのプロ
　　　　グラムの時間が重ならないようにする
　　③　大学院説明会では在学生による受験相談、職員による奨学金等の福利厚生の相談
　　　　コーナを設ける
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　ｂ．外部における進学相談会、高等学校への派遣模擬講義
　　①　多くの受験生に広報する機会を提供し、講師派遣が充実するように、授業との関連
　　　　において講師派遣を調整する

　ｃ．本学への訪問者に向けた対応
　　①　高校生等を対象とした公開授業の実施やデモンストレーションなど、新しい形態の
　　　　広報活動を検討する
　　②　広報委員だけでなく多数の教職員が訪問者の対応にあたるシステムづくりを詰め
　　　　る

　ｄ．高等学校・大学の連携
　　①　高等学校・大学の連携協定を検討する

３．大学内外への広報活動
　ａ．学報
　　①　読者別（卒業生向、保護者向等）の学報を発行することを検討する
　　②　クラブ活動紹介など、学生や受験生へ向けての魅力ある企画内容を検討する
　　③　文字を大きくして読みやすくする

　ｂ．大学案内
　　①　学内演習や課外活動の様子を伝える写真や、国際交流での経験を伝える記事を盛り
　　　　込む
　　②　分りやすく洗練されたデザインに工夫する
　　③　英語版大学案内については、大学院の発展に合わせた内容のアップデートと、英語
　　　　版ホームページとの連動の検討
　　④　大学院案内は、専攻や課程が複雑になったために、読者からみたわかりやすい構成
　　　　にする

　ｃ．ホームページ・携帯電話用ホームページ・メールマガジン
　　①　広報委員によるHPのチェック体制を確立し、更新のスピードをあげる
　　②　携帯電話用サイトの在学生情報を拡充する
　　③　最新の情報を紹介できるように、次年度以降ホームページの在り方を検討する

　ｄ．大学案内DVD
　　①　広報媒体、費用効果等の側面を含めてとして、今後継続してDVDを作成していく
　　　　か検討する
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　ｅ．その他広報活動
　　①　広告媒体を予算とともに検証する
　　②　「もっとクロス！」事業活動範囲を広げる
　　③　地域社会等への本学のアピールを検証する
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到達目標
　本学の教員は、座学としての講義を行うほか、臨床という特殊な環境の中で学生の実習を
指導するために、保健医療の場に出向いて常に最新・最善の医療・ケアを研鑽する必要があ
る。さらに、最新・最善の医療・ケアを提供するための根拠となる研究も推進しなければな
らない。そのために、本学は教育活動の基礎を支える研究費を支給するとともに、研究のた
めの資金獲得を支援する。また、各種ハラスメントを防止することによって、安全な研究環
境を提供し、学生の個別指導も可能な研究室と研究のための施設・設備を確保する。さらに、
教員として、そして研究者としての資質向上のための研修の機会を保証し、研究のための時
間確保を可能とする。

具体的目標（学部・大学院）
　平成20年度末までに
　　①　個人研究費や研究旅費など、教育活動の基礎を支える研究費を支給する
　　②　各種ハラスメントを防止する研究室環境を確保する
　　③　研究に時間が割けるように、他の職務とのバランスを考慮する
　　④　教員として、そして研究者としての資質向上のための研修を援助する
　　⑤　研究活動を推進するための資金獲得を支援する

現状説明
１．経常的な研究条件の整備【具体的目標①】
　ａ．個人研究費、研究旅費の額の適切性
　研究・紀要委員会（教員８名、幹事（職員）１名）は構成される常置委員会で、毎月１回
定期的に開催されている。主な議題は、研究予算案、学外研究助成金に関すること、研究室
に関すること、紀要に関すること、委員会予算・決算である。
　学部研究費は年度ごとに配分案を決め、教授会で審議の上決定している。算出方法は、学
部に割り当てられた研究費から、課題研究費などの経常経費を差し引いたものを職位別に配
分比を決め、個人研究費として支給している。配分比は、助手配分額を24万円とし、教授は
その2.2倍、准教授は2.0倍、講師は1.8倍である。
　研究科研究費は、研究フィールドに支払う費用（実習費という名目）および研究指導に必
要な物品を購入するために、指導学生数に乗じた金額を研究指導費として指導教授に支給し、
残額を個人研究費として大学院担当教員に教授・准教授・講師の区別なく一律に支給してい
る。平成19年度より開設された国際保健助産学専攻実践コースの実習費は教務予算に組み込
まれているため、実践コースの学生１人あたりの研究指導費は、看護学専攻および研究コー
スの学生１人あたりの研究指導費より少なく算定している。平成20年度の個人研究費は、表
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62の通りである。
　研究や研修のための旅費として、専任教員には年１回、国内の出張に限り、学会等出席の
ための研究旅費が支給されており、そのほかは、個人研究費から支出することができる。
　表62 平成20年度研究費

職位 学部研究費 研究科研究費
教員研究費 研究指導費

教授 455,000 152,000 院生① 72,000
准教授 414,000 152,000 院生② 36,000 
講師 372,000 152,000 研究生 28,000
助手 207,000 －

※ 1人当たり単価、研究指導費は受け持ち学生数を乗じる。     
　院生のうち、②は国際保健助産学実践コース、①はそれ以外

　ｂ．教員個室等の教員研究室の整備状況
　平成17年度以前の旧校舎における研究室１室の面積は平均18.08㎡で、原則として教授・
准教授（旧助教授）は１名で使用、講師・助手は２名で使用していた。平成18年度には広尾
キャンパスの新校舎が完成し、この原則を踏襲することになったが、日本赤十字武蔵野短期
大学での教育を担当する教員は日本赤十字武蔵野短期大学を兼任していたため、研究室は日
本赤十字武蔵野短期大学にあった。そのため、広尾キャンパスの研究室に余裕が生じ、職位
が講師以上の教員に２号棟および１号棟４階に平均21.7㎡の研究室１室が割り当てられた。
平成20年度には武蔵野キャンパスに研究室があった教員が広尾キャンパス新校舎に移動し、
さらに大学院修士課程国際保健助産学専攻の増設に伴う教員数の増加から、従来通り講師・
助手は２名で１室を使用することになった。
　それぞれの研究室にはLANに接続したパソコンおよびプリンタが装備されているほか、
壁面全体を覆う大型書架およびファイル棚、スワン型混合水栓を備えた洗面台が設置され、
研究環境が整備されている。各研究室のドアには15×180cmの透明な窓があり、室内の様子
が廊下からうかがい知ることができる。セクシャル・ハラスメントやパワー・ハラスメント
を防止する効果が期待できる。
　
　ｃ．教員の研究時間を確保させる方途の適切性
　教員、とくに講師以上の専門科目担当教員（保健師・助産師・看護師免許を有する教員）
は学内での講義・演習に加えて、種々の施設で行われる実習現場での指導やその後の学生指
導に時間を割くために、十分な研究時間を確保することが難しい。また、大学院修士課程お
よび博士後期課程の学生の研究計画立案、実施、および論文作成の指導と、学位審査が加わ
り、過密スケジュールとなっているのが実情である。
　そして、学部および大学院の講義・演習・実習に忙殺される者が多く、研究時間を捻出す
るのに苦慮している。さらには、日本赤十字看護大学看護実践・教育・研究フロンティアセ
ンターの認定看護師教育課程の授業を兼担講師として担当する教授、准教授もいるため、さ
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らに状況が厳しくなっている。

　ｄ．研究活動に必要な研修機会確保のための方策の適切性
　研究活動に必要な研修機会として、学会の学術集会や各種の研修会への参加は、本務であ
る講義・演習・実習指導に支障がない限り自由に参加することができる。参加のための費用
は、個人研究費から支出することができる。また、学会の学術集会への参加に限り、年１回
だけ研究旅費を利用することもできる。
　また学外制度としては、文部科学省科学研究費補助金等の獲得により、学会等に参加し、
研修機会を得ることが可能である。
　しかし、研究時間の確保の項で述べたように、研修時間の確保も休日を除いては難しいが、
看護系学会の学術集会は休日に開催されることが多いため、大きな支障にはなっていない。

２．競争的な研究環境創出のための措置
　ａ．文部科学省科学研究費補助金の採択状況
　平成20年度に文部科学省科学研究費補助金の助成を受けたものは、10件（新規３、継続７）
であった（表63）。平成20年度は、10件で総額30,920,000円であった。平成20年度より、研究
費の活用状況を把握するシステムとして、コンピュータ－（WEB）上の管理システムを導
入した。これにより、各研究者の補助金の活用をサポートするシステムが整えられた。
　表63　平成20年度に獲得した文部科学省科学研究費補助金　10件（継続７）

研 究 種 目 研究代表者氏名 研　究　課　題　名

萌芽研究 阿　部　詠　子 在宅療養者における低栄養障害予防の訪問看護援助シ
ステムモデルの開発

若手研究（Ｂ） 谷　口　千　絵 助産師からみた医療改正法後の助産所開設と医療連携
についての課題

基盤研究（Ａ）
（一般）

守　田　美奈子
地域を拠点とした包括的ながんサポート提供システム
の構築と評価に関する研究̶「がんサポート・センタ
ー」モデルの構築と評価̶

河　口　てる子 患者教育のための看護実践モデルを用いた実践的教育
プログラム開発とその介入研究

基盤研究（Ｂ）
（一般）

川　原　由佳里
癒しのプロセスを促進する看護技術に関する開発研究
̶人の身体に手を触れる行為をともなう援助技術に焦
点をあてて̶

筒　井　真優美 小児看護におけるケアリングと癒しの環境創造̶アク
ション・リサーチを用いて

岸　　　恵美子 セルフネグレクトに対応する介入プログラムの開発と
地域ケアシステムモデルの構築

基盤研究（Ｃ）
（一般）

本　庄　恵　子 慢性疾患をもつ人のセルフケア能力を高める看護実践
に関する研究

横　山　悦　子 高齢者の生活行動の可能性を引き出す車いす座位姿勢
の援助に関する研究

川　名　る　り 小児看護における熟練技術を創造する組織のモデル化
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　ｂ．その他の研究助成金の採択状況
　その他の研究助成金として、日本赤十字学園の「赤十字と看護・介護に関する研究」助成
金に４件（新規２、継続２）が採択された（表64）。また、それ以外に日本私立学校振興・
共済事業団から「教育・学習方法等改善支援」の助成を毎年受けている。
　表64　平成20年度　赤十字と看護・介護に関する研究費交付一覧
研究代表者 研　究　課　題　名
川原由佳里 日本赤十字社の看護師養成に関する史料の保存編纂に関する研究
川嶋みどり 赤十字病院における優れた看護実践の発掘と赤十字看護概論構築に関する研究
関　　育子 赤十字の「国際救援・開発要員」看護職の育成プログラムの開発
鶴田　惠子 医療機能の高い老人保健施設における看護のあり方に関する研究

　ｃ．デュアルサポートシステム
　本学では、基盤的研究資金である個人研究費に加えて、主に若手教員の研究活動を支援
する課題研究費が、学内の競争的研究費として設けられている。応募された課題研究の採
否は研究紀要委員会で案が作成され、教授会の審議を経て支給される。平成20年度の予算は
3,000,000円で10件の応募があり、研究紀要委員会での審議を経て10課題に2,978,140円の研究
費を支給することが教授会で認められた。これらの研究の成果は平成21年度の本学紀要に公
表される予定である。
　平成20年度の本学紀要に掲載された研究論文は表65の通りである。
　表65　平成20年度日本赤十字看護大学紀要掲載論文一覧     
論文種別 著者氏名 論文題目

研究報告

山内朋子 詳細な病状や予後を告知されていない思春期がん
患者とその家族をケアする看護師の思い

樋口佳栄
ケアの場における癒しの特徴
―　看護師/助産師が実践の場で癒された体験から
の考察　―

古川智恵 入院中の患者の自殺に遭遇した看護師の体験と回
復

資料

田口実里・鶴田惠子 看護管理者が組織運営に活用するデータ項目に関
する基礎調査

吉田彩
緩和ケアにおいて日常生活を支える援助技術を展
開する看護師の体験
―　一般病棟の看護師の語りから　―

西嶋喜美恵 特定機能病院における生殖補助医療の体制とケア
に対する看護者の思い

横山悦子・草地潤子・辻容子・
五十嵐亜華子・工藤智加子

車いす使用高齢者の施設における日中の車いす座
位姿勢と活動と睡眠の実態

殿城友紀 一般病棟でターミナルケアに携わる看護師の思い

草地潤子・境裕子・　　　　　
横山悦子・辻容子

回復期リハビリテーション病棟における車いすシ
ーティング援助の実際
―　ケア提供者の語りから　―

国際交流
講演会要旨 Kay C Avant 看護における理論構築
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点検・評価
１．経常的な研究条件の整備
　ａ．個人研究費、研究旅費の額の適切性
　学部研究費は、例年と変わらず同額の研究費が確保され、教育活動の基礎を支えている。
また、学内には競争的研究助成金として課題研究費があり、特に学部研究費が少ない助手を
はじめとする若手研究者に必要な研究費を提供している。研究科研究費は、フィールドへの
謝金などの出費が年々増加傾向にあるため潤沢な額とは言い難いが、研究活動の基礎を支え
ている。また、必要な研究費は学内外の競争的研究助成金を獲得している。
　研究旅費は学会出張旅費等に使用され、個人研究費の不足を補っている。

　ｂ．教員個室等の教員研究室の整備状況
　教員研究室の研究環境は整備されている。

　ｃ．教員の研究時間を確保させる方途の適切性
　教員の研究時間が十分に確保できているとはいえない。

　ｄ．研究活動に必要な研修機会確保のための方策の適切性
　看護系学会の学術集会は休日に開催されることが多いため、研修に参加することが可能で
あり、そのための費用も研究旅費や個人研究費をあてることができる。長期の研修について
は、本務との兼ね合いから難しい。

２．競争的な研究環境創出のための措置
　平成20年度の文部科学省科学研究費採択率は22.2％で、本学は全国平均（採択率22.7％）
をやや下回る結果となり、応募内容の検討等が課題である。文部科学省以外にも、日本赤十
字学園助成にも応募し研究助成金を獲得している。外部の研究助成金が獲得され、教員の研
究的意識は高く、研究活動が活発に行われている。しかし、教員の研究時間の確保は、課題
として残されている。
　個人研究費は本学教員の基盤的研究資金であるが、職位別に支給金額の差があり、外部資
金の獲得が難しい若手教員にとっては十分な額とはいえない。これを補う競争的研究資金で
ある課題研究費は、比較的簡略な研究計画書で応募でき、若手教員にとっては応募しやすい
研究助成金といえる。
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改善方策
１．経常的な研究条件の整備
　ａ．個人研究費、研究旅費の額の適切性
　　①　学部研究費・研究科研究費は最低保障として継続する
　　②　研究旅費は個人研究費を補う意味で継続する

　ｂ．教員個室等の教員研究室の整備状況
　　①　可能であれば、講師も１室１名の環境とする

　ｃ．教員の研究時間を確保させる方途の適切性
　　①　短い夏季休暇や春季休暇の期間に教員が研究に専念できるように、他の職務とのバ
　　　　ランスを調整する
　　②　研究時間を確保するためにサバティカル休暇制度を検討する

　ｄ．研究活動に必要な研修機会確保のための方策の適切性
　　①　長期の研修の機会を確保するためにサバティカル休暇制度を検討する

　ｅ．共同研究費の制度化の状況とその運用の適切性
　　①　学外研究機関との共同研究・共同研究費の制度化を検討する

２．競争的な研究環境創出のための措置
　　①　学外の研究助成金の獲得状況を把握する
　　②　採択されなかった場合、応募内容を検討するなどの対策を行う
　　③　学外研究助成金の申請案内は、教授会等で周知するとともに、全教員にメール配信
　　　　をすることで広く周知する
　　④　日本赤十字看護大学看護実践・教育・研究フロンティアセンターの研究部門担当者
　　　　が、希望者に対して、学外研究助成金の申請書作成のサポートを行う
　　⑤　講義・演習・実習と研究とのバランスを検討し、研究に当てる時間をつくりだす方
　　　　策を全学的に講じる
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到達目標
　統合大学の完成時にあたり、学生数に見合った、かつアメニティが整備された施設設備に
近づけ、準備段階に立案した計画内容を修正する。

具体的目標
　　①　看護学部および大学院看護学研究科の理念・目的を実現するための施設・設備を整
　　　　備する
　　②　教育・研究に供するマルチメディアおよび情報機器を整備する
　　③　キャンパス・アメニティの整備ために学生その他の意見を取り入れる
　　④　学生数に見合った広さと席数の食堂とし、明るく暖かな雰囲気の机や椅子を配備す
　　　　る
　　⑤　大学生活協同組合を設立して、市価よりも安い商品が購入できる売店を設置する
　　⑥　自由に歓談できる学生ラウンジを建物の各階に設置する

現状説明
１．施設・設備等の整備
　ａ．教育研究目的を実現するための施設・設備等の整備
　平成20年度、広尾キャンパスでは、日本赤十字社医療センター新築のために、校舎前に来
院用の仮設駐車場の提供（平成22年２月迄）したこと、武蔵野キャンパスは、日本赤十字武
蔵野短期大学閉校と伴い、Ｃ館・Ｄ館の使用を中止したことが大きな変更点であった。

　ｂ．教育の用に供する情報処理機器などの配備状況
　教育機器、情報処理機器および情報システムの整備・運用・管理・計画は、情報システム
委員会および経理課情報システム係が担当している。
　武蔵野キャンパスは平成17年４月の統合大学発足時に、広尾キャンパスは平成18年９月の
新校舎供用開始時に、基本装備としてほとんどの教室にマルチメディア機器と情報処理機器
が配備され、学内LANネットワークが利用できるようになった。表66に両キャンパスにお
けるマルチメディア利用のための情報機器の整備状況を示す。

Ｇ．施設・設備
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　表66　教室におけるマルチメディアおよび情報処理機器整備状況

棟 教室名
情報機器 映像機器 マイク設備 録画・再生装置 録音・再生装置

パソコン プリンタ LAN
端子

プロジェ
クター スクリーン TV OHP 書画

カメラ
VHS

（録・再）
MiniDV
（録・再）

DVD
（再生）

ダブルカセット
（録・再）

CD（再生）
MD（録・再）

広

尾

201講義室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
202講義室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○
203講義室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ 　 　
204講義室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ 　 　
205講義室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ 　 　
206講義室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○
207講義室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○
208講義室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ 　 　
209講義室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ 　 　
210講義室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　
211講義室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　
多目的演習室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ 　 　
多目的実験室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ 　 　
301講義室 ○ ○ ○ 　 　 　 　 　
302講義室 ○ ○ 　 　 　 　
303講義室 ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ 　

第１情報処理室 96 4 ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ ○
第２情報処理室 34 2 ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ ○
視聴覚教室 48 4 ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デモンストレーション室 ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第１実習室 ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第２実習室 ○ 　 　 ○ 　 　 ○ ○ ○ 　
第３実習室 ○ ○ ○ 　 　 　 ○ ○ ○ 　
第４実習室 ○ 　 　 ○ 　 　 ○ ○ ○ 　
503講義室 ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ 　
601講義室 ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ 　
602講義室 ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ 　
603講義室 ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ 　

武
蔵
野

B108教室 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報処理室 42 4 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ 　
視聴覚教室 50 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
B206-7教室 ○ モバイル ○ 　 　 　 ○ ○ ○ 　
B208-9教室 ○ モバイル ○ 　 　 　 ○ ○ ○ 　

 　
　広尾キャンパスの校舎には96台のパソコンを配備された第１情報処理室、34台のパソコン
をもつ第２情報処理室、およびパソコンベースの最新語学教育システムとして48台のパソコ
ンを有する視聴覚教室が整備されている。武蔵野キャンパスの校舎にも42台のパソコンを有
する情報処理室と50台のパソコンを有する視聴覚教室が整備されている。いずれの教室にお
いて、ワードプロセッサ、表計算、プレゼンテーション、ブラウザなどのソフトウェアが利
用でき、さらに情報処理室では統計解析用ソフトも利用できる。これらの教室は、情報教育
や語学教育の授業のために優先的に利用されるが、ほかの授業でも利用されている。
　また、情報処理室および視聴覚教室は学生が空き時間に自由に利用でき、レポート作成、
表計算、データベース処理、プレゼンテーション資料作成、インターネットの利用など、勉
学と研究のために広く活用されている。利用時間は、平日の９時から20時30分までである。
　大学院生用のパソコンは、修士課程の院生室に22台、博士課程の院生室に４台設置され、
SPSSやAMOSなどの統計解析用ソフトを利用できるなど、研究用に活用されている。
　パソコンが設置されていない教室での授業用に貸し出すノートパソコンを６台用意してい
る。ノートパソコンを学内LANやマルチメディア機器に接続して利用できる。
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２．キャンパス・アメニティ等
　ａ．キャンパス・アメニティの形成・支援体制
　キャンパス・アメニティについては、学生生活委員会と自治会をはじめとする学生との懇
談会等を通じて学生の意見を反映するシステムを確立し、学生の企画が反映されるように
なった。また、学生寮の運営は、自治寮であることを生かして、学生生活委員会の学生寮担
当委員が審議した事項を寮自治会役員に伝え、意見を交えて決定している。
　食堂と売店は、平成17年度に日本赤十字看護大学生活協同組合（以下「生協」とする）を
設立し、運営している。生協は大学を構成する人間が共通することから、一体となって本学
に貢献することを目指している。食堂は女子学生が多い本学に合わせて、喫食量が調節しや
すいカフェテリア方式を採用している。売店は、大学生協が運営することで書籍類が安く購
入でき、学生ならびに教職員の利便性が高まった。
　なお、校舎内の清掃は、広尾・武蔵野キャンパスとも業者に委託しており、毎日行き届い
た清掃が行われており、学内美化につとめている。

　ｂ．「学生のための生活の場」の整備状況
　広尾キャンパス：広尾キャンパスは、都心にありながら、周囲は緑に恵まれた閑静な高級
マンション街や住宅街、あるいは庶民的な商店街や華やかなファッション街や飲食街があ
る。また、各国の大使館が多数あるせいか外国人を目にすることが多く、さらに有栖川公園
やその敷地内の東京都立中央図書館などが存在する。教育機関も、聖心女子大学が隣接する
ほか、國學院大学、東京女学館、聖心女子大学など多くの有名な教育機関に囲まれている。
渋谷や六本木で都会の生活が楽しめるとともに、アカデミックな雰囲気のなかで勉学できる
環境にある。また、実習の受け入れ先である日本赤十字社医療センターが同じ敷地内にあり、
医療を目の当たりにする機会も多く、看護師養成機関としての教育環境にも恵まれている。 
　広尾キャンパスの新校舎設計上の重点課題のひとつは、学生のためのアメニティに配慮し
た空間を確保することであった。平成17年に完成した２号棟、平成18年に完成した１号棟か
らなる新校舎には、学生同士、あるいは教職員と学生で気楽に座って話をしたり、読書など
で時間を過ごしたりできるオープンスペースの学生ラウンジを１～３階に設け、合計150人
分のイスとそれに合う机が配備した。
　課外活動支援の一環として、学生自治会室、クラブ室も整備した。
　学生食堂は明るく開放感に満ちており、座席数は学生数の半数に近い250席準備した。食
堂に隣接する学生ラウンジは、食堂混雑時は食事場所にもなる。平成17年度からの統合大学
だけを予測していたために、大学院の学生増や平成18年度からの看護実践・教育・研究フロ
ンティアセンター認定看護師教育課程の新設のために食堂を利用する学生が増え、混雑する
ようになってきた。そのため、平成20年度にはさらに学生食堂に机７卓と学生ラウンジに椅
子を42脚増やした。
　武蔵野キャンパス：武蔵野キャンパスは、都心と郊外の接点に位置し、緑多い武蔵野の面
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影を残す井の頭公園にも近く、閑静な場所に位置し、広尾からも電車で１時間弱の距離にあ
る。また、実習受け入れ先である武蔵野赤十字病院も同じ敷地内にあり、広尾キャンパス同
様、看護師養成機関としての教育環境にも恵まれている。
　武蔵野キャンパスの校舎は、前述したように大教室と中教室が増設された。以前からある
建物は新耐震基準に合うように、またアスベストを除去するように改修した。学生ラウンジ
を１階の図書館前と２階の講堂入口前に設け、中庭にはベンチを設置した。統合の平成17年
当時はセキュリティの関係から情報処理室等の利用時間が18時までに限られていたが、平成
19年度から学生証（ICカード）により施錠後も入館が可能となったために、情報処理室の使
用時間が延長された。このことにより、学部生だけではなく、多摩地区でフィールドワーク
や実習を行っている大学院生も利用可能となった。
　２年生以上の学生も武蔵野赤十字病院で実習する際には、武蔵野キャンパス内の学生寮1
階の更衣室を使用するが、男子学生のための更衣室が不足していることが明らかになり、平
成20年度に学生寮内に整備した。
　学生寮：学生寮は、武蔵野キャンパスの校舎から徒歩２分の敷地内にあり、１階には学生
食堂、１年生以外の学部生および大学院が武蔵野赤十字病院で実習する際の更衣室、浴室お
よびシャワー室、寮生がウイルス感染症を発症した際の隔離保養室、国際保健助産学専攻の
大学院生が助産学実習を行う際に使用する仮眠室などが存在する。２～４階は寮生の居室で
ある。各室は、ドアを入ると左右に２部屋に分かれ、それぞれの部屋を２人で利用している。
　学生寮は自治寮で、自治会との話し合いで平成20年度から入浴時間を縮小し、シャワー室
を24時間使用できるようにする。このことで、寮生の夜間・早朝の使用や助産学実習の大学
院生の利用にも対応できるようにする。

３．利用上の配慮等
　ａ．障がい者への配慮
　広尾キャンパスの校舎は、歩行障がい者に対するバリアフリーは完備しているが、視覚障
がい者に対してはエレベータ設備に元来整備されているもの以外は配慮がなく、また聴覚障
がい者および重複障がい者に対しても配慮していない。
　武蔵野キャンパスは図書館の出入り口以外は、歩行障がい者に対するバリアフリーは完備
している。視覚障がい者・聴覚障がい者・重複障がい者に対しては広尾キャンパスと同様で
ある。

　ｂ．キャンパス間の移動を円滑にするための交通動線・交通手段
　学生のキャンパス間移動は、月曜日から木曜日の授業は武蔵野キャンパスで行われている
１年生の金曜日の授業が、実習室および実習設備の関係から広尾キャンパスで行われるだけ
である。これも終日広尾キャンパスで行われるため、同じ日に授業を受けるためにキャンパ
スを移動することはない。
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　人的移動に関しては、東京都営バス・東京メトロ日比谷線・ＪＲ中央線・京王電鉄井の頭
線等の公共交通機関を利用すると１時間弱でキャンパス間の移動が可能である。ことに都営
バスは、渋谷駅から日本赤十字社医療センターの間を一般料金より安い料金設定の学バス
（通学バス）であり、学生だけに限らず一般の利用者も同様の料金で利用可能である。
　物的移動については、広尾キャンパスと武蔵野キャンパスに公用車としてワンボックス車
が各１台あり、週に少なくとも１回は行き来し、図書や実習で使用する物品を搬送している。

　ｃ．各施設の利用時間に対する配慮
　開講日は７時から21時まで校舎は開扉されている。学部生は開扉時以外に校舎に入ること
はできないが、退出することは可能である。クロア・ルージュ祭（学園祭）の準備やキャロ
リングのあとといった例外を除いて、保安要員が巡回することで21時退出は守られている。
大学院生の退出時間は23時までであるが、これも保安要員が巡回することで守られている。
　土曜日については、平成19年度までは武蔵野キャンパスの図書館を開館していたが、平成
20年度からは武蔵野館に代わって広尾館を10時から17時まで開館することにした。この間は、
学部生・大学院生ともに、校舎受付にある入館記録に氏名等を記載して、図書館にのみ行く
ことが許可された。また、大学院生は１週間前までに指導教員の許可を得て院生室使用願を
提出すれば土曜日の使用は可能であるが、希望により平成20年11月からは使用願が提出され
ていなくても図書館開館時間内に院生室の使用が可能となった。
　教職員については、夏期のお盆周辺および冬期の正月周辺の一斉休業日以外、無条件で入
退館が可能であるが、職員証（ICカード）によって入退館管理を行っている。
　保安要員に関しては、平日の17時から23時、土曜日の10時から17時まで、臨時職員（３名）
を雇用している。

４．組織・管理体制
　ａ．施設・設備の維持管理体制
　施設・設備に関する新規の企画および問題点への対処は、教職員若干名からなる施設・設
備委員会が行い、維持管理は事務局が担当している。
　施設・設備に関する事務機構は、平成20年度経理課管材係が（２名）が担当している。

　ｂ．施設・設備の衛生・安全の確保
　地震対策：広尾キャンパスでは、２号棟が平成17年に、１号棟が平成18年に完成した。一
方、武蔵野キャンパスでは、Ａ館が昭和43年に、Ｂ館が平成５年に、Ｃ館が昭和31年に、Ｄ
館が平成３年に、学生寮が平成３年に、体育館が平成13年に建てられたものであり、統合後
の新１年生を迎えるためにＢ館の一部が増築された。従って、昭和56年６月に改正された新
耐震基準に合致しないのは武蔵野キャンパスのＡ館およびＣ館ということになる。Ｃ館は老
朽化が甚だしいために使用を取り止めた。こうしたことから、平成17年度にＡ館の耐震補強



110

Ｇ．施設・設備

工事を行った。
　アスベスト対策：武蔵野キャンパスのＡ館および図書館の天井にアスベスト素材が使用さ
れていて、塗料によって封じ込める処理がされていたが、平成19年度に文部科学省からの補
助金を得て、根本対策としてアスベスト除去工事を行った。
　感染対策：学部学生が学内の実習室で採血や注射の技術演習を行う際には、使用する器具
や衛生材料が血液や体液に汚染する。このような場合にはディスポーザブル製品を使用して
いるが、感染対策上からは特殊な廃棄処理が必要となる。感染対策上、血液や体液は、たと
えそれが患者ものでなくとも、未知の細菌やウイルス等を含む感染源（バイオハザード）と
見なして、医療廃棄物として処理するように廃棄物処理法に定められている。そのため、医
療廃棄物を取り扱うことが認可されている廃棄業者に委託している。
　また、看護実践・教育・研究フロンティアセンターの認定看護師教育課程の感染管理コー
スでは、学内の多目的実験室を使用した細菌学的演習を行うために、その実験廃棄物も感染
性廃棄物として廃棄業者に委託するとともに、多目的実験室自体も管理区域として普段は施
錠している。
　さらに、平成20年度から学長諮問委員会として、危機管理委員会が設立され、定期的に開
催されている。主な議題は、新型インフルエンザ対策等の規程整備である。
　防災対策：日本赤十字武蔵野短期大学は武蔵野市民防災協会と共催で防災セミナーを開催
し、市民の防災意識の向上と人材育成を図ってきた。統合後は看護実践・教育・研究フロン
ティアセンターが引き継いでいる。また、学部生の防災サークルも受け継がれている。こう
した背景のもとに、武蔵野キャンパスではシミュレーション体験を通して災害をイメージ
し、搬送や炊き出し等の救護活動も織り込んだ防災訓練を毎年行っている。広尾キャンパス
でも、避難経路の確認と応急手当の訓練等の避難訓練を毎年行っている。
　また、平成20年度から学長諮問委員会として、防災委員会が設立され、毎月１回定期的に
開催されている。主な議題は、学内防災に関すること、委員会予算・決算である。
　さらに、平成20年度は、両キャンパスで防災訓練が行われ、教職員・学生が参加している。
 
点検・評価
１．施設・設備等の整備
　ａ．教育研究目的を実現するための施設・設備等の整備
　特に問題はない。

　ｂ．教育の用に供する情報処理機器などの配備状況
　広尾キャンパスの新校舎および武蔵野キャンパスの校舎の教室に情報機器が装備され、大
学全体としてのマルチメディアを活用した教育の施設・設備環境が整った。
　また、広尾キャンパスにおける約500名の学部生および大学院生、武蔵野キャンパスの学
部１年生約140名に対して、情報処理室と視聴覚教室が設置された。情報教育や語学教育の
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授業を２クラスで行うことで、各学生にパソコンが１台ずつ割り当てられることになり、両
キャンパスとも学習環境として十分である。
　しかし、平成18年度より広尾キャンパスに、看護実践・教育・研究フロンティアセンター
の教育事業として、認定看護師教育課程が設置され、おいて６月から11月までの期間に研修
生を90名受け入れることになったため、すべての情報処理室と視聴覚教室が授業で使用され
る時間帯が生じ、学部生が自由に利用できなくなることがあった。
　大学院については、院生室に設置されたパソコンの数は十分であり、研究用のソフトウェ
アも整備されている。しかし、平成 19年度に修士課程に新しく国際保健助産学専攻が開設
され、定員が15名増加した。20年度にさらに定員が15名増えるので、現有数では不足するか
もしれない。専攻やコースが異なることで使用する時期や時間帯が異なるので、不都合がど
の程度であるかを調査したい。
　授業用に貸し出すノートパソコンが老朽化しているため、動作が遅く、DVDに未対応で
あるなど、マルチメディアを利用しにくい。

２．キャンパス・アメニティ等
　ａ．キャンパス・アメニティの形成・支援体制
　学生自治会などとの懇談会などを通じて、より快適なキャンパス環境実現のために学生の
意見を収集し、改善方策に反映している。生協も本学に貢献することを目指している。清掃
は業者が行っているが、学生もゴミの分別や教室美化などに協力的である。

　ｂ．「学生のための生活の場」の整備状況
　統合に伴って広尾キャンパスがきれいで明るく広々とした新校舎になったことでキャンパ
ス・アメニティは飛躍的に向上した。また、それに呼応するかたちで、武蔵野キャンパスに
も学生ラウンジを設置されている。学生寮は４人１室で使用しているが、課程の個室化傾向
を反映して、個室を希望する学生が出てきている。
　アメニティや生活の場の支援は充実したが、一方で電気などのエネルギー消費量は増加し
た。地球環境に配慮するエコロジーという観点からすれば、省エネルギーに取り組む必要が
ある。

３．利用上の配慮等
　ａ．障がい者への配慮
　大学の第一の使用者が学生および教職員であることからすると、歩行障がい者に対するバ
リアフリーで十分かもしれない。また、看護師養成機関であると特性から、学生が登校する
週日には介護の手が十分であり、各種障がい者への人的配慮は十分といえる。しかしながら、
休日等の外部への施設・設備の貸出が頻回にあることを考慮すると、その際の障がい者対策
を考慮する必要がある。
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　ｂ．キャンパス間の移動を円滑にするための交通動線・交通手段
　キャンパス間を移動しての授業が１日のなかで行われることはない。両キャンパスの公共
交通機関は十分に発達していることから、人的移動はこれらの公共交通機関を利用してい
る。公共交通機関での搬送が難しい物的移動は公用車を活用している。

　ｃ．各施設の利用時間に対する配慮
　校舎の開扉とセキュリティの確保とは両刃の剣である。大学の財産を守るため、そしてな
により学生の安全を確保するためには、出勤している教職員が基本的にいないことから休日
の使用は避けたいところである。しかし、学生の学修に配慮して、授業や実習のために学内
での学習時間を確保できない学生のために、平日には学部生は21時まで、大学院生は23時ま
で、そして土曜日にも図書館を開館し、合わせて大学院生が院生室を使用することも可能に
している。

４．組織・管理体制
　ａ．施設・設備の維持管理体制
　平成20年度からは、以前と比較すると施設・設備の管理責任体制が明確になった。ただ、
事務職員が２名配置されているとはいえ、管財係と情報システム係が兼任であることは、業
務がうまく分掌されて遂行されるうえで混乱するかもしれない。

　ｂ．施設・設備の衛生・安全の確保【具体的目標⑮】
　施設・設備に関して、地震対策およびアスベスト対策はすでに完了した。授業に伴う感染
性廃棄物および微生物管理区域に対する感染対策は法に基づいて行われている。防災対策は、
武蔵野キャンパスは日本赤十字武蔵野短期大学の伝統を受け継いで本格的に行われている。
広尾キャンパスは隣接する日本赤十字社医療センターの工事のために十分な余地がなく、避
難訓練にとどまっている。

改善方策
１．施設・設備等の整備
　ａ．教育研究目的を実現するための施設・設備等の整備
　特に改善はない

　ｂ．教育の用に供する情報処理機器などの配備状況
　　①　情報処理室および視聴覚教室がともに空いていないときにパソコンを利用できるよ
　　　　うに、オープンスペースなどにパソコンを配備する
　　②　修士課程の定員増に対応して、不都合の程度を調査し、必要な場合には院生室のパ
　　　　ソコンを増設する
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　　③　一般教室におけるマルチメディアを利用した教育に対応するため、授業用貸出し
　　　　ノートパソコンを新しい機種に替える

２．キャンパス・アメニティ等
　ａ．キャンパス・アメニティの形成・支援体制
　　①　本学の変化に合わせて、いまの改善された環境を維持するために、学生生活委員会
　　　　のメンバーは常にチェックし、学生代表との懇談会等から学生の意見を吸い上げ、
　　　　改善点に反映する
　　②　自分たちが設立した日本赤十字看護大学生活協同組合の活動のなかでも、理事会や
　　　　学生委員会でキャンパス・アメニティを向上させる工夫をする

　ｂ．「学生のための生活の場」の整備状況
　　①　省エネルギーに取り組む
　　②　寮の改善に取り組む

３．利用上の配慮等
　ａ．障がい者への配慮
　　①　ユニバーサル・デザインの観点から各種障害のバリアとなる要素を洗い出し、本学
　　　　の施設・設備を点検し、取り除く

　ｂ．キャンパス間の移動を円滑にするための交通動線・交通手段
　　①　公用車については費用－効果比を分析して存続の有無を検討する

　ｃ．各施設の利用時間に対する配慮
　　①　学部生の希望については学生生活委員会が、大学院生の希望については研究科長が
　　　　窓口となり、管理会議での審議・決定に基づいて事務局が実行に移す

４．組織・管理体制
　ａ．施設・設備の維持管理体制
　　①　施設設備の維持・管理が円滑に行われるために、施設・設備の管財業務と情報シス
　　　　テムの企画・管理・運営業務の内容および量を調査し、事務組織全体とのバランス
　　　　から適正に分掌する

　ｂ．施設・設備の衛生・安全の確保
　　①　授業に伴う感染性廃棄物および微生物管理区域に対する感染対策を遵守する
　　②　武蔵野市で行った防災セミナーをはじめとする地域防災活動を渋谷区にも広げる
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到達目標
　本学は、看護師・保健師・助産師養成機関であるとともに、これらの職業の基盤となる看
護学の研究機関でもあることから、蓄積された研究成果を広く社会に還元することを責務と
している。そのために、学内に看護実践・教育・研究フロンティアセンター（以下、「フロ
ンティアセンター」とする。）を附置するとともに、公開講座委員会、国際交流委員会を設
置し、社会貢献のためのプログラムを公開・提供する。
　また、教職員は、国や地方自治体等の審議会および委員会に積極的に参与し、政策決定や
実務に貢献するとともに、本学の知的財産だけでなく、施設・設備も社会に向けて開放す
る。

具体的目標
　　①　教員が自らの研究に関連する専門知識や技術を活かして研修会や研究会を開催す
　　　　る
　　②　本学のもてる知的財産を活用し国や地方自治体等の政策決定に積極的に寄与する
　　③　ホームページ等の大学広報媒体に教室・講義室等の開放を告知し、地域社会の活動
　　　　の支援を行う
　　④　社会で働く卒業生・修了生向けのプログラムを提供し、彼らのキャリア継続と向上
　　　　を支援する

現状説明
１．社会への貢献
　ａ．社会との文化交流等を目的とした教育システムの充実度
　平成20年度は、学習機会を社会に提供するために、①公開講座委員会が起案する一般市民
向けの公開講座を１回、②国際交流委員会が主催する、海外からの講師を招いての学生およ
び教育者向けの講演会、③教育・研究部門が主催する看護専門職向けの公開研究会・公開セ
ミナー、④公開講座委員会が主催する卒業生および修了生を対象としたホームカミング・デ
ーを１回開催した（フロンティアセンターの社会貢献については「Ⅲ．看護実践・教育・研
究フロンティアセンター」でふれる）。

　ｂ．公開講座
　本学では公開講座委員会（教員10名、幹事（職員）１名）は構成される常置委員会で、毎
月１回定期的に開催されている。主な議題は、公開講座の内容、ホームカミング・デーの内
容、委員会予算・決算である。委員会で検討された内容は教授会にて報告、審議され、決定
される。

Ｈ．社会貢献・地域交流
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　平成20年度は、自分の生き方を見つめ原点に立ち返ることをめざした「心の風景」をテー
マに公開講座を開催した。広報は、交通機関、病院、福祉施設等へのポスター・チラシの配
布、渋谷区の広報誌への掲載、新聞への掲載、従来の受講者へのダイレクトメール、本学の
ホームページ等を通して行い、参加費を無料としたところ、受講者は239名であった。
　参加者へのアンケート調査によると、受講者の約７割は女性で、 50～ 70代の年齢層が約
９割を占め、職業別では「主婦」「無職」が多数を占めていた。受講者の約８割が過去に本
学の公開講座に参加したことがあり、大半が本学からの案内状より情報を得て参加してい
た。受講者は「東京23区」に居住する方が過半数を占め、以下「東京都下」「神奈川県」「埼
玉県」「千葉県」に分布していた。
　平成20年度の公開講座の概要は以下の通りである（表67）。
　表67　平成20年度の公開講座の概要
年度 テーマ 開催日 参加者数 開催場所 プログラム

平成20年度 心の風景　再発見 7/1（火） 239 広尾ホール 講演　「心の風景　再発見」
　　　黒田　杏子　（俳人）
　　　福山　陽子　（ヴァイオリン奏者）
俳句と弦が奏でる音の世界のコラボ
レーション

　公開講座の内容に対する評価は「非常に良い」と「やや良い」が80%であった。自由記述
では、俳句と音楽から「心の風景が目に浮かび、明日への希望がわいた」といった意見が多
く、心癒される瞬間が得られたことが伺えた。
　公開講座の内容に関する受講者の意見は表68に示した通りである。
　表68　公開講座終了後のアンケート結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （%）

年度 非常に良い やや良い あまり
良くない 良くない 無回答 合計 回収率

平成20年度 116 （ 61.4 ） 36 （ 19.0 ） 2 （ 1.1 ） 1 （ 1.0 ） 34 （ 18.0 ） 189 （ 100 ） 79.1 %

　ｃ．国際交流活動
　本学では国際交流委員会（教員９名、幹事（職員）１名）は構成される常置委員会で、毎
月１回定期的に開催されている。主な議題は、本学の国際交流推進、助成及び研修、委員会
予算・決算である。委員会で検討された内容は教授会にて報告、審議され、決定される。
　平成20年度における、本学教員の国際的な活動内容を表69、表70に示す。



116

Ｈ．社会貢献・地域交流

　表69　教員の海外における国際活動
種
別 氏名 職位 開催場所

（開催機関）
期間

例（H19/4/5
～ 6/12）

活動テーマ 活動内容
助成

（助成をうけた場
合は、その名称を
ご記入ください）

開
発
協
力

小原真理子 教授
四川省大地震被災
地の調査活動

H20/8/11 ～
14（調査活動
日）

・復興支援活動計画のため
の調査活動　　

・被災地を農村部、山間部、都会の３
区域別に現地入りした。被災者や現地
救援者との話し合いなど４日間に渡り
活動を展開した。

日本財団から調
査団への支援あ
り

小原真理子 教授

リヤド、JICA/サ
ウジアラビア王国
保健省共催、新人
看護師教育強化プ
ロジェクトのフォ
ローアップ研修

H20/12/27 ～
30（開催日）

・災害管理シンポジウム（リ
ヤドにて）
・ワークショップ：災害急性
期における災害医療・災害
看護に必要な知識・技術 

・サウジアラビの医師、看護師を対象
にシンポジウムの一環として「初動期
における赤十字災害拠点病院の役割」
についてプレゼンテーションを行った。
・３日間ワークショップでは、医師、看
護師30名を対象にトリアージ（START
方式、医療トリアージ）、CSCATTTの
シミュレーションを連日開催した。

JICAからの要請
による短期専門
家

小原真理子 教授

ジョグジャカルタ
保健局、ジャワ島
中部地震３年後被
災地復興支援活
動「災害看護セミ
ナー」の開催

Ｈ21/3/23 ～
24（開催日）

・ジャワ島中部地震被災後
における復興支援活動の一
環として、被災者でもある
保健センターの看護職60名
を対象に、地域防災を中心
に開催した。

講演：日本の災害看護活動（急性期～
復興期全般に渡る経験　　　　　　　
演習：三角巾を用いた包帯法、CPR　
インタビュー・フォーカスグループデ
イスカッション：こころのケアについ
て　

科研基盤（Ａ）

研
修 谷津　裕子 准教授

アメリカ合衆国
ノースカロライナ
州（ノースカロラ
イナ州立大学看護
学部チャペルヒル
校）

H19/6/3～ 6 Certificate Program in 
Qual i tat ive Research : 
Qualitative Analysis 1

質的分析のための一般的な技法、特に
実証的／分析的方法ないし自然主義的
パラダイムについて、研究参加者との
ディスカッションや演習を通して学ん
だ。

日本赤十字看護
大学海外研究活
動助成金

研
修 川﨑　修一 講師

Survey of English 
Usage, University 
College London, 
London, UK

24/7/2008 ～ 
24/9/2008              

Syntactic Gradience （統語
的段階性）について、同概
念の提唱者であるロンドン
大学の Bas Aarts 教授との
tutorial 及び同概念を応用
した構文分析に関する論文
の作成

（1） 同教授の代表的著作‘Syntactic 
Gradience: The Nature of Grammatical 
Indeterminacy’ を基にして、同概念に
関する講義・質問形式の個人指導を受
ける。（e.g. constructional gradience in 
grammar）

（2） 同概念を基盤にした構文分析の可能
性を模索し‘TIME-away construction’
について論文を作成する。またBas 
Aarts 教授の論文指導を定期的に受け
る。

日本赤十字看護
大学海外研究活
動助成、伊藤・
有馬記念基金研
究助成

学
会
グライナー
智恵子 准教授

アメリカ・ミネア
ポリス
（Midwest Nursing 
Research Society）

H21/3/27 ～
3/30

N u r s i n g  R e s e a r c h : 
Promoting Social Justice 
and Human Rights

33 rd  Annua l  MNRS Resea rch 
Conference への参加

平成20年度文部
科学省科学研究
費補助金（基盤
研究C）（課題番
号20592676）

学
会 小池　政行 教授

スイス、ジュネー
ブ大学

H20/8/20 I m p l e m e n t a t i o n  o f 
International Humanitarian 
Law

I.H.L Seminer in Geneva 無

学
会
谷口　千絵
喜多　里己

准教授
講師

G l a s g o w
（Internat i ona l 
Confederation of 
Midwives）

H20/5/31 ～
6/7

Breastfeeding Support 
in Japanease obstetric 
facilities.

学会発表（International Confederation 
of Midwives 28th Triennial Congress）

無

学
会

平澤美恵
子。村上睦
子、新田真
弓、他３名

教授、
講師

（開催場所）スコッ
トランド：グラス
ゴー　　　　　　
（開催機関）国際
助産師連盟（ICM）

H20/6/1 ～
6/5

第28回国際助産師連盟大会
A Worldwide Commitment 
t o  W o m e n  a n d  t h e 
Newborn

研究報告  Support method for mothers 
who wish to breastfeed their low birth 
weight infants

平成19年度科学
研究補助金 基盤
研究（C）

調
査
研
究
小池　政行 教授

ジュネーブ大学　
国際人道法セミ
ナーにおける講演

H20/3/26 国際人道法と赤十字国際委
員会

セミナーにおける基調講演及び継続研
究協力プログラムの作成

赤十字国際委員
会

調
査
研
究

筒井真優美
江本　リナ
川名　るり
松尾美智子
山内　朋子
平山　恵子

教授
准教授
准教授
助手
助手
助手

Denver, CO, USA H20/8/6 ～
8/9

〈研究テーマ〉
小児看護におけるケアリン
グと癒しの環境創造―アク
ションリサーチを用いて―
（Co－creating the Caring 
Process which Enhance the 
Child and Family Care）

病院視察
　・St . Luke's Hospital
　・The Children's Hospital
研究に関する会議 （with Dr. Watson）

平成19～ 20年度
文部科学省科学
研究費補助金
（基盤研究（B））

調
査
研
究

筒井真優美
江本　リナ
松尾美智子
山内　朋子

教授
准教授
助手
助手

New York City, 
NY, USA

H20/8/10 ～
8/12

〈研究テーマ〉
小児看護におけるケアリン
グと癒しの環境創造―アク
ションリサーチを用いて―
（Co－creating the Caring 
Process which Enhance the 
Child and Family Care）

病院視察
　・NYU Medical Center
大学視察および会議
　・New York University

平成19～ 20年度
文部科学省科学
研究費補助金
（基盤研究（B））

調
査
研
究
木村　千里 講師

カナダ（オンタリ
オ州）

H20/12/1 ～
12/3

「助産分野における就職３
年未満の実践家能力評価」
―大学院修士課程と大学課
程の比較―

カナダ（オンタリオ州）Mc Master 
University のダイレクト・エントリー
による助産師教育プログラム・教育シ
ステムの視察と卒業生のCommunity 
midwifery 把握、Community midwives 
の連携病院の視察。 

文部科学省大学
評価研究委託事
業

そ
の
他
大澤　絵里 助手

タイ・バンコク Ｈ20/8/8 ～
18

HIV陽性者の地域における
ケア、サポート

HIV陽性者を支えるサポートグループ
への訪問、貧困地区に居住する陽性者
への訪問

無

そ
の
他
筒井真優美 教授

New York City, 
NY, USA
（日本総領事館　
ジャムズネット）

H20/8/12 ジャムズネット「NYに滞
在する邦人家族と子供の問
題」情報交換会

NY側育児支援関連参加者11名と日本側
参加者８名との情報交換会において、
「日本における子どもと家族の看護の現
状と課題」について基調講演を行った。

無
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　表70　教員の国内における国際活動
種
別 氏名 職位 開催場所

（開催機関）
期間

例（H19/4/5
～ 6/12）

活動テーマ 活動内容
助成

（助成をうけた場
合は、その名称を
ご記入ください）

学
会
グライナー
智恵子 准教授

東京（East Asian 
Forum of Nursing 
Scholars）

H21/3/13 ～
3/14

The Eff ect of a Behavioral 
Change  P r og ram f o r 
Elderly People with Weight 
Control Diffi  culty

The 12th East Asian Forum of Nursing 
Scholars での学会発表・座長

無

学
会 筒井真優美 教授

東京
（10th International 
C o n g r e s s  o f 
B e h a v i o r a l 
Medicine）

H20/8/26 Caring child and family: 
SOS from child and family 

10th International Congress of 
Behavioral Medicineにおいて、ワーク
ショップ　コーディネーターを行った。

無

学
会 江本　リナ 准教授

東京
（10th International 
C o n g r e s s  o f 
B e h a v i o r a l 
Medicine）

H20/8/26 Caring child and family: 
SOS from child and family 

10th International Congress of 
Behavioral Medicineにおいて、ワーク
ショップの講演を行った。

無

学
会 武井　麻子 教授

東京
12th EAFONS in 
Japan
　

H20/3/13 東アジアの看護学博士課程
の大学院生・卒業生・教員
間のネットワークを構築・
強化　

第12回会議が日本で開催されるに当
たって、各国の博士課程の学生同士の
交流と連携を深めるため「学生会議
Student meeting」が企画され、本学の
博士後期課程の院生へ参加の勧奨がな
された。また、本学の教員２名が研究
発表の座長として参加し、海外研究者
との交流を深める機会となった。

無

そ
の
他
小池　政行 教授

東京　英国国営放
送BBCワ ー ル ド
ニュース東京支社

H20/7/31 BBCワールドニュース番組
審議会

番組審議委員として日本における海外、
特に英国BBCのアジア向けニュースの
発信内容につき意見表明

無

そ
の
他
小池　政行 教授

在京スイス大使
館、 在 京 ノ ル
ウェー大使館、在
京フィンランド大
使館

H20/10～
H21/1

各大使館広報担当参事官か
らの各国事情の説明及び
ディスカション

「基礎ゼミ」（北欧・スイスを知る）受
講学生及び大使館訪問希望学生、計約
30名

無

そ
の
他
武井　麻子 教授

東京
日本赤十字看護大
学

H20/9/21～
H20/9/26

J ap an －US  Fo rum  o f 
Doctoral Nursing Students: 
Exchange of Research 
Interests for Evidence－
Based Practice

日米４大学の博士後期課程の院生およ
び大学院教育に携わる教員が参加して、
講演、研究発表とグループ討議、ポス
ターセッションなどのプログラムが組
まれ、着々と計画を進めていたが、開
催する経済基盤が整わず、残念ながら
中止のやむなきに至った。

無

　次に、国際交流推進のための助成金制度について説明する。
 （１） 助成に関わる規定
　国際交流委員会では、本学教員の国際的研究・研修活動の振興を図ることを目的に、「海
外旅費交通費運用」と「海外研修助成」の２種類の助成を行った。対象は、本学の教授・准
教授・講師・助手であり、①海外研究活動、②国際学会における研究発表・講演・司会・座
長、③国際研修、④国際学会参加のいずれかにかかる交通費・宿泊費の支弁に充てるものと
した。なお、海外研修助成の対象は准教授・講師・助手のみで、3ヶ月未満の研修に対し最
高50万までの助成を行った。
　助成の決定および旅費等の配分計画は「日本赤十字看護大学海外研修助成規程」もしくは、
「日本赤十字看護大学海外旅費交通費の運用に関する申合せ」を基に国際交流委員会におい
て検討され、教授会の議を経て決定した。また、助成金を受けた者は研究・研修活動内容に
ついて帰国後に報告書を作成し教授会において発表した。
 （２） 助成金制度の活用状況
　平成20年度は申請５件で、長期研修が１件（50万円）、短期研修２件（10万円）で助成金
額の総計は70万円であった。申請された２件については、他の日本赤十字社関連の助成金を
受けている同一の研究課題について２名の申請者からの申請であったが、助成対象とならな
かった。平成20年度の助成金による活動状況を表71に示す。



118

Ｈ．社会貢献・地域交流

　表71　助成金による国際活動状況
氏名 職位 出張先 期間 出張用務 概要

西嶋喜美恵 助手 スコットランド
（グラスゴー）

６月
（４日間）

海外学会
参加

世界の助産師との交流を目的に、第
28回ICM総会の講演会・シンポジウ
ムに参加した。

谷 津 裕 子 准教授 米国
（ノースカロラ

イナ）

７月
（４日間）

海外研修 質的分析のための一般的な技法、特
に経験的／分析的方法ないし自然主
義的パラダイムについて、研究参加
者とのディスカッションや演習を通
して学んだ。

川 﨑 修 一 講師 英国
（ロンドン）

７－９月
（63日間）

海外研究 Syntactic Gradience（統語的段階性）
について、同概念の提唱者である
ロンドン大学のBas Aarts教授との
tutorial及び同概念を応用した構文
分析に関する論文の作成

註）研修・研究期間は、移動日を除く実質的な研修・研究期間を（　　）内に示した。

　次に、学生の国際交流・海外研修の状況について説明する。
　（１）モナッシュ大学付属英語研修センター
　平成20年度からオーストラリア（メルボルン）のモナッシュ大学付属英語研修センターで
実施される英語研修プログラムに学部学生が参加した。７名の学生（１年生４名、２年生３
名）が８月３日から23日までの３週間、ホームスティをしながら研修に参加した。本プログ
ラムは、日本赤十字武蔵野看護短期大学が1996年から2007年まで実施していた内容を見直し、
①参加者１名でも参加できること（これまでは人数に縛りがあった）、②以前含まれていた
看護施設見学は除き、異文化体験と語学研修に重点を置くこと、③研修の成績に問題がない
場合には、本学開設の英語LS－2－2の単位と互換できることを特長とする新たな研修プログ
ラムとしてスタートした。

　（２）赤十字国際委員会
　平成20年度からは、これも３、４年生を対象とする赤十字国際活動論演習として、夏季休
暇中に国際機関の多いスイス国のジュネーヴを訪れ、赤十字国際委員会や世界保健機構など
で研修するプログラムが追加された。

　（３）スウェーデン赤十字大学
　平成19年度から交渉にあたっていたスウェーデン赤十字大学とは、平成20年５月24日に「看
護教育および研究・開発の協力関係促進」の覚書（2008－2011年）を締結し、双方の学生を
２名、交換研修をさせるプログラムが開始された。本学では、３年生の学生２名が看護学総
合実習として春季休暇中にスウェーデン赤十字大学で研修し、スウェーデン赤十字大学の学
生２名は、本学４年次後期（11月）の総合実習に参加する。ともに、単位が認定される。合
わせて、赤十字看護に関する国際共同研究を行うプログラムも進捗している。
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　ｄ．その他、国際交流委員会主催の活動
　　（１）国際交流活動の学内外への発信
　平成20年度は、昨年度同様、教員が関わった国際活動の報告会を開催し、活動内容の周知
に努めた（表72）。
　表72　国際交流活動報告会の開催状況
開催日 参加者数 報告者 テーマ

12月5日 153

西嶋喜美　谷津裕子

川﨑修一

NACEF＊

ICMインターナショナル・カンファレンス・オブ・
ミッドワイフ第28回大会に参加して―国際社会
における助産師交流の意義
ノースカロライナ州立大学看護大学チャペルヒ
ル校における継続教育プログラムに参加して―
質的研究の実践・研究者能力の育成について
変な質問ですが、ロンドン大学って本当に大
学？―ロンドンでの研究と生活
活動報告

＊NACEFは、学生サークルの名称

　　（２）海外講師による講演会
　海外より講師を招き、赤十字関連医療施設・教育施設、近隣の看護系大学及び一般に公開
した講演会を開催してきた（表73）。
　表73　講演会の開催状況
開催回数 開催時期 参加者数 講師 テーマ
２ ４月 297 スザンヌ・ゴードン

シオパン・ネルソン
川嶋みどり

スペシャリストとジェネラリストの格差
という虚妄―臨床ナースへのメッセージ

7月 142 ケイC．アーバント 看護における理論構築の方法

　ｅ．卒業生・修了生向けの講演会・シンポジウム（ホームカミング・デー）
　平成19年度より、同窓生・卒業生・修了生・在学生を対象に、看護の新たな知見に触れる
機会を作ることを目的に、ホームカミング・デーを年１回開催してきた。第２回目を迎えた
平成20年度は、昨年と同様、同窓会誌、ホームページ、電子メールで参加を呼びかけ、参加
者は58名であった。
　表74に平成20年度ホームカミング・デーの講演会・シンポジウムを示す。
　表74　ホームカミング・デーの講演会・シンポジウム
開催年度 開催時期 参加者数 講師 テーマ
20年度 5/24（土） 58 西村ユミ

（卒業生）
（大阪大学准教授）

福井里美
（卒業生）
白柿綾
（大学院在学生）

講演会　　　　交流する身体―ケアをとら
　　　　　　　　えなおす

シンポジウム　ケアの経験
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点検・評価
１．社会への貢献
　ａ．社会との文化交流等を目的とした教育システムの充実度　
　2005年に中央教育審議会より答申された「我が国の高等教育の将来像」によると、21世紀
は、新しい知識・情報・技術が社会のあらゆる領域での活動の基盤として重要視される『知
識基盤社会』（knowledge-based society）の時代である。そのうえで、生涯にわたり自由に
学習機会を選択して学ぶことができる生涯学習社会を構築するためには、多様な学習機会が
豊富に提供されなければならない。
　本学では、一般市民に対する公開講座、看護学生・教員に対する国際交流委員会主催の講
演会、フロンティアセンターのセミナーによる専門職向けの研究会やセミナーを開催し、一
般社会に対しても多岐にわたる内容の質的に高度で体系的かつ継続的な生涯学習機会を提供
している。専門職者に対しては、高度専門知識と研究に裏付けられた成果を社会へ還元して
いる。

　ｂ．公開講座
　平成15年度より「老い」をテーマに高齢社会の課題とニーズに合った公開講座を提供して
きたが、平成20年度より「心の風景」をテーマにしたところ、これまでよりも若年の方々の
参加がみられるようになり、より幅広い年齢層に学習機会を提供する結果となった。これま
で講演形式が多かったが、講演と演奏を織り交ぜるなど形式にバラエティーをもたせること
ができた。参加者の多くが過去にも参加したことがあったことから、本学の公開講座が一定
層に定着し、生涯教育機会の場として本学への期待も高まってきたことが伺える。

　ｃ．国際交流活動
　教員の国内外の国際活動は、開発協力・研修・研究活動と多岐にわたっているが、研究休
暇制度がないこともあり、海外での活動は数日単位である。また、活動数に比して助成金の
活用が少ない。

　ｅ．卒業生・修了生向けの講演会・シンポジウム（ホームカミング・デー）
　参加者の多くが講演やシンポジウムに興味を示して参加していたことから、社会に出た卒
業生や修了生のキャリア支援としての役割を果たしているものと考える。しかし、ホームカ
ミング・デーが設けられるようになってまだ２年と日が浅く参加者数も伸び悩んでいること
から、開催時期や周知方法を今後検討していく必要がある。
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改善方策
１．社会への貢献
　ａ．社会との文化交流等を目的とした教育システムの充実度　
　　①　フロンティアセンターをはじめとして、公開講座委員会や国際交流委員会による社
　　　　会に向けた活動を継続する
　　②　教員の研究業績をリポジトリとして、インターネットを通じて発信する

　ｂ．公開講座
　　①　幅広い年齢層に向けた関心事を取り上げた内容や演者を設定する
　　②　講演形式だけでなく、受講者と一体化できる多様な形式を取り入れる
　　③　高齢の参加者が多いという特徴を踏まえ、高齢者の方達が安心して参加しやすい環
　　　　境を整える

　ｃ．国際交流活動
　　①　教員の助成金制度活用を促進する
　　②　海外との大学の提携を進め、交流の機会を増やす

　ｄ．卒業生・修了生向けの講演会・シンポジウム（ホームカミング・デー）
　　①　できるだけ勤務に影響なく多くの方が参加できるような開催時期を設定する
　　②　参加者数増大に向け、卒業生・修了生の勤務施設への案内や教職員による働きかけ
　　　　を含め、広報活動を充実させる
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到達目標
　本学の教育理念、教育目的・教育目標を達成するためには、学習活動の基盤となる学生の
生活環境を整備充実させることが必要不可欠である。学生が一層充実した学生生活を過ごせ
るように大学として支援を行う。

看護学部における具体的目標
　平成20年度末までに
　　①　学生を経済的に支援するために、各種奨学金等を充実する
　　②　各種奨学金制度に関する情報を学生に効果的に提供する
　　③　研究成果の公表までも含めて、学生の研究活動を支援する体制を整備する
　　④　学生の心身両面のケアを行うために、保健師を常駐化し、カウンセラーを増員する
　　⑤　学生が各種の感染症に罹患する、あるいは実習施設の患者や入所者に感染を仲介す
　　　　るのを予防するために、対策システムを構築する
　　⑥　各種ハラスメントや倫理問題の発生を防止するために、対応するシステムを確立す
　　　　る
　　⑦　生活面および学習面を支援するために、学年担当や国試対策の制度を整備する
　　⑧　４年に１回の学生生活実態調査や個別事例のアンケート調査を行う
　　⑨　就職・進学等を支援するための体制を充実させる
　　⑩　自治会活動やクラス活動、課外活動を支援するための体制を強化する

大学院における具体的目標
　平成20年度末までに
　　①　学生を経済的に支援するために、各種奨学金等を充実する
　　②　各種奨学金制度に関する情報を学生に効果的に提供する
　　③　学生の心身両面のケアを行うために、保健師を常駐化し、カウンセラーを増員する
　　④　学生が各種の感染症に罹患する、あるいは実習施設の患者や入所者に感染を仲介す
　　　　るのを予防するために、対策システムを構築する
　　⑤　各種ハラスメントや倫理問題の発生を防止するために、対応するシステムを確立す
　　　　る
　　⑥　就職・進学等を支援するための体制を充実させる

Ｉ．学生生活
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現状説明
Ａ．看護学部の学生生活
１．学部における学生への経済的支援
　ａ．奨学金、その他、学生への経済的支援を図るための措置
　学生生活の実施・運営のための責任体制として、本学では学生生活委員会（教員12名、幹
事（職員）２名）（平成20年度より学生委員会から改称）は構成される常置委員会で、毎月
１回定期的に開催されている。主な議題は、学生の福利厚生、学生の奨学金、学生の課外活
動、学生の生活指導、委員会予算・決算である。委員会で検討された内容は教授会にて報
告、審議され、決定される。
　さて、本学看護学部の奨学金制度には、次の種類がある。
　　①　学内奨学金：伊藤・有馬記念基金奨学金［平成20年度より日本赤十字武蔵野短期大
　　　　学から移管された］、日本赤十字看護大学同窓会奨学金
　　②　日本赤十字社奨学金：日本赤十字社都道府県支部・赤十字病院奨学金、日本赤十字
　　　　社医療センター奨学金、日本赤十字社看護師同方会奨学資金
　　③　学外奨学金：日本学生支援機構奨学金、地方公共団体奨学金、民間団体奨学金
　この中で受給者が一番多いのは②日本赤十字社奨学金である。この奨学金は、卒業後に赤
十字病院で勤務することを希望する学生に対して、日本赤十字社の各都道府県支部や病院が
奨学金を貸与する制度である。貸与額は各施設によって異なるが、年額60～ 120万円が最も
多い。卒業後、奨学金貸与年数を勤務すると貸与額の返還が免除される病院もある。
　それぞれの奨学金制度は独自の方法で奨学生を選考しているが、日本学生支援機構奨学金
応募者の選考については、学生生活委員会の奨学金担当教員４名と学生生活委員長が選考委
員となり、応募した学生の学業成績や家庭の経済状況等をみたうえで、奨学金の選考基準に
従って推薦している。
　主な奨学金の受給状況は表75のとおりである。平成20年度の日本赤十字社奨学金受給者
数は前年度に比し64名増加、受給率は6.9%増となった（日本赤十字社医療センター含）。平
成20年度の奨学金受給者延べ数は569名（前年比92名増加）、学生総数に占める割合も99.5%
（前年比８ポイント増加）となり、一人の学生が複数の奨学金を受給する傾向が強まってき
ている。奨学金受給状況では、日本学生支援機構奨学金の受給割合は第一種・第二種合計で
34.3%、赤十字関連奨学金は56.1%である。
　奨学金とは別の経済的支援として、平成21年度から学業奨励も兼ねて特待生（授業料免除）
制度を新設することが年度中に決定された。特待生の対象は看護学部２～４年生（編入生を
除く）であり、新年度の始めに前年度の学業成績優秀者の上位２名を選考し、授業料年額の
半額が免除される制度である。
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　表75　奨学金の種類と受給状況（平成17年度～平成20年度）　　
年度 奨学金種類 受給者数 （％） 学部生総数
平
成
17
年
度

日本学生支援機構（第一種）
日本学生支援機構（第二種）
日本赤十字社奨学生
日本赤十字社医療センター貸費生
その他

36
78
93
45
29

9.2
20.0 
23.8
11.5
7.4

390

計（延数） 281 71.9
平
成
18
年
度

日本学生支援機構（第一種）
日本学生支援機構（第二種）
日本赤十字社奨学生
日本赤十字社医療センター貸費生
その他

43
116
131
61
53

9.1
24.5
27.7
12.9
11.2

473

計（延数） 404 85.4
平
成
19
年
度

日本学生支援機構（第一種）
日本学生支援機構（第二種）
日本赤十字社奨学生
日本赤十字社医療センター貸費生
その他

45
147
168
89
28

8.6
28.2
32.1
17.1
5.4

521

計（延数） 477 91.5
平
成
20
年
度

日本学生支援機構（第一種）
日本学生支援機構（第二種）
日本赤十字社奨学生
日本赤十字社医療センター貸費生
その他

48
148
211
110
52

8.4
25.9
36.9
19.2
9.1

572

計（延数） 569 99.5

　ｂ．各種奨学金等に関する情報提供
　学生に対する奨学金情報の提供は、学生便覧、ホームページ、奨学金説明会、学内掲示で
行っている。とくに４月の奨学金説明会では、各奨学金制度の詳細な説明を行い、その特色
を理解させるとともに、申請書類の書き方などについても詳しく説明をしている。また随時、
学務課学生係が個別相談にも応じている。
　奨学金の返還に関する説明については、受給者数の多い日本学生支援機構奨学金は11月に
説明会を実施しているが、その他の受給者数の少ない奨学金については学務課学生係が個別
に窓口で行っている。

２．学生の研究活動への支援
　学生の研究活動としては、「研究Ⅰ」（必修科目で研究テーマの絞り込みから計画書作成ま
で）「研究Ⅱ」（選択科目で研究の実施から論文作成まで）という科目での研究活動がある。
教養科目や専門基礎科目、専門科目の区別なく、講師以上の専任教員が少人数の学生を受け
持ち、それぞれの科目の目的が達成できるように教授・指導している。
　論文作成後は、学内でグループごと、もしくはいくつかのグループが集まって成果の発表
会を行い、相互評価の機会としている。また、大学に提出された研究論文は図書館で保存し、
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本学学生の閲覧に供している。また、同時に提出された抄録は、卒業研究論文抄録集として
まとめ、発行している。なお卒業後も、種々の学会で卒業研究を発表することを勧奨し、学
会への入会や一般演題発表の応募、発表のためのスライドづくりや原稿作成などについて指
導している。

３．生活相談等
　ａ．健康管理体制
　学生の健康管理は、保健センターに位置づけられる保健室運営委員会が担っている。保健
室運営委員会は、委員６名と保健室勤務である保健師２名（常勤１名、非常勤１名）および
幹事２名（職員）から組織され、定期健康診断と事後指導、保健室における健康相談、保健
室の整備を行い、学生の健康管理に関する企画・運営を行っている。学生への実務的な対応
は広尾・武蔵野両キャンパスに保健師を各１名配置してあたっており、保健室の開室状況は
広尾キャンパス週５日、武蔵野キャンパス週３日である。また、学生の事故や感染症の発生
に対して迅速に対応できるよう、傷害や感染症発症者について個人情報保護を担保したうえ
で情報を一元化できるシステムを整備し、保健室と学務課が連携して情報管理を行い、運用
している。
　感染予防対策では、臨地実習をすべての学年で実施するカリキュラム上の特性があるため、
実習委員会と連携のもと検討を重ね、臨地実習における感染対策への対応も含んだマニュア
ル「看護学実習における感染予防対策」を改定し、学生の自己管理や教員の指導に役立てて
いる。
　また、学生生活における学生の様々な心理的支援のニーズに対しては、学生相談室を両キ
ャンパスに設置し、カウンセラー３名（非常勤）が心理相談に当たっている。
 （１） 定期健康診断
　学校安全保健法による定期健康診断は、深川ギャザリアクリニック（医療法人財団三友会）
に委託し、大学構内で１日かけて実施している。
　平成20年度健康診断は20年４月８日に実施され、対象学生573名のうち、569名が受診し
た。健康診断の結果の概要は、「問題なし」が407名、何らかの所見があった学生が162名で
あった。そのうちわけは、「新規要治療」５名、「要再検査・要精密検査」43名、「要経過観察」
198名（重複あり）であった。要経過観察となった学生が多かった項目としては、血液検査、
肥満度などであった。健康診断の事後指導に関しては、従来同様に校医が全学生の結果を確
認した上で、再検査や保健指導が必要な学生には保健師より個別に指導を行い、継続的な指
導体制をとっている。また、健康カードおよび健診時の問診票等から保健師がスクリーニン
グし、学生と面談の上、必要な学生には保健指導を行っている。
 （２） 保健室
　学部生の平成20年度保健室利用状況は、学年別利用件数（表76）に示すように、広尾キャ
ンパスでは286名、延べ1,523件、武蔵野キャンパスでは130名、延べ639件であった。前年度
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と比較すると、利用実人数は学部生全体で約1.3倍、延べ件数は2.1倍であった。また、キャ
ンパス別の利用者延べ件数は、広尾キャンパスで1.8倍、武蔵野キャンパスで3.2倍と顕著に
増加している。保健室来室目的（表77）で最も割合の高いのは「相談」であり、広尾キャン
パス506件（28.0％）、武蔵野キャンパス124件（19.4％）であった。保健室での主な対応（表
78）は、広尾キャンパスでは「相談」482件、「休養」289件、「処置」171件で全体の58.4％を
占め、また武蔵野キャンパスでは「相談」189件、「処置」110件、「紹介状・情報提供書の発
行」97件で全体の53.2％を占めている。
　表76　学年別利用者数（平成20年度） 

学年 学生数
広尾キャンパス 武蔵野キャンパス

利用者数 （実数） 利用者数 （実数）
1年
2年
3年
4年

編入 3年
編入 4年

141
136
142
133
10
10

47
527
623
291
11
24

（28）
（91）
（87）
（68）
（5）
（7）

613
16
8
2
0
0

（116）
（8）
（5）
（1）
（0）
（0）

計 1,523 （286） 639 （130）

　表77　来室目的別件数（平成20年度）
広尾キャンパス 武蔵野キャンパス

風邪症状
頭痛・頭重感
気分不快・倦怠感
疲労感・睡眠不足
胃痛・腹痛
外傷・捻挫等
月経随伴症状
婦人科
皮膚科
耳鼻科
眼科
その他
相談
健康診断後フォロー
身体計測・検査等
各種記録・診断書作成・説明・事務処理

121
39
136
114
52
97
49
7
32
20
15
87
506
262
150
121

53
20
24
3
17
53
12
13
28
9
7
23
124
91
85
77

計 1,808 639



127

Ｉ．学生生活

　表78　保健室での主な対応（平成20年度）
広尾キャンパス 武蔵野キャンパス

休養
投薬
処置
計測
相談
紹介状・情報提供書の発行
受診勧告・治療継続指導
生活・保健指導
周囲との連携
その他

289
138
171
163
482
78
133
59
17
84

49
33
110
85
189
97
16
74
27
64

計 1,614 744

 （３） 感染症対策
　感染予防対策ガイダンス：学部では、看護学実習のレベルごとの実習開始オリエンテーシ
ョン時に、「看護学実習における感染予防対策」の冊子を使って感染予防ガイダンスを行っ
ている。内容は、実習における感染の可能性と責任、感染対策の基本的な考え方と方法、予
防接種についである。さらに、学生一人一人が過去の感染症罹患状況や、予防接種の有無を
自己管理用紙に記載し、実習時などで活用するよう指導している。
　結核・ツベルクリン検査：学年ごとに、定期健康診断で胸部レントゲン検査と内科診察を
全員に実施している。また、新入生（学部１年生と編入３年生）を対象にツベルクリン検査
を実施し、陰性者にはBCG接種を、強陽性者には受診を勧め、医療機関を紹介している。
　表79　ツベルクリン反応結果（平成20年度）

学年 接種回数 受検者
判定結果

強陽性 陽性 陰性 中止

学部１年生 第１回接種
第２回接種

142
53

2
0

140
53

0
0

1
0

編入３年生 第１回接種
第２回接種

10
0

6
0

4
0

0
0

0
0

　HB抗原・抗体検査：学部生１・３年次、編入生・院生は入学時、全員にHB抗原・抗体検
査を実施した。抗体陰性者には、HB肝炎ワクチンの接種を推奨し、医療機関を紹介してい
る。HB肝炎で医療を必要とした学生はいなかった。
　インフルエンザ対策：冬季前にインフルエンザの予防接種を推奨し、医療機関を紹介する
とともに、学生の掲示板にもインフルエンザ予防対策などを掲示している。さらに、１年生
には、業者委託によるマスクの講習会（感染予防対策についての講義、マスクの着用方法の
演習）を実施した。また、ノロウイルス対策として、感染性胃腸炎に関する掲示に加え、学
生食堂手洗場、トイレ等に警告と手洗いの励行を促す掲示とともに、速乾燥性すり込み式消
毒薬を設置した。
　麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎対策：１年次の病院実習までに麻疹、風疹、水痘、流
行性耳下腺炎の抗体を獲得できるよう、入学予定者に、入学までに抗体検査の実施、および
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抗体価が基準に満たない場合は可能な限り予防接種を受けるよう依頼の文書を郵送した。入
学後、１年生・編入３年生・院生に抗体検査を実施し、抗体価が基準値に満たない場合は予
防接種を受けるよう指導した。実習病院から要請のあった場合は、書類（麻疹、風疹、水痘、
流行性耳下腺炎の抗体検査結果および、ワクチン接種証明書）を作成し、提出した。平成20
年度において、麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎に罹患した学生はいなかった。
 （４） 学生相談室・カウンセラー制度
　学生相談室・カウンセラー制度は、平成17年度の統合以降、広尾・武蔵野両キャンパスに
学生相談室を設置し、平成19年度からは、３名体制（うち１名のカウンセラーが両キャンパ
スに週１日ずつ勤務するようにした。）にした。これにより、平成20年度は、１年次に武蔵
野キャンパス学生相談室を利用していた学生が、広尾キャンパス学生相談室で同じカウンセ
ラーに継続して相談することができるようになった。武蔵野キャンパスでは、１年生用ニュ
ーズレターを１～ 2ヵ月に1度の割合で発行した。また学生相談室と教職員との連携を考慮
して、教職員向けの『学生相談室ガイドブックVer.2』を発行した。このガイドブックには、
学生相談室での相談のモデルケースを組み込み、教職員に学生相談室の活動をより伝える内
容となっている。また、３名のカウンセラーで研究会を開催し、担当ケースを検討すること
でより良い学生相談を目指すこととした。また教員とカウンセラーの懇談会も年２回開催し
ている。
　学年・学期別・キャンパス別の相談件数は表80の通りである。
　表80　学生相談室利用状況 （延べ利用者数）（平成20年度）　　

学年 広尾キャンパス 武蔵野キャンパス 合計前期 後期 前期 後期
１年 0 0 39 37 76
２年 29 21 0 0 50
３年 19 31 1 1 52
４年 49 44 0 0 93
編入３年 0 0 0 0 0
編入４年 0 0 0 0 0
修士１年 5 16 0 0 21
修士２年 9 12 0 0 21
博士 1 1 0 0 2
教職員 4 13 2 13 32

合計 116 138 42 51 347

　ｂ．ハラスメント防止の活動
　本学では、平成15年にセクシャル・ハラスメント防止規程を制定し、セクシャル・ハラス
メントの防止のための体制を整えた。平成17年度にはセクシャル・ハラスメントだけに限ら
ず、アカデミック・セクシャル・ハラスメントやパワー・ハラスメントなど人権の擁護と倫
理問題の防止の観点を加えて、「人権・倫理委員会規程」「人権の擁護と倫理問題の防止要綱」
「人権・倫理問題相談員細則」「人権・倫理問題調停委員会細則」「人権・倫理問題調査委員
会細則」を制定し、それぞれに対応する人的手当を行った。ハラスメントを性的人権侵害、
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男女の固定的役割意識からくる差別的人権侵害、権力構造からくる修学上での人権侵害等と
捉え、その防止と学生の人権擁護のための活動に拡大した。
　学生・教職員への周知徹底は、４月のガイダンスおよび学内掲示等である。この制度がス
タートして平成20年度末で４年経過するが、調停委員会や調査委員会を開催するような問題
は起きていない。ハラスメント防止に向けた活動として、ハラスメント防止に関する講演会
などを企画し教職員の啓蒙を図ることが今後の検討課題である。

　ｃ．生活相談・進路相談
　学年担当制度（各学年に学年担当主任１名と学年担当教員６名を配置）は、生活相談・進
路相談にも活用されている。
　学年担当教員６名は、１学年を６等分して、それぞれが１つのグループを担当し、年１～
２回の個別相談を行い、履修指導にとどまらず、学修とアルバイトのバランスなどの生活相
談にも応じている。とくに、４年次は看護師・保健師・助産師の国家試験をひかえるととも
に、就職や進路に疑問を持つ時期にあたる。日本赤十字社奨学金を受けている学生であって
も、１年次や２年次での進路選択に疑問を感じたり、進路変更を考えたりするようになる。
こうした学生をまず受けいれるのが学年担当教員であり、あるいは他の教員や保健室保健師、
カウンセラーである。他の教員や保健室保健師、カウンセラーは学生の了解のもとに学年担
当教員と連携している。

　ｄ．学生生活実態調査およびアンケート
　学生生活委員会は、より豊かな人間形成を図ることを目的として学生生活実態調査を行っ
ている （実施時期：平成２・8・12・18年度）。平成20年度は実施しなかった。
　また、新入生オリエンテーション合宿や１年生を対象とした武蔵野キャンパスでの学修に
ついてのアンケート調査を行い、翌年度の計画や武蔵野キャンパスを孤立させないための教
員によるケアに反映させている。

４．就職指導
　ａ．就職・進学のための相談体制
　本学では、学部卒業時に原則として全員が看護師および保健師国家試験（編入生は保健師
国家試験）を受験している。また、助産学を履修した者は、助産師国家試験も受験している。
現在までのところ、国家試験に合格し、資格取得を果たした卒業生のほぼ全員が、資格を生
かした進路に進んでいる。 
　３・４年次の４月のガイダンスでは、学年担当教員が就職・進路についての説明や助言を
行っている。学務課学生係は、病院等から送付された求人票や企業が開催する就職説明会の
日程等の情報を随時掲示し、学生への周知に努めている。また、就職情報室を設置し、就職・
進学関連雑誌やパンフレットを、学生が自由に閲覧できるような環境を整備することでも、



130

Ｉ．学生生活

学生の就職活動を支援している。 
　前年度３年生や２年生も含め、就職や進学を支援する体制づくりが課題であったこと、ガ
イダンスの開催が４年次になってからのでは遅いとの評価から、20年度は３月に３年生（編
入生を含む）を対象とした就職・進学ガイダンスを開催した。学生の進路選択の参考になる
よう、①赤十字関連施設・赤十字以外の病院・保健所への就職、大学院への進学（国際保健
助産学専攻実践コースを含む）が決定した４年生（編入生を含む）による体験談、②全体で
の質疑応答、③個別相談で構成した。
　その他、日本赤十字社東部（第２）ブロック所属の赤十字病院20施設の合同病院説明会を
４月に開催し、病院毎にブースを設け、看護部の人事担当者や当該病院に就職した卒業生か
ら個別説明の得られる機会を設けた。また、精神保健看護学領域では、精神科への就職希望
者を対象に、精神科で勤務している卒業生の体験談を聞く就職ガイダンスを開催した。なお、
上記以外に適宜教員が個別の相談に応じている。 

　ｂ．就職・進学状況
　卒業生（編入生を含む）は、本学の特性や奨学金との関連から日本赤十字社関連施設に看
護師として就職する者が多く、保健師としての就職する者は少ない。日本赤十字社関連施設
以外では、大学病院や都心の有名大規模総合病院への就職が目立つ。進学に関しては、20年
度より国際保健助産学専攻実践コースへ臨床経験のない者の進学が可能になったことから、
５名の卒業生（編入生を含む）がこのコースに進学した（表81）。　
　表81　卒業生の進路状況 （平成18～ 20年度） 

卒業年度
就職

進学 その他 合計赤十字関連
施設（病院等）

赤十字以外
の病院

保健所・
教育機関等

平成18年度

学部 49 18 1 2 0 70
70.0% 26.1% 1.4% 2.9% 0.0% 100.0%

編入 8 12 2 6 3 31
28.1% 39.6% 6.5% 19.4% 10.3% 100.0%

年度計 57 30 3 8 3 101
56.4% 30.3% 3.3% 8.0% 3.3% 100.0%

平成19年度

学部 56 6 0 2 3 67
83.7% 9.0% 0.0% 2.9% 4.4% 100.0%

編入 9 7 7 3 2 28
32.1% 25.0% 25.0% 10.7% 7.2% 100.0%

年度計 65 13 5 7 5 95
68.4% 13.6% 7.4% 5.3% 5.3% 100.0%

平成20年度

学部 98 21 2 4 3 128
76.6% 16.4% 1.6% 3.1% 2.3% 100.0%

編入 3 3 2 2 1 11
27.3% 27.3% 18.2% 18.2% 9.1% 100.0%

年度計 101 24 4 6 4 139
72.7% 17.3% 2.9% 4.3% 2.9% 100.0%
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５．課外活動
　本学において、課外活動は大学の教育活動の一環として位置づけられている。課外活動を
とおして、集団活動における責任や円滑な人間関係の保持、リーダーシップやメンバーシッ
プ等の涵養を主体的に学び、学生が人間的に成長することを期待している。
　ａ．学生自治会
　自治会は、学部生全員を会員として民主的に組織された自主的活動であり、学生の自治意
識の向上の観点から大学も学生生活委員会を窓口として支援している。
　自治会は、各クラブ代表、各委員会代表、各学年代表、執行部代表から構成される代議員
会を最高決定機関としている。執行部は、選挙等によって選出される会長１名（学部３年
生）、副会長３名（学部２・３年生、編入３年生から各１名ずつ）、会計４名（学部１～３年生、
編入３年生から各１名ずつ）、書記４名（学部１～３年生、編入３年生から各１名ずつ）、渉
内４名（学部１～３年生、編入３年生から各１名ずつ）、その他の役員４名（学部１～３年生、
編入３年生から各１名ずつ）の合計20名で構成される。執行部の下部組織として、サークル、
クラブ、臨時委員会、常設委員会（キャロリング委員会、クロア・ルージュ祭［大学祭］実
行委員会）がある。役員の任期は５月１日からの１年間である。自治会の年間の主な活動内
容は、表82に示す通りである。
　自治会に対する支援は、学生生活委員会の中の自治会・課外活動担当委員（６名）と学務
課学生係が担当している。委員に直接相談にくるケースもあれば、学務課学生係が相談に応
じたり、学生係から委員に紹介されたりするケースもある。自治会総会には自治会・課外活
動担当委員が任意に参加し、活動状況を把握している。また、経済的支援では、大学祭開催
に10万円、キャロリング開催に３万円を助成している。
　自治会総会を授業内に組み込むことについては、１年生が広尾キャンパスに来る曜日が金
曜日だけであることから、実現できなかった。来年度からキャンパス統合されるため、より
実現可能性が高まると考えられる。

　ｂ．サークル活動
　平成20年度においては自治会に届けられている学生サークルの数は10サークルあり、その
中にはカンボジアの孤児達のケアを目的とするボランティアサークル「NACEF」や、国際
協力、ボランティア活動に対する情報収集や体験を目的とする「Sharing」、災害救護につい
て考える「災害救護ボランティアサークル」等のサークルがあるところが本学の特色である。
平成20年度、サークルに所属している学生数（延べ数）は312名であり、昨年度よりサーク
ル数は減少しているが、加入者数は増加している（表83）。なお、他大学のサークルやイン
ターカレッジのサークルに参加している学生も多い。
　サークルに対しては、第１に、顧問教員を通して、健康で民主的な活動が行われるように
適切な指導を行っている。第２に、学務課学生係を通して、年度初めにクラブ・同好会活動
報告書を提出してもらい、活動状況を把握している。新規にクラブ・同好会を作る場合は設
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立願を出してもらったりしている。その際、顧問教員の紹介や活動場所の情報提供といった
支援も行ったりしている。また、夏期合宿などを行う場合は、事前に学外活動届の提出を義
務づけ、事故防止などの指導を行っている。合宿に顧問教員が同行する場合は、宿泊費・交
通費を学生生活委員会予算から助成している。
　学生便覧の課外活動の欄で、「クラブ等の活動状況」を改定し、「課外活動における届け出」
「個人での学外・海外活動に関する届け出」の情報を追加した。
　表82　自治会の１年間の主な活動内容

月 活動内容

4

大学・助産師学校の入学式に花束贈呈
各学年（特に新入生）に自治会活動の紹介
新入生歓迎会
第１回学生総会
昨年度決算報告および活動結果報告とその承認
選挙の準備（旧選挙管理委員会）

5
第２回学生総会（新執行部）
当該年度の予算案と活動案の報告とその承認
自治会費の徴収

6 クロア・ルージュ祭（大学祭）への援助
バザー出店（売り上げは日本赤十字社へ寄付）

7 七夕・日本赤十字社医療センター附属乳児院訪問
（七夕委員会）

9～ 12 生活向上アンケートの実施
日本赤十字社医療センターにおけるキャロリング

3 大学・助産師学校の卒業式に花束贈呈

　表83　クラブ・同好会数および加入者数
年度 クラブ・同好会数 加入者数（延べ数） （人）

平成17年度
平成18年度
平成19年度
平成20年度

10
9
11
10

280
207
291
312

　ｃ．クロア・ルージュ祭（大学祭）
　大学祭（クロア・ルージュ祭）は、年１回６月上旬に２日間（金曜日と土曜日）にわたっ
て開催される。平成20年は、６月６・７日に開催された。クロア・ルージュ祭実行委員会は
経験の少ない１年生と２年生が中心であるため、学生生活委員会と学務課学生係は実行委員
会の活動が本格的にスタートする５月上旬から随時相談や支援の活動を行っている。平成20
年より同日開催することとなったオープンキャンパスへの来場者の影響も考慮し、開催当日
は、非常時に備え学生生活委員会の教員が当番で学内に待機し、校内の見回り、終了後の点
検を行っている。
　大学祭の主な内容は、講演会、献血、サークルの活動を紹介するパネル展示などのほか、
サークルの活動資金確保のための出店である。参加者は、学外の人々も含めて毎年約300名
ほどである。
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　ｄ．学外活動における危機管理
　学生が学外活動をしている際に不慮の事故等があった場合の危機管理体制が明確ではな
い。平成14年に本学の「危機管理マニュアル」を作成しているが、これはあくまでの大学側
の中心であり、学生に関しては実習中のものだけである。

　ｅ．学生自治会・生協学生委員・サークル代表と学生生活委員との懇談会
　平成19年度から、全学年が集まる金曜日の昼食時間を利用して、学生自治会・生協学生委員・
サークルの代表者と学生生活委員との懇談会を行い、学生たちの要望を直接聞いている。学
生たちはこのために独自のアンケート調査を行い、可能な範囲で改善している。平成20年度
も６月に「学生自治会」「学園祭実行委員会」各サークル部（「音楽サークル」「茶道部」「テ
ニス部」「Hinaharap」それぞれの代表が昼食時間を利用して、大学に要望する支援につい
て語る機会を設けた。

Ｂ．大学院看護学研究科の学生生活
１．学生への経済的支援
　ａ．奨学金、その他、学生への経済的支援を図るための措置
　大学院生を対象とした奨学金の種類、受給状況は表84に示すとおりである。大学院入学前
に学費を準備し在学中は学業に専念するという学生がいる一方で、奨学金がなければ経済的
に学業を続けていくことが厳しい学生もいる。経済的に厳しい学生は、複数の奨学金を併用
して借りている状況である。
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　表84　大学院生対象の奨学金の種類と受給状況 （平成17年度～平成20年度）
年度 奨学金種類 受給者数 ％ 在籍数
平
成
17
年
度

日本学生支援機構（第一種）
日本学生支援機構（第二種）
日本赤十字社奨学生
日本赤十字看護大学同窓会
その他

9
7
0
2
3

13.6
10.6
0
3.0 
4.5

修士：42
博士：24
計：66

計（延数） 21 31.8
平
成
18
年
度

日本学生支援機構（第一種）
日本学生支援機構（第二種）
日本赤十字社奨学生
日本赤十字看護大学同窓会
その他

7
3
0
2
3

10.8
4.6
0
3.1
4.6

修士：44
博士：21
計：65

計（延数） 15 23.1
平
成
19
年
度

日本学生支援機構（第一種）
日本学生支援機構（第二種）
日本赤十字社奨学生
日本赤十字看護大学同窓会
その他

13
7
1
8
6

16.9
9.1
1.3
10.4
7.8

修士：56
博士：21
計：77

計（延数） 35 45.5
平
成
20
年
度

日本学生支援機構（第一種）
日本学生支援機構（第二種）
日本赤十字社奨学生
日本赤十字看護大学同窓会
その他

15
8
1
3
23

15.8
8.4
1.1
3.2
24.2

修士：73
博士：22
計：95

計（延数） 50 52.7
   （その他の奨学金制度として，東京都看護師等修学資金などがあげられる）

　ｂ．各種奨学金等に関する情報提供
　奨学金に関する情報の提供は、学生便覧やホームページへの掲載、４月のガイダンスにお
ける概要説明、詳細情報の掲示によって行っている。

２．就職指導
　大学院生の進路指導は、主として学生が所属する領域の指導教員が行っている。ただし、
病院などの医療施設に就職を希望している者に対しては、学部生と同様に、学務課学生係が
窓口で相談に応じたり、就職情報室の利用を促したりしている。
　修士課程修了後は、看護師・保健師として病院や保健機関に就職する者、専門看護師とし
て病院に就職する者、博士後期課程に進学する者、教員となる者等多様である（表85）。博
士後期課程修了生は、日本赤十字学園の大学・短期大学のほか、看護大学・短期大学の教育
職へと進んでいる（表86）。
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　表85　修士課程修了生の進絡先 （平成15年度～平成20年度）
       就　職

年度 赤十字関連施設
（病院等）

赤十字関連
教育施設

赤十字以外の
病院・保健所 教育機関等 進学 その他 合計

平成15年度 3 3 12 5 1 2 26
平成16年度 2 2 3 5 0 3 15
平成17年度 5 2 7 4 0 0 18
平成18年度 8 3 6 1 1 2 21
平成19年度 5 2 5 2 3 3 20
平成20年度 6 1 13 5 0 2 27

　表86　博士後期課程修了生の進路 （平成15年度～平成20年度）
       就職

年度 赤十字関連施設
（病院等）

赤十字関連
教育施設

赤十字以外の
病院・保健所 教育機関等 その他 合計

平成15年度 0 0 0 1（3） （1） 1（4）
平成16年度 1 1（1） 0 1（1） （1） 3（3）
平成17年度 0 1 0 2（1） （1） 3（2）
平成18年度 0 0 0 2（3） 0 2（3）
平成19年度 0 2（1） 0 5 0 7（1）
平成20年度 0 1（1） 0 （1） 0 1（2）

（　）は満期退学者数

３．生活相談等
　健康管理体制については、学部と同様に、定期健康診断と事後指導、保健室における健康
相談を行っている。大学院生においても臨地実習との関連で感染予防対策が求められるよう
になってきている。ハラスメント防止の活動は学部の項ですでに説明しているために省略す
る。

点検・評価
Ａ．看護学部の学生生活
１．学部における学生への経済的支援
　ａ．奨学金、その他、学生への経済的支援を図るために措置
　学生が利用できる奨学金の種類と数が増え、奨学金受給実績においても受給者数が増加し
ていることは、学生への経済的支援が充実していることを意味する。
　奨学金の受給者数において日本赤十字社奨学金が毎年一番多いことは、赤十字の理念や本
学の教育理念を理解している学生が多いと考えられ評価できる。今後は、日本赤十字社第二
（関東・甲越）ブロック以外の赤十字病院奨学金についての広報も充実させる。
　平成21年度から特待生制度（授業料減免制度）や入学時特待生制度を新設することになっ
た点は新たな取り組みとして評価できる。
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　ｂ．各種奨学金等に関する情報提供
　奨学金に関する情報の提供は、学生便覧やホームページへの掲載、４月のガイダンスにお
ける概要説明、詳細情報の掲示などの多様な形態で行っており、学生の利便性に配慮してい
る点は評価できる。また、窓口だけでなく、クラス担当教員との面談時などにおいても相談
に乗っている点などの細やかな配慮をしている。

２．学生の研究活動への支援
　専任教員が「研究Ⅰ」（必修）を４年前期で、研究計画書作成までの指導、「研究Ⅱ」（選
択）を４年後期で論文作成までの指導を行い、論文作成後も、口頭発表の機会をつくり、論
文は図書館で閲覧に供し、論文抄録は編纂して発行し、学生の研究活動への支援を行った。
また、専門学会への発表を促すとともに、そのための準備を指導も行っている。
　
３．生活相談等
　ａ．健康管理体制
　保健センターが設置され、保健室と労働衛生管理事業の管理運営を統括するようになり、
健康診断や保健指導、学生相談活動などと連携しながら運営できるようになった点が評価で
きる。平成20年度は統合大学完成年次にあたり、これまで学生数の増加に合わせて保健室開
室時間や開室日を拡充してきたことが、学生のニーズに即した対応を可能とし、利用者数及
び利用者述べ人数の大幅な増加へとつながった。このことは、学生への対応がより充実した
ものになっていることを反映しているが、相談や休養を求める学生のニーズが増加している
現状においては、ベットの不足や相談に適した環境づくりに苦慮する傾向が生じている。ま
た、保健師がさまざまな記録や統計資料の作成、あるいは保健室業務上の連絡調整する機会
も増加している。
　定期健康診断に関しては、その業務を業者に委託したことにより１日で全学生の健康診断
を実施できるようになり、保健室での事後保健指導もより効率的になった。保健室の健診結
果の情報管理が充実したことによって、健康診断の業者からの結果報告について、転記ミス
が発生していることが明らかになった。　
　感染症対策については、従来の血液検査項目や問診、感染対策ガイダンス、ワクチン接種
の推奨といった実習における感染予防対策に加え、麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎への
対策を強化した点は評価できる。また、ノロウイルス対策など、流行に応じ迅速に対応でき
た。
　学生相談室・カウンセラーの制度に関しては、カウンセラーの勤務日数の拡大、武蔵野キ
ャンパスと広尾キャンパス間の連携、学生相談室環境の改善がはかられた点や、学生の利用
件数の増加にみられるように気軽に学生相談室・カウンセラー制度を利用できるようになり
早期に学生の心身の問題に対応できるようになった。
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　ｂ．ハラスメント防止の活動
　人権の擁護と倫理問題の防止や事後対策のための規程類や委員会、相談員などが整備され
ていて、毎年４月の学生生活に関するガイダンスにおいてパンフレットを配付したり、掲示
を行ったりして、学生への周知を図っている。
　人権問題以前の人間関係上のトラブルに由来する問題が保健室や学生相談室に寄せられる
ことはあるが、保健師やカウンセラーが対応し、当事者間でのコミュニケーションの疎通を
促すことで解決できている点は評価できる。今後も問題がこじれる前の初期対応を適切に行
っていきたい。

　ｃ．生活相談・進路相談
　生活相談や進路相談のうえで学年担当制度はよく機能しているが、学生/教員間のつなが
りをさらに強化する方策を検討する。学生/教員間のつながりだけでなく、保護者とのつな
がりも検討する。

　ｄ．学生生活実態調査およびアンケート
　学生生活委員会による学生生活実態調査は、本学の学生を知るうえで基礎資料となってい
る。また、行事別のアンケートや問題が生じそうなことに対するアンケートは、学修環境の
改善に役立てられている。

４．就職指導
　ａ．就職・進学のための相談体制
　前年度の評価より今年度は３月に３年生（編入生を含む）を対象とした就職・進学ガイダ
ンスを開催した。活発な質疑応答が行われ、様々な進路選択の余地があることを知り好評で
あった。
　本学では奨学金との関係もあり、これまでは多くの学生が日本赤十字社関連の病院に就職
している。平成20年度の学部・編入生の赤十字関連病院への就職割合は前年度に引き続き多
い。日本赤十字社関連以外の就職先としては、大学附属病院や都心の大規模総合病院が多く
みられる。学生は各病院の臨床実践や卒後教育の充実等を基準に就職先を選択している。保
健師での就職は募集時期が早く求人数が少ないために就職試験を受ける学生も少ない。
　学生が希望地域、病院施設の特徴などについて十分に情報を得た上で就職先が選択できる
よう、今後も卒業後の就職･進学に関する情報を細やかに提供し、相談に応じていく必要が
ある。

５．課外活動
　ａ．学生自治会
　自治会に関しては、学生の総会参加率も高く、アンケート実施により各学年の意見を反映
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させた民主的な運営を行っており、よく運営されている。これは、学生生活委員会（自治
会・課外活動担当委員）や学務課学生係職員による指導や支援が一因と考えられる。

　ｂ．サークル活動
　サークルに関しては、顧問教員が指導や支援の中心で、これまで大きな事故や問題もなく
活動が行われてきた。反面、活動報告、学外活動届、学外団体加入届などの必要書類の提出
が徹底されていない。

　ｃ．クロア・ルージュ祭（大学祭）
　大学祭に関しては、総合大学に比べると参加者数は少ないが、看護単科大学の特色を生か
した保健・医療関係のプログラムも多い。大学からの助成金は、著名人による講演会の講師
料に適正に使用され、参加者数の増加に貢献している。講師招聘にあたって大学や教員が仲
介をしたケースもあり、こうした点でも支援を行っている。また、大学祭開催に関する種々
の相談や支援の中心は学生係職員であるが、前日の準備から当日の開催、最終日の後片付け
まで担当外の事務局職員、学生生活委員等、総員協力体制で対応している。

　ｄ．学外活動における危機管理
　学生に関する危機対応は実習に関するものが主であり、課外活動など学外での活動に関す
る危機管理はいままで視点に入っていなかったため、書類による届出を義務付けること、顧
問教員（クラブ等による課外活動の場合）との調整、連絡方法の確認等、緊急時の対応につ
いて協議された。

　ｅ．学生自治会・生協学生委員・サークル代表と学生生活委員との懇談会
　懇談会では、学生の声を直接聞くよい機会となっている。話し合うことよって、大学の実
情や運営上の困難さを学生と教職員がともに理解し、大学運営も協力して行う基盤づくりと
なっている。

Ｂ．大学院看護学研究科の学生生活
１．学生への経済的支援
　奨学金を希望する大学院生は何らか奨学金を受給しており、量的には充足している。特待
生制度の検討が必要である。

２．就職指導
　院生は社会人出身が多く、指導教員の個別指導が中心なので、就職の指導や支援は組織的
にはあまり行っていないが、特に問題はない。
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３．生活相談等
　「ａ．健康管理体制」「ｂ．ハラスメント防止の活動」は学部の項で既述。

改善方策
Ａ．看護学部の学生生活
１．学部における学生への経済的支援
　　①　新たな外部奨学金制度の導入を検討する

２．学生の研究活動への支援
　　①　卒業研究を学術集会で発表できるように動機付けし、学内発表の機会を設け、教員
　　　　の指導を継続する

３．生活相談等
　ａ．健康管理体制
　　①　学生相談室と学年担当教員との連携を深めるために、カウンセラーと学年担当教員
　　　　との定期的な懇談会を継続する
　　②　保健室が学生の相談や処置、休養の場としての機能が高まっている現状をふまえ、
　　　　保健師の常時配置を継続し、２名の保健師がより連携して業務に対応できるように
　　　　する
　　③　健康診断の結果報告内容をチェックし、正確な情報に基づいた保健指導を行う。健
　　　　診結果の報告に関して改善が見られないようであれば、委託業者の変更を検討す
　　　　る
　　④　各実習施設からの感染予防対策が求められ、実習期間中に感染者が発生することも
　　　　あることから、個別の感染予防に関連する情報を入学時から在学期間にわたって随
　　　　時更新しながら管理する
　　⑤　大学における感染情報管理システムの在り方や運用方法について評価する

　ｂ．ハラスメント防止の活動
　　①　学生や教職員を対象としたハラスメントの実態調査を実施する
　　②　ファカルティ・ディベロップメント（FD）などを利用してハラスメント防止の啓
　　　　発を行う
　　③　学生便覧やホームページにおけるハラスメント防止に関する記述をより充実したも
　　　　のに更新する

　ｃ．生活相談・進路相談
　　①　生活面を含めて保護者との連携を図るために、保護者会を組織する
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　　②　学生と学年担当教員とのつながりを強めるために、教員が学生に成績表を直接手渡
　　　　すようにする
　　③　赤十字奨学金とその後の就職、奨学金の返還もしくは返還免除との関係を明確にし、
　　　　入学時点での契約について学生の意識を高める

　ｄ．学生生活実態調査およびアンケート
　　①　学生生活実態調査や個別事例のアンケート調査を継続する

４．就職指導
　ａ．就職・進学のための相談体制
　　①　年々就職・進学の相談体制を充実させてきており、今後は２年生も含めて就職・進
　　　　学ガイダンスを開催する予定である
　　②　就職指導室に学生が就職・進学情報を検索でき、過去の卒業生の就職・進学状況に
　　　　アクセスしやすいようにシステムを充実させる
　　③　短期的な目先の進路指導だけでなく、自己のライフキャリアプランやワークライフ
　　　　バランスなどを視野に入れたトータルなキャリア教育を導入する

５．課外活動
　ａ．学生自治会
　　①　キャンパス統合の機に、自治会の総会を授業時間内に組み込むことを検討する

　ｂ．サークル活動
　　①　サークル活動に必要な書類が大学に提出されるように、学生便覧を学生生活委員会
　　　　の担当委員が見直し、改訂する

　ｃ．クロア・ルージュ祭（大学祭）
　　①　学生および教員の大学祭への参加を促すために大学主催や教員主催のプログラムを
　　　　組み込む。また、オープンキャンパスとの同時開催を検討する

　ｄ．学外活動における危機管理
　　①　学生の事故等の危機的な状況に対応するための課外活動に関する危機管理マニュア
　　　　ルを作成する

　ｅ．学生自治会・生協学生委員・サークル代表と学生生活委員との懇談会
　　①　年１回ではなく、学生代表との対話の機会をさらに増やす
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Ｂ．大学院看護学研究科の学生生活
１．学生への経済的支援
　①　大学院生のための研究助成制度について検討する

２．就職指導
　①　大学院生の進路・就職指導、高度看護専門職者への就職指導、および本学博士後期課
　　　程への進学等への支援を継続する
　②　国際保健助産学専攻の学生のための進路・就職指導を行う
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到達目標
　大学の理念・目的を実現するために、意思決定システムを確立する。さらに、広尾キャン
パスと武蔵野キャンパスという２つのキャンパスを持つ点を生かした教育を行うための新た
な管理体制をつくりあげる。

具体的目標
　　①　教授会は、大学および看護学部に関する意思決定機関として、独立して規程を整備
　　　　し、運用にあたる
　　②　教授会と管理会議、日本赤十字学園理事会・評議会はたがいに密接に連携しあう
　　③　大学院看護学研究科委員会は、研究科に関する意思決定機関として、独立して規程
　　　　を整備し、運用にあたる
　　④　日本赤十字看護大学の伝統を堅持するために、全教員が参加しての話し合いによる
　　　　意思決定によって大学を運営し、そのためのシステムを整備する
　　⑤　日本赤十字学園理事会は教学組織とは異なる立場から大学運営という目的にむかっ
　　　　て協力する
　　⑥　本学は関連法令等および学内規程を遵守する
　　⑦　個人情報を保護し、不正行為を防止するシステムを構築する
 
現状説明
１．統合大学完成までの両校の管理責任分担
　平成20年度から、日本赤十字武蔵野短期大学の学長・図書館長が統合大学の教員となり、
武蔵野キャンパス長という役職を設け、前短大学長がその任に就くと同時に、管理会議（後
述）にも参加することとなった。

２．教授会・研究科委員会等
　ａ．学部教授会の役割とその活動
　学部教授会（以下「教授会」とする）は、日本赤十字看護大学学則第７条に基づいて、学
長、教授をもって構成する。教員人事に係る審議を除き、通常は准教授および講師を加えて
運営している。定例では８月を除く毎月１回第２木曜日に開催し、学部の研究・教育の管理・
運営に関する事項を審議する。入学者選抜試験の合否判定および卒業要件の認定等に係る審
議のために臨時開催を行っている。教授会には日本赤十字看護大学教授会規程に基づいて幹
事（職員）を置いている。
　審議事項は以下のとおりである。 
　　①　教育、研究に関する事項

Ｊ．管理運営
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　　②　教員人事に関する事項
　　③　学科目の編成に関する事項
　　④　学生の単位修得に関する事項
　　⑤　学生の入学、退学、休学、転学および卒業認定に関する事項
　　⑥　学生の諸活動および生活指導に関する事項
　　⑦　学生の賞罰に関する事項
　　⑧　学則の改正に関する事項 
　　⑨　学内教育施設に関する事項
　　⑩　教育研究活動の自己点検と評価に関する事項
　　⑪　その他学長が必要と認める事項
　教授会は、教育方針、教育内容等全般について審議するほか、学内将来構想委員会（後述）
や管理会議（後述）等において先議された議題について審議する最終的な機関としての役割
を担っている。
　教員の新規採用および昇格などの人事に係る事項に限り、学長、教授をもって構成する正
教授会で審議する。この場合、日本赤十字看護大学教員選考規程に基づき、申請のあった人
事について、教授会で選出された委員で組織される選考委員会（一般教養科目専門基礎科目
担当教員選考委員会または専門科目担当教員選考委員会）に審査を付託し、同委員会が候補
者について厳正に審査し、作成した案を正教授会で審議し、その結果を教授会に報告してい
る。平成20年度の教授会の開催回数は以下のとおりである。
　表87　教授会開催回数

年度 平成20年度
回 16（8）

（　）内は正教授会の開催回数

　ｂ．学部教授会と学長・学部長との間の連携協力関係および機能分担
　日本赤十字看護大学は、学部は１学部１学科、そして大学院は１研究科２専攻を有する大
学であり、学長のもとに学部長および研究科長を置いている。
　教授会と学長との関係は、学長が教授会を主宰し、教授会での決定事項の最終決裁を行う
という関係である。学部教授会は、学長の選考に際して、日本赤十字学園の学長選考委員会
に対して委員２名を選出するとともに、学長候補者に関する意向を表明する。学長は、本学
の理念・目的を実現するために、本学のすべてに関して目を行き届かせ、問題を未然に防ぐ
とともに、社会状況の変化に応じて、本学の進むべき方向を明確にし、教授会に発議する。
　教授会と学部長の関係は、学部長選出規程に基づいて学部長を選出する。学部長は、本学
の理念・目的を実現するために、学長を補佐するとともに、学部の教学に関する事項ならび
に学部教員人事を分掌し、学部のすべてに関して目を行き届かせ、問題を未然に防ぐととも
に、社会状況の変化に応じて、本学の進むべき方向を学長とともに協議する。
　教授会は、管理会議の議を経て学長から発議された事項および各委員会から発議された事
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項に対して、構成員のそれぞれが忌憚のない意見を述べ、意見の集約を行う。学長は集約さ
れた意見を最終的に決裁し、実施に移す。

　ｃ．学部教授会と管理会議、日本赤十字学園理事会との間の連携および役割分担
　管理会議は、日本赤十字看護大学管理会議規程に基づいて設置された学長をリーダーとす
る協議機関である。その目的は大学の管理運営等に関して話し合うことで、平成19年度以降
は毎月第２、第４火曜日に開催することを定例としているほか、臨時で開催することもある。
議長である学長のほか、学部長・研究科長・図書館長・学務部長・事務局長・事務局次長で
構成し、上述のように平成20年度から武蔵野キャンパス長が加わることとなった。また、オ
ブザーバーとして総務課長、経理課長、事務課長が出席するほか、必要に応じて、そのほか
の教職員の参加を求めることができる。
　主な協議事項は以下のとおりである。 
　　①　教育、研究に関する事項
　　②　経営に関する事項
　　③　将来構想に関する事項
　　④　教員人事に関する事項
　　⑤　教授会、研究科委員会等へ提出する事項
　　⑥　その他学長が必要と認める事項
　表88　管理会議開催回数

年度 平成20年度
回 18

　管理会議で審議され、発議したほうがよいと結論された事項は教授会に提案され、教授会
で審議される。
　教授会で審議された学則に関する事項と予算案は、日本赤十字学園理事会に提案され、審
議のうえ了承を得る必要がある。

　ｄ．大学院看護学研究科委員会の役割とその活動
　研究科委員会は、大学院学則第８条第１項に基づいて、看護学研究科を担当する専任教授
をもって構成されるが、教員人事に関する事項以外に関する通常の審議には、准教授および
講師を加えて運営している。定例では８月を除く毎月１回第２木曜日に開催し、研究科の研
究・教育の管理・運営に関する事項を審議する。入学者選抜試験の合否判定および修了要件
の認定等に係る審議のために臨時開催を行っている。研究科委員会も日本赤十字看護大学教
授会規程に基づいて幹事（職員）を置いている。
　審議事項は以下の通りである。
  ①　研究科の教育、研究に関する事項
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　　②　研究科の教員人事に関する事項
　　③　教育課程および履修方法に関する事項
　　④　学生の入学、退学、休学、転学その他学生の身分に関する事項
　　⑤　学位論文審査に関する事項
　　⑥　研究科に関する学則の改正に関する事項
　　⑦　その他学長が必要と認める事項
　教員の新規採用および昇格などの人事に係る事項に限り、学長、副学長および看護学研究
科を担当する専任教授をもって構成する正研究科委員会で審議する。本学の場合、原則とし
て教授および准教授は看護学研究科の教育を担当できることを念頭において学部の人事を審
議しているため、とくに選考委員会を設置することなく、教育上必要があった場合に管理会
議で審議した案を正研究科委員会で審議し、その結果を研究科委員会に報告する。
　表89　研究科委員会開催回数

年度 平成20年度
回 16（1）
（　）は正研究科委員会の開催回数

　ｅ．大学院看護学研究科委員会と学部教授会との間の相互関係
　学部教授会は、いわゆる拡大教授会で、本学に所属する講師以上の教員で構成している。
研究科委員会は研究科の授業を担当する講師以上の教員で構成している。各委員会の報告や
本学の根幹に係る重要事項の審議の大部分は教授会で審議される。従って、研究科委員会で
の審議事項は研究科に係ることだけである。

　ｆ．周知徹底のためのその他の会議
　　（１）看護教授連絡会議・研究科看護教授連絡会議
　看護教授連絡会議は学則等で規定された会議ではないが、実習やカリキュラムなど、専門
科目全体の見通しにたって具体的な事項について話し合うために設けられた。開催は毎月１
回、第３木曜日に開催している。
　表90　看護教授連絡会議開催回数

年度 平成20年度
回 12

　　（２）一般教養・専門基礎教員連絡会議
　一般教養・専門基礎教員連絡会議も学則等で規定された会議ではないが、基礎ゼミや卒業
研究の指導依頼学生の割り振りや、看護専門科目担当教員とは異なる目の意見を集約するた
めに設けられた。開催は不定期である。
　　（３）教員会議
　教員が全員参加して、意見を交換するとともに、互助的話題について審議する会議であ
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る。教員会議は定例では毎月第３木曜日に開催している。
　表91　教員会議開催回数

年度 平成20年度
回 10

　ｇ．将来構想推進協議会 
　将来構想推進協議会（以下「本協議会」とする）は、「本学の発展のため、将来的展望の
もとに全学的構想を企画し、これを実現させる可能性について協議する」（日本赤十字看護
大学将来構想推進協議会規程第１条）ために設置している。構成員は、平成19年の改正によ
って、学長、副学長、学部長、研究科長、図書館長、学務部長、事務局長、各委員会委員長、
およびその他学長が指名する者となった。
　本協議会の規程は、平成２年に設置され、その後平成８年と平成19年に改正されたが、平
成19年までは、上記構成員以外に日本赤十字学園常務理事２名も構成員になっていたが、日
程調整等が難しいなど実際に機能することが困難であった。そのため、本協議会に先立って
行っていた構成員のうち学内者による将来構想に関する話し合いの場（以下「学内将来構想
推進委員会」とする）を日本赤十字看護大学将来構想推進協議会とすることに改正した。
　本協議会の協議事項は、①本学の教育・研究に関する事項、②施設・設備に関する事項、
③本学運営予算に関する事項、④大学運営事業に関する事項である。
　平成19年度以降は開催されていない。

　ｈ．日本赤十字看護大学・日本赤十字社第二ブロック支部・施設協議会
　平成17年度から、赤十字の看護教育・看護業務の発展と大学教育の連携を図るために、日
本赤十字看護大学・日本赤十字社第二ブロック支部・施設協議会運営要領に基づいて、日本
赤十字社支部・病院との第二ブロック支部・施設協議会（以下「協議会」とする）を年１回
開催している。日本赤十字社第二ブロックは、東京都・千葉県・栃木県・群馬県・茨城県・
埼玉県・山梨県・新潟県の各支部で構成されている。本協議会は、大学からは学長、副学長、
学部長、研究科長、図書館長、学務部長、事務局長、学校法人日本赤十字学園からは常務理
事、日本赤十字社第二ブロックからは支部事務局長代表、東部ブロック病院長代表、同事務
部長代表、同看護部長代表で構成される。本協議会の主な議題は以下の通りである。
　　①　看護教育・看護業務に関すること
　　②　推薦入学者選抜試験に関すること
　　③　奨学制度と就職に関すること
　　④　大学と第二ブロック支部・施設の連携に関すること
　　⑤　その他
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３．学長・副学長・学部長・研究科長の権限と選任手続
　ａ．学長・副学長・学部長・研究科長の選任手続
　学長の選任は、学校法人日本赤十字学園大学学長選考規程に基づいて行われる。まず、日
本赤十字学園理事長が学長候補者推薦委員会を設置し、学園理事会および本学教授会代表か
らなる推薦委員によって、人格が高潔で、学識にすぐれ、大学運営に識見を有する人物が選
出される。学長の任期は４年で、再任を妨げない。
　本学では、学長が必要とするときには、副学長を学長の指名によって置くことができるこ
とが学則６条第２項に定められている。その場合、日本赤十字看護大学副学長選考等規程に
基づいて、学長は教授会の意見を聞き、教授会の３分の２以上の賛成を得なければならな
い。任期は学長の任期が終るまでである。
　学部長は、日本赤十字看護大学看護学部長候補者選考規程に基づいて、本学の専任教授の
中から、教授会での選挙によって選任される。任期は４年で、再任の場合は６年を超えて在
任できない。選挙は、日本赤十字看護大学看護学部長候補者等選挙実施細則に基づいて、告
知および選挙等が管理される。
　研究科長は、日本赤十字看護大学研究科長候補者選考規程に基づいて、研究科を担当する
教授の中から、研究科委員会での選挙によって選任される。任期は４年で、再任の場合は６
年を超えて在任できない。
　学部長および研究科長が任期途中で辞職等のためにその任を全うできなくなった場合に
は、次に選任された者が残任期間を全うすることになっていたが、平成19年度から就任近々
の４月１日から１期目が始まることに規程を変更した。

　ｂ．学長の権限の内容とその行使
　学長は、学校法人日本赤十字学園決裁規程第６条によって大学の事務処理は学長決裁をす
ると規定されていることから、管理運営の最終決定権者である。本学では、学長は教授会お
よび研究科委員会に諮りつつ、事務局とも協力しながら話し合いによって管理運営を行って
いる。

　ｃ．学部長や研究科長の権限の内容とその行使
　学部長も研究科長も、それぞれ教授会構成員および研究科構成員によって選挙によって選
任されており、話し合いによる管理運営が円滑に進んでいる。

　ｄ．学長補佐体制の構成と活動
　本学は学長補佐制をとっていない。

４．意思決定
　本学における意思決定は以下のプロセスで行われている。
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　　①　事務組織または教学組織から発議
　　②　管理会議による協議
　　③　教授会・研究科委員会での協議または審議による決定
　　④　学長は管理会議、教授会、研究科委員会での協議および審議結果を尊重して最終決
　　　　定を行う
　　⑤　学則変更および予算の最終決定は学校法人日本赤十字学園理事会で行う
　諸決定事項の審議決定過程は確立・周知されており、十分意思の疎通がはかれている。 

５．評議会・大学協議会などの全学的審議機関
　本学には、評議会・大学協議会などの全学的審議機関はない。

６．大学の教学組織と学校法人理事会との関係
　日本赤十字看護大学の経営に関する意思決定機関は、法令と寄附行為によるところの学校
法人日本赤十字学園の理事会であり、大学の具体的運営および教学に関する意思決定機関は
大学の教授会と研究科委員会である。大学と法人理事会とは、異なる立場から大学運営とい
う目的にむかって協力しながら組織的に機能させる責任を分かち持っている。

７．法令遵守等
　ａ．関連法令等および学内規程の遵守
　法令遵守（コンプライアンス）の観点については、次のとおりである。
　　（１）人権倫理委員会および相談員の設置
　「日本赤十字看護大学における人権の擁護と倫理問題の防止要綱」に基づく当面の具体的
な施策は以下の通りである。
　　①　人権・倫理委員会の設置
　　②　人権侵害および倫理問題の防止等に関する諸規程の制定
　　③　学生及び職員等の人権に関する苦情の申出および相談に対応する体制（図５）の整
　　　　備

学　長
　　　

調査委員会           人権・倫理委員会           調停委員会

人権・倫理問題相談員

　　　図５　人権・倫理関係組織図（点線は必要に応じて組織され連絡されるもの）

　この要綱に基づいて「日本赤十字看護大学人権・倫理委員会規程」が設けられ、人権・倫
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理委員会委員８名、人権・倫理問題相談員11名（学外者２名を含む）が学長により任命さ
れ、それぞれについて細則が設けられた。 
　　（２）人権・倫理問題調停委員会および調査委員会の設置
　本学における人権侵害および倫理問題の防止と解決等を円滑かつ適正に行うために、日本
赤十字看護大学人権・倫理委員会規程に基づいて人権・倫理委員会の中に調停委員会と調査
委員会を設けた。
　調停委員会は、人権・倫理委員会委員長と男女２名の委員からなり、人権侵害ないし倫理
違反行為が発生したと認められたときに、人権・倫理委員会が当事者間で適切な合意による
解決が図ることが適当と認めた場合に設置し、当事者から事情を聴取し、調停を行うもので
ある。
　調査委員会は、以下の場合に設置され、事実関係の解明にあたる。
　　①　人権侵害および倫理問題に対する申立があったとき。 
　　②　人権侵害ないし倫理違反行為が発生したものと認められ、その被害者および加害者
　　　　と推認できる者から苦情の申立があったとき。
　　③　委員会が人権侵害または倫理問題の救済、制裁および環境改善のための措置が必要
　　　　と判断したとき。 　
　調査委員会は教員３名、事務職員１名から構成され、委員会が必要と認めるときは、学外
から１名を加えることができる。
　　（３）人権・倫理委員会の開催 
　人権・倫理委員会は、本学人権・倫理委員会規程に基づいて８人のメンバーで構成され、
随時開催している。
　主な議題は以下のとおりである。
　　①　人権擁護のためのパンフレット作成・検討
　　②　人権・ハラスメントについての研修
　　③　次年度のスケジュール

　ｂ．個人情報保護や不正行為防止等への取り組み
　　（１）個人情報保護
　個人情報保護法の制定を契機に、この法令の周知徹底を図るために日本赤十字社本社が開
催した講習会に担当課長が出席し、教授会の席で資料をもとに伝達講習を行った。また、本
学の指針をホームページ上に公開した。
　本学でとくに留意したのは、学生が臨床現場に出かけて学習する看護学実習の記録であ
る。この記録は、臨床現場で教育に使用されるだけでなく、学内の各所や学生の居住場所に
持ち出して実習内容を記載して記録するものである。形態も紙媒体の場合もあれば、ポータ
ブルなコンピュータやその記憶装置である場合もある。
　こうしたことから、紛失等がないように、取り扱いに厳重に注意するとともに、患者名や
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病院名、学生名など個人情報が特定できないように、または特定しにくいように指導した。
コンピュータデバイス（例えばUSBメモリー）については、デバイスそのものにパスワード
を設定して保護できるものを使用したり、Wordファイルにパスワードを設定して保護する
方法を指導したりした。
　　（２）情報セキュリティ管理
　本学の情報資産のセキュリティを確保するために、平成18年４月に情報セキュリティポリ
シーを制定し、これに基づいて学長の諮問委員会である情報セキュリティ委員会を設置し、
規程を定めた。
　情報セキュリティ委員会は以下について審議する。
　　①　情報セキュリティの組織体制に関する事項
　　②　ポリシーの評価および改訂に関する事項
　　③　ポリシーの遵守の励行および違反に対する措置に関する事項
　　④　学内におけるネットワークの利用ルールの制定に関する事項
　　⑤　外部との折衝に関する事項
　　⑥　情報セキュリティに係る啓発および教育に関する事項
　　⑦　その他情報セキュリティに関する必要事項

８．勤務評価制度
　学校法人日本赤十字学園は、教職員の士気の高揚、人材の育成および組織の活性化等を図
るため、平成19年度に勤務評価の試行を行った。さらに事務職員は、平成20年度から勤務評
価制度を実施している。

９．その他 
　本学では大学として下記の加盟団体および協会に所属している。 
　　財団法人大学基準協会
　　日本看護系大学協議会
　　日本私立大学協会
　　日本私立看護系大学協会
　　全国助産師教育協議会
　　全国保健師教育機関協議会
 
点検・評価
１．統合大学完成までの両校の管理責任分担
　平成17年度の統合以降、もともと日本赤十字看護大学に所属していた教員も、日本赤十字
武蔵野短期大学に所属していた教員も、協力し合いながら１人ひとりの学生に個別的に目を
配り、綿密な指導を行っている。
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　管理責任の分担も、日本赤十字武蔵野短期大学が開学中は短期大学長以下、管理職が武蔵
野キャンパスおよびそこで学修するすべての学生の管理にあたるとともに、広尾キャンパス
については従来通りに管理できていた。

２．教授会・研究科委員会等
　ａ．学部教授会の役割とその活動
　学校法人日本赤十字学園決裁規程第６条によって大学の事務処理は学長決裁をすると規定
されていることから最終決定権者は学長にあるが、教授会は民主的に運営され、誰もが納得
がいくまで忌憚なく意見を述べることができ、事実上の最終決定機関として機能している。

　ｂ．学部教授会と学長・学部長との間の連携協力関係および機能分担
　教授会は、明文化された規程に基づいて、学長の選出に民主的に関与している。学長は選
出過程を踏まえて、教授会を運営するとともに、本学の中枢として、本学のあらゆる面に責
任を負っている。教授会は学部長も明文化された規程に基づいて、民主的に選出している。
学部長は学長を補佐し、本学の中枢の一員として、学部の教学に関する事項ならびに学部教
員人事を分掌している。教授会はいわば立法府として機能を発揮するとともに、学長・学部
長はいわば行政府としての機能を発揮し、さらに教授会はその行政の遂行者として協力して
いる。

　ｃ．学部教授会と管理会議、日本赤十字学園理事会との間の連携および役割分担
　教授会での審議事項・報告事項は、あらかじめ管理会議で検討される。管理会議構成員は、
管理職としての責任を全うすべく、社会情勢の変化等に留意し、必要な事項を検討したうえ
で教授会に発議している。なお、教授会で審議された学則に関する事項と予算案は、日本赤
十字学園理事会に提案されて、承認されている。
 
　ｄ．大学院看護学研究科委員会の役割とその活動
　研究科委員会は、通常は教授会終了後に行われている。主要な審議事項は学位論文の審査
に関わることであり、毎年の審査日程にはじまり、正副指導教員の決定、研究計画審査委員
会構成員の選任、博士論文審査専門委員会の選任、審査結果の報告ならびに審議・承認等で
ある。研究科の教育は指導教員との関係が密であり、その教育方法や指導方法については全
体的な討議は少ない。看護学教育界でも大学院教育の伝統はまだ日が浅く、効果的指導につ
いて模索している時期といえる。

　ｅ．大学院看護学研究科委員会と学部教授会との間の相互関係
　大学の管理運営に関する主要な点は学部教授会で取り扱われ、研究科委員会では研究科の
教学・運営に係る事柄を審議検討している。研究科委員会のメンバーは、全員教授会のメン
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バーであり、学部を中心とした大学全体の管理運営システムの中に研究科が含まれていると
いう形である。

　ｆ．周知徹底のためのその他の会議
　看護教授連絡会議・研究科教授連絡会議、一般教養・専門基礎教員連絡会議、教員会議は、
どれも本学の理念・目標を実現するために、常に活発な議論が行われている。

　ｇ．将来構想推進協議会 
　規程上は毎月１回開催することになっているが、平成20年度は開催されていない。

　ｈ．日本赤十字看護大学・日本赤十字社第二ブロック支部・施設協議会
　年１回の開催を維持し、本学の現状を報告するとともに、支部および病院との連携のため
の方策について審議している。

３．学長・副学長・学部長・研究科長の権限と選任手続
　ａ．学長・副学長・学部長・研究科長の選任手続
　学長・副学長・学部長・研究科長は正式な手続きによって選出されている。手続きに問題
はない。

　ｂ．学長の権限の内容とその行使
　学長は事務処理上、最終的な決裁を行う権限を有しているが、管理運営組織は効果的に運
営されている。

　ｃ．学部長や研究科長の権限の内容とその行使
　学部長ならびに研究科長は学長を補佐しつつ、学部および研究科の管理運営についてそれ
ぞれ独立して、責任をもってあたっている。

４．意思決定
　諸決定事項の審議決定過程は確立・周知されており、十分意思の疎通がはかれている。 

５．評議会・大学協議会などの全学的審議機関
　全学的審議機関はない。

６．大学の教学組織と学校法人理事会との関係
　本学は、日本赤十字学園法人本部および日本赤十字社本社と連携して、それぞれの立場か
ら赤十字の理念の実現に向けて協力している。
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７．法令遵守等
　ａ．関連法令等および学内規程の遵守
　「日本赤十字看護大学における人権の擁護と倫理問題の防止要綱」、およびこの要項に基づ
く種々の施策と規程については、顧問弁護士に監修を得て制定した。制定後、学年はじめの
ガイダンス時にパンフレットを配付して徹底を図っているが、現在までのところ人権侵害お
よび倫理問題が発生したことの訴えはない。倫理問題については、昨今のコンプライアンス
の問題点を反映して、本学の教職員・学生としてふさわしくない行動を含む。

　ｂ．個人情報保護や不正行為防止等への取り組み
　　（１）個人情報保護
　看護学実習における個人情報保護を周知徹底する。
　　（２）情報セキュリティ管理
　情報セキュリティに関する周知徹底が十分とはいえない。

８．勤務評価制度
　教員については、試行であるため勤務評価期間・評価者の研修・実施・評価項目等につい
て、様々な意見があがり、今後学園全体で検討していく。

改善方策
１．統合大学完成までの両校の管理責任分担
　　①　特に改善するところはない

２．教授会・研究科委員会等
　ａ．学部教授会の役割とその活動
　　①　効果的な意思決定システムとして機能するために、いままで通り教授会を民主的に
　　　　運営し、構成員が忌憚なく意見を述べる場とする

　ｂ．学部教授会と学長・学部長との間の連携協力関係および機能分担
　　①　教授会と学長・学部長の現在の関係を維持するために、これまでどおり、定期的に
　　　　開催し、民主的で闊達な意見交換を行う
　　②　教授会と学長・学部長の現在の機能分担を維持するために、教授会構成員は、学長・
　　　　学部長に協力して、つねに業務の点検作業を行なう

　ｃ．学部教授会と管理会議、日本赤十字学園理事会との間の連携および役割分担
　　①　学問の自由を擁護し、効果的な意思決定を行うために、日本赤十字学園理事会およ
　　　　び本学管理会議は現行の関係を維持する
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　ｄ．大学院看護学研究科委員会の役割とその活動
　　①　効率的な大学院教育を達成するために、FD等を活用して、教職員間の大学院教育
　　　　の目的・方法・評価について共有し、研究科委員会を活性化する

　ｅ．大学院看護学研究科委員会と学部教授会との間の相互関係
　　①　学部教授会と研究科委員会の関係の今後を明らかにするために、FD等を利用して、
　　　　大学院重点化の可能性、その利点と問題点を検討する

　ｆ．周知徹底のためのその他の会議
　　①　特に改善するところはない

　ｇ．将来構想推進協議会 
　　①　平成21年度から統合大学の学年進行が完成することから、統合後の問題点を明らか
　　　　にし、対処方法を計画し、実行に移す
 

　ｈ．日本赤十字看護大学・日本赤十字社第二ブロック支部・施設協議会
　　①　特に改善するところはない

３．学長・副学長・学部長・研究科長の権限と選任手続
　ａ．学長・副学長・学部長・研究科長の選任手続
　　①　特に改善するところはない

　ｂ．学長の権限の内容とその行使
　　①　特に改善するところはない

　ｃ．学部長や研究科長の権限の内容とその行使
　　①　特に改善するところはない

　ｄ．学長補佐体制の構成と活動
　　①　学長補佐を置く予定はない

４．意思決定
　　①　特に改善するところはない

５．評議会・大学協議会などの全学的審議機関
　　①　特に改善するところはない
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Ｊ．管理運営

６．大学の教学組織と学校法人理事会との関係
　　①　特に改善するところはない

７．法令遵守等
　ａ．関連法令等および学内規程の遵守
　　①　教職員ならびに学生対する人権および法令遵守の意識づけ
　　②　人権の擁護と倫理問題の防止に関する教育の徹底
　　③　人権倫理相談員の存在の周知

　ｂ．個人情報保護や不正行為防止等への取り組み
　　（１）個人情報保護
　　①　個人情報の安全な取り扱いについて、とくに看護学実習記録の安全な取り扱いにつ
　　　　いて、周知徹底を図る
　　（２）情報セキュリティ管理
　　①　情報セキュリティ管理に関する講習会を年１回開催する
　　②　コンピュータソフトウエアライセンス管理を徹底する

８．勤務評価制度
　　①　特に改善するところはない 
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到達目標
　教育研究を適切に遂行するために、明確な将来計画のもと、必要な経費を支弁する財産を
確保し、これを公正かつ効率的に配分・運用する。

具体的目標
　平成20年度末までに
　　①　大学財政について明確な中・長期的財政計画を立案する
　　②　学外からの資金を受け入れるための組織・体制を整備する
　　③　消費収支計算書関係比率および貸借対照表関係比率における各項目ごとの比率を昨
　　　　年度同様に適切にする

現状説明
１．中・長期的な財政計画
　ａ．中・長期的財務計画の策定およびその内容
　中・長期的な財政計画の策定として、本学は毎年事業計画として、５年間の事業及び財務
計画の策定を行っている。また単年度ごとに主に大学の収支構造に影響を与える新たな要因
を精査し、学生数、学納金、教職員数、人件費、施設・設備計画等について見直しを図って
いる。
　その策定にあたっては、管理会議、将来構想推進協議会を中心にその適切性・重要性・優
先度を鑑みながら審議し決定する。

２．教育研究と財政
　ａ．教育・研究の目的・目標を具体的に実現するうえで必要な財政基盤
　平成20年度決算では、帰属収入に対する学生生徒等納付金収入は69％弱であり、財政基盤
上の最大の収入となっている。次いで、国庫補助金収入、事業収入、手数料収入となってい
る。消費支出は、人件費、教育研究経費、管理経費となっている。

　ｂ．教育・研究の十全な遂行と財政確保の両立を図るための制度・仕組み
　教育研究の十全な遂行と財政確保の両立を図るための制度・仕組みについて、本学では、
予算委員会を中心に、学内計画に基づく財政計画による予算編成およびその適切な執行、事
業展開を行なうことで教育研究の十全な遂行と財政確保の両立を図っている。

Ｋ．財　　務
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３．外部資金等
　ａ．文部科学省科学研究費、外部資金、資産運用益等の受け入れ状況
　「Ｆ．研究活動および研究環境」の「２．競争的な研究環境創出のための措置」に記載し
ている。

４．予算編成と執行
　ａ．予算編成の適切性と執行ルールの明確性
　本学の予算編成・予算内容周知のプロセスは、次のとおりである。
　　①　予算編成の基本方針の提示（11月）
　　②　学生数および教員数等に基づく経常予算の配分額決定（11月）
　　③　予算申請書類提出（11月～ 12月）
　　④　予算調整・ヒアリング（12月）（学部長、事務局長、予算申請責任者）
　　⑤　予算会議開催（12月～１月）
　　⑥　予算の概要説明書・資金収支予算書・消費収支予算書（１月）
　　⑦　学校法人日本赤十字学園への予算案および事業計画の提出（１月）
　　⑧　学校法人日本赤十字学園理事会による審議および承認（３月）
　　⑨　予算決定通知（予算申請単位宛）（４月）
　　⑩　予算内容の周知（４月）
　　⑪　各部門・所管予算執行（４月）
　予算申請は、学校法人会計基準に基づき行っている。また各部門においては目的分類を用
いて、事業内容別予算額を把握できるようにしている。なお、使用申請時には教員別・研究
課題別など、細分化した使用申請を実施しており、予算の適正管理に努めている。
　予算執行は、学校法人日本赤十字学園経理規程（以下 ｢経理規程｣ という。）等に基づき
実施している。
　固定資産の取得および物品の購入については、経理規程において担当主管課、調達請求の
方法（手続）、調達決裁の専決範囲区分、発注および契約の方法、検収および支払いの方法
を定め、適正な執行に努めている。
　以上の手続きを経て実施された予算の執行額は、各部門において管理され、次年度以降の
予算編成に活用している。

　ｂ．予算執行に伴う効果を分析・検証する仕組みの導入状況
　予算執行に伴う効果を分析・検証する仕組みの導入状況について、現状においてそのよう
な仕組みは整備されていない。
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５．財務監査
　ａ．監事監査、会計監査、内部監査機能の確立と連携
　監事監査、会計監査、内部監査機能の確立と連携は、以下のとおりとなっている。
 （１） 監事監査
　本学が所属する学校法人日本赤十字学園では寄附行為に則り２人の監事を置いている。監
事はこの法人の財産の状況を監査すること、この法人の財産の状況または理事の業務執行の
状況について監査した結果、不正の点のあることを発見したとき、これを文部科学大臣また
は評議員会に報告すること、学校法人の財算の状況または理事の業務執行について理事に意
見を述べることを負っている。
 （２） 会計監査
　監査法人（公認会計士）による外部監査を期中監査として10月、決算監査として４月にそ
れぞれ実施している。また、定例監査以外でも会計処理等に関して確認、指示を仰ぐなど適
正な会計処理に努めている。
 （３） 内部監査
　本学が属する学校法人日本赤十字学園が、数年おきに経理、総務、教務、学生、入試広報
等について適正業務を行っているか監査を行っている。

点検・評価
１．中・長期的な財政計画
　ａ．中・長期的財務計画の策定およびその内容
　限られた学生数により収入の増加がさほど見込めない状況の中で、教育・研究の質の向上
をはかりながら、教職員数の割合（人件費）および恒常的費用としての建物管理費をどのよ
うに収支を均衡していくか具体的な方策を練っている。

２．教育研究と財政
　ａ．教育・研究の目的・目標を具体的に実現するうえで必要な財政基盤の確立
　このような状況の中で、教育研究にかかる配分予算は適切に配分されている。

　ｂ．教育・研究の十全な遂行と財政確保の両立を図るための制度・仕組み
　学内予算委員会等を開催し、教育研究の十全な遂行と財政確保の両立を図るための制度・
仕組みを開学から実施していることは評価できる。

３．外部資金等
　ａ．文部科学省科学研究費、外部資金、資産運用益等の受け入れ状況
　「Ｆ．研究活動および研究環境」の「２．競争的な研究環境創出のための措置」に記載し
ている。
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４．予算編成と執行
　ａ．予算編成の適切性と執行ルールの明確性
　予算編成の適切性について、平成17年度の日本赤十字武蔵野短期大学との統合により、学
生数が増え、完成年度を迎える平成20年度には、収容定員が615名（学部・３年次編入・大学
院）となった。これにより学生生徒等納付金収入等帰属収入は、ほぼ固定化されることにな
る。支出の方は、広尾キャンパス・武蔵野キャンパスの統合による、教職員人件費の増加、
建物の大規模な新増改築による管理費、減価償却費等が増加した。これにより、従来型の予
算配分並びに執行は転換期を迎えた。

　ｂ．予算執行に伴う効果を分析・検証する仕組みの導入状況
　予算編成の際に、事業の結果のみならず成果を評価し、改めてその必要性を問い直すこと
を各部門に対して課すことで、予算執行に伴う効果を分析することに繋がる努力は行なって
いるが、仕組みは整備されていない。

５．財務監査
　ａ．監事監査、会計監査、内部監査機能の確立と連携
　　監事監査、会計監査、内部監査機能の確立と連携は、はかられている。

改善方策
１．中・長期的な財政計画
　ａ．中・長期的財務計画の策定およびその内容
　　①　完成年度を迎える平成20年度以降は学生からの納付金の増加は見込めないために、
　　　　外部資金のさらなる確保や奨学基金の確保等を図る

２．教育研究と財政
　ａ．教育・研究の目的・目標を具体的に実現するうえで必要な財政基盤の確立
　　①　教員の個人研究費は現状を確保しつつ、科学研究費補助金等の競争的外部資金を確
　　　　保することで財政の健全化を図る

　ｂ．教育・研究の十全な遂行と財政確保の両立を図るための制度・仕組み
　　①　予算委員会で十分な審議を行い、教育研究と財政確保との両立を図る

３．外部資金等
　ａ．文部科学省科学研究費、外部資金、資産運用益等の受け入れ
　「Ｆ．研究活動および研究環境」の「２．競争的な研究環境創出のための措置」に記載し
ている
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４．予算編成と執行
　ａ．予算編成の適切性と執行ルールの明確性
　　①　財政の健全性を保つために、外部資金による収入増等を図っていく
　　②　予算配分の細部にわたる見直しのために、全教職員の一層の理解と具体的協力を得
　　　　る

　ｂ．予算執行に伴う効果を分析・検証する仕組みの導入状況
　　①　予算執行に伴う効果を分析・検証する仕組みの確立する

５．財務監査
　ａ．監事監査、会計監査、内部監査機能の確立と連携
　　①　本学内部での監査体制をつくる
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Ｌ．事務組織

到達目標
　本学は、学生が学習や研究をしやすく、教員が教育や研究をしやすい環境とするために、
事務組織の役割を明確化し、整備する。さらに、規制緩和と競争原理の波が大学・大学院に
も押し寄せていることから、一般事務能力に加えて、教学に特有の専門的知識・技能・態度
を身につけるとともに、大学運営への実質的な参加意識をもって総合的判断能力を有する人
材を育成する。

具体的目標
　　①　事務組織と教学組織の有機的一体性を確保するシステムを構築する
　　②　大学運営を経営面から支える
　　③　正課以外の教育プログラムを企画・立案・調整する
　　④　業務研鑽・研修へ参加する機会を確保する
 
現状説明
１．事務組織の構成
　ａ．事務組織の構成と人事配置
　本学の事務組織は学部・大学院を一括した事務局である。事務局長をトップとして、中間
に事務局次長を置き、広尾キャンパスには総務課（総務係、人事係）、経理課（経理係、管財
係、情報システム係）、学務課（学生係、教務係、入試・広報係）、図書館課があり、武蔵野
キャンパスには事務課（事務係、学務係、図書二係）である。
　大学運営は教授会・研究科委員会で審議され学長が決定するが、管理面については、管理
会議（学長、学部長、研究科長、図書館長、学務部長、事務局長、事務局次長で構成）が教
授会・研究科委員会と連携をとりながら運用している。
　事務局各部署は、それぞれの分掌を単に担うだけでなく、多様化かつ専門化している学内
諸案件に対応するため、それに関わる情報提供および管理運営・施策面で学生や教員をバッ
クアップしている。
　平成20年度は、広尾キャンパスと武蔵野キャンパスの双方合わせて、正職員21名、嘱託職
員８名、他業務委託・人材派遣・臨時職員がいる。それぞれ専門性の高い業務を含めて業務
の効率化に寄与している。

２．事務組織と教学組織との関係
　ａ．事務組織と教学組織との間の連携協力
　少子化の影響を受けて、相当数の入学志願者から選抜され優秀な学生を確保し、最新で最
善の教育を行うことが、本学の社会的責任である。この責任を果たすために、本学の事務組

Ｌ．事務組織
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織は教学組織と常に一体となって取り組んでいる。
　教員組織は自らの教育・研究活動を充実させ、事務組織は教育・研究活動にあたる教員お
よび学生を支援する関係となっている。

　ｂ．大学運営における事務組織と教学組織との有機的一体性の確保
　管理会議、教授会、研究科委員会、各種委員会等で審議された教学の方針は学長によって
最終決定が行われるが、こうした会議を経ていることから大学全体の統一的方向を定めたも
のとなっている。こうした諸会議は、教学の立場と事務の立場の双方が出席し、担当する事
務職員が分掌することで、審議された方針は事務局各部署に周知される。

３．事務組織の役割
　ａ．教学に関わる企画・立案・補佐機能を担う事務組織
　事務組織は、大学の将来像の策定、大学運営に関する調査・分析・企画・立案、および実
施・補佐に関することについて重要な役割を担っている。現状としては、事務組織が管理会
議や将来構想委員会等に参画し、企画・立案・調査・分析などの機能を果たしている。
　なお、武蔵野キャンパス事務局は、平成19年度末までは日本赤十字武蔵野短期大学事務室
内にあり、一部職員が短期大学事務との兼務となっていた。今年度より、職員４名（嘱託含）
体制とした。
　さらに、広尾キャンパスでは、看護実践・教育・研究フロンティアセンターの発足に伴い、
同センターの各部門を担当する事務職員を置き、大学事務と兼務することになった。とくに
フロンティアセンターに認定看護師教育課程が設置されたため、その業務量がかなり増えて
いる。
　事務局の各係の担当役割は以下の通りである。
　　①　総務課総務係：行事・式典・公開講座（ホームカミング・デーを含）・国際交流・
　　　　研究倫理・危機管理
　　②　総務課人事係：人事・労務管理・教職員の福利厚生等
　　③　経理課経理係：予算・決算・経理事務・研究紀要
　　④　経理課管財・情報システム係：施設設備点検・清掃、情報システム
　　⑤　学務課教務係：教務関係（学年暦・定期試験・国家試験・資格・免許等）
　　⑥　学務課学生係：学生関係（奨学金・就職・保健センター・福利厚生等）
　　⑦　学務課入試・広報係：入学者選抜試験・広報活動・学生募集活動（オープンキャン
　　　　パス・大学院説明会・大学見学等）・公開講座（ホームカミング・デーを含）
　　⑧　図書館課：司書業務
　　⑨　事務課事務係：武蔵野キャンパスの庶務業務・福利厚生・施設設備点検・清掃・学
　　　　生寮
　　⑩　事務課学務係：武蔵野キャンパスの教務関係・学生関係
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　　⑪　事務課図書二係：図書館武蔵野館の司書業務

　ｂ．学内の意思決定・伝達システムの中での事務組織
　本学における意思決定の機関である管理会議、教授会、研究科委員会には、事務局長、事
務局次長、課長、一部係長が出席している。加えて、定期的に開催されている教務委員会等
多くの委員会、会議には各課から係長・主事が出席し、意思決定に参画、運営補佐を行って
いるほか、資料の作成・調整・提出・会議録の作成等にあたっている。
　一方、事務組織においては事務局長が中心となり、次長、課長、係長を構成員とした「事
務連絡会」を月１回開催し、意思決定と伝達を図っている。
　
　ｃ．国際交流等の専門業務への事務組織の関与
　国際交流等の業務は、原則的には、教員を中心とする国際交流委員会があり、そこに事務
職員が参画している。また本年度は、全学的な取り組みとして国際赤十字の枠組みの中で、
スウェーデン赤十字大学との学生交換事業が行われた。詳細は国際交流部門での記載とす
る。
　
　ｄ．大学運営を経営面から支えうるような事務機能
　大学運営を経営面から支えうるような事務局機能の確立状況について、経営に関する方針
等は年度ごとに管理会議を中心に策定され、各課で具体化されている。また、単年度以外に
も５ヵ年計画等の中期・長期計画を策定する方向で検討をしている。ただし、大学運営を経
営面から支えうる機能をもつ専門部門・職員が確立されていない。

４．大学院の事務組織
　ａ．大学院の充実と将来発展に関わる事務局としての企画・立案機能
　大学院の充実と将来発展に関わる企画・立案に、独立して対応する機能は弱体である。
　
　ｂ．大学院の教育研究を支える独立の事務体制
　大学院看護学研究科の事務組織は独立して置いていない。研究科が広尾キャンパスに存在
することから、広尾キャンパスの学務課教務係に主として教務関係業務を行う１名を配置し、
教務関係業務以外は学部と兼務である。その理由は、本学が少人数の単科大学で事務組織が
小さく、大学院の教務関係の業務以外の業務は関連の事務担当者で処理可能と方針からであ
る。

５．スタッフ・ディベロップメント（SD）
　ａ．事務組織の研修機会の確保とその有効性
　本学が直接関係する職員研修には、学校法人日本赤十字学園が主催する教職員を対象とし
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た赤十字の理解を目的とする研修会がある。平成20年度からは本学独自の新任教職員研修会
が行われる。それ以外には、文部科学省、日本私立大学協会、看護系大学協会主催、私学共
済事務、大学基準協会等の外部機関が実施している研修等に参加している。

６．事務組織と学校法人理事会との関係
　ａ．事務組織と学校法人理事会との関係
　学校法人日本赤十字学園は、「私立学校法」に則って、理事会、評議員会等が管理・運営
にあたっている。理事長は日本赤十字社副社長大塚義治、常務理事は日本赤十字社事業局長
山田史、日本赤十字社事業局看護部長浦田喜久子、日本赤十字学園法人本部事務局長本多典
久、日本赤十字看護大学学長濱田悦子である。
　理事会は、学校法人の業務を決し、理事の執行を監督する。
　評議員会は、次に掲げる事項について、理事長において、あらかじめ評議員会の意見を聞
かなければならない。
　 ①予算・借入金、②事業計画、③予算外の重要なる義務の負担または権利の放棄、④寄附
行為の変更、⑤合併、⑥目的たる事業の成功の不能による解散、⑦収益事業に関する重要
事項、⑧寄附金品の募集に関する事項、⑨その他この法人の業務に関する重要事項で理事
会において必要と認めるもの
　本学と学園法人理事会の関係は、学長が常務理事の１人であり、常務理事会の構成員であ
る。また、事務局長は常務理事会に出席するとともに、評議員会にも出席し、事務組織とし
て法人経営の基本事項、決定・承認事項に対して意見を具申するとともに、学内事務組織へ
の周知・徹底を行っている。

点検・評価
１．事務組織の構成
　本学は単科大学であり、かつ小規模校である。現在も財政基盤が必ずしも十分に確立され
ていない情況下で、長期的な視野に立った大学運営上の企画・立案等を担当する部署が設置
できず、今後の対応を難しくしている面がある。

２．事務組織と教学組織との関係
　本学では学長の最終意思決定にいたるまでのすべての会議に事務職員が参加しており、教
学と事務が緊密な関係を保ち、それぞれの役割を十分に果たしている。
　今後は教員組織、事務組織ともにさらなる意識改革をはかる必要がある。

３．事務組織の役割
　本学の事務組織は、広尾キャンパスおよび武蔵野キャンパスにおける教学にかかわる業務
を遂行するにあたって、教育研究組織との連携は十分とれている。また、大学運営と大学経
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営への積極的な関与という点についても、徐々に効果的な役割を果たすようになっており、
学内の意思決定および意思伝達のシステムの中でも、事務組織はその構成員としての役割
が次第に大きくなっている。そのため、小規模大学であっても、大規模大学と同様の多様な
事務業務があるが、少人数で対応できるように多くの業務をコンピュータシステム化してい
る。
　事務職員の企画・専門性に関しては、教学自体が一般事務能力だけでは対応できない大学
運営という専門領域であり、これに対応できる事務職員の採用・育成に配慮する必要があ
る。さらにスウェーデン赤十字大学との提携などに伴い、今後ますます拡大が予想される国
際交流等も専門性および経験が必要な分野であり、語学的な能力だけでなく、国際的な視野
と感覚をもった事務職員が必要となる。

４．大学院の事務組織
　今後、ますます大学院重点化が図られると考えられるが、大学院拡充による業務量の増加
および複雑化に対応する大学院専任事務組織としては、マンパワーが不足していると言わざ
るを得ない。

５．スタッフ・ディベロップメント（SD）
　単科・小規模校である本学は、キャリア・ディベロップメントにつながる研修制度が未だ
に確立できていない。一般事務能力に加えて、教学や国際交流、さらには経理、情報システ
ム等の専門分化に対応するために、外部等の研修会・講習会への積極的参加が必要である。
　
６．事務組織と学校法人理事会との関係
　本学と学園法人理事会の関係は、学長が常務理事の１人であり、常務理事会の構成員であ
る。また、事務局長は常務理事会に出席するとともに、評議員会にも出席し、事務組織とし
て意見を述べるとともに、学内への周知・徹底を行っている。

改善方策
１．事務組織の構成
　　①　ICT化を充実させる
　　②　事務局職員を意識改革し、両キャンパス間の連携を強化し、一体となった大学運営
　　　　を目指す

２．事務組織と教学組織との関係
　　①　教育・研究にかかる事案の決定に事務組織の意見や提案を積極的に行なう
　　②　事務組織内の教学担当部門を強化する
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３．事務組織の役割
　　①　企画・運営および国際交流等の専門的な業務における事務職員の育成を図る
　　②　IT化をはじめ事務処理の効率化を図る
　　③　国際化に積極的に参与する
　　④　職員層の年齢的格差からくる業務の継続性の障害を克服するために年齢別の人員採
　　　　用計画を立てる

４．大学院の事務組織
　　①　大学院の規模に合わせた専任の事務組織を構築する

５．スタッフ・ディベロップメント（SD）
　　①　７年後の大学認証評価までに、報奨制度と連動する人事評価システム実施するに基
　　　　づいて、自己研鑽や外部での研修会・講習会も含んだ研修制度を確立する

６．事務組織と学校法人理事会との関係
　　①　日本赤十字学園の５大学１短期大学のスケールメリットを活かす
　　②　各大学の規程で共通化できる事項を整理するために準則を策定する
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到達目標
　大学院博士後期課程をもつ看護大学として、研究・教育のバランスの取れた適切な水準を
維持し、本学の理念・目的を実現するために、教学および経営等の諸活動に対して毎年自
己点検・評価を行い、それをもとに改善を重ねてきた結果に対して、本学の質管理の客観
性・妥当性を確保するために大学認証評価機関の相互評価を受ける。

具体的目標
　　①　自己点検・評価のための恒常的な委員会を設置する
　　②　毎年、自己点検・評価を実施し、結果を年報の形で公表する
　　③　毎年の自己点検・評価に基づく改善策を実行に移す
　　④　毎年の自己点検・評価に基づいて、平成21年度に大学認証評価機関による相互評価
　　　　を受ける

現状説明
１．自己点検・評価
　ａ．自己点検・評価を恒常的に行うためのシステム
　本学が自己点検・評価を行うことを決定したのは、大学設置基準が改正され、大学の自己
点検・評価が努力義務化された平成３年のことである。これを受けて、学則第２条に「教育
研究の水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、本学における教育研
究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その評価を公表する」ことを明記し、「自
己点検・評価内規」を整備した。
　平成６年度に最初の自己点検を行った。平成９年度には、第２回目の自己点検・評価を行
い、財団法人大学基準協会（以下「大学基準協会」とする。）による相互評価を受けた。さら
に、平成13年度には第３回目の自己点検・評価を実施し大学基準協会から相互評価に基づく
認証を得た。その際に、①教室・設備の狭隘化と老朽化の改善、②情報処理室を含むIT関
連施設・設備の充実、③図書館の物的・人的拡充、④校舎内のゆとり空間の４項目について
助言があった。これらについては平成17年度に改善報告書を提出し、承認された。
　また、平成15年度に学校教育法が改正され、文部科学大臣の認証する評価機関による定期
的な評価が義務化されたのに伴い、平成17年度に「自己点検・評価内規」の一部を改正して
「大学評価規程」と名称を変更し、毎年自己点検・評価を行い、その報告書である「年報」
を発行することにした。また、そのためのシステムとして、学長諮問機関である大学評価委
員会（以下「評価委員会」とする。）を設置した。
　現行の評価委員会の構成は、学長、副学長、学部長、研究科長、図書館長、学務部長、事
務局長、看護実践・教育・研究フロンティアセンター長、保健センター長、そのほか教授会

Ｍ．点検・評価
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構成員若干名で、委員長は学長が務めている。評価委員会は、①自己点検・評価（外部評価
も含む）の基本方針および実施項目の策定に関する事項、②自己点検・評価の実施に関する
事項、③学校教育法に定める認証評価に関する事項、④その他必要な事項を行う。
　さらに、自己点検・評価の実施に関する専門的作業を行うために、大学評価委員会のもと
に大学評価実施委員会（以下「実施委員会」とする。）を設置している。実施委員会の構成は、
各常置委員会委員長、教授会構成員若干名をもって構成し、委員長は学長が任命する。実施
委員会は、①自己点検・評価の実施に関する専門的作業、②自己点検・評価結果に基づく実
施状況・改善状況の検証、③自己点検・評価結果の公表に関する事項、④その他必要な事項
を行う。
　また、自己点検・評価に関する報告書および年報の編集・発行作業を行うために、実施委
員会のもとに大学評価報告書編集委員会（以下「編集委員会」とする。）を設置している。
編集委員会は、大学評価項目を担当する各委員会構成員をもって構成し、委員長は学長が指
名する。編集委員会は、①自己点検・評価に関する報告書の作成、②年報（学内報告書）の
作成、③その他必要な事項を行う。

　ｂ．自己点検・評価の結果に基づく改善・改革システム
　上記３つの委員会の活動によって、平成17～ 19年度の年報を発行した。年報は各常置委
員会、看護実践・教育・研究フロンティアセンター、および教員の年度ごとの活動報告をも
とにして作成し、その改善方策を次年度の活動計画に盛り込んでいる。また、平成20年度は
大学評価項目に基づいた内容での年報作成としている。

２．自己点検・評価に対する学外者による検証
　前述したとおり、本学は平成９年度および13年度に大学基準協会の外部評価を受けるとと
もに、平成17年度に改善報告書を提出し、承認されている。今回の平成21年度も大学基準協
会の相互評価を受ける。

３．大学に対する指摘事項および勧告などに対する対応
　平成13年度に実施した自己点検・評価に基づく大学基準協会からの助言に対して、改善策
を推進し、平成17年度に改善したことを報告し、承認を得ている。

点検・評価
１．自己点検・評価
　ａ．自己点検・評価を恒常的に行うためのシステム
　自己点検・評価を恒常的に行うことについて、学則上に明確に示され、そのための委員会
も実務的に構成されている。
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　ｂ．自己点検・評価の結果に基づく改善・改革システム
　学校教育法の大学評価の精神に則り、自己点検・評価を毎年行って年報を発行し、改善を
行うシステムが整っている。また、７年に１度の認証評価を、毎年の自己点検・評価に基づ
いて行うシステムとなっている。

２．自己点検・評価に対する学外者による検証
　大学基準協会の相互評価に基づく認証評価を定期的に受け、本学の自己点検・評価の客観
性・妥当性を確保している。

３．大学に対する指摘事項および勧告などに対する対応
　大学基準協会の助言は実現され、承認されている。

改善方策
１．自己点検・評価
　ａ．自己点検・評価を恒常的に行うためのシステム
　　①　自己点検・評価を恒常的に行うシステムを効果的に稼働させるために、大学評価委
　　　　員会および大学評価実施委員会を定期的に開催する
　　②　現在のところ、年報には現状報告のみ記載しているが、点検・評価の意味を強化し、
　　　　各年度ごとの評価と課題を明確にした体裁に改善する

　ｂ．自己点検・評価の結果に基づく改善・改革システム
　　①　本学の理念・目標に向かって継続的に研究・教育・経営の質管理のサイクルをうま
　　　　く機能させるために、各常置委員会の活動を前年度に立案した改善方策をもとに活
　　　　動する
　　②　大学評価委員会は前年度の改善策の実施状況と改善状況をモニターする

２．自己点検・評価に対する学外者による検証
　　①　本学の自己点検・評価の客観性・妥当性を確保するために、今後も文部科学大臣が
　　　　認証する評価機関の実施する評価を受ける

３．大学に対する指摘事項および勧告などに対する対応
　　①　本学をよりよい大学にするために、文部科学省からの指摘事項および大学基準協会
　　　　からの勧告は直ちに改善策に盛り込んで実施する
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到達目標
　本学の教学・研究、および経営の諸活動に関する情報を積極的に公開し、社会および本学
学生、保護者、教職員、ならびに関係者に対する説明責任を果たす。

具体的目標
　　①　自己点検・評価報告書（年報）をWeb上に公開する
　　②　外部評価の結果をWeb上に公開する

現状説明
１．本学の情報公開に対するポリシー
　本学は学則に定めた理念・目的を実現するためにあらゆる努力を重ねるが、その対象は学
生である。いかにして看護学および国民医療に興味をもってもらい、受験行動に結びつけ、
優秀な学生を選抜できるかが鍵となる。
　そのために本学の教育、研究、実践、社会貢献等々、本学が行っている活動を紙媒体や
Web上に公開する。

２．財政公開
　本学は、平成13年度から、私立学校法に基づいて閲覧希望者に財政状況を公開してきた。
また平成17年度から本学ホームページからWeb上で公開している。
　公開内容は、①収支計算書および貸借対照表、②財産目録、③その他（日本赤十字学園全
体の事業報告、監査報告等）である。

３．情報公開請求への対応
　情報公開の請求に対しては誠実に対応するように準備しているが、今回の自己点検・評価
の対象期間にそのような請求はなかった。

４．点検・評価結果の発信
　ａ．自己点検・評価結果の学内外への発信
　平成17年度から毎年自己点検・評価を行ない、その結果を年報として刊行し、赤十字機関、
看護系大学・短期大学、近隣大学等に配付した。平成21年度には外部評価を受けることから、
早急に年報をWeb上に公開することを検討し、実施しないといけない。

　ｂ．外部評価結果の学内外への発信
　平成13年度に実施した自己点検・評価に基づいて大学基準に照らして適合していると認証

Ｎ．情報公開・説明責任
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されたことを示す財団法人大学基準協会（以下「大学基準協会」とする。）の相互評価の結
果をWeb上に公開している。

点検・評価
１．本学の情報公開に対するポリシー
　看護学および国民医療に興味をもってもらうために、 Web上に本学に係る情報を公開して
いる。

２．財政公開
　平成13年度から財政状況を公開しているが、平成17年度からWeb上で公開することでいつ
でも誰でも情報にアクセスできるようになった。

３．情報公開請求への対応
　今回の自己点検・評価の対象期間に情報公開の請求がなかったため、評価することができ
なかった。

４．点検・評価結果の発信
　ａ．自己点検・評価結果の学内外への発信
　年報を冊子体で配付することは行っているが、より広い範囲に公開できるWeb上での公
開は行っていない。

　ｂ．外部評価結果の学内外への発信
　財団法人大学基準協会の相互評価結果をWeb上に公開している。

改善方策
１．本学の情報公開に対するポリシー
　　①　ホームページ上の情報を頻回に更新する

２．財政公開
　　①　特に改善するところはない

３．情報公開請求への対応
　　①　特に改善するところはない
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４．点検・評価結果の発信
　ａ．自己点検・評価結果の学内外への発信
　　①　平成17年度に遡って、年報を可及的速やかにWeb上に公開する

　ｂ．外部評価結果の学内外への発信
　　①　平成21年度の大学基準協会による評価結果をWeb上に公開する
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方針
　日本赤十字看護大学図書館は、日本赤十字武蔵野短期大学との統合により、広尾キャンパ
スと武蔵野キャンパスそれぞれに図書館を持ち、蔵書数合わせて約13万６千冊の、看護単科
大学としては国内最大の図書館となる。看護学部・大学院修士課程・大学院博士後期課程、
さらに看護実践・教育・研究フロンティアセンターを擁することから、日本赤十字看護大学
図書館は、看護基礎教育はもちろんのこと、高度な看護実践者（専門看護師・認定看護師）・
看護管理者（認定看護管理者）の養成、自律した看護研究者の育成、および最新の看護研究
の遂行に応えることのできる質・量を確保する。
　また、日本赤十字看護大学図書館は、日本赤十字学園傘下の看護大学の中核となる図書館
として、常に最新・最善の看護学に関する資料を収集するという方針を堅持する。また、教
育・研究・実践に必要な資料を特定し入手するために、各種文献検索データベースを提供す
るとともに、迅速に入手するための手だても提供する。

図書館における平成20年度の具体的目標
　　①　学部生および大学院生の教育・研究に資する資料を選定し、看護基礎教育へ十分に
　　　　対応できる所蔵資料にする
　　②　看護基礎教育では比較的新しい分野である高度な看護実践者（専門看護師・認定看
　　　　護師）・看護管理者（認定看護管理者）の養成に対応できる所蔵資料にする
　　③　自律した看護研究者を育成するとともに、その研究者が看護研究を遂行できるよう
　　　　に、看護学だけでなく利用可能な学問領域の資料も選定する
　　④　広尾館・武蔵野館それぞれの歴史からくる特色を生かしつつ、資料の分類・整理や
　　　　利用規則については一体化を図る
　　⑤　学生の希望に応じて、可能な限り開館時間を延長することを検討する
　　⑥　５限目までの授業や遠方での看護学実習で、平日に図書館利用時間が十分にとれな
　　　　い学生のために、土曜日の開館を検討する
　　⑦　大学のホームページを通じて、少なくとも大学院修士論文・博士論文のタイトルを
　　　　公表する
　　⑧　『日本赤十字看護大学紀要』をリポジトリ化する
　　⑨　日本赤十字学園の中核をなす大学として、学園傘下の他の大学に不足する看護学資
　　　　料の複写・供給など、資料の偏在に対応する
　　⑩　日本赤十字社の看護師養成に関する歴史資料を保存・調査・分類・公表する
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現状
Ａ．図書・図書館の整備
１．資料の体系的整備とその量的整備
　本学図書館の所蔵資料総数は、図書135,909冊、視聴覚資料3,333点である（表92、表93）。
　資料の約６割を所蔵する広尾館では、学部教育、大学院教育、学部と大学院の学生たちの
研究、および教職員の最新知識の獲得と研究に役立てるための資料を中心に蔵書構成がされ
ている。看護学や看護実践に関するものだけに留まらず、看護学と結びつきの強い人文社会
科学系の幅広い範囲の資料も収集されている。
　資料の約４割を所蔵する武蔵野館では、日本赤十字武蔵野短期大学時代より、利用者の多
くが保健師・助産師を含む看護師であることから、看護系の資料を網羅するという方針がと
られていた。看護師・助産師・保健師の養成、教職員の最新知識の獲得・研究、および隣接
する武蔵野赤十字病院の職員ほか臨床実践者の利用にも役立てる資料を中心に構成されてい
る。
　平成20年度の図書館資料費は、図書費（視聴覚資料含む）10,733,001円、雑誌費（追録・
新聞含む）15,201,783円、計25,934,784円、データベース利用料2,124,370円であった（表94、
表95）。
　図書費については、学生数を資料購入予算の根拠とし、学生１名あたりの額を決めて積算
して総予算を算出している。予算確定後、各教養科目・専門基礎科目担当教員、専門科目の
各領域、図書館へ図書費を配分し、担当教員および司書が選択して資料を購入している。平
成20年度は予算の66.5%を、教養教育科目を含めた各領域に配分、33.5%をレファレンス・ブ
ック、継続購入図書、雑誌製本費、学生からのリクエスト用および図書館選書分とした。
　図書および視聴覚資料の分類は、広尾館は、看護・医学系はNLMC（米国国立医学図書館
分類法）、その他はNDC（日本十進分類法）を使用、また赤十字関係資料は独自に分類して
いる。武蔵野館は、NDCおよびNDCを展開した独自分類５種類を使用していたが、大学統
合後に受け入れた看護・医学系資料はNLMCを使用している。
　学術雑誌については、購読を開始した場合その継続に意義があることから、利用者からの
新規購入要望をもとに図書館運営委員会で慎重に可否を決定している。また、洋雑誌価格が
年々高騰し資料費全体を圧迫しているため、なるべく広尾館・武蔵野館で重複購入している
雑誌を減らすなど、毎年購読タイトルの見直しを行っている。電子ジャーナルは、あまり要
望がないこともあり契約をしていないが、冊子体とセット販売になっているものはホームペ
ージから閲覧可能である。
　教員研究費で購入された研究用図書については、図書館で仮登録をしてから教員の研究室
で保管している。教員退職後大学に返納された図書は、雑収入図書館資料として正規に登録
され、利用に供している。
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　表92　所蔵資料数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年3月31日現在
和 洋 合計

図書資料 （図書・製本雑誌） 118,870冊 17,039冊 135,909冊
視聴覚資料 （VHS・DVD等） 3,224点 109点 3,333点

　表93　平成20年度の受入（備品登録）資料数　　＊購入・寄贈・雑収入
和 洋 合計

図書資料 図書 2,377冊 144冊 　2,521冊
製本雑誌 474冊 232冊 　706冊
計 2,851冊 376冊 3,227冊

視聴覚資料 VHS 29点 0点 29点
DVD 　63点 　1点 　64点
CD 　5点 　0点 　5点
計 97点 1点 98点

　表94　平成20年度図書費
和 洋 合計

図書資料 図書 6,818,797円 1,008,270円 7,827,067円
製本雑誌 1,008,270円 616,160円 1,514,918円

視聴覚資料 VHS 211,098円 0円 211,098円
DVD 1,175,957円 813円 1,176,770円
CD 3,148円 0円 3,148円

合計 9,107,758円 1,625,243円 10,733,001円

　表95　平成20年度雑誌等購入費（単位：円）
和 洋 合計

新刊雑誌 3,372,471円 9,485,573円 12,858,044円
バックナンバー 719,300円 76,500円 795,800円
追録 1,160,422円 0円 1,160,422円
新聞 370,477円 0円 370,477円
その他 17,040円 0円 17,040円

合計 5,639,710円 9,562,073円 15,201,783円

２．図書館の規模、開館時間、閲覧室、情報検索設備や視聴覚機器の配備等
　ａ．図書館の規模等
　広尾館は、平成18年の新館移転により旧館427㎡の倍以上の1096.8㎡のスペースとなった。
広尾館だけで年間2500冊以上のペースで図書資料が増加しているが、まだ書架には余裕があ
る（表96）。貴重書等のごく一部を除くすべての資料が開架書架ならびに電動式集密書架に
配架され、自由に閲覧することが可能である。学術雑誌は、2000年までに刊行されたものは
電動式集密書架へ、2001年以降刊行のものは開架書架へ配架している。新着雑誌についても
製本雑誌と並べて開架書架に配架しているが、最新雑誌は話題になっていることが素早く把
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握できるよう、表紙が見える形で展示してほしいという要望もある。
　武蔵野館は、全体としては収容可能冊数までは達していないが、書庫はほぼ満杯になって
おり、新着図書を配架する際などは、その都度古い図書を電動書架に移動しなければならな
い状態である。ただし、かなり大量の雑誌バックナンバーについて、広尾館への所蔵変更希
望もあるため、レイアウトの変更等は必要になるが当分の間は対応できるものと思われる。
　また、広尾館のみ、ICカード対応のセキュリティロック・ドアと入館ゲート、監視カメラ
が設置されている。広尾館土曜開館の際は、大学建物および図書館入口のセキュリティ・ロ
ックを、ICカード（学生証または職員証）で解錠して入館することができる。
　表96　面積、収容可能冊数等

広尾館 武蔵野館
面積等 備考 面積等 備考

総面積 1,096.8㎡ 432㎡
　 閲覧スペース 760.91㎡ 82㎡
　視聴覚スペース  35.8㎡ 7㎡
　情報端末スペース － 閲覧スペースに含む 19㎡
　その他サービススペース 48.84㎡ グループ学習室 3㎡
　書庫 147.4㎡ 233㎡
　事務スペース 103.85㎡ 32㎡
　その他管理スペース 0㎡ 56㎡
棚板総延長 4,055m 2,640ｍ
収容可能図書冊数 112,639冊 73,333冊

　ｂ．開館時間等
　広尾館の開館時間は平日９：30－20：00、夏季休暇等学生休暇中は９：30－17：00である。
平成20年４月より学部生・大学院生とも要望の多かった土曜開館を実施、夏季・春季休暇等
を除く毎土曜日10：00－17：00に開館している。平成19年度試験的に実施した、閉館後20時
から23時までの夜間開館は、利用実績が少なかったため平成19年度で中止とした。閉館日は、
日曜・祝日・日本赤十字社創立記念日・年末年始・入試日・年度末集中業務のため３月下旬
から４月上旬の約１週間である。
　武蔵野館では、武蔵野赤十字短期大学閉学による武蔵野キャンパス利用学生数の減少のた
め、平成20年度より開館時間を見直した。平日は、授業や実習後も利用できるよう学生のス
ケジュールに合わせて開館時間を３通りに設定、武蔵野キャンパスで看護学実習のある日は
19：30まで、５限授業の行われる日は18：30まで、その他は17：00までとなっている。土曜
開館は平成19年度で中止した。土曜以外の閉館日は広尾館とほぼ同様である（表97）。
　平成20年度の入館者数は、平成19年度より広尾館では約９%増加、武蔵野館では32％減少
となった（表98）。
　図書の貸出冊数は全体で前年度より約４%の増加であった。広尾館・武蔵野館間では、貸
出希望に応じ資料の相互利用（取り寄せ）を行っているが、このサービスの利用は年間で84
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件であった（表99）。
　表97　開館時間・開館日数
曜日 開館時間 広尾館 武蔵野館 備考
月－金 9：30－20：00 179日 － 学生長期休暇中等を除く平日

9：30－19：30 － 82日 ①武蔵野キャンパス実習時
9：30－18：30 － 17日 ②武蔵野キャンパス５限授業開講日
9：30－17：00 42日 130日 学生休暇中、武蔵野館①②該当外

土 10：00－17：00 38日 閉館
開館日数合計 259日 229日

　表98　入館者数
広尾館 武蔵野館

年間 51,853人 8,854人

　表99　貸出冊数（広尾館・武蔵野館）
学部生 大学院生 研修生等 教職員 学外 計
8,256冊 8,084冊 590冊 1,896冊 909冊 19,735冊

　ｃ．閲覧室等
　閲覧室等の状況は表のとおりとなる。広尾館では新館への移転後閲覧席数も倍以上になっ
たため、座席が不足することはない。グループ学習室は、時期によっては３室ともほぼ１
日中使用されていることがあるが、予約優先で利用できるため問題が発生したことはない。
AVルームやAVブースも同様である（表100、表101）。
　武蔵野館では、閲覧席はある程度余裕をもって使われているが、AVブースが２席とも埋
まってしまい、利用希望に応えられないことがある。
　表100　閲覧室等

広尾館 武蔵野館
閲覧席 121席 65席
AVブース 5席 2席
AVルーム 2室×4席 －
グループ学習室 3室×6席 －

 表101　AVブース・AVルーム・グループ学習室等利用状況（年間）
広尾館 武蔵野館

AVブース 164名 72名
AVルーム 107グループ －
グループ学習室 267グループ －

　ｄ．情報検索設備や視聴覚機器の配備
　利用者用の検索用に設置されたパソコンは、広尾館で８台、武蔵野館で５台である。平成
18年９月に広尾館の利用者用端末６台の入れ替え、平成19年９月に図書館データベースサー
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バ、WebOPACサーバ、広尾館の業務用端末4台、利用者用端末広尾館分２台と武蔵野館分
５台を入れ替えており、平成20年度は特に変更はなかった。検索用パソコンは、利用が集中
する時間には全部が使用されていることもあるが、情報処理室等学内の他の場所でも同等の
検索ができるため、利用者からの不満は出ていない。
　視聴覚機器も平成19年度と変化なく、広尾館でAVルーム２室とAVブース５席分として
VHS/DVDプレーヤーが５台、武蔵野館ではAVブース２席分２台がある。　
　利用者用の複写機は、広尾館でプリペイドカード式が３台、武蔵野館ではプリペイドカー
ドとコインのどちらも利用可能なものが１台設置してある。広尾館では、学生数が増えたこ
ともあり、平常は問題ないが、時期や時間帯によってはかなり混みあうこともある。武蔵野
館では利用者用・業務用兼用で、利用者優先で使用されている。学外からの文献複写依頼が
多い場合は不便なこともある（表102）。
　表102　設備状況 

広尾館 武蔵野館
検索用パソコン 8台 5台
VHS/DVDプレーヤー 7台 2台
利用者用複写機 3台 1台

Ｂ．情報インフラ
１．学術情報の処理・提携システムの整備
　図書館システムについては、「情報館」のソフトを「情報館5.0」から「情報館v6」へヴァ
ージョンアップしており、平成20年度は特に変更はない。OPACはWeb公開しているため学
外からも所蔵検索ができる。図書・視聴覚資料・製本雑誌はすべて目録が作成されOPACで
提供されてはいるが、統合前の各館での図書館システムの変更、大学統合後の２館のデータ
の統合などの際、データ移行もれや重要データの消失があった。このため所蔵があるにもか
かわらず検索結果に出てこないなどの問題も時々起きている。
　文献検索データベースについては、平成20年現在契約中のものは表103のとおりである。
これらは学内LANで利用している。「CINAHL with Full Text」は日本看護図書館協会コン
ソーシアム、「医中誌WEB」と「JDreamⅡ」は日本赤十字学園コンソーシアムにより契約
している。データベース契約料の一部に同窓会からの寄付金50万円を充てている。大学院生
や教員からは心理学関係のデータベース等の要望もあるが、高額なため契約は難しい。
　表103　データベースの種類と同時アクセス数

データベース 同時アクセス数
医学中央雑誌WEB     5アクセス
JDreamⅡ 20アクセス
CINAHL Plus with Full Text   1アクセス
Cochrane Library　 無制限
CiNii　 無制限
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　本学の教員および学生の研究成果公表の一環として、本学紀要および博士論文要旨を看護
系大学へ送付している。本学紀要は、国立情報学研究所の電子化事業によってPDF化し、学
術研究ポータルGeNiiの論文情報ナビゲータCiNiiでも公開している。またホームページに表
題と研究者名の学位論文一覧、「博士学位論文内容の要旨および審査の結果の要旨」を掲載
しており、学外からも論文の閲覧について問い合わせがある。

２．国内外の他大学・他図書館との協力
　日本看護図書館協会、私立大学図書館協会、日本図書館協会等に加盟し、相互利用のシス
テムを整え、各館に不足する資料を貸出や複写により補い合っている。
　そのほか、日本赤十字学園傘下の他大学図書館と「日本赤十字学園図書館連絡会」を年１
回開催し、データベース等の共同購入の検討や、図書館運営において発生する問題の相談、
資料の整備方法に関する細かいノウハウの交換等を行っている。平成20年度は日本赤十字九
州国際看護大学で開催され、職員1名が参加した。
 国立情報学研究所の共同書誌目録：NACSIS－CATに所蔵雑誌データを登録し、インタ
ーネットのＷebCATで所蔵が検索できるようにしている。同じく国立情報学研究所の相互
貸借システムNACSIS－ILLおよび文献複写料金等相殺サービスに加入しており、NACSIS－
CATで調査した文献の所蔵館と相互に文献複写を依頼・提供できる。
　平成20年度の文献複写サービスの受付および依頼件数は表104のとおりとなる。対前年度
比でみると、受付件数は、広尾館約６％増加、武蔵野館約26％減、依頼件数は、広尾館11％
減、武蔵野館は主な利用者が１年生となり、複写依頼はなかった。
　本学図書館で受け付けた文献複写は、上記NACSIS－ILLシステムを利用できない教育機関
や医療機関からの依頼も多い。赤十字病院を含め、国内の病院図書室からの文献複写依頼に
応じることで、卒業生等臨床看護師へサービスを提供している。
　表104　文献複写サービス件数　

広尾館 武蔵野館
文献複写受付件数 1,922件 1,566件
文献複写依頼件数 625件 0件

　学外者の来館利用については、身分証明のできるものを保有していれば、土曜を除き、本
学図書館の開館時間内に人数制限等を設けずすべての利用希望者に対応している。学外者の
中には、資料を破り持ち出そうとするなど、悪質な利用者も稀にいる。防犯カメラで監視し
ているが、即時的な対応は難しい。
　平成20年度学外者の学外者の来館利用人数は、広尾館1064人、武蔵野館762人であった。
広尾館は平成19年度の1375人から29％減少、武蔵野館では、利用人数は平成19年度の378人
から約２倍に増加した（表105）。
　広尾館の場合、広尾キャンパスと同じ敷地内にある日本赤十字社幹部看護師研修センター
や日本赤十字社助産師学校の学生・教員、日本赤十字社医療センターの職員が主な学外利用
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者であるが、他機関の研究者による博士論文や修士論文の閲覧、大学院志望者による過去の
入試問題を複写、学部入学希望者が大学案内のDVDを館内で視聴するなどの利用も多い。
武蔵野館では、武蔵野キャンパスに隣接する武蔵野赤十字病院の職員が主な学外利用者であ
る。また、近隣の大学で新設された看護学部学生の実習中の団体利用も受け入れている。
　学外者の利用時間は、広尾館では平日の20時まで、土曜日はセキュリティの関係で利用希
望には応じていない。武蔵野館では建物へ入るためのセキュリテイ規則のため、平日18：00
までの利用を限度としている。
　また、本学卒業生および退職者、日本赤十字社関連団体職員は、館外貸出を受けるための
利用登録が可能である。広尾館ではすべての登録者が有料、武蔵野館では武蔵野赤十字病院
職員のみ無料で登録ができる。平成20年度の利用登録数は表106のとおりで、広尾館は平成
19年度より約40％増であった。
　表105　学外者の来館利用人数
利用者区分 広尾館 武蔵野館
卒業生 320 7
その他 744 755
合計 1064 762

　表106　学外者の利用登録人数
利用者区分 広尾館 武蔵野館

卒業生・退職者 21 1
日本赤十字社幹部看護師研修センター学生・職員 37 0
日本赤十字社助産師学校学生・職員 20 0
その他日本赤十字社関連団体関係者 5 96

合計 83 97

３．学術資料の記録・保管のための配慮
　図書については、平成15年度以降受け入れた貴重本を除く図書にブックコートフィルムを
装着して表面を保護し、劣化を防止するようにしている。
　視聴覚資料は、VHSは劣化が避けられないので、教員が必須資料と認めたものに関しては、
DVDに切り替えていっている。
　学部生の卒業論文については、プラスティック・ファイルに入れて学務課へ提出されたも
のを図書館の開架書架に収めて閲覧に供している。利用は閲覧のみで、複写は禁止している。
　大学院看護学研究科修士課程と博士後期課程の論文は、製本して学務課へ提出されたもの
を、図書館の学位論文コーナーに収め、閲覧に供している。研究者の希望によって「閲覧の
み」「一部複写可」「全文複写可」という範囲で複写に制限をかけている。それぞれの論文の
研究者名とタイトルは、図書館のホームページ上に公開している。
　広尾館・武蔵野館とも資料は貴重書を除き全開架式で、利用者は自由に閲覧できるように
なっているが、開架式のため書架の配列が乱れやすい。広尾館ではアルバイトやボランティ
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アによる書架整理と、職員による確認や移動を行い、整備に努めている。武蔵野館では職員・
アルバイトが折を見て整理している。ただし両館とも整理に十分な時間がとれているとは言
えず、実習時やレポート提出時には、特に看護学の図書や和雑誌の乱れが目立つ。
　広尾館・武蔵野館とも、蔵書の紛失防止対策として、すべての資料に磁気テープを装着
し、ブック・ディテクション・システムを退出ゲートに設置している。この装置は効果的で
はあるが、時にはこのシステムに反応する磁気テープを除去しようとの意図で資料を損壊す
る利用者もいる。
　広尾館では平成20年６月、武蔵野館では12月に、業者を投入して蔵書点検を実施した。そ
の結果、新館移転時に所在場所のデータが未修正であったなどの問題が発見され、多くのデ
ータ訂正がされた。今後もなるべく毎年蔵書点検を行うことが望ましいが、閉館日の設定が
難しいこと、準備・調整・後処理にかなり時間がかかること等の問題がある。

４．日本赤十字看護大学に関する歴史資料
　本学では、看護実践・教育・研究フロンティアセンターの事業として歴史編纂プロジェク
トを立ち上げ、旧図書館や日本赤十字社医療センター幹部看護師研修センター等本学敷地内
にある史料の所在を明らかにした。
　明治以来の看護教育の伝統を持つ本学に関する貴重史料の散逸を防ぎ、可能な限り整理・
保存することは、一大学の歴史のみならず赤十字看護教育および日本の看護教育史を探究す
るうえで有意義であるとの認識を新たにし、日本赤十字社に対して平成20年度も同様に歴史
研究助成費の申請（942.9万円）を行った。その主旨は下記の通りである。

　・目的
　　①　明治・大正･昭和中期における日本赤十字社の看護婦養成事業と救護活動に関する
　　　　史料収集、保存、編纂のため
　　②　日本赤十字社の看護教育研究のための学術的な基盤整備のため
　　③　赤十字看護の良き伝統を将来世代に伝承するため
　・具体的活動
　　①　本学所蔵史料の基本調査
　　②　全国赤十字病院･学校の史料所在調査
　　③　関連資料の収集－購入･寄贈・寄託受け入れ
　　④　史料データシステムに関する専門家と専門機関への訪問調査
　　⑤　展示コーナーの設置とホームページ整備

　日本赤十字社からの研究助成金により、日本赤十字看護大学史料室および歴史展示コーナ
ーが実現し、史料利用の申し出による公的機関への貸し出し、複製等の事業が行われている。
保管および保存処置を施した史料をもとにした研究成果は、玄関を入ったところにある広い
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ユーティリティスペースの一角に設けた歴史展示コーナーに展示するとともに、本学のホー
ムページでも公開している。

点検・評価
Ａ．図書・図書館の整備
１．資料の体系的整備とその量的整備
　本学図書館は、国内の看護系単科大学としては歴史が長いことから古い資料も揃い、また
新刊図書や雑誌を購入するための予算も他大学に比して十分に得られているといえる。
　広尾館では、各専門領域に図書予算を配分して選書を行うシステムを採用してきた。教員
により良書が選択され、高度な専門書が充実している。ただし学部生や臨床の場で働いてい
る看護師向けの資料はやや手薄になっていたため、平成20年度は、看護基礎教育へ十分に対
応できる資料の充実に努めてきた（具体的目標①）。また、認定看護師等高度な看護実践者
の養成に対応できる資料を構築すべく、大学の図書費とは別の予算で専門の資料を購入し受
け入れてきた（具体的目標②）。そのほか、看護学だけでなく、心理学や社会学等の利用可
能な他の学問領域の資料も、図書リクエスト費等を使用して多数購入している（具体的目標
③）。
　武蔵野館は、国内発行の看護関係資料を網羅的に収集するという方針で購入してきた経緯
から学部学生向けの図書や視聴覚資料が充実している。
　両館を合わせた場合、ほとんどのニーズに対応できているが、資料の搬送を行う公用車の
キャンパス間定期便の運行頻度が週１、２回程度と少ない。スピーディな取り寄せができる
よう便数増加が望まれる。
　広尾館・武蔵野館の資料の分類・整理の一体化（具体的目標④）、については、新規受入
資料については実施できているが、大学統合以前に受け入れた資料はそのままとなってい
る。業務を行うためのマンパワー確保が課題となる。
　電子ジャーナルについては、洋雑誌の冊子にサービスとして無料で提供されているものし
か提供していない。電子ジャーナルの普及に伴い、今後は冊子の雑誌も保存しつつ、電子ジ
ャーナルを契約する費用を捻出することが課題である。
　研究費による購入資料については、人員不足のため前年同様簡単な仮登録しか行っていな
いが、資料の有効利用のためには、図書館システムに目録を入力し、教員研究室に保管中も
検索が可能になるようにしなければならない。

２．図書館の規模、開館時間、閲覧室、情報検索設備や視聴覚機器の配備等
　広尾館の場合、床面積も広く、ゆったりとした調度配置で、利用者にとって快適な利用環
境が提供されている。電動集密書架に十分な余裕があり、書架スペースにも当面問題はない。
武蔵野館では、書架に余裕がないため図書の出し入れや移動がしづらく、整理業務の能率低
下を招いている。広尾館・武蔵野館間で必要な雑誌の移管を行い、それにともなって書架の
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レイアウト調整を行う必要がある。教員から要望のある表紙が展示できる新着雑誌架につい
ては、購入予算獲得が課題である。
　前年度からの課題として、広尾館土曜開館の要望に応えるための体制を整えることがあっ
た（具体的目標⑤⑥が、これについては平成20年度に実現をみた。実習中等は特によく利用
されており、評価できる。これ以上開館時間を延長してほしいとの要望は出ていないことか
ら、この体制で十分と思われる。武蔵野館の開館時間については、もうしばらく様子を見て
利用者の要望があれば検討するとよいと思われる。
　閲覧室は、広尾館・武蔵野館とも学生数に対し十分な座席数が確保されている。
　設備については、武蔵野館でのAVコーナーや複写機の増設が望ましい。

Ｂ．情報インフラ
１．学術情報の処理・提携システムの整備
　学術情報の処理・提携システムの整備としては、まず文献検索データベースのアクセス数
の増加が必要であるといえる。最も利用が多い医中誌Webは同時アクセス数５とぎりぎり
の数のため、この倍程度のアクセス数で契約できるとよい。CINAHLも同時アクセス数１と
少ないので、増加が望まれる。また、現在利用しているデータベースのほか、有用と判断で
きるものに関しては今後積極的に取り入れて利用に供していくべきである。
　図書館システム内の資料データについては、膨大な量ではあるが引き続き確認と訂正を続
けていかなくてはならない。蔵書点検の結果判明したアンマッチデータについても、書庫等
を整理・再確認し、引き続き蔵書点検を繰り返して検証する必要がある。
　ホームページ上の、学位論文タイトルリストと「博士学位論文　内容の要旨および審査の
結果の要旨」は閲覧可能となった（具体的目標⑦）。
　「日本赤十字看護大学紀要」は、国立情報学研究所の情報ナビゲータCiniiで無料公開され
ているが、PDF化されたもののリポジトリ化も視野に入れていく必要もあり、具体的目標
⑧に挙げている。現在のところこのプロジェクトを進めるゆとりがなく、実行できていない。

２．国内外の他大学・他図書館との協力
　NACSIS－ILLの文献等複写料金相殺サービスシステム加入、またFAXによる複写申し込
みも従前どおり受け付けており、全国からの複写依頼に応じている。日本看護図書館協会、
私立大学図書館協会等への加盟により、相互利用のシステムを整えており、また日本赤十字
学園の中心となる図書館として、学園傘下の他の大学に不足する看護学資料の複写・供給に
も協力している（具体的目標⑨）。
　学外者の利用については、免許証等を含め身分を証明できるものさえ保持していればすべ
ての利用希望者を受け入れている。卒業生や日赤関係者等には有料ながら貸出サービスも行
い、よく利用されていることは評価できる。
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３．学術資料の記録・保管のための配慮
　図書については、コーティング処置を施しているため、著者の意図が伝わりやすく、また
劣化防止にもなっている。特に問題は認められない。
　雑誌は、現物・データ両方が細かく管理されており、紛失等も少なく特に問題はない。
　視聴覚資料については劣化が進んで使用に耐えないものも出てきているが、その都度買い
替えを行うなど対応はできている。
　卒業研究・修士論文・博士論文は、閲覧者が多いが、傷みの目立つものはほとんどない。
ただし学位論文コーナーはスペースに限りがあるため、５年以内に保管場所を検討する必要
が生じると思われる。
　赤十字資料は、パンフレット状の資料も多く、利用しやすい整理方法を今後検討していく
必要がある。
　館内の書架の整理については、館内で利用した図書を利用者ではなく図書館員が配架して
欲しいとの要望が以前よりあるが実現できていない。その要員確保は継続課題となる。

４．日本赤十字看護大学に関する歴史資料
　具体的目標⑩に掲げた「日本赤十字社の看護師養成に関する歴史資料を保存・調査・分類・
公表する」に近づくべく、貴重な資料を収集・整理している。
　貴重書の管理については、コンディションの整った環境で保管していることは評価できる
が、古いデータの内容確認のため現物が必要な場合など、管理面ではいくらか不便である。
また、以前図書館で保管していたものは図書館システムにデータが入力されているが、現在
史料室の予算で購入している資料については入力がされていない。今後図書館と史料室と
で、データの管理をどのようにしていくか、作業効率のよいシステムを検討していく必要が
ある。

改善方策　
Ａ．図書・図書館の整備
１．資料の体系的整備とその量的整備
　①　引き続き、看護の専門領域だけでなく、看護学教育および看護学研究に必要な資料を
　　　収集するために、幅広い視点をもって出版情報を調査・購入する
　②　広尾館・武蔵野館間の相互利用資料運搬のための定期便の運行数を増やす
　③　広尾館・武蔵野館の資料の分類・整理の一体化を継続して進める
　④　より内容にあった分類項に分類できるように、司書と教員が連携する
　⑤　電子ジャーナルの契約費用を捻出する
　⑥　研究費購入資料のデータベース化のための職員を増強する
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Ⅱ．図書館

２．図書館の規模、開館時間、閲覧室、情報検索設備や視聴覚機器の配備等
　①　座席数を維持し、調度の質が下がらないようにメンテナンスを行う
　②　武蔵野館のAVコーナーや複写機の増設のための予算の確保
　③　学術的価値がなくなった医学図書等を処分して、新たな資料のためのスペースを捻出
　　　する

Ｂ．情報インフラ
１．学術情報の処理・提携システムの整備
　①　文献検索データベース『医中誌Web』のアクセス数増加
　②　文献検索データベース『CINAHL』のアクセス数増加
　③　有用なデータベースについては、積極的に導入を検討する
　④　電子ジャーナルについて、有用性を確認した上で導入を検討する
　⑤　OPACで提供している目録についてのデータ検証と修正を急ぐ
　⑥　大学としてのリポジトリの構築

２．国内外の他大学・他図書館との協力
　①　特に改善すべき点はない

３．学術資料の記録・保管のための配慮
　①　赤十字資料の整理方法を検討し、より利用しやすいものにする
　②　書架整理に十分な時間がかけられるよう、必要な人員を確保する

４．日本赤十字看護大学に関する歴史資料
　①　図書館と史料室で、貴重資料のスムーズなデータ管理方法を検討する
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Ａ．看護実践・教育・研究フロンティアセンターの目的と運営

１．目的と意義
　看護実践・研究・教育フロンティアセンター（以下、「フロンティアセンター」という）
は、大学がこれまで蓄積してきた知的・実践的ノウハウをもとに、人々に求められる看護の
可能性を追求し、開かれた大学をめざして平成17年８月に開設された。人々の健康ニーズは
多様化し、医療や看護への期待もますます大きくなってきている。そこで新たな発想で創造
的な活動を行う必要があるとの共通認識のもとにスタートしたものである。
　その目的は、以下の通りである。 
　　①　大学としての教育機能を学内にとどめず、看護界ならびに広く国内外の社会に貢献
　　　　する資源として活用できるようにする。
 　　②　研究活動を通してその知見を学内外に発信し、研究成果を社会共有の知識として広
　　　　め、人々の福祉と健康に資するために活用する。 
　　③　多様化する社会・個人のニーズに対応しつつ、一人一人を大切にした新しい看護活
　　　　動を推進する核として活動する。

２．大学におけるフロンティアセンターの組織と位置づけ
　ａ．学内の位置づけ
　フロンティアセンターは、日本赤十字看護大学学則第43条の３第２項に規定する学部、大
学院からは独立した研究施設として位置づけられている。

　ｂ．フロンティアセンターの組織と運営
　フロンティアセンターは、①実践部門、②教育部門、③研究部門　④収益事業部　④広報
部に大別され、フロンティアセンター長と各部門長を置く。 
　同センターの運営について討議するため、フロンティアセンター運営委員会が設けられて
いる。運営委員会の構成員はフロンティアセンター長、学長、学部長、部門長、事務局長、
事務局となっている。平成20年度の運営委員会は12回開催され、主な議題は①年間計画及び
会計・予算　②認定看護師教育課程の運営　③広報（ホームページ並びにパンフレットのリ
ニューアル）④フロンティアセミナーの企画・運営等　⑤収益事業の運営等であった。
　なお、フロンティアセンターの運営に関わる財源は、原則として自主財源となっている。
　事務局はフロンティアセンター専従の職員は雇用せず、事務局が兼担する。

Ａ．看護実践・教育・研究フロンティアセンターの目的と運営
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Ｂ．フロンティアセンターの事業

１．認定看護師教育課程
　ａ．概要
　本学では、フロンティアセンターの研修事業として、社団法人日本看護協会の認可を受け
て（認定機関証は平成18年２月３日付）、平成18年度から「感染管理」、「皮膚・排泄ケア」（「創
傷・オストミー・失禁（WOC）看護」が平成19年７月13日改正）、「がん化学療法看護」の
３分野で認定看護師教育課程を開講した。
　各コースの入学定員は30名、研修生総数90名、平成20年６月１日から６ヶ月間の教育期
間とし、広尾キャンパスで実施した。実習施設は44箇所（内日本赤十字社施設35箇所）（表
111）であり、全国の赤十字病院と本学が協働した研修事業として位置づく、他に類のない
認定看護師教育課程プログラムとなっている。
　平成20年度入学試験応募者は222名で、平成19年９月（一般）、11月（推薦）および平成20
年２月（感染第二次）の入学者選抜試験を実施した。平成20年度研修生として、６月に94名
が入学し、19年度入学者１名を含む95名が研修し、11月に所定の科目を修了した91名に修了
証が授与された。
　さらに、認定看護師審査を控えた平成21年３月９日に、各コース別に模擬試験と講評及び
講義による１日間のフォローアップ研修を実施し、本学修了生や他教育機関修了生203名（申
込数209名）が参加した。
　なお、平成21年５月７日に実施された第17回認定看護審査には、96名が受験し、86名が合
格した。

　ｂ．入学者選抜試験
　　（１）選抜試験の内容：書類審査、専門科目、面接
　　（２）出願資格
 【共通要件】
　　　①　日本国の保健師、助産師、看護師のいずれかの免許を有する者
　　　②　上記の免許を取得後、通算５年以上の実務経験を有する者
　　　③　コース別に定められた特定の看護分野で通算３年以上の実務経験を有する者
 【コース別要件】 
　　　各コースの出願資格要件は、表107の通りである。

Ｂ．フロンティアセンターの事業
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Ｂ．フロンティアセンターの事業

　表107　コース別出願資格要件
感染管理コース 皮膚・排泄ケアコース がん化学療法看護コース

①通算３年以上の感染管理に
関わる活動実績を有すること。
原則として、少なくとも、院
内感染サーベイランス・感染
管理コンサルテーション・感
染管理教育・マニュアル作成・
職業感染防止活動の中からい
ずれかを担当した経験を有す
ること。
②現在、専任または兼任とし
て感染管理に関わる活動に携
わっていることが望ましい。

①通算３年以上の外科系領域
およびストーマケアを常時行
う病棟、外来、または在宅ケ
ア領域での看護経験を有する
こと。
②ストーマ造設患者の看護を
２例以上、及び創傷または失
禁ケア領域の看護を３例以上
担当した経験を有すること。
③現在、創傷ケア、ストーマ
ケア、または失禁ケアを常時
行う病棟、外来、または在宅
ケア領域で勤務していること
が望ましい。

①通算３年以上のがん化学療
法を受けている患者の多い病
棟、外来、または在宅ケア領
域での看護経験を有すること。
②がん化学療法を受けている
患者の看護（がん化学療法薬
の投与管理の実績があること
を必須とする）を５例以上担
当した経験を有すること。
③現在、がん化学療法を受け
ている患者の多い病棟、外来、
または在宅ケア領域で勤務し
ていることが望ましい。

　　（３）志願状況
　平成20年度課程の志願状況は、表108の通りである。
　表108　平成20年度認定看護師教育課程志願状況

コース名 志願者数 （うち赤十字） 受験者数 （うち赤十字） 合格者数 （うち赤十字）
感 　染 　管　 理 32 （14） 32 （14） 29 （12）
皮膚・排泄ケア 66 （25） 65  （25） 32  （16）
がん化学療法看護 124 （29） 123 （29） 33 （16）

計 222 （68） 220 （68） 94 （44）

　ｃ．入学および修了状況
　平成20年度の入学および修了状況は、表109の通りである。
　表109　平成20年度認定看護師教育課程研修生の入学、修了状況

コース名 入学者数等（うち赤十字） 修了者数（うち赤十字）
感 　染 　管 　理 29（11） 27（11）

皮膚・排泄ケア 32（15）
 1（１）19年度入学者 31（15）

がん化学療法看護 33（16） 33（16）
計 95（43） 91（42）
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　ｄ．教育課程
　教育課程は、表110の通りである。
　表110　教育課程
〈感染管理〉

共通科目 90 専門基礎科目 120 専門科目 120 演習 90 実習 180
１．リーダーシップ
２．文献検索・文献講読
３．情報処理
４．看護倫理
５．教育・指導
６．コンサルテーション

15
15
15
15
15
15

１．感染管理学
２．疫学と統計学
３．微生物学
４．感染症学
５．医療管理学

15
30
30
30
15

１．院内感染と
　　サーベイランス
２．感染防止技術
３．職業感染管理
４．感染管理教育
５．洗浄・消毒・滅菌
　　とファシリテｨ・
　　マネジメント

45
30
15
15

15

演習 90 実習 180

選択共通科目 30
１．対人関係
２．看護管理

15
15

その他選択科目 15
１．赤十字概論 15

総時間数　　　　600時間＋（45時間）
（　）：選択科目時間数

〈皮膚・排泄ケア〉
共通科目 90 専門基礎科目 90 専門科目 165 実習 255

1．リーダーシップ
2．文献検索・文献講読
3．情報処理
4．看護倫理
5．教育・指導
6．コンサルテーション

15
15
15
15
15
15

1．皮膚・排泄ケア概論
2．リハビリテーション概論
3．病態栄養学　　　
4．アプライアンス

30
15
15
30

1．ストーマケア総論
2．ストーマケア各論
3．創傷ケア総論
4．創傷ケア各論Ⅰ
5．創傷ケア各論Ⅱ 
6．失禁ケア総論
7．失禁ケア各論Ⅰ
8．失禁ケア各論Ⅱ

30
30
30
15
15
15
15
15

臨床実習
演習

180
75

選択共通科目 30
1．対人関係
2．看護管理

15
15

その他選択科目 15
1．赤十字概論 15

総時間数　　　　600時間＋（45時間）
（　）：選択科目時間数
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〈がん化学療法看護〉
共通科目 90 専門基礎科目 120 専門科目 150 演習 60 実習 180

1．リーダーシップ
2．文献検索・文献講読
3．情報処理
4．看護倫理
5．教育・指導
6．コンサルテーション

15
15
15
15
15
15

1．がん看護学総論
2．症状マネジメント論
3．腫瘍学概論
4．がん化学療法概論
5．臨床薬理の知識と
　 活用方法
6．臨床試験と臨床研究
　 コーディネーター
　（治験コーディネーター）
7．がんの医療サービス
　 と社会的支援

15
15
15
30

15

15

15

1．がん化学療法患者・
　 家族のアセスメン
　 ト
2．主要ながん化学療
　 法薬
　 レジメンとその看
　 護
3．がん化学療法薬の
　 投与管理とリスク
　 マネジメント
4．がん化学療法に伴
　 う身体の変化と症
　 状緩和技術
5．がん化学療法患者
　 へのセルフケア支
　 援
6．がん化学療法に伴
　 う患者・家族の意
　 思決定を支える看
　 護援助
7．外来／在宅がん化
　 学療法と看護援助

15

30

30

30

15

15

15

総合演習 60 実習Ⅰ
実習Ⅱ

45
135

選択共通科目 30

1．対人関係
2．看護管理

15
15

その他選択科目 15

1．赤十字概論 15

総時間数　　600時間＋（45時間）

（　）：選択科目時間数

　ｅ．実習病院
　平成20年度の実習病院（見学実習及び演習病院含）は、表111の通りである。
　表111　平成20年度認定看護師教育課程の各コース実習施設一覧

感染管理 皮膚・排泄ケア がん化学療法看護
日本赤十字社医療センター 日本赤十字社医療センター 石巻赤十字病院
前橋赤十字病院 前橋赤十字病院 横浜市立みなと赤十字病院
芳賀赤十字病院 さいたま赤十字病院 京都第一赤十字病院
長野赤十字病院 武蔵野赤十字病院 山口赤十字病院
名古屋第二赤十字病院 大森赤十字病院 熊本赤十字病院
長浜赤十字病院 長岡赤十字病院 姫路赤十字病院
大阪赤十字病院 名古屋第一赤十字病院 岡山赤十字病院
松山赤十字病院 大阪赤十字病院 徳島赤十字病院
大田原赤十字病院 日本赤十字社和歌山医療センター 癌研究会有明病院
大津赤十字病院 松江赤十字病院 静岡県立静岡がんセンター
日本赤十字社長崎原爆病院 高松赤十字病院 神奈川県立がんセンター
NTT東日本関東病院 松山赤十字病院 埼玉県立がんセンター

福岡赤十字病院 東京医科歯科大学医学部附属病院
福島赤十字病院 横浜市立市民病院
山田赤十字病院 済生会横浜市南部病院
高槻赤十字病院
神奈川県立こども医療センター
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　ｆ．教員組織
　専任教員は、赤十字病院から認定看護師資格者３名を８ヶ月間派遣。また、「感染管理」、
「皮膚・排泄ケア」、「がん化学療法看護」の各コースで、本学教員１名が専任教員となり、
３コースの共通科目として、10名の本学教員が兼担教員として位置づけられた。
　各コースの専門科目等は、専任教員３名および外部の非常勤講師108名が担当した。

２．フロンティアセミナー
　平成20年度のテーマは、看護の原点ともいえる看護師自身の身体ツールを用いたケアに注
目し、臨床で生かせる多様な「手のわざ」を身につけるため、ケアの達人たちの持っている
優れたわざを学ぶ、臨床実践能力スキルアッププログラム「心に触れる手のわざ」とした。
日本赤十字看護大学同窓会後援により、看護学生、大学院生、看護職を対象として、平成20
年８月５日、６日の２日間、両日とも10：00～ 16：00に開催された。
　初日は、学部長川嶋みどりによる講演「『手のわざ』を究める」と、肺理学療法の技術で
ある呼吸介助手技（Breathing Assist Technique; BAT）を提唱されている伊藤直榮先生（日
本工学院専門学校　医療カレッジ顧問）による「呼吸を楽にする手のわざ～指と手のひらで
呼吸苦を和らげ無気肺を防ぐ～」、２日目は、長年摂食・嚥下障害のある方への援助をされ
てこられた田中靖代（ナーシングホーム気の里　施設長）による「食べることは生きること
～嚥下障害と向き合った30年のわざの結晶から～」の各々講義・実演・演習が行われ、81名
の参加者があった。

３．研究会・研修会活動 
　ａ．優れたわざを学びを伝える会（代表者：川嶋みどり）
　優れたわざといわれるさまざまな技術を学び伝えることを目的とした「優れたわざを学び
伝える会」では、平成19年度に引き続き、キネステティクのわざをもつハイジ・バウダー・
ミスバッハ女史を講師に、キネステティクセミナーを開催した。
　表112　キネステティックのわざ開催一覧

開催日 内容 参加者数
モジュール１ ６月８日 キネステティクの概念と実技の基本 27名
モジュール２ 12月６日　７日 モジュール１を基本に具体的なケース

への対応
23名

モジュール３ ２月28日・３月１日 個別ケース、疾患などに分けたキネス
テティクの実習

14名

モジュール４ ３月８日 モジュールⅠ～Ⅲのまとめ 14名

　20年度までにモジュールⅠからⅣまでの修了者38名を輩出した。
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　ｂ．小児看護研究会（代表者：筒井真優美）
　臨床で子どもと家族にかかわる看護師とその他の専門職者が、事例を通して幅広い知見か
ら援助の方向性を検討し共有することを目的に、小児看護研究会を平成20年度には毎月１回
程度、計10回開催した。参加者は、20～ 30名前後／回であった。
　表113　平成20年度の開催状況
開催日 主なテーマ 参加者の主な所属
４月16日 治療を拒否した中学生への援助 小児専門病院

総合病院小児病棟
総合病院NICU病棟
総合病院混合病棟
大学
大学院

５月21日 行動抑制を伴う治療を長期に受けている思春期の子どもへの援助
６月18日 家族に対する医療者の関わり
７月23日 小児看護学領域の博士論文要旨発表
10月１日 医療チームにおける看護師の役割
10月29日 食思不振症の子どもの看護
11月26日 米国の病院視察報告―子どもの療養環境―
12月17日 小児のターミナルケア
１月14日 長期入院中の子どもと家族への関わり
２月25日 小児看護学領域の修士論文要旨発表

　ｃ．精神科看護事例研究会（代表者：武井麻子）
　現場の看護師や保健師から提供された事例を検討し、ケアの質の向上と、看護職同士のピ
ア・サポートを目指している。
　表114　平成20年度の開催状況
開催日 検討テーマ 提供者の所属機関 参加人数

４月25日 こだわりが強く被害的になりやすい女性患者へ
の対応 精神科病院 29

５月23日 うつ・ストレスケア病棟における看護を考える 国立精神科病院 27
６月27日 退院を嫌がる女性患者への支援 総合病院精神科 25

７月25日 便秘への対応を考える「スッキリグループ」の
試み 精神科病院 27

９月25日 27年間続けてきた病棟コミュニティグループを
振り返る 精神科病院 28

10月23日 生活保護を受けながら一人で暮らす高齢者への
訪問介護 福祉施設 23

11月27日 漠然とした怖さを感じる男性患者へのアプロー
チを考える 精神科病院 35

12月19日 見捨てられ不安が強く人を巻き込む女性患者へ
の退院支援 精神科病院 26

１月23日 中国残留孤児の親を持つ女性患者へのかかわり 精神科病院 27

２月27日 訴えが多く自殺企図のある女性患者へのチーム
アプローチを考える 精神科病院 24

　ｄ．ナースのためのグループ研究会（代表者：武井麻子）
　看護職者を対象としたグループの研究会。16年の歴史をもつ。毎年10月から翌年３月まで、
毎月第３土曜日の午後13時45分から16時まで、グループを行っている。
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　テーマは特になく、そのとき、その場で話したいと思ったことを話すだけの方法である。
開始当初は、グループ・ダイナミクスについての研修の目的もあったが、年を重ねるごとに、
ナースのセルフヘルプ的意味合いが強まってきている。
　定員は20名としているが、勤務などの都合もあり、毎回の参加者は10人前後である。

　ｅ．母性看護研究会（代表者：平澤美恵子）
　17年度から継続して、周産期医療に携わる看護者の倫理的問題を取り上げ、トンプソンの
「意思決定10のステップ」を用いた事例検討会を行っている。
　表115　平成20年度の開催状況

開催日 検討テーマ 参加人数
５月28日 オリエンテーション 29
６月25日 「意思決定のための10ステップモデル」の理解 25
７月23日 英語文献の抄読 20
10月１日 診療所における医師主導の分娩方針に悩んだ事例（前半） 12
11月５日 診療所における医師主導の分娩方針に悩んだ事例（後半） 18
11月26日 英語文献抄読 12
１月28日 22週でPROMとなった女性の出産をめぐる選択（前半） 12
２月25日 22週でPROMとなった女性の出産をめぐる選択（後半） 11

　ｆ．がんサポート研究会（代表者：守田美奈子）
　文部科学省科学研究費助成基盤Ａ（課題番号：17209070）を受けて、がん患者と家族をサ
ポートするための仕組みや方法に関して、以下の研究を行っている。
　　（１）がんサポート・プログラムの検討
　サポート・プログラムの柱を情報提供、情緒的支援、リラクゼーションの３点におき、①
患者学セミナー、②サポート・カフェ、③ニュース・レター、④サポート・グループ、⑤ハ
ンド＆フットケア、⑥ヨガ＆ストレッチのプログラムを組み合わせた「がんサポート・ルー
ム」を運用した。その研究結果を分析し、「がんサポート・ルーム」の運営上の意義と課題
を明確にした。
　　（２）これまでの市民調査、海外調査、看護職ヘのインタビュー調査、「がんサポート・
　　　　ルーム」の運営状況と評価に関する研究成果を報告書としてまとめた。

ｇ．患者教育研究会（代表者：河口てる子）
　患者教育研究会では、平成６年より看護師による患者教育の向上を目指し、熟練看護師の
患者教育事例を分析してきた。毎月１回研究会を開催し、事例分析する過程で「看護の教育
的関わりモデル」が開発され、それが公開講座、学会交流集会等により精製されつつある。
　平成20年度の研究会および学会交流集会での発表状況は次の通りである。
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　表116
開催日 研究会および公開講座 会場 参加
４月19日 第153回研究会：ビデオ撮影、事例の検討 八重洲ホール 17名
５月31日 第154回研究会：日本慢性看護学会学術集会での

ワークショップ、アクションの経過（日大・九大・
名古屋）

八重洲ホール 18名

６月21日 ワークショップ：日本慢性看護学会学術集会での
交流集会  看護の教育的関わりモデルVersion6.0

日本赤十字看護大学 170名

６月29日 第155回研究会：教育方法の位置づけや教育方法
の目的

八重洲ホール 16名

７月19日 第156回研究会：段階的探索・解決型教育方法の
定義

八重洲ホール 21名

８月24－26日
（合宿）

第157回研究会：「看護の教育的関わりモデル」
概念定義、教育方法「段階的探索型教育方法」、
PLC「患者教育専門家として醸し出す雰囲気」、
「病気・治療に関する知識・技術の看護仕立て」、
「生活者としての事実とその意味」

マホロバマインズ
三浦　会議室

20名

９月21日 第158回研究会：A病院のアクションリサーチに
ついて、Ｔさんの事例検討

八重洲ホール 16名

10月26日 第159回研究会：技法チームより「看護師が自分
のハードルに気づく」などがPLCに入らないか
協議 、アクションの報告

八重洲ホール 18名

11月15日 第160回研究会：DVD視聴、「看護仕立て」は、
変更していく必要性の確認。栄養士と看護師の
役割について議論

八重洲ホール 12名

12月20日 第161回研究会：アクションリサーチに関する報
告が名古屋、駿河台、九州大学から行われた。
DVD編集に関する取り決めを行い、３点の事項
が決定した。

八重洲ホール 18名

１月25日 第162回研究会： アクションリサーチの経過を
報告。生活のわかち合いと看護仕立てのグルー
プの分科会での検討内容が報告された。

八重洲ホール 20名

２月21日 第163回研究会：駿河台と名古屋のアクションリ
サーチ報告。看護仕立て班より前回の討議内容
の確認があり「看護仕立て」は一から検討する
ことになった。

八重洲ホール 16名

３月15日 第164回研究会：教育技法について検討した。「段
階」をやめ、４局面から３局面、CとD局面が合
体したものは、「患者の行動化と習慣化」とする。

八重洲ホール 19名

　活動メンバー数：24名、会議開催の頻度：１回/月、メンバー間の連絡体制：メール連絡、
活動の広報活動は、①日本糖尿病教育・看護学会ホームページの研修会欄掲載、②メンバー
所属病院・関連病院へのちらし、ポスターである。

　ｈ．看護歴史研究室（代表者：川原由佳里）
　本研究会の目的は、明治・大正・昭和中期までの日本赤十字の看護婦養成事業と救護活動
に関する史料の保存、編纂、研究を全３年間の計画で実施することである。３年目となる平
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成20年度は下記の活動を行った。
　　（１）関連資料の収集、調査
　個人からの寄贈、第２回生の高木ハル女史や田淵マサ代女史のご子息からの寄贈の申し出
があり、それぞれ自宅に訪問して史料を受け入れた。前年同様、古書店を通じて関連史料を
購入した。
　　（２）所蔵史料の整理、目録作成
　史料は引き続き、内容別に整理して目録を作成中である。ホームページ上で検索できる公
開型データベースが完成した。史料については、特に年代が古く、画質の低下が危ぶまれ
る古い写真から、閲覧による史料の傷みや利用による紛失を防ぐため電子化を行っている。
2008年度は卒業アルバム写真に加え、戦時、災害時の救護に関する写真約1000件を電子媒体
に変換した。画像は公開可能なものから順次、先のデータベースで公開している。
　2008年度は、個人写真と集合写真に関して、電子化された写真を紙媒体で閲覧することが
できるようカタログとしてまとめた。
　　（３）所蔵史料の保存
　昨年度に引き続き中性紙箱、封筒を用いた史料の劣化防止と保存を行った。特に写真・ア
ルバムについては各頁に薄紙を敷き込むことにより保存の策を講じた。
　　（４）史料の利用
　「日本赤十字看護大学史料室利用内規」を作成し、毎週木・金曜日を史料室利用日と定め、
メンバーが利用者に対応した。閲覧のみの来訪者の他、史料の利用願いが図書館、出版社、
テレビ局、同窓会などからあった。ホームページ開設の効果もあり、利用者は増加する傾向
がある。
　本学の史料室の利用を促進する目的で、パンフレット「史料に見る日本赤十字看護教育の
あゆみ」を作成した。
　学内では広尾キャンパス１階の展示コーナーにて、下記の展示を実施し、その内容をホー
ムページにも公開した。展示内容は下記の通りである。
　・企画展 「明治23年トルコ軍艦エルトゥールル号遭難事件と日本赤十字社の救護活動」　
　　2008年7月～
　　（５）学園助成の継続
　2009年以降についても、本編纂事業に対して学園からの助成が継続されることになった。

　ｉ．癒しの看護技術研究会（代表者：川原由佳里）
　従来、看護には相手を安楽にする技術、生活を調えて病気の回復と自然治癒を助ける「癒し」
の技術がある。本研究会は、これらの看護の技を伝え、発展させるべく、とくに人の身体に
手で触れる行為を通じて安楽な状態をもたらす看護の技に注目して、臨床におけるこれらの
技術の現状と課題を調査し、臨床での適用に向けた新たな援助技術の開発に取り組んだ。
　本研究会は研究目的の達成により、2008年度をもって終了した。
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　表117　平成20年度の開催状況
５月31日 平成20年度予算と活動計画の確認、実験デザインの検討
７月18日 看護科学学会発表準備について

がん患者さまを対象とした研究の実施について
報告書の骨子と分担について

８月５日
　　19日
　　20日

実験の実施
最終年度である今年度は開発した看護ハンドマッサージの安全性・有効性を検
討するためがん患者への実施を試みた。対象者は研究の主旨を理解し、協力に
同意した外来通院中のがん患者５名であり、安静５分の後、オイルを用いた片
側７分間のハンドマッサージを実施した。効果を測定するために、マッサージ
を実施しない対側の手の脈波、皮膚温、血流、心電図を持続的に測定、また
実験の前後でPOMS、タッチ尺度への記入を依頼した。データはSPSS15.0J for 
Windowsを用い分析した。

２月28日 データの分析・日本看護技術学会での発表準備
報告書作成

　ｊ．セルフケア能力を高める看護実践の検討（代表者：本庄恵子） 
　平成20年度の活動は、問い合わせに対する個別対応、出張講義、そして、研究会の開
催である。個別対応としては、「セルフケア能力を査定する質問紙（Self－Care Agency 
Questionnaire, 以下、SCAQとする）」（作成者：本庄恵子）の使用許可に関する問い合わせ
の対応や、SCAQの使用方法や分析方法を助言した。出張講義は、SCAQを使用したケアを
導入希望施設にて、看護師50名程度を対象とした講義を実施し、講義後は、ディスカッショ
ンや個別相談に応じた。尚、この出張講義は、日本看護技術学会技術成果検討委員会「セル
フケア能力評価班」と協働で実施した。「セルフケア能力を高める看護実践」について検討
する研究会は、２回開催した。SCAQ使用者からの感想、そして、研究会でのディスカッシ
ョンをふまえて、SCAQ改訂版の洗練と使用方法の検討を継続している。 
　表118　平成20年度活動状況

取り組み内容 対　象・内　容 件数

SCAQの使用許可
使用方法、分析方法の
助言

臨床看護研究（臨床看護師が取り組む研究） ５
修士論文（修士課程の研究） ３
研究者（看護系大学教員） ３

出張講義：セルフケア
能力の概念とSCAQの
使用方法の講義、及び
ディスカッション

SCAQを使用したケアを導入希望施設にて、看護師50名程
度を対象とした講義とディスカッション、および、相談会。
尚、日本看護技術学会技術成果検討委員会「セルフケア能
力評価班」と協働で実施した。

１

研究会の開催

平成20年度　第１回研究会
テーマ「私とSCAQとの出会い：内科外来での取り組み」
プレゼンテーター：臨床看護師
参加者：臨床看護師７名、看護系教員３名、計10名
開催日：平成20年11月25日
平成20年度　第２回研究会
テーマ「セルフケア能力を査定する質問紙改訂版の洗練と
使用手順書の検討」　
プレゼンテーター：本庄恵子
参加者：臨床看護師３名、看護系教員３名、合計６名
開催日：平成21年３月14日

２
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　ｋ．地域防災活動ネットワーク（代表者：小原真理子）
【現　状】
　本活動の目的は地域の人々と共に、「身近な防災の知恵と技を獲得し、災害に強くなる人
材を育成する」ことをねらいとして、日本赤十字武蔵野短期大学に地域防災活動委員会を立
ち上げ、活動してきた。主な活動は武蔵野キャンパスと武蔵野市民防災協会で、年間12回開
催する防災ボランティア育成セミナーの企画運営である。平成17年度～ 20年度の４年間に
48回のセミナーを開催、延べ約2,500名の参加があった。活動を通して武蔵野市役所、武蔵
野消防署、武蔵野警察、日本赤十字社東京都支部が協力機関として連携がとれ、更に20年度
からは武蔵野市民防災協会と共催で開催するようになった。活動の特徴として、本学の学生
災害救護ボランティアサークルもメンバーとして、一緒に企画運営に加わり、住民と共に学
習や交流を展開している。
　　①　表119で示した用に、20年度地域防災セミナーを開催した。 
　表119　20年度地域防災セミナープログラム

月 プログラムテーマ
10月11日am
　　　　
　　　　pm

基調講演「災害とくらしの中の防災・減災」
防災ゲーム　「クロスロード」
基調講演と参加者との討論会「武蔵野市の新防災計画　～自助・共助・公助で
地域を守ろう～」　

11月11日am
　　　　pm

シミュレーション「避難行動」  
演習「減災に向けた備え　～自分でできる防災術～」

12月13日am
　　　　pm

演習「要援護者の避難生活とケア」
演習「災害発生時の搬送法　～負傷者を安全に搬送するには～」

１月24日am
　　　　pm

シミュレーション「被災のこころのケア」
シミュレーション「要援護者の支援」

２月21日am
　　　　pm

シミュレーション「災害時の正しい情報収集」
シンポジウム「行政と各組織の連携」　　　　　　

３月14日am
　　　　pm

シミュレーション「住民でもできるトリアージ」　　　　　
基調講演「四川大地震における災害復興支援活動の体験から」
シンポジウム「受講者と語る防災とくらし」

　　②　加盟している地域の自主防災組織が企画運営する防災訓練、宿泊訓練、交流会など
　　　　へ参加した。
　　③　被災者の生活支援ボランティア活動の企画と実践：中越地震被災地、中越沖地震被
　　　　災地での活動、クリスマス会の企画運営、健康調査、物資の配布などを実施した。
　　④　日本災害看護学会への活動ポスター展示、模擬患者メーキャップ・新聞紙で作る便
　　　　器などのデモンストレーションと演習を展開した。
　　⑤　活動メンバー数16名（本学教職員３名、地域住民を含めた固定メンバー７名、本学
　　　　の学生災害救護サークルメンバー有志６名～10名）で企画運営を行った。
　　⑥　月１回程度、セミナー開催時期（10月～３月）は終了後の会議を含め月２回のペー
　　　　スで活動運営会議を開催した。
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　　⑦　活動ネットワークのブログを保有し、活動内容やサポートに関する具体的な内容は
　　　　ブログに掲載した。セミナー開催前の８月、９月に年間プログラムのポスター5,000
　　　　部作成、関係諸機関や問い合わせ先などに配布した。月毎プログラムの企画を作成、
　　　　参加者に配布し、翌月の集客に努めた。

【点検・評価】
　20年度地域防災セミナーの参加者は年間約600人である。各プログラムによって参加者数
は異なる。各プログラムに対する参加者の評価は、４段階で４（大変良い）、３（良い）に
集中している。テーマが斬新的であること、シミュレーションや実技演習、グループデイス
カッションなどを取り入れた参加型のプログラムがその理由である。
　また日本赤十字看護大学のボランテイアサークルの学生を地域防災活動メンバーに組み入
れ展開しているが、活動を通して主に一般学生（主に１年生）の参加が図られた。本セミナ
ーや地域の防災訓練などの自主防災活動に参加した学生にとっては、授業時間以外にも災害
看護を学ぶ機会となり、また地域住民と交流しながらの学習は、同級生のみと違った幅の広
い意見交換をもたらした。またサークルの学生にとっては、今まで以上に地域防災について
の活動を強化することに繋がった。住民にとっても若い世代との学習は好評であった。

【将来の改善・改革に向けた方策】
　　①　セミナー開催について武蔵野市民防災協会との共催を軌道にのせる。
　　②　武蔵野市民防災協会と連携し、武蔵野市で指定された100名の地域防災活動推進委
　　　　員の参加を促進する。
　　③　従来以上に本セミナーへの地域住民、学生の参加を図る。
　　④　参加者のリピーターが増加しているため、プログラム内容の充実を図る。

　ｌ．保健医療福祉実践・教育・研究における個人情報の扱いと倫理に関する研究会（代表
　　　者：福島道子）
　本研究会は、保健医療福祉の実践・教育・研究の場におけるバランスのとれた個人情報の
扱いや研究倫理のあり方を調査研究し、セミナー開催などを通して現場に役立つ情報を提供
することを目的としている。
　平成20年度は、８月７日・26日に「セミナー　看護研究における倫理的配慮と審査の実際
――看護実践の場でどのように構築・展開するか――」を開催した。また、その参加者を対
象にセミナーの影響について調査を行った（調査期間：平成20年12月20日～ 21年１月10日）。
平成20年度の活動実績は表120のとおりである。
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　表120　平成20年度の活動実績
月　日 内　　容 参加人数
４月９日 セミナー企画案の検討 8
５月７日 セミナー役割分担の検討 8
６月11日 セミナーテキスト検討、セミナー案内チラシ発送準備 8
７月２日 セミナー開催の準備 8
８月７日 「セミナー　看護研究における倫理的配慮と審査の実際」の実施 77
８月26日 「セミナー　看護研究における倫理的配慮と審査の実際」の実施 76
10月８日 セミナー反省会、セミナー参加者対象のアンケート調査の検討 7
11月12日 セミナー参加者対象アンケート調査の検討 7
１月７日 看護研究倫理に関する出前講義用教材の検討 7
１月28日 看護研究倫理に関する出前講義用教材の検討 7
２月25日 セミナー参加者対象アンケート調査結果の分析 7
３月23日 セミナー参加者アンケート調査のまとめ、学会発表に向けての検討 7

　Ｍ．新人看護師をサポートする会（代表者：川嶋みどり）
　20年度、第１回の新人看護師をサポートする会は、平成20年11月４日（火）18：00 ～
20：00に広尾キャンパス交流センターにて開催した。日本赤十字社医療センターの新人看護
師86名に招待状を配布し、当日の参加人数は14名であった。参加者からは日ごろ仕事場で抱
いている様々な思いが語られ、新人看護師の悩みを知る機会となった。また、教員や他の新
人看護師との交流の場となった。

４．広報活動 
　ａ．パンフレットの作成
　平成19年度以降から、２年使用できるよう、教職員の学会等が主催する学術集会等で配布
できるように軽量型パンフレットを作成したため、平成20年度は作成しなかった。また、フ
ロンティアセミナー等や学内講演会等でも配布できるよう学内にパンフレット設置棚を購入
し常備、学内外者が手に取ることができるようにした。

　ｂ．ホームページの充実 
　ホームページは、認定看護師教育課程、各プロジェクトの活動、「いきいき美人」商品案
内等の記事を掲載した。

５．産学協同プロジェクト─いきいき美人 
　平成16年10月に本学教授と株式会社グンゼとの共同研究開発により商品化された女性イン
ナー「いきいき美人グッズ」は、当初の商品に加え、グンゼ株式会社が生産していた紅麹を
生かした健康食品「紅麹大豆」も追加した。
　ただし、東京都の指摘からから端を発したパンフレット等販促物の広告文の変更によりグ
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ンゼ株式会社との協力体制に翳りが見えはじめ学会展示の協賛のとりやめ、販促物の提供中
止等により販売促進活動が従来より困難となってきた。それにより既存の契約先や赤十字病
院内売店での販売、看護系学会の学術集会等での販売活動に限定され、売上は横ばいとなっ
た。
〈本年度の課題〉
　収益事業として組織的に整備しつつあるとはいえ、三年間の実績から多くの課題を残して
いる。
　①教職員らの努力によって売り上げが僅少ながら伸びつつあるが、収益事業にまつわる経
　　費面では、大学の施設・設備を使用していることを始め、大部分の業務は、本学事務職
　　員の兼務になっているため、これを計上した場合に売り上げと支出のバランスを一見す
　　ると、やや悲観的な見方さえ生まれがちだが、始まって三年という短期間の結果である
　　ため、工夫の余地を残している。
　②健全な収益事業の展開のためには、受注･発注から代金授受の仕組みの効率化と正確さ、
　　契約者や消費者の基本台帳の整備など、商業展開の基礎的課題を残していると思われる。
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成
20
年
9月
12
日

平
成
20
年
9月
30
日

平
成
20
年
11
月
4日

平
成
20
年
4月
～
7月

平
成
20
年
11
月
21
日

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
教
授

氏
名
　
川
嶋
　
み
ど
り

看
護
師
・
医
師
・
理
学
療
法
士
な
ど
の
医
療
・
看
護
・
介
護
職
を
対
象
に
、
体
位
変
換
技
術
で
あ
る
キ
ネ

ス
テ
テ
ィ
ク
の
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
開
催
・
運
営
を
行
っ
た
。

厚
労
省
看
護
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
看
護
教
員
養
成
課
程
の
研
修
生
を
対
象
に
、看
護
論
の
講
義
を
行
っ
た
。

「
感
染
管
理
」「
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
」「
が
ん
化
学
療
法
看
護
」
の
3領
域
の
認
定
看
護
師
コ
ー
ス
の
学
生
に

対
し
、
看
護
倫
理
の
講
義
を
行
っ
た
。

看
護
職
な
ど
を
対
象
に
、
臨
床
実
践
能
力
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
運
営
を

行
っ
た
。
参
加
者
に
は
、「
呼
吸
を
楽
に
す
る
手
の
わ
ざ
」「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

実
践
に
役
立
つ
看
護
援
助
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
い
た
。

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
教
員
と
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
看
護
師
が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
を
持

ち
、
臨
床
で
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
教
職
員
を
対
象
に
、
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
の
建
学
の
理
念
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
及
び
活
動
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
で
き
る
よ
う
研
修
会
を
行
っ
た
。

幹
部
看
護
師
研
修
所
に
お
い
て
、
看
護
管
理
者
の
た
め
の
看
護
論
の
講
義
を
行
っ
た
。

看
護
学
校
教
員
、
医
療
機
関
の
看
護
師
を
対
象
に
、
卒
前
（
看
護
教
育
）
と
卒
後
（
臨
床
）
に
お
け
る
医

療
安
全
教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。

ケ
ア
の
達
人
の
持
っ
て
い
る
優
れ
た
わ
ざ
に
注
目
し
、
臨
床
で
生
か
せ
る
多
様
な
「
手
の
わ
ざ
」
と
そ
の

根
拠
に
つ
い
て

卒
後
3年
目
の
看
護
師
を
対
象
に
、
患
者
の
生
命
力
を
引
き
出
す
看
護
実
践
能
力
に
つ
い
て
の
講
義
を
行

っ
た
。 

 
卒
後
5年
目
の
看
護
師
を
対
象
に
、
知
識
・
技
術
・
判
断
に
基
づ
い
た
、
生
命
力
を
引
き
出
す
看
護
実
践

と
チ
ー
ム
内
で
の
共
有
化
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。

大
津
赤
十
字
専
門
学
校
・
京
都
第
二
赤
十
字
看
護
学
校
の
学
生
に
対
し
、
看
護
に
お
い
て
学
ぶ
こ
と
や
想

像
力
の
大
切
さ
、
臨
地
実
習
の
意
義
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。

日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
の
新
人
看
護
師
を
対
象
に
お
茶
会
を
開
催
し
た
。
新
人
看
護
師
離
職
を
防

ぐ
た
め
の
一
手
段
と
な
る
よ
う
新
人
看
護
師
が
抱
え
て
い
る
悩
み
や
不
安
等
を
教
員
や
同
僚
同
士
で
共
有

し
た
。

岩
手
県
立
大
学
看
護
学
部
の
FD
と
し
て
、
講
演
を
行
っ
た
。

老
年
者
の
ニ
ー
ズ
と
老
い
の
多
様
性
、
生
命
観
・
人
間
観
・
看
護
観
に
つ
い
て
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
  3
7枚

生
活
援
助
論
－
専
門
性
と
可
能
性
－
に
つ
い
て
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
　
36
枚
、
資
料
1枚
 

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作
成
し
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
な
教
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
学
生
の
関
心
を
深
め
た
。

看
護
の
可
能
性
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
ビ
デ
オ
教
材
に
よ
る
具
体
的
な
看
護
援
助
技
術
を
示
し
た
。

学
生
に
高
齢
者
や
老
い
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
小
説
を
読
ま
せ
、
感
想
を
述
べ
合
う
こ
と
で
、
高
齢
者
の

全
体
像
や
老
い
の
多
様
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。 

 
 

　 パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作
成
し
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
な
教
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
学
生
の
関
心
を
深
め
た
。　

看
護
援
助
の
柱
と
な
る
べ
き
看
護
技
術
に
対
す
る
総
合
的
な
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
講
義
し
た
。



211

Ⅱ
　
研
究
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

【
看
護
師
の
役
割
を
今
問
い
直
す
】 
看
護
業
務
の
拡
大
の
方
向
性

【
看
護
師
の
役
割
を
今
問
い
直
す
】 
看
護
業
務
の
拡
大
の
方
向
性

看
護
時
評
〔
連
載
〕

た
っ
た
１
人
の
患
者
さ
ん
　〔
エ
ッ
セ
イ
〕

川
嶋
み
ど
り
先
生
　
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

【
い
ま
、
看
護
の
危
機
と
は
　
私
は
こ
う
考
え
る
】 
看
護
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

医
師
の
仕
事
の
委
譲
に
伴
う
策
略
と
願
望

【
看
護
技
術
用
語
事
典
】 
排
泄
援
助
技
術
　
自
然
排
尿
・
排
便
援
助
（
尿
器
・
便

器
介
助
、
可
能
な
限
り
お
む
つ
を
用
い
な
い
援
助
を
含
む
）

【
看
護
の
ク
ロ
ニ
ク
ル
　
未
来
創
造
の
道
標
】 
看
護
の
ク
ロ
ニ
ク
ル
　
未
来
創
造

の
道
標

【
看
取
り
を
語
る
】 
変
わ
る
看
取
り
　
大
切
な
の
は
一
緒
に
悩
む
プ
ロ
セ
ス

川
嶋
み
ど
り
と
黒
田
裕
子
の
求
む
！
臨
床
発
エ
ビ
デ
ン
ス
　
当
院
の
看
護
師
・

助
産
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
の
傾
向
と
課
題
　
コ
ー
チ
ン
グ
の

視
点
か
ら

よ
う
こ
そ
!!看
護
音
楽
療
法
へ
（
会
議
録
）

伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
確
か
な
看
護
技
術
に
む
か
っ
て
（
会
議
録
）

看
護
と
介
護
の
重
要
性

血
液
サ
ラ
サ
ラ
、
消
化
も
助
け
る

健
康
と
快
眠
に
「
う
つ
ぶ
せ
寝
」
が
い
い

【
い
ま
、
知
っ
て
お
き
た
い
統
合
医
療
】 
統
合
医
療
と
看
護
　
臨
床
実
践
の
蓄
積

を
活
用
し
て

看
護
業
務
の
見
直
し
と
看
護
の
原
点

【
今
、
改
め
て
看
護
の
行
く
道
を
問
う
】 
今
、
改
め
て
看
護
の
行
く
道
を
問
う
　

次
代
を
担
う
看
護
師
へ

『
看
護
教
育
』
50
巻
に
寄
せ
る
言
葉

新
し
い
看
護
の
方
向
　
看
護
の
技
が
も
た
ら
す
効
果
　
T
E 
A
RT
E学
序
説
　

ふ
れ
る
手
 癒
す
手
 あ
い
だ
を
つ
な
ぐ
手

看
護
　

新
し
い
看
護
の
方
向
〔
連
載
〕

共
著
単
著
単
著
単
著
単
著
単
著

共
著

共
著

単
著

共
著
単
著
単
著
単
著

単
著

単
著
単
著

共
著
単
著

単
著

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
4月
～
12
月

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
6月

平
成
20
年
6月

平
成
20
年
6月

平
成
20
年
8月

平
成
20
年
8月

平
成
20
年
9月

平
成
20
年
9月

平
成
20
年
9月

平
成
20
年
10
月

平
成
20
年
11
月

平
成
20
年
11
月

平
成
20
年
12
月

平
成
21
年
1月

平
成
21
年
1月

平
成
21
年
1月

平
成
21
年
1月

平
成
21
年
1月
～
2月

病
院
　
第
67
巻
第
4号
 

病
院
67
巻
4号
 

看
護
実
践
の
科
学
　
第
33
巻
第
4号
～
5号
、
7～
13
号

エ
キ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ス
5月
号
 

看
護
師
の
口
腔
ケ
ア
V
ol.
6 

看
護
実
践
の
科
学
　
33
巻
7号

  看
護
実
践
の
科
学
　
33
巻
6号
 

看
護
　
60
巻
10
号
  

看
護
学
雑
誌
　
72
巻
7号

EB
 N
U
RS
IN
G　
8巻
4号
 

日
本
看
護
技
術
学
会
学
術
集
会
講
演
抄
録
集
7回

日
本
看
護
技
術
学
会
学
術
集
会
講
演
抄
録
集
7回

楽
園
　
vo
l.3
3　
（
株
）エ
ム
オ
ー
エ
ー
商
事

コ
レ
カ
ラ
　（
株
）リ
ク
ル
ー
ト

M
od
er
n 
Ph
ys
ici
an
　
28
巻
11
号
 

医
療
労
働
　
50
8号
 

民
医
連
医
療
　
43
7号

看
護
教
育
　
vo
l.5
0 
N
o.1

看
護
実
践
の
科
学
34
巻
1号

 病
院
　
V
ol.
68
 N
o.1

看
護
実
践
の
科
学
 第
34
巻
第
1号
・
2号
 

◎
川
嶋
み
ど
り
、
他
1名

◎
小
林
宏
栄
、
川
嶋
み
ど
り
 

◎
川
嶋
み
ど
り
、
他
2名

◎
川
嶋
み
ど
り
、
他
2名

◎
川
嶋
み
ど
り
、
他
7名

◎
薄
井
坦
子
、
川
嶋
み
ど
り
、
他
２
名
 

29
8－
30
2

29
8 －
30
2

全
て
4

24
－2
8

40
－4
6

14
－2
3

68
－7
7

54
6－
55
6

48
0 －
48
8

14 11 10
－1
5

17
4 －
17
9

15
97
－1
60
0

2 －
8
6 －
11

4 46
－5
1

43
－4
6

46
－5
1

38
－4
2

著
書
日
本
の
看
護
12
0年
－
歴
史
を
つ
く
る
あ
な
た
へ
 

看
護
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
　
第
3版
　
  

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
か
ら
ケ
ア
の
質
を
問
う
　
看
護
婦
が
患
者
に
な
っ
て
 （
新
装
版
） 

医
療
の
危
機
に
抗
し
て
　
新
し
い
地
域
医
療
の
戦
略
　「
地
域
医
療
研
究
会
全

国
大
会
20
07
」
か
ら

あ
な
た
の
看
護
は
何
色
で
す
か

改
訂
版
　
外
科
系
実
践
的
看
護
マ
ニ
ュ
ア
ル

共
著

共
著
共
著
共
著

単
著
共
著

平
成
20
年
11
月

平
成
20
年
11
月

平
成
20
年
12
月

平
成
20
年
10
月

平
成
21
年
2月

平
成
21
年
2月

日
本
看
護
協
会
出
版
会

医
学
書
院

看
護
の
科
学
社

医
歯
薬
出
版

看
護
の
科
学
社

看
護
の
科
学
社

◎
日
本
看
護
歴
史
学
会
編
、
川
嶋
み
ど
り
、

他
３
名

◎
川
嶋
み
ど
り
、
他
1名

◎
吉
田
恵
子
、
川
嶋
み
ど
り

◎
地
域
医
療
研
究
会
監
、
和
田
忠
志
編
、
川
嶋
み
ど

り
、
他
11
名

◎
川
嶋
み
ど
り
監
、
他
1名

本
庄
恵
子
編
、
他
2名

8－
48

20
－3
4

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

戦
前
の
日
本
赤
十
字
社
看
護
婦
生
徒
の
履
歴
（
第
2報
）　
大
正
期
の
『
看
護
婦

生
徒
名
簿
』
の
分
析

共
著

平
成
20
年
8月
27
日

日
本
看
護
歴
史
学
会
第
22
回
学
術
集
会
（
福
岡
）

◎
川
原
由
佳
里
、
川
嶋
み
ど
り
、
山
﨑
裕
二
、
鷹
野
朋
実
、
殿
城
友
紀
、

他
2名
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（
学
術
講
演
等
）

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
格
差
と
い
う
虚
妄
　
臨
床
ナ
ー
ス
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

看
護
師
と
患
者
を
傷
つ
け
る
も
の
　
U
nd
er
m
in
e 
N
ur
se
s a
nd
 P
at
ien
t C
ar
e

（
座
談
会
）

看
護
の
日
記
念
講
演

今
だ
か
ら
こ
そ
手
の
有
用
性
を
－
癒
し
、
慰
め
、
励
ま
す
手
の
価
値
－

（
特
別
講
演
）

手
の
わ
ざ
の
有
用
性

（
講
演
）

伝
え
た
い
看
護
の
喜
び

（
講
演
）

補
完
代
替
医
療
に
お
け
る
看
護
の
可
能
性

（
基
調
講
演
）

「
手
の
わ
ざ
」
を
究
め
る

（
講
演
）

看
護
と
統
合
医
療

（
講
演
）

看
護
に
期
待
さ
れ
る
技
術
力
－
学
生
の
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
技
術

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
論
の
継
承
と
発
展

～
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
か
ら
M
.ニ
ュ
ー
マ
ン
ま
で
～

（
教
育
講
演
　
司
会
）

統
合
医
療
に
お
け
る
ナ
ー
ス
の
役
割

（
講
演
）

伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
確
か
な
看
護
技
術

（
キ
ー
ノ
ー
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

今
、
改
め
て
看
護
の
行
く
道
を
問
う
－
次
代
を
担
う
看
護
師
へ

（
記
念
講
演
）

看
護
実
践
が
語
る
看
護
の
知
－
事
例
検
討
と
集
積
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
－

（
特
別
講
演
）

私
の
歩
ん
で
き
た
道

（
記
念
講
演
）

看
護
の
心
を
伝
え
る
手
～
T
E－
A
re
te
の
夢
を
と
も
に

（
特
別
講
義
）

よ
り
よ
い
看
護
・
介
護
実
践
－
気
づ
き
、
語
り
、
研
究
へ

（
特
別
講
演
）

看
護
が
輝
く
と
き
－
看
護
学
生
へ
の
期
待

（
講
演
）

看
護
業
務
の
見
直
し
と
看
護
の
原
点

（
講
演
）

相
手
と
と
も
に
生
き
る
看
護
～
今
伝
え
た
い
看
護
の
原
点

（
特
別
講
演
）

生
き
る
こ
と
を
支
え
合
う
看
護

（
講
演
）

人
間
が
人
間
を
ケ
ア
す
る
こ
と
の
価
値

（
講
演
）

看
護
の
今
と
い
こ
れ
か
ら
を
問
う
－
保
助
看
法
60
周
年

（
講
演
）

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
親
子
と
文
化

（
特
別
講
演
座
長
）

統
合
医
療
に
お
け
る
看
護
の
役
割

（
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
）

腹
臥
位
療
法
の
10
年

（
講
演
）

看
護
の
危
機
を
越
え
る
方
策

（
講
演
）

～
シ
リ
ー
ズ
“
今
を
知
る
”
看
護
が
み
え
る
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

（
講
義
）

看
護
・
介
護
の
喜
び

（
講
演
）

看
護
の
楽
し
さ
･看
護
の
魅
力

平
成
20
年
4月
11
日

平
成
20
年
4月
14
日

平
成
20
年
5月
17
日

平
成
20
年
6月
22
日

平
成
20
年
6月
28
日

平
成
20
年
6月
30
日

平
成
20
年
7月
12
日

平
成
20
年
8月
5日

平
成
20
年
8月
23
日

平
成
20
年
8月
25
日

平
成
20
年
8月
27
日

平
成
20
年
9月
17
日

平
成
20
年
9月
21
日

平
成
20
年
9月
22
日

平
成
20
年
10
月
4日

平
成
20
年
10
月
18
日

平
成
20
年
10
月
24
日

平
成
20
年
10
月
25
日

平
成
20
年
10
月
27
日

平
成
20
年
10
月
29
日

平
成
20
年
10
月
30
日

平
成
20
年
11
月
2日

平
成
20
年
11
月
9日

平
成
20
年
11
月
10
日

平
成
20
年
11
月
22
日

平
成
20
年
12
月
6日

平
成
20
年
12
月
7日

平
成
20
年
12
月
20
日

平
成
21
年
1月
22
日
・

23
日
平
成
21
年
2月
6日

平
成
21
年
2月
13
日

日
本
赤
十
字
看
護
大
学

国
際
交
流
委
員
会
主
催
（
東
京
） 

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
社
企
画
座
談
会
（
東
京
） 
 

岩
手
看
護
協
会
（
岩
手
） 

日
本
看
護
協
会
「
看
護
職
賠
償
責
任
補
保
険
制
度
」
第
5回
特

別
講
演
会
（
東
京
） 

総
師
長
・
師
長
会
主
催
　
研
修
会
（
神
奈
川
） 

神
奈
川
県
主
催
　
新
人
研
修
（
神
奈
川
） 

明
治
国
際
医
療
大
学
　
看
護
学
部
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
京
都
）

平
成
20
年
度
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
・
臨
床
実
践
能
力
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
） 

日
本
統
合
医
療
学
会
認
定
師
資
格
取
得
講
座
（
東
京
） 

創
英
短
期
大
学
　
公
開
講
座
　
実
習
指
導
者
研
修
会（
東
京
） 

日
本
看
護
歴
史
学
会
　
第
22
回
学
術
集
会
（
福
岡
） 

日
本
統
合
医
療
学
会
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
福
岡
） 

日
本
看
護
技
術
学
会
第
７
回
学
術
集
会
（
青
森
） 

第
9回
全
日
本
民
医
連
看
護
介
護
活
動
研
究
交
流
集
会

（
北
海
道
） 

第
１
回
 岩
手
看
護
学
会
 学
術
集
会
（
岩
手
）

富
山
赤
十
字
病
院
同
窓
会
10
0周
年
記
念
講
演
（
富
山
） 

静
岡
県
立
大
学
大
学
院
看
護
学
研
究
科
特
別
講
義（
静
岡
） 

イ
ム
ス
看
護
学
会
（
東
京
） 

神
奈
川
県
看
護
学
生
研
究
発
表
会
（
神
奈
川
県
） 

新
潟
看
護
学
会
発
会
記
念
（
新
潟
） 

平
成
20
年
度
　
東
海
北
陸
地
区
看
護
研
究
学
会（
三
重
） 

国
立
病
院
機
構
中
四
国
地
区
看
護
研
究
学
会
（
徳
島
） 

橘
大
学
看
護
学
部
看
護
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
京
都
） 

「
看
護
」
創
刊
60
周
年
近
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
） 

医
療
の
質
・
安
全
学
会
 第
3回
学
術
集
会
（
東
京
） 

第
一
回
日
本
統
合
医
療
学
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
福
岡
）

第
10
回
　
腹
臥
位
療
法
推
進
研
究
会
の
研
究
と
実
践
の
報
告

セ
ミ
ナ
ー
（
東
京
）

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
看
護
を
磨
く
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
（
東
京
）

第
27
回
千
葉
県
看
護
研
究
学
会
　
衛
星
同
時
中
継
研
修
会

済
生
会
平
塚
病
院
（
東
京
）

埼
玉
県
病
院
局
　
看
護
師
研
修
会
（
埼
玉
）

ス
ザ
ン
ヌ
・
ゴ
ー
ド
ン
、
川
嶋
み
ど
り
、
他
1名
 

 

ス
ザ
ン
ヌ
・
ゴ
ー
ド
ン
、
川
嶋
み
ど
り
、
他
10
名

薄
井
 坦
子
、
川
嶋
み
ど
り

松
沢
 哲
郎
、
川
嶋
み
ど
り
  

川
嶋
み
ど
り
、
他
2名

川
嶋
み
ど
り
、
他
3名
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Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

人
間
疎
外
の
医
療
・
看
護
に
警
鐘
を
！

～
患
者
と
医
療
者
の
信
頼
構
築
を
め
ざ
し
て
～

（
記
念
講
演
）

看
護
の
魅
力
と
可
能
性

（
特
別
講
演
）

平
成
21
年
2月
21
日

平
成
21
年
2月
28
日

患
者
の
権
利
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
東
京
総
会
記
念
講
演
会
（
東
京
）

日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
特
別
講
演
会
（
愛
知
）

平
成
3年
～
 

平
成
14
年
～
 

平
成
14
年
～
 

平
成
14
年
～
 

平
成
16
年
～
 

平
成
16
年
～
 

平
成
17
年
～
 

平
成
18
年
～
 

平
成
18
年
～
 

平
成
18
年
～
 

日
本
生
命
倫
理
学
会
　
評
議
委
員
 

 
 

 
 

日
本
看
護
技
術
学
会
　
理
事
長
 

 
 

 
 

日
本
老
年
泌
尿
器
科
学
会
　
理
事
 

 
 

 
 

学
校
法
人
日
本
赤
十
字
学
園
　
評
議
員
 
 

 
 

 
日
本
統
合
医
療
会
議
　
副
理
事
長
 

 
 

 
 

日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
監
事
 

 
 

 
 

日
本
看
護
歴
史
学
会
　
理
事
長
 

 
 

 
 

日
本
看
護
系
学
会
協
議
会
　
監
事
 

 
 

 
 

日
本
看
護
研
究
学
会
　
理
事
 

 
 

 
 

日
本
看
護
実
践
事
例
集
積
セ
ン
タ
ー
　
代
表
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領
域
　
精
神
保
健
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
看
護
方
法
学
Ⅰ（
援
助
的
人
間
関
係
論
）
に
お
け
る
様
々
な
演
習
の
実
施
 

 
　 ・
精
神
保
健
看
護
学
Ⅱ（
技
法
）
に
お
け
る
体
験
学
習
の
実
施

 
 

・
精
神
保
健
看
護
学
Ⅰ（
理
論
）
に
お
け
る
授
業
資
料
の
工
夫

　 ・
大
学
院
生
の
た
め
の
体
験
グ
ル
ー
プ
の
実
施
 

 

平
成
20
年
4月
～
7月

　 平
成
20
年
10
月
～
11
月

平
成
20
年
10
月
～
21
年
1月

　 平
成
21
年
3月
15
日

系
統
看
護
学
講
座
『
精
神
看
護
学
（
1・
2）
』（
医
学
書
院
）
刊
行
。

平
成
21
年
2月
1日

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
教
授

氏
名
　
武
井
　
麻
子

看
護
教
育
の
場
で
考
え
た
こ
と

医
療
・
看
護
・
福
祉
と
感
情
労
働
－
職
業
と
し
て
の
「
善
意
」
を
め
ぐ
っ
て

グ
ル
ー
プ
と
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
－
感
情
を
教
育
す
る
こ
と
は
出

来
る
の
か

（
学
術
講
演
等
）

緩
和
ケ
ア
と
「
感
情
労
働
」

体
験
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

看
護
師
の
感
情
労
働

グ
ル
ー
プ
は
お
も
し
ろ
い

看
護
と
感
情
労
働

精
神
科
看
護
と
感
情
労
働

「
感
情
労
働
」
の
視
点
か
ら
ケ
ア
を
考
え
る

単
著
単
著
単
著

単 共 単 単 単 単 単

平
成
20
年
6月
30
日

平
成
20
年
12
月
20
日

平
成
20
年
12
月
20
日

平
成
20
年
6月
3日

平
成
20
年
6月
21
日

平
成
20
年
7月
30
日

平
成
20
年
8月
26
日

平
成
20
年
8月
27
日

平
成
20
年
10
月
30
日

平
成
20
年
12
月
20
日

日
本
集
団
精
神
療
法
学
会
『
集
団
精
神
療
法
』
24（
1）

日
本
嗜
癖
行
動
学
会
誌
『
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
家
族
』
25（
3）

日
本
集
団
精
神
療
法
学
会
『
集
団
精
神
療
法
』
24（
2）

秋
田
県
緩
和
ケ
ア
研
究
会
（
秋
田
市
） 

第
18
回
日
本
精
神
保
健
看
護
学
会
学
術
集
会

東
京
女
子
医
科
大
学
（
新
宿
区
） 

看
護
師
と
保
育
者
の
「
感
情
労
働
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

－
Pa
m
 S
m
ith
教
授
を
囲
ん
で
－（
京
都
） 

群
馬
病
院
研
修
会
（
群
馬
県
高
崎
市
） 

日
本
精
神
科
看
護
技
術
協
会
群
馬
支
部
研
修
会

（
群
馬
県
前
橋
市
） 

医
療
法
人
社
団
一
陽
会
陽
和
病
院
研
修
会（
練
馬
区
大
泉
町
） 

第
8回
東
邦
大
学
看
護
研
究
会
学
術
交
流
会（
大
田
区
大
森
） 

25
－2
9

18
6 －
19
0

10
5 －
11
1

系
統
看
護
学
講
座
精
神
看
護
学
（
1）
精
神
看
護
の
基
礎

系
統
看
護
学
講
座
精
神
看
護
学
（
2）
精
神
看
護
の
展
開

共
著

共
著

平
成
21
年
2月
1日

平
成
21
年
2月
1日

医
学
書
院

医
学
書
院
 
 

○
武
井
麻
子
・
末
安
民
生
・
小
宮
敬
子
・
式
守
晴
子
・

江
口
重
幸
・
相
田
信
男
・
濱
田
秀
伯
・
橘
田
昌
也
・

長
嶺
敬
彦
 
 

○
武
井
麻
子
・
末
安
民
生
・
小
宮
敬
子
・
式
守
晴
子
・

鷹
野
朋
実
・
森
真
喜
子
・
寶
田
穂
・
江
波
戸
和
子
・

堀
井
湖
浪
・
白
柿
綾
・
月
江
ゆ
か
り
・
青
戸
由
理
子
・

藤
井
達
也
・
仲
野
栄
・
中
井
有
里
・
矢
田
朱
美
・
古

城
門
靖
子
・
広
瀬
寛
子
 
 

・
1年
生
12
～
13
名
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
1回
90
分
）
を
4回
行
い
、
実

際
に
体
験
し
な
が
ら
、
人
間
関
係
を
学
び
自
己
及
び
他
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
演
習
を
実
施
し
た
。

・
音
楽
療
法
、ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
、ダ
ン
ス
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
各
専
門
家
3名
を
招
い
て
、学
生
が
、

精
神
科
治
療
技
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
芸
術
療
法
を
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
演
習
を
実
施
し
た
。
ア
ー
ト
、
ダ

ン
ス
に
つ
い
て
は
学
生
の
希
望
に
沿
っ
て
半
数
に
分
け
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
受
講
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

・
ほ
ぼ
、
毎
回
ス
ヌ
ー
ピ
ー
漫
画
、
詩
、
短
歌
な
ど
を
授
業
資
料
と
し
て
作
成
。
人
間
心
理
を
端
的
な
形

で
表
現
し
た
作
品
を
通
し
て
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
、
理
解
を
深
め
る
一
助
と
し
た
。

・
大
学
院
修
士
課
程
1、
2年
生
を
対
象
に
、
自
己
理
解
･他
者
理
解
及
び
対
人
ス
キ
ル
の
習
得
を
目
的
と

し
て
、
希
望
者
に
よ
る
体
験
グ
ル
ー
プ
を
1日
か
け
て
全
4セ
ッ
シ
ョ
ン
行
っ
た
。 
 

1－
11
1

62
－1
71
、1
72
－2
27
、

32
0－
34
0

小
宮
敬
子
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Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

平
成
10
年
3月
～
現
在
 

平
成
18
年
9月
～
現
在
 

平
成
18
年
～
現
在
 

平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
3月
 

平
成
20
年
5月
30
日
～
平
成
20
年
12
月
31
日
 

平
成
19
年
4月
～
平
成
23
年
3月
 

平
成
5年
9月
～
現
在
 

平
成
15
年
10
月
～
現
在
 

平
成
9年
～
現
在
 

平
成
20
年
10
月
10
日

 平
成
21
年
3月
20
日
 

日
本
集
団
精
神
療
法
学
会
・
常
任
理
事
 
 

 
 

 
日
本
精
神
保
健
看
護
学
会
査
読
委
員
 
 

 
 

 
日
本
病
院
・
地
域
精
神
医
学
会
編
集
委
員
査
読
委
員
 
 

 
 

 
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
倫
理
委
員
会
・
委
員
 

 
 

 
 

日
本
学
術
振
興
会
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
分
野
別
審
査
委
員
 
 

 
 

 
財
団
法
人
日
本
高
等
教
育
評
価
機
構
評
価
員
 

 
 

 
 

ナ
ー
ス
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
研
究
会
主
催
者
（
毎
月
1回
：
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
） 

 
 

 
 

つ
き
じ
体
験
グ
ル
ー
プ
・
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
（
毎
月
1回
：
東
京
集
団
精
神
療
法
研
究
所
） 

 
 

 
 

精
神
科
看
護
事
例
検
討
会
主
催
者
（
毎
月
1回
：
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
） 

 
 

 
 

8t
h 
Pa
cifi
c 
Ri
m
 R
eg
ion
al 
Co
ng
re
ss
 o
f I
nt
er
na
tio
na
l A
ss
oc
iat
ion
 fo
r G
ro
up
 P
sy
ch
ot
he
ra
py
 a
nd
 G
ro
up
 P
ro
ce
ss
.座
長

（
島
根
県
松
江
市
く
に
び
き
メ
ッ
セ
）

第
26
回
日
本
集
団
精
神
療
法
学
会
プ
レ
コ
ン
グ
レ
ス
・
事
例
検
討
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
（
九
州
大
学
）
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著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

Ⅱ
　
研
究
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

小
児
看
護
専
門
看
護
師

書
評
　
バ
ー
ン
ズ
＆
グ
ロ
ー
ブ
看
護
研
究
入
門

子
ど
も
が
入
院
す
る
病
棟
の
保
育
士
と
看
護
師
と
の
協
働

子
ど
も
が
入
院
す
る
病
棟
に
お
け
る
協
働
に
向
け
て
保
育
士
が
看
護
師
に
期
待

す
る
こ
と

小
児
看
護
に
お
け
る
熟
練
技
術
を
創
造
す
る
組
織
の
モ
デ
ル
化

入
院
す
る
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
領
域
で
働
く
看
護
師
の
ス
ト
レ
ス
や
感
情
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
に
お
け
る
家
族
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
援
助
に
関
す
る
文
献
検
討

単
著
単
著
共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
４
月

平
成
20
年
9月

平
成
20
年
9月

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

月
刊
ナ
ー
シ
ン
グ
28（
5）
 

看
護
60（
5）
 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
17（
2）

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
17（
2）

平
成
18
年
度
～
平
成
21
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研

究
C）
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
　
川
名
る
り
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
18（
1）

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
18（
1）

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
18（
1）

筒
井
真
優
美
 

筒
井
真
優
美
 

◎
深
谷
基
裕
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美

智
子
、
山
内
朋
子
　
他
3名
 

◎
伊
藤
孝
子
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美

智
子
、
山
内
朋
子
　
他
3名
 

◎
川
名
る
り
、江
本
リ
ナ
、筒
井
真
優
美
、平
山
恵
子
、

山
内
朋
子
、
松
尾
美
智
子
 

◎
松
尾
美
智
子
、
筒
井
真
優
美
、
山
内
朋
子
、
江
本

リ
ナ
　
他
7名
 

◎
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
江
本

リ
ナ
　
他
7名
 

◎
中
澤
淳
子
、江
本
リ
ナ
、山
内
朋
子
、筒
井
真
優
美
、

松
尾
美
智
子
　
他
6名
 

14
0 －
14
3

10
8
24
－3
1

32
－3
8

11
2 －
11
9

12
7－
13
4

12
0 －
12
6

フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
　
看
護
理
論
の
分
析
と
評
価
　
新
訂
版
（
監
訳
）　
2章
看
護
理

論
の
分
析
と
評
価
、
3章
レ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
文
化
ケ
ア
の
多
様
性
と
普
遍
性
の

理
論

共
著

平
成
20
年
7月

医
学
書
院

◎
太
田
喜
久
子
、
筒
井
真
優
美
　
監
訳
 

41
－1
14

領
域
　
小
児
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
厚
生
労
働
省
看
護
研
修
研
究
セ
ン
タ
ー
　
幹
部
看
護
教
員
養
成
課
程
、
看
護
教
員
養
成
課
程
小
児
看
護
学
教
授
法

・
小
児
看
護
学
技
術
演
習
事
前
学
習
用
「
演
習
ノ
ー
ト
」

・
発
達
看
護
学
Ⅲ
②：
「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
る
」
た
め
の
小
児
看
護
学
技
術
演
習
方
法
の
工
夫

・
深
谷
赤
十
字
病
院
　
研
究
指
導
 

 
・
群
馬
県
看
護
協
会
　
看
護
論
 

 
・
東
京
都
　
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
 

 
・
熊
本
県
看
護
協
会
　
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ベ
ル
 

 
・
神
奈
川
県
立
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
　
第
63
、
64
回
看
護
集
談
会
　
講
評
 

 
・
深
谷
赤
十
字
病
院
　
看
護
研
究
に
お
け
る
倫
理
 

 

平
成
20
年
6月
27
日
、
7月
4日

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
3月

平
成
20
年
5月
23
日

平
成
20
年
6月
25
日

平
成
20
年
8月
19
、
20
、
21
日

平
成
20
年
6月
21
日
、1
1月
15
日

平
成
21
年
3月
7日

平
成
20
年
4月

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
教
授

氏
名
　
筒
井
　
真
優
美

計
画
書
立
案
か
ら
抄
録
作
成
、
院
内
発
表
の
過
程
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
 

看
護
論
に
つ
い
て
解
説
し
た
。 

 
 

看
護
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
解
説
し
た
。 

 
 

看
護
論
、
キ
ャ
リ
ア
発
達
、
看
護
に
お
け
る
倫
理
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

神
奈
川
県
立
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
た
8題
の
看
護
研
究
の
講
評
を
し
た
。

看
護
研
究
の
倫
理
と
は
何
か
、
研
究
の
実
施
前
後
に
ど
の
よ
う
な
倫
理
的
配
慮
が
必
要
か
に
つ
い
て
解
説

し
た
。 

 
 

小
児
看
護
学
の
授
業
設
計
と
教
授
法
に
つ
い
て
解
説
し
た
。 

 
 

学
生
の
自
学
自
習
を
ね
ら
い
作
成
し
た
。
演
習
項
目
（
8項
目
）
に
つ
い
て
基
礎
知
識
、
子
ど
も
の
権
利

に
関
し
て
問
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 
 

 

前
年
度
評
価
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
る
」
小
児
看
護
実
践
力
を
育
て
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
、
内
容
を
工
夫
し
た
。
具
体
的
に
は
、
演
習
項
目
①
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
ズ
測
定
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、②
身
体
計
測
、③
与
薬
、④
清
潔
ケ
ア
、
ベ
ッ
ド
柵
の
扱
い
、⑤
検
体
採
取
、⑥
吸
入
、
吸
引
、

酸
素
吸
入
、⑦
経
管
栄
養
、⑧
輸
液
中
の
管
理
の
8項
目
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
学
習
内
容

を
強
化
し
た
。
学
生
の
演
習
後
、
実
習
で
の
反
応
か
ら
教
育
評
価
を
行
っ
た
。
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そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

入
院
し
て
い
る
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
援
助
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
に
お
け
る
家
族
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
援
助
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
領
域
に
お
け
る
看
護
師
の
ス
キ
ル
や
力
を
阻
む
状
況
に
関
す
る
文
献

検
討
子
ど
も
の
療
養
環
境
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
領
域
で
働
く
看
護
師
の
ス
ト
レ
ス
や
感
情
に
関
す
る
文
献
検
討

看
護
師
が
「
困
っ
た
」
と
感
じ
た
子
ど
も
と
家
族
の
事
例
に
み
る
看
護
を
阻
む

現
象
や
状
況

小
児
看
護
に
お
け
る
実
践
知
を
共
有
す
る
組
織

（
学
術
講
演
等
）

Ca
rin
g 
ch
ild
 a
nd
 fa
m
ily
: S
O
S 
fro
m
 c
hi
ld
 a
nd
 fa
m
ily
 （
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

日
本
に
お
け
る
子
ど
も
と
家
族
の
看
護
の
現
状
と
課
題
（
基
調
講
演
）

Ca
rin
g 
sc
ie
nc
e 
as
 e
th
ica
l a
nd
 s
ce
in
tifi
c 
m
od
el
 fo
r 
nu
rs
in
g 
ed
uc
at
io
n 

an
d 
pr
ac
tic
e （
基
調
講
演
座
長
）

看
護
に
お
け
る
ケ
ア
リ
ン
グ
と
癒
し
（
特
別
講
演
）

共
著

共
著

共
著

共
著
共
著
共
著

共
著

単 単 単 単

平
成
20
年
7月
26
日

平
成
20
年
7月
26
日

平
成
20
年
7月
26
日

平
成
20
年
7月
27
日

平
成
20
年
7月
27
日

平
成
20
年
12
月
14
日

平
成
20
年
12
月
14
日

平
成
20
年
8月
26
日

平
成
20
年
8月
12
日

平
成
20
年
12
月
13
日

平
成
20
年
12
月
24
日

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
）

10
th
 In
te
rn
at
io
na
l C
on
gr
es
s 
of
 B
eh
av
io
ra
l M
ed
ic
in
e 

（
T
ok
yo
）

日
本
総
領
事
館
　
ジ
ャ
ム
ズ
ネ
ッ
ト
（
N
ew
 Y
or
k）
 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
）（
東
京
）

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
特
別
講
演
（
鹿
児
島
） 

◎
長
谷
川
孝
音
、
江
本
リ
ナ
、
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子

他
6名
 

 
◎
中
澤
淳
子
、
江
本
リ
ナ
、
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
　

他
6名
 

 
◎
西
村
実
希
子
、
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
江
本
リ
ナ

他
6名
 

 
◎
松
尾
美
智
子
、
筒
井
真
優
美
、
山
内
朋
子
、
江
本
リ
ナ
　
他
7名
 

◎
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
江
本
リ
ナ
　
他
7名
 

◎
西
田
志
穗
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
山
内
朋
子
、

他
5名
 

 
◎
川
名
る
り
、
筒
井
真
優
美
、
江
本
リ
ナ
、
平
山
恵
子
、
山
内
朋
子
、
松

尾
美
智
子
 
 

平
成
7年
10
月
7日
－
現
在
に
至
る

平
成
15
年
3月
31
日
－
21
年
3月
31
日

平
成
15
年
10
月
1日
－
21
年
9月
30
日

平
成
16
年
3月
31
日
－
22
年
3月
31
日

平
成
16
年
4月
10
日
－
22
年
3月
31
日

平
成
16
年
6月
4日
－
22
年
7月
31
日

平
成
16
年
9月
1日
－
現
在
に
至
る

平
成
18
年
10
月
1日
－
現
在
に
至
る

平
成
19
年
4月
1日
－
22
年
3月
31
日

平
成
19
年
4月
1日
－
22
年
3月
31
日

平
成
19
年
7月
－
22
年
7月
 

平
成
19
年
10
月
－
22
年
7月

平
成
20
年
3月
24
日
－
21
年
6月
21
日

平
成
20
年
4月
13
日
－
21
年
8月
12
日

平
成
20
年
7月
1日
－
22
年
6月
30
日

平
成
20
年
8月
1日
－
23
年
7月
31
日

日
本
臨
床
死
生
学
会
理
事

日
本
看
護
学
教
育
学
会
専
任
査
読
者

日
本
看
護
科
学
学
会
和
文
誌
専
任
査
読
委
員

日
本
看
護
研
究
学
会
評
議
員

日
本
看
護
研
究
学
会
誌
査
読
委
員

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
専
任
査
読
委
員

日
本
健
康
心
理
学
会
研
究
企
画
委
員

日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
乳
児
院
　
苦
情
解
決
制
度
に
か
か
る
第
三
者
委
員

日
本
高
等
教
育
評
価
機
構
評
価
委
員

日
本
家
族
看
護
学
会
理
事

日
本
小
児
看
護
学
会
理
事

日
本
小
児
看
護
学
会
学
術
交
流
推
進
活
動
委
員

第
10
回
日
本
赤
十
字
看
護
学
会
学
術
集
会
企
画
委
員

第
35
回
日
本
看
護
研
究
学
会
学
術
集
会
企
画
委
員
会
委
員

医
道
審
議
会
専
門
委
員
保
健
師
助
産
師
看
護
師
分
科
会
員

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
専
任
査
読
者
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領
域
　
教
養
基
礎

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

『
速
読
練
習
テ
キ
ス
ト
、
内
容
理
解
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
付
き
（
初
級
）』
英
語
R1
－
1、
1－
2 
用
   
 

Pa
ra
gr
ap
h 
W
rit
in
g　
　
英
語
W
2－
1用
作
文
指
導
教
材
 

 

『
世
界
の
文
化
と
宗
教
』　
　
世
界
の
文
化
と
宗
教
教
授
用
教
材
 

 

Fr
om
 P
ar
ag
ra
ph
 to
 C
om
po
sit
ion
　
　
英
語
W
2－
2用
作
文
指
導
教
材
 

 

平
成
20
年
4月
（
改
訂
）

平
成
20
年
4月
（
改
訂
）

平
成
20
年
4月
（
改
訂
）

平
成
20
年
4月
（
改
訂
）

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
教
授

氏
名
　
佐
藤
　
眞

（
学
術
講
演
等
）

難
易
度
と
長
さ
を
考
慮
し
た
テ
キ
ス
ト
と
理
解
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
テ
ス
ト
を
１
セ
ッ
ト
に
し
た
、
13
セ

ッ
ト
か
ら
な
る
教
材
。 

 
 

さ
ま
ざ
ま
な
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
書
き
方
を
解
説
し
、
実
際
に
書
く
と
き
の
注
意
事
項
、
題
材
例
を
提
示
し
た

教
材
。 

 
 

世
界
の
主
要
な
宗
教
の
特
徴
な
ど
の
説
明
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
と
の
関
連
で
発
達
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
現
象
の
実
例
を
含
む
教
材
。 

 
 

パ
ラ
グ
ラ
フ
数
の
多
い
作
文
の
基
本
的
な
考
え
方
の
説
明
と
、
実
際
に
い
く
つ
か
の
作
文
を
書
く
た
め
の

注
意
点
、
題
材
例
な
ど
を
含
む
教
材
。 
 

 

平
成
20
年
5月
～
平
成
21
年
4月
 

平
成
20
年
12
月
～
平
成
21
年
11
月
 

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
生
活
協
同
組
合
理
事
長
 

 
 

 
 

全
国
大
学
生
活
協
同
組
合
連
合
会
大
学
生
協
東
京
地
域
セ
ン
タ
ー
理
事
、
お
よ
び
大
学
生
協
東
京
地
域
セ
ン
タ
ー
設
立
推
進
委
員
会
委
員
長

学
生
が
望
む
学
習
者
支
援
－
学
習
支
援
と
し
て
の
学
生

相
談
室
と
保
健
室
（
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
）

単
平
成
20
年
11
月
21
日

第
62
回
国
立
病
院
総
合
医
学
会
（
東
京
）
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領
域
　
専
門
基
礎
（
学
部
）
成
人
看
護
学
（
研
究
科
）

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

 
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
の
委
員
 
 

大
学
機
能
評
価
編
集
委
員
会
の
委
員
長

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
教
授

氏
名
　
中
木
　
高
夫

電
子
カ
ル
テ
稼
働
中
の
施
設
に
お
け
る
看
護
師
の
思
考
過
程
の
分
析

N
A
N
D
A
－
I看
護
診
断
に
対
す
る
臨
床
看
護
師
の
意
見
調
査
－
５
つ
の
看
護
診

断
に
焦
点
を
当
て
て

こ
れ
か
ら
の
医
療
改
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
〈
共
有
 sh
ar
in
g〉

緩
和
ケ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
提
言

看
護
職
に
求
め
ら
れ
る
「
根
拠
に
基
づ
く
実
践
」
と
情
報
環
境
の
課
題

看
護
職
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
従
事
者
の
生
涯
に
わ
た
る
実
践
・
学
習
に
必
要

な
文
献
等
の
複
写
に
係
る
権
利
制
限
の
要
望
に
つ
い
て
－
要
望
書
作
成
の
経
緯

Ja
pa
ne
se
 n
ur
se
s' 
pe
rc
ep
tio
ns
 a
bo
ut
 N
A
N
D
A
 n
ur
sin
g 
di
ag
no
sis
 in
 

Ja
pa
ne
se

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著

単
著
共
著

単
著

共
著

共
著

平
成
20
年
3月

平
成
20
年
3月

平
成
20
年
2月

平
成
20
年
10
月

平
成
20
年
4月
19
日

平
成
20
年
7月
12
－

13
日
平
成
20
年
11
月
13
－

15
日（
Fl
or
id
a, 
U
SA
）

看
護
診
断
　
13（
1）
: 5
－
12
.

看
護
診
断
　
13（
1）
: 8
9－
99
.

 日
本
PO
S医
療
学
会
誌
　
13（
1）
: 1
4－
21
. 

医
学
教
育
 

日
本
看
護
図
書
館
協
会
平
成
20
年
度
総
会
及
び
著
作
権
フ
ォ

ー
ラ
ム
 

第
25
回
医
療
情
報
サ
ー
ビ
ス
研
究
大
会
（
つ
く
ば
市
） 

N
A
N
D
A
 In
te
rn
at
ion
al 
20
08
 C
on
fe
re
nc
e 

看
護
に
お
け
る
理
論
構
築
の
方
法

共
著

平
成
20
年
7月
1日

医
学
書
院
 

Lo
ra
in
e 
O
lz
ew
sk
i W
al
ke
r 
&
 K
ay
 C
oa
ls
on
 

A
va
nt
著
/中
木
高
夫
、
川
崎
修
一
著
 

古
庄
夏
香
、
黒
田
裕
子
、
安
藤
敬
子
、
小
田
正
枝
、

林
み
よ
子
、
脇
坂
浩
、
柏
木
公
一
、
山
勢
博
彰
、
伊

東
美
佐
江
、
木
戸
滋
里
、
中
木
高
夫
、
棚
橋
泰
之
、

柳
谷
博
幸
、
岡
崎
寿
美
子
、
中
山
栄
純

黒
田
裕
子
、
柏
木
公
一
、
小
田
正
枝
、
中
木
高
夫
、

江
川
隆
子
、
山
勢
博
彰
、
棚
橋
泰
之
、
佐
藤
栄
子
、

相
良
か
お
る
（
日
本
看
護
診
断
学
会
看
護
診
断
用
語

検
討
委
員
会
）

 庄
司
進
一
他
41
名
 

 

委
員
の
1人
と
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
に
加
わ
っ
た
。

平
成
21
年
度
に
大
学
機
能
・
評
価
を
受
け
る
た
め
に
、
常
置
委
員
会
が
作
成
し
た
報
告
書
の
原
案
を
、
大

学
基
準
協
会
が
定
め
た
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
の
形
式
に
合
わ
せ
て
リ
ラ
イ
ト
し
、「
自
己
点
検
・
評

価
報
告
書
」
を
作
成
し
た
。
1月
の
大
学
耳
順
協
会
の
提
出
期
限
ま
で
に
提
出
で
き
、
審
査
対
象
と
し
て

受
理
さ
れ
た
。 

 
 

と
く
に
な
い
  

人
体
の
構
造
と
機
構
Ⅰ
、
疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進
Ⅰ
、
疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進
Ⅱ

平
成
20
年
4月

担
当
科
目
の
た
め
に
独
自
に
作
成
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
国
家
試
験
の
基
準
に
合
致
し
た
教
科
書

を
選
定
し
た
。

人
体
の
行
動
と
機
能
Ⅰ

平
成
21
年
2月

定
期
試
験
を
国
家
試
験
形
式
と
し
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
に
早
期
か
ら
慣
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。 

松
本
直
子
、
山
口
妙
子
、
和
気
た
か
子
、
根
岸
准
子
、
松
下
茂
、
小
野
由
美
、

中
木
高
夫
 
 

M
isa
e 
Ito
, M
as
ae
 O
da
, Y
uk
o 
K
ur
od
a, 
H
iro
ak
i Y
am
as
e, 
K
im
ik
az
u 

K
as
hi
w
ag
i, T
ak
ao
 N
ak
ak
i, T
ak
ak
o 
Eg
aw
a, 
Ei
ko
 S
at
o 

 

大
会
長
講
演
：
PO
S発
、
看
護
過
程
・
看
護
診
断
経
由
、
中
範
囲
理
論

市
民
公
開
講
座
：
ナ
ー
ス
の
お
仕
事

単
著
単
著

平
成
20
年
7月
5－
6日

平
成
20
年
7月
5－
6日

第
14
回
日
本
看
護
診
断
学
会
学
術
大
会
（
横
浜
市
） 

第
14
回
日
本
看
護
診
断
学
会
学
術
大
会
（
横
浜
市
） 

平
成
20
年
７
月
5－
6日
 

平
成
20
年
７
月
５
日
～
 

平
成
17
年
４
月
１
日
～
 

平
成
20
年
９
月
～
 

平
成
17
年
４
月
～

第
14
回
日
本
看
護
診
断
学
会
学
術
大
会
大
会
長
 

 
 

 
 

日
本
看
護
診
断
学
会
評
議
員
・
理
事
・
看
護
診
断
用
語
検
討
委
員
会
委
員
長
 

 
 

 
 

日
本
看
護
研
究
学
会
評
議
員
 

 
 

 
 

日
本
看
護
系
学
会
協
議
会
塩
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
 
 

 
 

 
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
生
活
協
同
組
合
監
事
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領
域
　
看
護
学
部
　

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

平
成
13
年
4月
よ
り
現
在
ま
で

平
成
16
年
よ
り
現
在
ま
で

平
成
7年
4月
か
ら
現
在
ま
で

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
教
授

氏
名
　
小
池
　
政
行

（
学
術
講
演
等
）

「
自
衛
隊
が
愛
さ
れ
る
条
件
－
人
間
の
安
全
保
障
と
は
」

単
著

平
成
20
年
8月

朝
日
新
聞
社
 

す
べ
て
の
講
義
内
容
に
つ
き
「
小
池
政
行
講
義
資
料
」
と
し
て
U
RL
の
H
Pと
し
て
保
存
、
掲
載
し
学
生

が
い
つ
で
も
過
去
の
講
義
例
、
授
業
例
を
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

上
記
Sp
he
re
Pr
oj
ec
tの
日
本
語
教
材
「
国
際
人
道
援
助
・
救
援
活
動
に
関
す
る
人
道
憲
章
、
行
動
規
範
、

最
低
基
準
に
つ
い
て
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」（
国
際
協
力
機
構
難
民
事
業
本
部
ア
ジ
ア
教
育
福
祉
財
団
刊
行
）

の
毎
年
の
監
訳
及
び
現
地
活
動
状
況
に
お
け
る
参
考
情
報
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
。

 
 

 

平
成
20
年
4月
よ
り
新
期
開
講
さ
れ
た
「
赤
十
字
国
際
活
動
論
」（
含
人
道
活
動
論
に
お
い
て
は
PC
を
多

用
し
、
現
在
多
く
の
実
際
の
活
動
例
を
そ
の
U
RL
に
掲
載
、
説
明
し
て
い
る
赤
十
字
国
際
委
員
会
IC
RC
、

国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
社
連
盟
IF
RC
、
そ
の
他
人
道
問
題
に
関
わ
る
国
際
機
関
（
U
N
H
CR
、Ｗ
Ｋ
0等
）

の
実
際
の
活
動
例
及
ぴ
そ
の
根
底
と
な
る
理
念
、
実
際
の
活
動
指
針
の
理
解
を
容
易
に
す
る
こ
と
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
こ
の
科
目
の
演
習
と
し
て
実
施
さ
れ
る
「
赤
十
字
国
際
活
動
論
演
習
」
に
お
い
て
は
、
教

員
が
直
接
、
上
記
各
機
関
ほ
か
ス
イ
ス
赤
十
字
社
、
同
看
護
大
学
の
受
け
入
れ
当
局
と
の
交
渉
、
演
習
に

と
も
な
う
フ
ラ
イ
ト
、
ホ
テ
ル
等
の
手
配
を
右
機
関
の
協
力
を
得
て
行
い
、
現
地
に
お
い
て
は
公
共
交
通

機
関
を
利
用
、
教
員
が
通
訳
を
行
う
な
ど
し
て
、
学
生
へ
の
経
費
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各

機
関
訪
問
に
際
し
て
は
看
護
師
、
な
い
し
は
保
線
師
と
し
て
国
際
的
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
活
動
経
験
あ

る
方
を
調
整
し
、
質
疑
応
答
を
行
う
な
ど
し
て
、
学
生
た
ち
に
国
際
的
活
動
へ
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
与
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
講
義
資
料
、
レ
ジ
ュ
メ
に
つ
い
て
は
下
記
の
、
小
池
政
行
講
義
資
料

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
事
前
に
講
義
レ
ジ
メ
、
資
料
を
掲
載
、
学
生
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
工
夫
を
常
に
行

っ
て
い
る
。
ま
た
学
生
が
講
義
を
受
け
た
上
で
あ
ら
た
め
て
自
ら
の
考
え
を
ま
と
め
記
述
す
る
能
力
の
養

成
に
努
め
て
い
る
。
ht
tp
://
w
w
w
01
5.u
pp
.so
－n
et
.ne
.jp
/m
_k
oik
e/

 
 

 

国
際
法
学
会
 

国
際
政
治
学
会
 

英
国
国
営
放
送
BB
Cワ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
ス
番
組
審
議
委
員
 

テ
レ
ビ
朝
日
外
交
・
国
際
問
題
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
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領
域
　
基
礎

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

な
し
 

 

と
く
に
な
し
  

グ
ル
ー
プ
発
表
、
講
儀
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
学
生
が
自
ら
考
え
ら
れ
る
授
業
の
工
夫
を
行
っ
た

看
護
実
践
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
認
定
看
護
師
コ
ー
ス
の
教
育
担
当
 

 

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
教
授

氏
名
　
守
田
　
美
奈
子

サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
が
ん
患
者
・
家
族
へ
の
支
援

新
卒
看
護
師
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
/ア
ク
シ
デ
ン
ト
体
験
と
周
囲
の
対
応

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
1 
 ヨ
ガ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
み
と
評
価

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
2 
 ハ
ン
ド
＆
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
試
み
と
評
価

 が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
3 
 「
患
者
学
セ
ミ
ナ
ー
」
の
試
み
と
評
価

遺
伝
問
題
に
関
わ
る
自
己
決
定
能
力
を
促
進
す
る
た
め
の
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
構
築
と
そ
の
成
果
－
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
と
評
価
そ
の
1

遺
伝
問
題
に
関
わ
る
自
己
決
定
能
力
を
促
進
す
る
た
め
の
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
構
築
と
そ
の
成
果
－
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
と
評
価
そ
の
2

癒
し
の
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
す
る
看
護
技
術
の
開
発
研
究
（
そ
の
1）
ハ
ン
ド
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
－
生
理
機
能
の
評
価

癒
し
の
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
す
る
看
護
技
術
の
開
発
研
究
（
そ
の
2）
ハ
ン
ド
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
－
心
理
・
社
会
的
側
面
の
評
価

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
運
営

と
評
価
－
半
年
間
の
実
施
状
況
か
ら
－

（
学
術
講
演
等
）

共
著
共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

平
成
20
年
8月

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
7月
4日

平
成
20
年
7月
4日

平
成
20
年
7月
4日

平
成
20
年
9月
20
日

平
成
20
年
9月
20
日

平
成
20
年
12
月
13
日

平
成
20
年
12
月
13
日

平
成
21
年
2月
7日

家
族
看
護
　
第
6巻
第
2号
 

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
誌
8（
1）

第
13
回
緩
和
医
療
学
会
学
術
大
会
 

第
13
回
緩
和
医
療
学
会
学
術
大
会
 

第
13
回
緩
和
医
療
学
会
学
術
大
会
 

第
7回
遺
伝
看
護
学
会
 

第
7回
遺
伝
看
護
学
会
 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

第
23
回
日
本
が
ん
看
護
学
会
学
術
集
会
（
沖
縄
） 

◎
守
田
美
奈
子
、
吉
田
み
つ
子
、
遠
藤
公
久
他
2名

◎
吉
田
み
つ
子
、
川
原
由
佳
里
、
佐
々
木
幾
美
、
本

庄
恵
子
、
田
中
孝
美
、
守
田
美
奈
子
、
村
上
睦
子
、

川
嶋
み
ど
り
、
他
2名

11
4－
11
9

20
－
27

看
護
理
論
　
看
護
理
論
20
の
理
解
と
実
践
へ
の
応
用

共
著

平
成
20
年
4月

南
江
堂
 

◎
筒
井
真
優
美
監
修
　
川
名
る
り
、
川
原
ゆ
か
り
、

川
嶋
み
ど
り
、
守
田
美
奈
子
他
18
名
 

32
－
41

◎
斎
藤
梓
、
守
田
美
奈
子
、
吉
田
み
つ
子
、
他
6名
 
 

◎
佐
々
木
笑
、
守
田
美
奈
子
、
吉
田
み
つ
子
、
他
6名
  

◎
樋
口
佳
栄
、
守
田
美
奈
子
、
吉
田
み
つ
子
、
他
6名
  

◎
溝
口
満
子
、
守
田
美
奈
子
、
西
村
ユ
ミ
他
2名
 

 

◎
守
田
美
奈
子
、
溝
口
満
子
、
西
村
ユ
ミ
他
2名
 

 

○
安
達
祐
子
、
川
原
由
佳
里
、
守
田
美
奈
子
、
田
中
晶
子
、
本
江
朝
美
、

奥
田
清
子
、
樋
口
佳
栄
、
斉
藤
梓
、
五
味
己
寿
枝
 

 
○
田
中
晶
子
、
川
原
由
佳
里
、
守
田
美
奈
子
、
安
達
祐
子
、
本
江
朝
美
、

奥
田
清
子
、
樋
口
佳
栄
、
斉
藤
梓
、
五
味
己
寿
枝
 

 
◎
吉
田
み
つ
子
、
守
田
美
奈
子
、
斉
藤
梓
、
樋
口
佳
栄
、
鈴
木
治
子
　
他

3名
 

 

平
成
19
年
9月
～
平
成
21
年
9月
 

平
成
18
年
6月
～
平
成
20
年
6月
 

日
本
遺
伝
看
護
学
会
　
監
事
 

 
 

 
 

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
　
副
理
事
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領
域
　
成
人
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
、
学
生
参
加
型
の
授
業
と
し
た
。 
 

　 ・
授
業
開
始
時
ま
た
は
終
了
時
に
毎
回
ク
イ
ズ
、
ま
た
は
感
想
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
次
の
授
業
に
生
か
し
た
。  

　 ・
事
前
学
習
課
題
の
提
示
。
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
看
護
技
術
の
復
習
・
自
己
練
習
）
を
設
け
た
。 
 

平
成
20
年
4月
～

　 平
成
20
年
4月
～

　 平
成
20
年
6月
～

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
教
授

氏
名
　
河
口
　
て
る
子

専
門
看
護
師
 慢
性
疾
患
看
護
専
門
看
護
師

糖
尿
病
合
併
症
予
防
の
た
め
の
患
者
教
育
－
療
養
指
導
、
看
護
、
お
よ
び
心
理

面
を
含
め
た
ア
プ
ロ
ー
チ
  臨
床
心
理
学
･看
護
の
実
践
知
か
ら
の
自
己
管
理
再

考
－
医
療
者
に
必
要
な
固
定
観
念
か
ら
の
開
放

慢
性
看
護
の
基
盤
と
な
る
患
者
教
育
研
究
の
と
り
く
み
－
熟
練
看
護
師
に
よ
る

慢
性
疾
患
看
護
の
実
践
知
－

外
来
糖
尿
病
患
者
に
対
す
る
電
話
に
よ
る
継
続
的
支
援
の
効
果
－
食
事
療
法
の

つ
ら
さ
に
焦
点
を
あ
て
て
－

外
来
糖
尿
病
患
者
に
対
す
る
電
話
支
援
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
作
成
の
プ
ロ
セ
ス

（
学
術
講
演
等
）

慢
性
看
護
の
基
盤
と
な
る
患
者
教
育
研
究
の
と
り
く
み
－
熟
練
看
護
師
に
よ
る

慢
性
疾
患
看
護
の
実
践
知
－（
会
長
講
演
）

慢
性
看
護
ケ
ア
の
方
略
に
関
す
る
研
究
と
課
題
　「
看
護
の
教
育
的
関
わ
り
モ

デ
ル
」
モ
デ
ル
の
開
発
と
実
践
へ
の
適
応
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

単
著
単
著

単
著

共
著

共
著

単
著

共
著

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
7月

平
成
20
年
12
月

平
成
20
年
9月
7日

平
成
20
年
9月
13
日

平
成
20
年
6月
21
日

平
成
20
年
6月
22
日

ナ
ー
シ
ン
グ
　
28（
5）

糖
尿
病
合
併
症
　
22（
1）

日
本
慢
性
看
護
学
会
誌
　
2（
2）

第
13
回
日
本
糖
尿
病
教
育
・
看
護
学
会
学
術
集
会
 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
 

第
2回
日
本
慢
性
看
護
学
会
学
術
集
会
 

第
2回
日
本
慢
性
看
護
学
会
学
術
集
会
 

15
2－
15
5

63
－
66

66
－
71

研
究
方
法
論
Ⅰ（
通
年
）
の
授
業
の
う
ち
2/
3程
度
を
文
献
検
索
、
研
究
計
画
書
作
成
演
習
と
し
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
て
学
生
主
導
で
発
表
等
も
行
っ
た
。 

 
 

看
護
援
助
学
総
論
、
発
達
看
護
学
Ⅰ
－
①
で
授
業
の
開
始
時
、
ま
た
は
終
了
時
に
前
回
の
授
業
内
容
、
理

解
の
確
認
の
た
め
の
ク
イ
ズ
や
思
考
を
助
け
る
た
め
の
自
身
の
生
活
習
慣
と
そ
の
気
づ
き
な
ど
を
目
的
に

記
述
さ
せ
、
授
業
に
生
か
し
た
。 

 
 

看
護
援
助
学
演
習
（
技
術
演
習
科
目
）
で
は
、
事
前
学
習
課
題
を
提
示
し
て
学
生
が
予
習
を
し
て
授
業
に

臨
み
、
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
ま
た
実
技
試
験
を
実
施
し
、
そ
の
前
に
は
、
希
望
す
る
学
生

が
個
別
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
員
が
実
習
室
に
待
機
す
る
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
7日
間
程
度
）

を
設
定
し
、
主
体
的
な
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
（
科
目
担
当
教
員
で
協
働
）。
 

 

西
片
久
美
子
、
河
口
て
る
子
 

 

西
片
久
美
子
、
河
口
て
る
子
 

 

河
口
て
る
子
、
安
酸
史
子
、
小
長
谷
百
絵
、
林
優
子
、
下
村
裕
子
、
大
池

美
也
子
、
横
山
悦
子
ほ
か
16
名
 

 

平
成
12
年
4月
1日
～
平
成
20
年
3月
31
日
 

平
成
20
年
4月
1日
～
現
在
 

平
成
15
年
4月
1日
～
現
在
 

平
成
18
年
1月
1日
～
平
成
19
年
12
月
31
日
 

平
成
17
年
4月
1日
～
現
在
 

平
成
19
年
4月
1日
～
現
在
 

平
成
18
年
12
月
3日
～
現
在
 

日
本
糖
尿
病
教
育
・
看
護
学
会
理
事
長
 
 

 
 

 
日
本
糖
尿
病
教
育
・
看
護
学
看
護
研
修
会
認
定
委
員
会
委
員
長
 

 
 

 
 

日
本
看
護
協
会
専
門
看
護
師
認
定
委
員
会
委
員
 

 
 

 
 

日
本
看
護
科
学
学
会
評
議
員
・
表
彰
委
員
 

 
 

 
 

日
本
健
康
教
育
学
会
評
議
員
 

 
 

 
 

日
本
保
健
医
療
社
会
学
会
理
事
 

 
 

 
 

日
本
慢
性
看
護
学
会
副
理
事
長
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領
域
　
母
性
看
護
学
・
助
産
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

助
産
教
育
方
法
演
習

 
 

　 特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
助
産
評
価
機
構
の
立
ち
上
げ
（
認
定
書
20
年
4月
8日
）
と
認
定
評
価
の
実
施

 
 

第
34
回
全
国
助
産
師
教
育
協
議
会
研
修
会
会
長
挨
拶
及
び
座
長
 

 

平
成
20
年
7月
9日
、
16
日

　 平
成
20
年
10
月
20
日
･2
1日

平
成
21
年
2月
12
日
･1
3日

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
教
授

氏
名
　
平
澤
　
美
恵
子

多
胎
児
を
出
生
し
た
母
親
家
族
へ
の
育
児
支
援
－
生
後
6ヶ
月
間
の
母
乳
育
児

支
援
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
作
り
－

適
正
助
産
師
数
の
算
定

助
産
師
教
育
改
善
に
向
け
た
あ
り
方
検
討
－
コ
ア
･コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
ズ
修
得

の
基
盤

助
産
師
教
育
の
質
向
上
に
向
け
て
の
あ
ゆ
み
－
助
産
師
教
育
の
充
実
を
目
指
し

た
助
産
師
教
育
協
議
会
の
組
織
的
な
取
り
組
み
－

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著
共
著

単
著・
共
著
の
別

平
成
20
年
5月

平
成
20
年
5月

平
成
20
年
５
月

平
成
20
年
10
月

平
成
17
年
度
～
19
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金（
基
盤
研
究（
C）
）

研
究
成
果
報
告
書
 

　 日
本
助
産
学
会
業
務
検
討
委
員
会
報
告
書
 

全
国
助
産
師
教
育
協
議
会
教
育
検
討
委
員
会
報
告
書
 

保
健
の
科
学
50（
10
） 

平
澤
美
恵
子
、
村
上
睦
子
、
新
田
真
弓
他
5名

村
上
睦
子
、
平
澤
美
恵
子
他
4名

◎
北
川
眞
理
子
、
平
澤
美
恵
子
他
4名

1－
70

1－
21

1－
14
5

65
8－
66
2

写
真
で
分
か
る
母
性
看
護
技
術

共
著

平
成
20
年
4月

（
株
）イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
 

監
修
：
平
澤
美
恵
子
、
村
上
睦
子
  執
筆
：
神
谷
桂
、

谷
口
千
絵
、
西
嶋
喜
美
恵
、
新
田
真
弓
、
喜
多
里
巳
、

谷
津
裕
子
、
他
1名
 

1－
15
1

厚
生
労
働
省
看
護
研
究
セ
ン
タ
ー
助
産
師
養
成
教
員
専
攻
課
程
で
、
助
産
師
教
育
の
考
え
方
と
今
日
的
課

題
を
提
示
し
た
。
具
体
的
に
は
専
門
職
の
自
律
性
と
必
要
な
倫
理
綱
領
、
助
産
師
の
求
め
ら
れ
る
能
力
を

諸
外
国
と
比
較
し
な
が
ら
提
示
し
、
教
育
目
標
に
即
し
て
ミ
ニ
マ
ム
･リ
ク
ワ
イ
ア
メ
ン
ツ
の
演
習
を
行

っ
た
。 

 
 

平
成
18
年
よ
り
日
本
助
産
評
価
機
構
設
立
に
携
わ
り
、「
助
産
専
門
職
大
学
院
認
証
評
価
」
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
作
成
及
び
評
価
者
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。
平
成
20
年
に
は
対
象
大
学
院
の
書
面
調
査
及
び

現
地
調
査
を
行
い
評
価
報
告
書
を
作
成
し
た
。 

 
 

会
長
挨
拶
：
全
国
助
産
師
教
育
協
議
会
の
歴
史
と
本
年
度
は
法
人
格
取
得
の
検
討
の
必
要
性
を
述
べ
た
。

座
長
：
会
長
我
部
山
キ
ヨ
子
氏
の
「
我
が
国
に
お
け
る
助
産
師
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
の
進
行
と
ま

と
め
を
行
っ
た
。 

 
 

平
成
8年
4月
～
 

平
成
14
年
4月
～
平
成
19
年
３
月
 

平
成
16
年
5月
～
 

平
成
19
年
1月
～
 

日
本
助
産
学
会
理
事
 

 
 

 
 

日
本
助
産
学
会
副
理
事
長
、
表
彰
関
連
委
員
会
委
員
長
、
業
務
検
討
委
員
会
委
員
 
 

 
 

 
全
国
助
産
師
教
育
協
議
会
会
長
、
教
育
検
討
委
員
会
委
員
 

 
 

 
 

非
営
利
活
動
法
人
日
本
助
産
評
価
機
構
理
事
、
認
証
評
価
評
価
委
員

助
産
師
教
育
に
お
け
る
ミ
ニ
マ
ム
･リ
ク
ワ
イ
ア
メ
ン
ツ
の
検
討
と
臨
床
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
 

 

①［
助
産
専
門
職
大
学
院
認
証
評
価
］
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
－
平
成
20
年
度
認
証
評
価
対
象
大
学
用
 
 

日
本
評
価
機
構
理
事
･評
価
委
員
と
し
て
作
成

平
成
20
年
5月

助
産
師
教
育
の
コ
ア
を
5年
間
検
討
し
、
専
門
職
業
人
と
し
て
持
つ
べ
き
必
要
最
小
限
の
ミ
ニ
マ
ム
･リ
ク

ワ
イ
ア
メ
ン
ツ
項
目
を
設
定
し
た
。
さ
ら
に
到
達
内
容
モ
デ
ル
の
例
示
を
示
し
た
。
本
年
は
分
娩
期
の
例

示
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
評
価
し
た
。 
 

 

1. 
助
産
専
門
職
大
学
院
認
証
評
価
の
概
要
、
2. 
助
産
専
門
職
大
学
院
認
証
評
価
に
関
わ
る
規
則
･規
程
、
3. 

助
産
専
門
職
大
学
院
評
価
基
準
、
4. 
助
産
専
門
職
大
学
院
認
証
評
価
申
請
･自
己
点
検
評
価
実
施
要
項
、
5. 

様
式
編
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領
域
　
母
性
看
護
学
・
助
産
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
全
国
助
産
師
教
育
協
議
会
　
報
告
 

 

・
亀
田
医
療
技
術
専
門
学
校
助
産
学
科
講
義
 

 
・
厚
生
労
働
省
看
護
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
講
義
 

 
・
国
際
看
護
交
流
協
会
平
成
19
年
度
ア
フ
リ
カ
母
子
保
健
看
護
管
理
コ
ー
ス
研
修
講
義
 

 
・
白
鳳
女
子
短
期
大
学
助
産
専
攻
主
催
講
演
 

 
・
富
山
県
助
産
師
会
研
修
会
 

 
 ・
赤
十
字
新
聞
取
材
 

 

平
成
20
年
5月

平
成
20
年
12
月
1日

平
成
21
年
1月
23
日

平
成
21
年
2月
13
日

平
成
21
年
2月
14
日

平
成
21
年
2月
22
日

平
成
21
年
3月
1日

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
教
授

氏
名
　
村
上
　
睦
子

Su
pp
or
t m
et
ho
d 
fo
r 
m
at
he
rs
 w
ho
 w
ish
 to
 b
re
as
tfe
ed
 th
eir
 lo
w
 b
irt
h 

w
eig
ht
 in
fa
nt
s

A
 n
at
ion
－w
id
s s
ur
ve
y 
co
nc
er
ni
ng
 b
irt
h 
ca
re
 a
nd
 tr
ea
tm
en
t i
n 
ja
pa
n －

fiv
e 
ye
ar
s a
fte
r t
he
 im
pl
em
en
ta
tio
n 
of
 h
ea
lth
y 
pa
re
nt
s a
nd
 c
hi
ld
re
n 
21
 

ca
m
pa
ig
n

N
at
ion
w
id
e 
su
rv
ey
 o
n 
bi
rt
h 
at
te
nd
an
t i
n 
ja
pa
n 

骨
盤
底
機
能
不
全
予
防
法
；
ド
・
ガ
ス
ケ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
日
本
女
性
へ
の
活
用

性
の
検
討
（
第
一
報
）

助
産
師
外
来
に
お
け
る
助
産
師
の
実
践
能
力
に
関
す
る
研
究

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

平
成
20
年
6月
3日

平
成
20
年
6月
4日

平
成
20
年
6月
4日

平
成
21
年
3月
21
日

平
成
21
年
3月
21
日

In
te
rn
at
ion
al 
Co
nf
ed
er
at
ion
 o
f M
id
w
iv
es
 2
8t
h 
T
rie
nn
ial
 

Co
ng
re
ss
（
Gl
as
go
w
） 

In
te
rn
at
ion
al 
Co
nf
ed
er
at
ion
 o
f M
id
w
iv
es
 2
8t
h 
T
rie
nn
ial
 

Co
ng
re
ss
（
Gl
as
go
w
）

 In
te
rn
at
ion
al 
Co
nf
ed
er
at
ion
 o
f M
id
w
iv
es
 2
8t
h 
T
rie
nn
ial
 

Co
ng
re
ss
（
Gl
as
go
w
）

 第
23
回
日
本
助
産
学
会
学
術
集
会
（
東
京
都
）

 第
23
回
日
本
助
産
学
会
学
術
集
会
（
東
京
都
） 

保
健
・
医
療
・
福
祉
領
域
の
安
全
と
質
保
証
に
貢
献
す
る
看
護
マ
ス
タ
ー
の
統

合
的
質
管
理
シ
ス
テ
ム
と
高
度
専
門
看
護
実
践
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
研

究
－
平
成
17
－
19
年
度
　
総
合
研
究
報
告
書

助
産
師
業
務
要
覧
（
新
版
）

写
真
で
わ
か
る
母
性
看
護
技
術

特
集
　
私
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
－
語
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
こ
と
　「
自
分
の
夢

を
描
き
、
企
画
し
て
い
く
こ
と
」

師
節
で
働
く
助
産
師
の
専
門
性
を
考
え
る

共
著

共
著
共
著

共
著

単
著

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
10
月
30
日

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
5月
25
日

平
成
21
年
3月

厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
医
療
技
術
評
価
総
合
研
究
事

業 日
本
看
護
協
会
　
 

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
 

医
学
医
院

 長
野
県
母
子
衛
生
学
会
誌
 

主
任
研
究
者
　
水
流
聡
子
　
分
担
研
究
者
　
村
上
睦

子
15
名

編
集
　
遠
藤
俊
子
　
渡
部
尚
子
　
山
本
あ
い
子

平
澤
美
恵
子
、
村
上
睦
子
監
修

谷
津
裕
子
、
谷
口
千
絵
、
新
田
真
弓
、
喜
多
里
己
、

神
谷
桂
、
西
嶋
喜
美
恵
、
他
1名
 

村
上
睦
子
　
森
聖
美
 

 村
上
睦
子

多
様
化
す
る
周
産
期
医
療
に
お
け
る
助
産
師
の
役
割
 
 

 
看
護
管
理
。
助
産
管
理
 
 

 
出
生
直
後
の
母
子
の
ケ
ア
  

 
助
産
力
の
向
上
 

 
 

助
産
実
践
能
力
の
向
上
 
 

 
出
産
介
助
か
ら
保
健
指
導
や
子
育
て
支
援
ま
で
　
幅
ひ
ろ
い
ス
テ
ー
ジ
で
女
性
の
心
と
体
に
向
き
合
う
助

産
術
 

 
 

・
新
人
助
産
師
教
育
の
現
状
と
課
題
「
新
人
助
産
師
臨
床
能
力
向
上
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
か
ら
見
え
て
き

た
こ
と
」
を
助
産
師
教
育
と
関
連
さ
せ
て
紹
介
し
た
。 

13
－
28

16
1－
16
4（
執
筆
）

38
6－
39
1（
執
筆
）

1－
4（
執
筆
）

H
ira
sa
w
a, 
M
ie
ko
, N
itt
a 
M
ay
um
i, 
M
ur
ak
am
i M
ut
su
ko
, O
sa
na
i 

Sa
to
ko
, T
ak
eic
hi
 H
iro
m
i  

Sh
im
ad
a 
M
ie
ko
, S
ug
im
ot
o 
M
its
uh
iro
, A
ga
ta
 T
os
hi
hi
ko
, S
ek
i 

K
az
uo
, K
ug
u 
K
oj
i, N
itt
a 
N
or
ie,
 O
ha
sh
i K
az
ut
om
o, 
T
od
a 
Ri
ts
uk
o, 
 

N
ak
an
e 
N
ao
ko
, M
ur
ak
am
i M
ut
su
ko
, K
am
iy
a 
Se
ik
o

Sh
im
ad
a 
M
ie
ko
, S
ug
im
ot
o 
M
it
su
hi
ro
, A
ga
ta
 T
os
hi
hi
ko
, 

M
ur
ak
am
i M
ut
su
ko
, K
am
iy
a 
Se
ik
o, 
T
od
a 
Ri
ts
uk
o, 
K
ug
u 
K
oj
i, 

N
itt
a 
N
or
ie,
 S
ek
i K
az
uo
  

◎
喜
多
里
己
、
谷
口
千
絵
、
村
上
睦
子

 
 

山
本
朋
子
　
永
山
く
に
子
　
村
上
睦
子
 
 

（
学
術
講
演
等
）

「
政
策
と
助
産
ケ
ア
」

（
ポ
ス
タ
ー
座
長
）

単
平
成
21
年
3月
21
日

第
23
回
日
本
助
産
学
会
学
術
集
会
（
東
京
） 

村
上
睦
子
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Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

平
成
13
年
～
現
在

平
成
13
年
～
現
在

平
成
19
年
～
現
在

平
成
20
年
～
21
年

平
成
20
年
～
21
年

平
成
21
年
～
現
在

平
成
21
年
～
現
在

日
本
看
護
管
理
学
会
評
議
員
・
日
本
看
護
管
理
学
会
誌
編
集
委
員
 
 

 
 

 
日
本
看
護
協
会
賠
償
責
任
保
険
制
度
委
員
 

 
 

 
 

日
営
利
活
動
法
人
日
本
助
産
評
価
機
構
理
事
・
助
産
教
育
評
価
検
討
委
員
・
助
産
所
機
能
評
価
検
委
員

厚
生
労
働
省
保
健
師
助
産
師
看
護
師
医
道
審
議
会
委
員
  

 
 

 
日
本
赤
十
字
看
護
学
会
企
画
委
員
 

日
本
病
院
機
能
評
価
機
構
　
産
科
医
療
補
償
制
度
委
員
  

 
 

 
厚
生
労
働
省
　
新
人
看
護
師
卒
後
研
修
制
度
委
員
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領
域
　
地
域
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
地
域
看
護
学
概
論
 

 

・
国
家
試
験
対
策
 

 

平
成
20
年
4月
～

平
成
20
年
4月
～

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
教
授

氏
名
　
福
島
　
道
子

予
防
を
重
視
し
た
在
宅
ケ
ア
と
自
立
し
た
生
活
へ
の
戦
略
－
予
防
活
動
の
効
果

的
な
進
め
方

（
学
術
講
演
等
）

が
ん
の
在
宅
医
療
に
お
け
る
日
本
在
宅
ケ
ア
学
会
の
活
動
と
課
題

共
著

平
成
21
年
9月

平
成
20
年
11
月

日
本
在
宅
ケ
ア
学
会
誌
, 1
2（
1）
 

第
4回
在
宅
医
療
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
が
ん
の
在
宅
医
療
～
病

院
か
ら
在
宅
へ
切
れ
目
の
な
い
医
療
帝
京
体
制
を
構
築
す
る
」 

福
島
道
子
、
野
川
と
も
江
 

23
－
25

入
院
時
か
ら
始
め
る
退
院
支
援
・
調
整

共
著

平
成
21
年
2月

日
総
研
出
版

福
島
道
子
、
河
野
順
子
、
永
岡
明
子
、
手
塚
恵
美
子
、

宮
崎
照
子
、
伊
藤
ま
ゆ
み
、
塚
本
友
栄
 

保
健
師
国
家
試
験
の
出
題
基
準
や
過
去
問
を
授
業
展
開
に
生
か
す
よ
う
に
し
た
。 

定
期
テ
ス
ト
以
外
に
中
間
テ
ス
ト
を
行
い
、
学
習
の
定
着
を
図
っ
た
。

3－
4、
20
－
24
、
55

－
77
、
16
3－
17
1

平
成
20
年
4月
1日
～
 

平
成
20
年
4月
1日
～
 

平
成
20
年
4月
1日
～
 

平
成
20
年
4月
1日
～
 

日
本
地
域
看
護
学
会
監
事
  

 
 

 
日
本
看
護
協
会
学
会
委
員
会
委
員
長
 
 

 
 

 
日
本
在
宅
ケ
ア
学
会
副
理
事
長
 

 
 

 
 

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
理
事
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領
域
　
看
護
管
理
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

島
根
県
看
護
管
理
者
研
修
  

看
護
管
理
学
演
習
Ⅱ
 

 

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
認
定
看
護
師
教
育
課
程
責
任
者
、
感
染
管
理
コ
ー
ス
責
任
者
 

　 フ
ロ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
認
定
看
護
師
教
育
課
程
　
共
通
科
目
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
担
当
 
 

　 認
定
看
護
管
理
者
教
育
　
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ベ
ル
 

 
　 認
定
看
護
管
理
者
教
育
　
セ
カ
ン
ド
レ
ベ
ル

 
 

　 認
定
看
護
管
理
者
教
育
　
サ
ー
ド
レ
ベ
ル
 

 

平
成
20
年
9月
27
日

平
成
17
年
6月
～
現
在
に
至
る

平
成
20
年
6－
7月

平
成
20
年
9月
11
日

9/
19
－
10
/1
9、
10
/1
1、
10
/2
2、

11
/2
9－
30
、
12
/2
0－
23

6/
29
、
8/
18
、
8/
21

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
教
授

氏
名
　
鶴
田
　
惠
子

看
護
基
礎
教
育
卒
業
時
の
看
護
技
術
の
到
達
目
標
に
関
す
る
教
育
者
と
看
護
実

践
者
の
意
見
の
相
違
　
デ
ル
フ
ァ
イ
第
1回
調
査
の
結
果
か
ら

専
門
看
護
師
と
認
定
看
護
師
の
賃
金
体
系
モ
デ
ル
案

変
革
と
前
進
を
続
け
る
た
め
に

現
代
に
期
待
さ
れ
る
看
護
師
長
像

看
護
管
理
者
が
組
織
運
営
に
活
用
す
る
デ
ー
タ
項
目
に
関
す
る
基
礎
調
査

看
護
管
理
者
が
組
織
運
営
に
活
用
す
る
デ
ー
タ
項
目
に
関
す
る
基
礎
調
査

IC
U
に
配
属
さ
れ
た
新
卒
看
護
師
の
職
務
継
続
過
程
と
支
援
体
制
－
離
職
願
望
･

職
務
継
続
に
影
響
す
る
要
因
か
ら
の
考
察
－

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
病
名
告
知
時
の
患
者
・
家
族
に
対
す
る
看
護
ケ
ア

医
療
改
革
後
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
看
護
確
保
対
策
事
業
の
実
態

患
者
作
成
に
よ
る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
に
対
す
る
看
護
管
理
者
の
認
識

地
方
自
治
体
に
お
け
る
看
護
確
保
対
策
事
業
予
算
確
保
の
方
略
の
分
析

（
学
術
講
演
等
）

共
著

単
著
単
著
単
著
共
著

共
著
共
著

共
著
共
著
共
著
共
著

平
成
20
年
3月

平
成
20
年
5月

平
成
20
年
7月

平
成
21
年
2月

平
成
21
年
3月

平
成
20
年
8月
22
日

平
成
20
年
5月
11
日

平
成
20
年
6月
15
日

平
成
20
年
8月

平
成
20
年
11
月
23
日

平
成
20
年
12
月
14
日

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
誌
5（
1）

 N
ur
sin
g 
BU
SI
N
ES
S 
2（
5）
 

看
護
 6
0（
9）

看
護
展
望
 3
4（
3）
 

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
紀
要（
23
） 

第
12
回
日
本
看
護
管
理
学
会
年
次
大
会
（
東
京
） 

第
4回
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
看
護
学
会
学
術
集
会
（
大
阪
）

第
9回
日
本
赤
十
字
看
護
学
会
学
術
集
会
（
京
都
）

第
12
回
日
本
看
護
管
理
学
会
年
次
大
会
（
東
京
） 

医
療
の
質
・
安
全
学
会
　
第
3回
学
術
集
会
（
東
京
）

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
）

水
戸
優
子
、
鶴
田
惠
子
他
８
名
 

◎
田
口
実
里
、
鶴
田
惠
子
 

11
7－
12
5

42
4－
42
7

66
－
67

9－
12

27
－
35

キ
ャ
リ
ア
開
発
ラ
ダ
ー
導
入
の
実
際

共
著

平
成
20
年
3月

日
本
看
護
協
会
出
版
会
 

日
本
赤
十
字
社
事
業
局
看
護
部
　
 

平
成
18
年
か
ら
認
定
看
護
師
教
育
課
程
90
名
の
定
員
（
感
染
管
理
、
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
、
が
ん
化
学
療
法

看
護
の
3コ
ー
ス
）
開
講
し
て
い
る

「
組
織
で
人
を
育
て
る
－
時
代
を
担
う
人
材
育
成
－
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
 

専
門
看
護
師
と
看
護
管
理
者
の
協
働
に
つ
い
て
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
で
修
士
論
文
を
指
導
し
た

3－
6

◎
田
口
実
里
、
鶴
田
惠
子
  

◎
堤
晴
奈
、
酒
井
美
絵
子
、
鶴
田
惠
子

 
 

◎
大
橋
幸
恵
、
酒
井
美
絵
子
、
鶴
田
惠
子
 

 
◎
酒
井
美
絵
子
、
鶴
田
惠
子
 

 
◎
村
田
裕
美
、
酒
井
美
絵
子
、
鶴
田
惠
子
 

 
◎
酒
井
美
絵
子
、
鶴
田
惠
子
 

 

平
成
11
年
5月
～
現
在
に
至
る
 

平
成
17
年
1月
～
現
在
に
至
る
 

平
成
17
年
4月
～
現
在
に
至
る
 

平
成
18
年
5月
～
現
在
に
至
る
 

平
成
18
年
9月
～
現
在
に
至
る
 

平
成
20
年
2月
～
現
在
に
至
る
 

平
成
20
年
5月
～
現
在
に
至
る
 

平
成
20
年
10
月
～
現
在
に
至
る
 

財
団
国
際
看
護
協
会
東
京
大
会
看
護
奨
学
基
金
　
評
議
員
 

 
 

 
 

日
本
病
院
・
医
療
管
理
学
会
　
評
議
員
 
 

 
 

 
赤
十
字
看
護
管
理
者
研
修
運
営
委
員
会
委
員
 

 
 

 
 

聖
路
加
学
園
評
議
員
 

 
 

 
 

日
本
赤
十
字
社
看
護
師
確
保
に
関
す
る
検
討
会
委
員
 
 

 
 

 
日
本
病
院
・
医
療
管
理
学
会
　
学
術
情
報
委
員
会
委
員
  

 
 

 
東
京
都
看
護
協
会
認
定
看
護
管
理
者
教
育
課
程
運
営
・
審
査
委
員
会
委
員
 

 
 

 
 

聖
路
加
看
護
学
会
理
事
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領
域
　
国
際
・
災
害
看
護
学
領
域

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

第
15
回
日
本
集
団
災
害
医
学
会
セ
ミ
ナ
ー
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
 

 
科
研
基
盤
（
Ａ
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
部
地
震
被
災
地
復
興
支
援
活
動
「
災
害
看
護
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
を
救
う
災
害
看
護
、
学
研
を
災
害
看
護
教
育
の
補
足
テ
キ
ス
ト
と
し
て
作
成
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

 

赤
十
字
援
助
方
法
論
III
（
避
難
所
の
看
護
）
で
は
、
段
ボ
ー
ル
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
避
難
所
内
の
個
人
ス

ペ
ー
ス
を
作
成
し
、
そ
の
中
で
、
会
話
や
寝
る
な
ど
を
体
験
し
た
。
多
少
で
も
避
難
所
で
生
活
す
る
こ
と
の
イ
メ
ー

ジ
や
、
個
人
ス
ペ
ー
ス
の
重
要
性
を
実
感
で
き
た
。

 
 

赤
十
字
援
助
方
法
論
Ｉ（
災
害
急
性
期
の
看
護
）
集
中
授
業
に
お
け
る
高
機
能
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
活
用
に
よ
り
、

応
急
処
置
に
よ
る
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
変
化
を
視
覚
を
通
し
て
、
確
認
で
き
た
こ
と
で
理
解
が
深
ま
っ
た
。

10
月
の
半
日
、
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
の
防
災
訓
練
に
参
加
、
模
擬
患
者
と
し
て
活
動
、
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答

え
た
。
実
際
の
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
医
療
者
た
ち
の
傷
病
者
対
応
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
っ
た
。 
 

 

平
成
19
年
度（
財
）セ
コ
ム
科
学
技
術
振
興
財
団
研
究
助
成
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
者
首
都
大
学
河
原
加
代
子
、

災
害
拠
点
病
院
に
お
け
る
医
療
職
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
モ
デ
ル
の
開
発
  

 

 地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
地
域
防
災
セ
ミ
ナ
ー
12
回
開
催

（
日
本
赤
十
字
武
蔵
野
短
期
大
学
地
域
防
災
活
動
委
員
会
・
武
蔵
野
市
民
防
災
協
会
共
催
） 

平
成
21
年
２
月

平
成
21
年
３
月

平
成
21
年
１
月

平
成
20
年
９
月
、
10
月

平
成
21
年
３
月

 平
成
20
年
10
月
～
21
年
３
月

平
成
20
年
６
月

平
成
20
年
11
月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
教
授

氏
名
　
小
原
　
真
理
子

災
害
急
性
期
に
お
け
る
看
護
の
役
割
～
ト
リ
ア
ー
ジ
か
ら
感
染
症
対
策
ま
で
～

単
著

平
成
21
年
2月

感
染
防
止
V
ol1
9 
N
o.1
, 2
00
9

16
－
21

監
修
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
を
救
う
災
害
看
護
：
災
害
サ
イ
ク
ル
別
・
活
動
場
所
別

に
よ
る
援
助
内
容
、
災
害
看
護
の
定
義
と
役
割
、
災
害
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
看

護
の
役
割
、
災
害
急
性
期
の
看
護
と
救
急
看
護
の
違
い
、
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム

の
取
り
組
み
、
国
際
救
援
に
お
け
る
看
護
活
動
の
特
徴

看
護
学
テ
キ
ス
ト
N
IC
E災
害
看
護
：
地
域
住
民
と
の
連
携
 

看
護
基
礎
教
育
に
お
け
る
災
害
看
護
教
育
の
あ
り
方
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

例

単
著

単
著
単
著
　

平
成
20
年
6月

平
成
20
年
12
月

平
成
20
年
7月

学
研
 

南
江
堂
　
 

新
版
災
害
看
護
，
メ
デ
イ
カ
出
版
 

 監
修
酒
井
明
子
等
 

監
修
黒
田
裕
子
・
酒
井
明
子
 

本
研
究
の
目
的
は
、
災
害
直
後
の
不
確
実
性
の
高
い
状
況
下
で
、
医
療
・
看
護
職
が
行
っ
た
阪
大
や
、
意

志
決
定
か
ら
行
動
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
類
型
化
し
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
モ
デ
ル
を
開
発
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
実
験
に
よ
る
モ
デ
ル
の
健
康
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
被
災
し
た
研
究
参
加
者
30
名
に
半
構
成
的
面
接

を
行
い
、
デ
ー
タ
ー
の
分
析
を
行
っ
た
。 
 

 
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
の
学
生
、
院
生
も
参
加
し
、
住
民
と
共
に
学
習
を
行
う
。
地
域
住
民
を
対
象
と
し

た
地
域
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
：「
災
害
に
強
く
な
る
知
恵
と
技
」、
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
： 
①
災
害
発
生

と
防
災
の
重
要
性
  ②
災
害
ゲ
ー
ム
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」 
 ③
避
難
行
動
ゲ
ー
ム
  ④
福
祉
避
難
所
の
立
ち

上
げ
と
設
営
・
運
営
の
あ
り
方
  ⑤
避
難
所
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の
ケ
ア
  ⑥
災
害
と
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
  ⑦

住
民
で
も
で
き
る
ト
リ
ア
ー
ジ
な
ど

地
震
発
生
直
後
の
現
場
に
お
け
る
医
療
CS
CA
3T
を
課
題
に
模
擬
患
者
を
活
用
し
、
展
開
し
た
。

地
震
発
災
後
３
年
近
く
に
な
る
被
災
地
に
お
い
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
を
対
象
に
展
開
し
た
。

災
害
看
護
を
学
ぶ
上
で
必
要
な
基
本
的
知
識
で
構
成
し
た
。
実
際
の
災
害
看
護
活
動
の
10
事
例
を
含
め
た
。

ビ
デ
オ
パ
ッ
ク
社
の
依
頼
で
、
4巻
か
ら
構
成
さ
れ
る
災
害
看
護
教
育
D
V
D
の
企
画
を
行
っ
た
。
そ
の
中
、

2本
の
D
V
D
の
監
修
を
行
っ
た
。（
１
巻
：
災
害
看
護
概
論
－
災
害
と
看
護
ニ
ー
ズ
　
2巻
：
実
践
編
・
災

害
看
護
へ
の
取
り
組
み
　
災
害
サ
イ
ク
ル
急
性
期
～
中
長
期
） 

 
 

避
難
所
設
営
の
演
習
は
以
下
の
通
り
に
実
施
し
た
。 
①
避
難
所
の
看
護
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
講
義
を
行

う
。 
②
演
習
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。 
③
パ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
使
用
す
る
段
ボ
ー
ル
の
準

備
を
行
う
。 
④
Ｇ
Ｗ
と
し
て
、
避
難
所
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
作
図
す
る
。 
⑤
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
で
作
成
す
る
。 
⑥
作
図
と
パ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
個
人
ス
ペ
ー
ス
の
設
営
に
つ
い
て
、
評
価
を
プ

レ
ゼ
ン
す
る
。 

 
 

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
応
急
処
置
に
つ
い
て
、
想
定
し
た
災
害
急
性
期
に
お
け
る
負
傷
者
の
バ
イ

タ
ル
サ
イ
ン
の
変
化
を
視
覚
を
通
し
て
確
認
し
な
が
ら
、
演
習
を
展
開
し
た
。

メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
、演
技
を
通
し
て
、重
症
患
者
や
妊
婦
役
を
演
じ
た
。病
院
医
療
者
の
対
応
を
受
け
な
が
ら
、

傷
病
者
対
応
、
訓
練
参
加
態
度
に
つ
い
て
他
者
評
価
を
行
っ
た
。 

 

14
－
15
、
16
－
21
、

10
5－
10
8、
11
2－

11
6

15
0－
15
7

24
2－
24
6
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そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

災
害
救
護
論
の
授
業
評
価
　
～
看
護
短
大
卒
業
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
～

ア
ジ
ア
の
看
護
大
学
に
お
け
る
災
害
看
護
教
育
の
現
状

 中
越
沖
地
震
被
災
地
訪
問
活
動
に
お
け
る
看
護
学
生
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
の

実
践
　
－
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
の
一
考
察
－

新
潟
県
中
越
地
震
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
た
看
護
師
の
実
践
（
第
1報
）

－
被
災
病
院
に
お
け
る
発
災
直
後
の
看
護
活
動
で
看
護
師
が
活
用
し
た
情
報
－

本
学
会
 教
育
活
動
委
員
会
活
動
に
お
け
る
 災
害
看
護
セ
ミ
ナ
ー
の
効
果

ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
に
お
け
る
被
災
看
護
師
へ
の
支
援
活
動
 ～
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ

ル
タ
に
お
け
る
 被
災
看
護
師
の
中
長
期
的
な
心
理
的
変
化
～

ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
に
お
け
る
 被
災
看
護
師
へ
の
持
続
的
な
 支
援
活
動
の
展
開

災
害
急
性
期
に
お
け
る
看
護
の
役
割
～
ト
リ
ア
ー
ジ
か
ら
感
染
症
対
策
ま
で
～

（
学
術
講
演
等
）

共
著
共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著
単
著

平
成
20
年
7月

平
成
20
年
8月

平
成
20
年
8月

平
成
20
年
8月

平
成
20
年
8月

平
成
20
年
8月

平
成
20
年
8月

平
成
21
年
2月
7日

第
9回
赤
十
字
看
護
学
会
（
京
都
市
）

日
本
災
害
看
護
学
会
第
10
回
年
次
大
会
（
大
分
市
） 

日
本
災
害
看
護
学
会
第
10
回
年
次
大
会
（
大
分
市
） 

日
本
災
害
看
護
学
会
第
10
回
年
次
大
会
（
大
分
市
） 

日
本
災
害
看
護
学
会
第
10
回
年
次
大
会
（
大
分
市
） 

日
本
災
害
看
護
学
会
第
10
回
年
次
大
会
（
大
分
市
） 

日
本
災
害
看
護
学
会
第
10
回
年
次
大
会
（
大
分
市
）

感
染
防
止
研
究
会
（
東
京
都
） 

小
原
真
理
子
、
谷
岸
悦
子
、
今
井
家
子
、
山
本
翔
子
、
酒
井
明
子
等
11
名

小
原
真
理
子
、
三
浦
ま
ゆ
み
、
酒
井
明
子
、
伊
藤
尚
子
、
山
崎
達
枝
等
　

7名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

尾
山
と
し
子
、
小
原
真
理
子
、
黒
田
裕
子
、
今
井
家
子
　
4名

河
原
加
代
子
、
小
原
真
理
子
、
早
野
貴
美
子
、
石
田
千
絵
、
菅
野
太
郎
等

9名 伊
藤
尚
子
、
小
原
真
理
子
、
山
崎
達
枝
、
三
浦
ま
ゆ
み
、
酒
井
明
子
等
　

7名 酒
井
明
子
、
小
原
真
理
子
、
束
田
吉
子
　
3名

小
原
真
理
子
、
酒
井
明
子
、
束
田
吉
子
　
3名

地
域
と
連
動
す
る
災
害
看
護
教
育

日
本
赤
十
字
社
の
災
害
拠
点
病
院
に
お
け
る
災
害
発
生
時
の
役
割

単
著

単
著

平
成
20
年
8月
21
日

平
成
20
年
12
月

第
34
回
日
本
看
護
研
究
学
会
学
術
集
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
II「
看

護
が
リ
ー
ド
す
る
こ
れ
か
ら
の
保
健
医
療
の
あ
り
方
」 

JI
CA
/サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
保
健
省
共
催
に
よ
る
災
害
管
理

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
リ
ヤ
ド
に
て
） 

平
成
10
年
4月
～
現
在
ま
で

平
成
10
年
4月
～
現
在
ま
で

平
成
10
年
4月
～
現
在
ま
で

平
成
13
年
4月
～
現
在
ま
で

平
成
15
年
4月
～
現
在
ま
で

平
成
16
年
4月
～
現
在
ま
で

平
成
20
年
12
月
23
～
24
日

平
成
19
年
10
月
～
現
在
ま
で

平
成
20
年
8月
7日
～
12
日

平
成
20
年
1月
～
現
在
ま
で

赤
十
字
災
害
看
護
研
究
会
（
代
表
） 

 
 

 
 

日
本
災
害
看
護
学
会
理
事
（
平
成
20
年
6月
ま
で
、
以
後
教
育
活
動
委
員
会
メ
ン
バ
ー
） 

 
 

 
 

日
本
集
団
災
害
医
学
会
（
セ
ミ
ナ
ー
委
員
） 

 
 

 
 

国
際
看
護
研
究
会
（
運
営
委
員
） 

 
 

 
 

N
PO
「
災
害
医
療
人
道
支
援
団
体
H
uM
A
」 

 
 

 
 

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
地
域
防
災
活
動
委
員
会
（
代
表
） 

 
 

 
 

長
岡
市
山
古
志
復
興
支
援
活
動
 

 
 

 
 

災
害
看
護
支
援
機
構
副
理
事
長
 

 
 

 
 

四
川
大
地
震
被
災
地
住
民
の
支
援
活
動
（
災
害
看
護
支
援
機
構
メ
ン
バ
ー
と
共
に
） 
 

 
 

 
復
興
学
会
会
員
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領
域
　
国
際
看
護
学
　

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
教
授
　

氏
名
　
関
　
育
子

（
学
術
講
演
等
）
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領
域
　
教
養
基
礎

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
島
村
　
忠
義
　
　

（
学
術
講
演
等
）
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領
域
　
教
養
基
礎

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
首
都
大
学
東
京
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
講
座
講
師
 

 
・
練
馬
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
基
礎
調
査
部
門
講
師
 

 
平
成
20
年
11
月
（
4回
）

平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
3月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
遠
藤
　
公
久
　

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
１
　
ヨ
ガ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
み
と
評
価
－

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
２
　
ハ
ン
ド
＆
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
試
み
と
評
価
－

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
３「
が
ん
患
者
学
セ
ミ
ナ
ー
」の
試
み
と
評
価
－

ホ
ス
ピ
ス
・
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
働
く
看
護
師
の
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
病
院
・
看

護
管
理
者
の
取
り
組
み
の
実
態
　

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著

共
著

共
著

H
20
年
7月
４
日

H
20
年
7月
４
日

H
20
年
7月
４
日

H
20
年
7月
４
日

第
13
回
日
本
緩
和
医
療
学
会
学
術
大
会
（
静
岡
） 

第
13
回
日
本
緩
和
医
療
学
会
学
術
大
会
（
静
岡
） 

第
13
回
日
本
緩
和
医
療
学
会
学
術
大
会
（
静
岡
） 

第
13
回
日
本
緩
和
医
療
学
会
学
術
大
会
（
静
岡
）

医
療
現
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
：
医
療
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

共
著

平
成
20
年
9月

あ
い
り
出
版
 

上
野
徳
美
・
久
田
満
編
 

「
が
ん
と
こ
こ
ろ
」
に
関
わ
る
講
義
4回
シ
リ
ー
ズ
 

 
 

練
馬
区
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の
小
中
学
生
、
教
員
、
保
護
者
を
対
象
に
し
た
基
礎
調
査
 

18
1－
19
2

守
田
美
奈
子
・
吉
田
み
つ
子
・
樋
口
佳
栄
・
齋
藤
梓
・
佐
々
木
笑
・
他
3名

守
田
美
奈
子
・
吉
田
み
つ
子
・
樋
口
佳
栄
・
齋
藤
梓
・
佐
々
木
笑
・
他
3名

守
田
美
奈
子
・
吉
田
み
つ
子
・
樋
口
佳
栄
・
齋
藤
梓
・
佐
々
木
笑
・
他
3名

長
濱
千
枝
 
 

平
成
11
年
～
平
成
19
年
9月

平
成
11
年
～
平
成
20
年
9月
　

平
成
17
年
9月
～
平
成
19
年
9月

平
成
18
年
～

平
成
18
年
9月
～

平
成
19
年
9月
～

日
本
健
康
心
理
学
会
　
編
集
委
員
会
監
事
 

 
 

 
 

 
日
本
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ケ
ア
心
理
学
会
　
理
事
 　
20
年
9月
よ
り
常
任
理
事
　
編
集
委
員
長
 

 
 

 
 

日
本
心
理
学
会
　
専
門
別
評
議
員
 

 
 

 
 

 
日
本
サ
イ
コ
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
学
会
　
世
話
人
（
理
事
）　
 

 
 

 
 

 
日
本
赤
十
字
看
護
学
会
　
査
読
委
員
 
 

 
 

 
 

日
本
健
康
心
理
学
会
　
理
事
　
お
よ
び
　
編
集
委
員
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領
域
　
教
養
基
礎

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
授
業
評
価
を
参
考
に
し
た
質
問
を
し
や
す
い
授
業
の
工
夫

・
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
主
催
平
成
20
年
度
臨
床
実
習
指
導
者
研
修
で
の
講
義
 

 
・
日
本
精
神
科
看
護
技
術
協
会
主
催
平
成
20
年
度
研
修
会
で
の
講
義

 
 

・
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
看
護
実
践
・
教
育
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
「
看
護
研
究
倫
理
に
関
す
る
研
究
・

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
主
催
「
セ
ミ
ナ
ー
看
護
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮
と
審
査
の
実
際
－
看
護
実
践
の
場
で
ど

の
よ
う
に
構
築
・
展
開
す
る
か
－
」
で
の
講
義
 

 
・
関
東
信
越
厚
生
局
主
催
平
成
20
年
度
関
東
信
越
地
区
保
健
師
助
産
師
看
護
師
実
習
指
導
者
講
習
会
で
の
講
義
  

平
成
20
年
4月
～
21
年
1月

平
成
20
年
7月
28
日

平
成
20
年
7月
29
・
30
日

平
成
20
年
8月
7日

平
成
20
年
9月
8日

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授
　

氏
名
　
山
﨑
　
裕
二
　

19
10
年
代
に
お
け
る
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
人
と
災
害
救
護

戦
前
の
日
本
赤
十
字
社
看
護
婦
生
徒
の
履
歴
（
第
2報
）
大
正
期
の
『
看
護
婦

生
徒
名
簿
』
の
分
析

（
学
術
講
演
等
）

九
州
に
お
け
る
男
性
看
護
職
者
の
過
去
・
現
在
・
未
来
（
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

単
著
共
著

平
成
20
年
8月
27
日

平
成
20
年
8月
27
日

平
成
20
年
8月
28
日

日
本
看
護
歴
史
学
会
第
22
回
学
術
集
会
（
福
岡
） 

日
本
看
護
歴
史
学
会
第
22
回
学
術
集
会
（
福
岡
） 

日
本
看
護
歴
史
学
会
第
22
回
学
術
集
会
（
福
岡
） 

実
習
指
導
者
を
対
象
に
、「
教
育
と
は
何
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義
を
行
っ
た
。 

中
堅
や
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
、「
教
育
の
意
義
と
目
的
」「
学
習
理
論
」「
看
護
教
育
制
度
」「
教
育
の
方
法

と
評
価
」「
精
神
科
看
護
教
育
」
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。 

 
 

病
院
の
看
護
職
員
を
対
象
に
、「
研
究
倫
理
審
査
体
制
づ
く
り
」
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。

実
習
指
導
者
を
対
象
に
、
教
育
原
理
と
学
習
心
理
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ
た
。

授
業
中
に
意
見
や
質
問
を
学
生
に
促
す
だ
け
で
な
く
、
出
席
票
を
兼
ね
た
ミ
ニ
授
業
レ
ポ
ー
ト
用
紙
を
毎

回
授
業
終
了
時
に
配
布
し
、そ
の
日
の
授
業
の
感
想
や
意
見
、疑
問
、質
問
な
ど
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

そ
の
内
容
に
よ
り
学
生
の
授
業
理
解
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
面
白
い
意
見
や
疑
問
・
質
問
は
次
回

の
授
業
の
冒
頭
に
紹
介
・
回
答
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

◎
川
原
由
佳
里
、
川
嶋
み
ど
り
、
山
﨑
裕
二
、
鷹
野
朋
実
、
殿
城
友
紀
、

西
田
志
穂
、
吉
川
龍
子

山
﨑
裕
二
ほ
か
2名
 

 

平
成
18
年
6月
～
 

平
成
18
年
10
月
～
 

平
成
19
年
9月
～
平
成
20
年
8月
 

平
成
20
年
4月
～
平
成
24
年
3月

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
査
読
委
員
 

 
 

 
 

日
本
看
護
歴
史
学
会
査
読
委
員
 

 
 

 
 

日
本
看
護
歴
史
学
会
選
挙
管
理
委
員
 
 

 
 

 
日
本
看
護
歴
史
学
会
理
事
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領
域
　
教
養
基
礎
　

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

「
Rに
よ
る
デ
ー
タ
解
析
」 
 

　 「
疫
学
」 

 

学
生
の
質
疑
へ
の
回
答
に
よ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
 

 
　 保
健
師
国
家
試
験
対
策
用
の
演
習
問
題
 
 

　 講
義
資
料
の
視
覚
化
お
よ
び
演
習
の
デ
モ
 

 

20
06
年
10
月
～
現
在

　 20
04
年
10
月
～
現
在

　 19
99
年
4月
～
現
在

20
04
年
6月
～
現
在

　 19
99
年
4月
～
現
在

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
逸
見
　
功

（
学
術
講
演
等
）

情
報
処
理
学
お
よ
び
情
報
科
学
の
授
業
に
お
け
る
Rと
R 
Co
m
m
an
de
rを
利
用
し
た
デ
ー
タ
解
析
の
演
習

書
。
疫
学
の
講
義
ノ
ー
ト
。
ス
ラ
イ
ド
化
し
た
も
の
を
配
布
。 

 
 

疫
学
の
毎
回
講
義
終
了
時
に
出
席
カ
ー
ド
の
裏
面
に
、
講
義
内
容
の
理
解
度
お
よ
び
質
問
な
ど
を
書
い
て

も
ら
い
、
次
回
の
は
じ
め
に
回
答
し
て
、
復
習
す
る
と
と
も
に
聴
講
へ
の
意
欲
を
高
め
る
よ
う
に
努
め
た
。

疫
学
や
保
健
統
計
の
授
業
に
お
い
て
、
保
健
師
国
家
試
験
問
題
に
準
じ
た
演
習
問
題
を
課
し
て
、
授
業
内

容
の
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
国
家
試
験
対
策
を
施
し
た
。 

 
 

L －
N
et
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
に
よ
る
講
義
資
料
の
提
示
お
よ
び
演
習
の
デ
モ
を
実
施
し
て
い
る
。

19
92
年
～
 

20
08
年
4月
～
20
09
年
3月
 

日
本
保
健
医
療
行
動
科
学
学
会
　
評
議
委
員
 

 
 

 
 

財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
　
大
学
評
価
委
員
会
大
学
評
価
分
科
会
委
員
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領
域
　
基
礎
看
護
学
　

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

授
業
で
は
、
毎
回
資
料
を
作
成
配
布
し
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
お
ぎ
な
っ
た
。 

 

・
授
業
・
演
習
終
了
時
に
毎
回
の
感
想
・
質
問
を
学
生
に
記
入
、
提
出
し
て
も
ら
い
、
次
の
授
業
で
振
り
返
り
を
し

な
が
ら
生
か
す
よ
う
に
し
た
。 

 
　 ・
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
看
護
技
術
の
復
習
・
自
己
練
習
）
を
設
け
た
。  

武
蔵
野
赤
十
字
病
院
臨
床
指
導
者
研
修
会
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加

平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
1月

　 平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
1月

平
成
20
年
7月
28
日
、8
月
25
日
、

11
月
26
日

平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
1月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
安
達
　
祐
子
　

癒
し
の
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
す
る
看
護
技
術
の
開
発
研
究
（
そ
の
１
）
ハ
ン
ド
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
－
生
理
機
能
の
評
価

癒
し
の
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
す
る
看
護
技
術
の
開
発
研
究
（
そ
の
２
）
ハ
ン
ド
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
－
心
理
・
社
会
的
側
面
の
評
価

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著

平
成
20
年
12
月
13
日

平
成
20
年
12
月
13
日

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
）

看
護
議
技
術
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
改
訂
版

共
著

（
監
修
）

平
成
21
年
1月
30
日

医
学
芸
術
社

藤
野
彰
子
、
長
谷
部
佳
子
、
安
達
佑
子
、
他

 
 

 

・
看
護
技
術
の
根
拠
や
、
注
意
す
べ
き
内
容
な
ど
を
資
料
と
し
て
ま
と
め
、
講
義
・
演
習
で
活
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

・
看
護
方
法
学
Ⅱ・
Ⅲ・
Ⅳ・
Ⅴ
①
で
は
授
業
終
了
時
に
「
感
想
・
質
問
」
を
記
入
し
て
提
出
し
て
も
ら
い
、

次
回
授
業
の
進
め
方
の
参
考
と
し
た
。
感
想
な
ど
を
踏
ま
え
、
次
の
ク
ラ
ス
の
開
始
時
に
追
加
説
明
や
補

足
を
加
え
学
生
が
興
味
を
持
っ
て
、
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

・
看
護
方
法
学
Ⅱ・
Ⅳ・
Ⅴ
①
②（
基
礎
看
護
技
術
演
習
科
目
）
で
は
、
実
技
試
験
を
実
施
し
た
。
実
技
試

験
の
前
に
は
、
学
生
が
個
別
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
員
が
実
習
室
に
待
機
・
指
導
す
る
オ
フ
ィ

ス
ア
ワ
ー
（
7日
間
程
度
）
を
設
定
し
、
主
体
的
な
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
（
科
目
担
当
教
員
・
助
手
で

協
働
し
て
対
応
）。
 

 
 

○
安
達
祐
子
、
川
原
由
佳
里
、
守
田
美
奈
子
、
田
中
晶
子
、
本
江
朝
美
、

奥
田
清
子
、
樋
口
佳
栄
、
斉
藤
梓
、
五
味
己
寿
枝
 

 
○
田
中
晶
子
、
川
原
由
佳
里
、
守
田
美
奈
子
、
安
達
祐
子
、
本
江
朝
美
、

奥
田
清
子
、
樋
口
佳
栄
、
斉
藤
梓
、
五
味
己
寿
枝
 

 

平
成
18
年
6月
15
日
～
 

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
理
事
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領
域
　
基
礎
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

担
当
科
目
「
看
護
方
法
学
Ⅵ（
看
護
過
程
）」
「
基
礎
看
護
学
特
講
Ⅲ（
看
護
理
論
）」
の
参
考
書
の
作
成
 

 

担
当
科
目
「
看
護
の
歴
史
」
の
教
材
及
び
参
考
書
の
作
成

平
成
20
年
12
月

平
成
20
年
11
月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
川
原
　
由
佳
里

連
載
Be
yo
nd
 N
ur
sin
g 
看
護
学
の
基
礎
を
考
え
る
　
第
13
回
～
第
24
回

ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
理
論
か
ら
み
た
排
泄
動
作
の
研
究
－
点
滴
ス
タ
ン
ド
の
有
無

に
よ
る
変
化
に
焦
点
を
当
て
て

明
治
23
年
ト
ル
コ
軍
艦
沈
没
事
故
に
お
け
る
日
本
赤
十
字
社
の
活
動

戦
前
の
日
本
赤
十
字
社
看
護
婦
生
徒
の
履
歴
（
第
2報
）
大
正
期
の
『
看
護
婦

生
徒
名
簿
』
の
分
析

明
治
21
年
磐
梯
山
噴
火
に
お
け
る
災
害
医
療
活
動

癒
し
の
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
す
る
看
護
技
術
の
開
発
研
究
（
そ
の
1）
ハ
ン
ド
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
－
生
理
機
能
の
評
価

癒
し
の
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
す
る
看
護
技
術
の
開
発
研
究
（
そ
の
2）
ハ
ン
ド
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
－
心
理
・
社
会
的
側
面
の
評
価

（
学
術
講
演
等
）

単
著

単
著

単
著
共
著

単
著

共
著

共
著

平
成
20
年
4月
～
12
月

平
成
21
年
1月
～
3月

平
成
20
年
11
月

平
成
20
年
7月
12
日

平
成
20
年
8月
27
日

平
成
20
年
12
月
13
日

平
成
20
年
12
月
13
日

平
成
20
年
12
月
13
日

看
護
実
践
の
科
学（
33
）4
－
12
、（
34
）1
－
3 

看
護
研
究
41（
7） 

国
史
学
会
7月
例
会
（
東
京
） 

日
本
看
護
歴
史
学
会
第
22
回
学
術
集
会
（
福
岡
） 

日
本
医
史
学
会
・
日
本
歯
科
医
史
学
会
・
日
本
薬
史
学
会
・

日
本
獣
医
史
学
会
・
日
本
看
護
歴
史
学
会
合
同
12
月
例
会

（
東
京
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
）

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

42
－
45
、
38
－
41
、

52
－
55
、
50
－
53
、

44
－
47
、
52
－
55
、

56
－
59
、
54
－
57
、

52
－
56
、
52
－
55
、

48
－
51
、
50
－
53

53
9－
54
8

日
本
の
看
護
12
0年
 歴
史
を
つ
く
る
あ
な
た
へ

第
4章
　
疾
病
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変
化
と
看
護

や
さ
し
く
学
ぶ
看
護
理
論
　
改
訂
3版

ア
ー
ネ
ス
テ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク

ロ
ー
パ
ー
・
ロ
ー
ガ
ン
・
テ
ィ
ア
ニ
ー
看
護
モ
デ
ル

共
著

共
著

平
成
20
年
11
月

平
成
20
年
12
月

日
本
看
護
協
会
出
版
会
 

日
総
研
 

日
本
看
護
歴
史
学
会
編
集
　
川
嶋
み
ど
り
他
監
修
、

川
原
由
佳
里
他
 

黒
田
裕
子
監
修
、
川
原
由
佳
里
他
 

や
さ
し
く
学
ぶ
看
護
理
論
　
改
訂
３
版
　
ア
ー
ネ
ス
テ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク

ロ
ー
パ
ー
・
ロ
ー
ガ
ン
・
テ
ィ
ア
ニ
ー
看
護
モ
デ
ル

日
本
の
看
護
12
0年
　
歴
史
を
つ
く
る
あ
な
た
へ
　
第
4章
　
疾
病
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変
化
と
看
護

97
－
11
4

13
5－
15
2、
33
7－

36
0

○
川
原
由
佳
里
、
川
嶋
み
ど
り
、
山
﨑
裕
二
、
鷹
野
朋
美
、
殿
城
友
紀
、

他
2名

○
安
達
祐
子
、
川
原
由
佳
里
、
守
田
美
奈
子
、
田
中
晶
子
、
本
江
朝
美
、

奥
田
清
子
、
樋
口
佳
栄
、
斉
藤
梓
、
五
味
己
寿
枝
 

 
○
田
中
晶
子
、
川
原
由
佳
里
、
守
田
美
奈
子
、
安
達
祐
子
、
本
江
朝
美
、

奥
田
清
子
、
樋
口
佳
栄
、
斉
藤
梓
、
五
味
己
寿
枝
 

 

平
成
20
年
4月
1日
～
平
成
23
年
3月
31
日

平
成
20
年
4月
1日
～
平
成
22
年
3月
31
日

平
成
20
年
10
月
1日
～
平
成
22
年
9月

平
成
20
年
4月
1日
～
平
成
23
年
3月
31
日

平
成
18
年
4月
10
日
～

平
成
19
年
7月
30
日
～

日
本
看
護
歴
史
学
会
理
事
  

 
 

 
日
本
代
替
・
相
補
・
伝
統
医
療
連
合
会
議
評
議
員
 

 
 

 
 

日
本
赤
十
字
社
幹
部
看
護
師
研
修
セ
ン
タ
ー
看
護
研
究
倫
理
審
査
委
員
 

 
 

 
 

日
本
看
護
歴
史
学
会
査
読
委
員
 

 
 

 
 

日
本
看
護
研
究
学
会
査
読
委
員
 

 
 

 
 

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
査
読
委
員
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領
域
　
基
礎
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
授
業
・
演
習
終
了
時
に
毎
回
の
感
想
・
質
問
を
学
生
に
記
入
、
提
出
し
て
も
ら
い
、
次
の
授
業
で
振
り
返
り
を
し

な
が
ら
生
か
す
よ
う
に
し
た
。

　 ・
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
看
護
技
術
の
復
習
・
自
己
練
習
）
を
設
け
た
。  

平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
1月

　 平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
1月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授
　

氏
名
　
吉
田
　
み
つ
子

新
卒
看
護
師
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
/ア
ク
シ
デ
ン
ト
体
験
と
周
囲
の
対
応

新
人
ナ
ー
ス
が
聞
け
な
い
こ
と
　
先
輩
が
言
え
な
い
こ
と

グ
リ
セ
リ
ン
浣
腸
が
原
因
で
起
こ
っ
た
有
害
事
象
か
ら
学
ぶ

グ
リ
セ
リ
ン
浣
腸
の
実
施
方
法
を
見
直
そ
う
！

看
護
技
術
の
習
得
・
熟
練
に
お
け
る
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
１
余
が
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
み
と
評
価
－

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
2ハ
ン
ド
・
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
試
み
と
評
価
－

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
3「
が
ん
患
者
学
セ
ミ
ナ
ー
」の
試
み
と
評
価
－

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
運
営

と
評
価
－
半
年
間
の
実
施
状
況
か
ら
－

（
学
術
講
演
等
）

共
著

単
著
共
著
共
著
単
著

共
著

共
著

共
著

共
著

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
5月

平
成
20
年
9月

平
成
20
年
9月

平
成
20
年
11
月

平
成
20
年
7月
4日

平
成
20
年
7月
4日

平
成
20
年
7月
4日

平
成
21
年
2月
7日

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
誌
8（
1）

看
護
学
雑
誌
72（
5）

N
ur
sin
g 
T
od
ay
 2
3（
10
）

N
ur
sin
g 
T
od
ay
 2
3（
10
）

看
護
研
究
41（
7）

第
13
回
日
本
緩
和
医
療
学
会
学
術
集
会
（
静
岡
） 

第
13
回
日
本
緩
和
医
療
学
会
学
術
集
会
（
静
岡
） 

第
13
回
日
本
緩
和
医
療
学
会
学
術
集
会
（
静
岡
） 

第
23
回
日
本
が
ん
看
護
学
会
学
術
集
会
（
沖
縄
） 

◎
吉
田
み
つ
子
、
川
原
由
佳
里
、
佐
々
木
幾
美
、
本

庄
恵
子
、
田
中
孝
美
、
守
田
美
奈
子
、
村
上
睦
子
、

川
嶋
み
ど
り
、
他
2名
 

◎
吉
田
み
つ
子
 

◎
武
田
利
明
、
吉
田
み
つ
子
、
他
4名
 

◎
吉
田
み
つ
子
　
他
5名
 

◎
吉
田
み
つ
子
 

20
－
27

37
4－
39
4

62
－
63

64
－
65

53
1－
53
8

基
礎
看
護
技
術
　
第
Ⅳ
章
基
本
的
ニ
ー
ズ
充
足
に
向
け
た
看
護
技
術
　
10
排
便

改
訂
版
　
外
科
系
実
践
的
看
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
6部

Ⅰ
　
退
院
に
向
け
た
看
護
　
Ⅱ
　
が
ん
患
者
に
特
有
な
術
後
継
続
看
護

改
訂
版
　
写
真
で
わ
か
る
臨
床
看
護
技
術

共
著

共
著

共
著

平
成
21
年
2月

平
成
21
年
2月

平
成
21
年
3月

南
江
堂
 

看
護
の
科
学
社
 

イ
ン
タ
ー
メ
デ
イ
カ
 

◎
香
春
知
永
、
齋
藤
や
よ
い
編
、
吉
田
み
つ
子
他
18

名 ◎
川
嶋
み
ど
り
　
鈴
木
篤
監
修
　
井
上
智
子
・
本
庄

恵
子
・
根
岸
京
田
編
集
、
吉
田
み
つ
子
他
25
名

◎
村
上
美
好
監
修
、
吉
田
み
つ
子
、
本
庄
恵
子
、
下

村
裕
子
、
樋
口
佳
栄
、
齋
藤
梓
、
泉
貴
子
、
白
柿
奈

保
 

・
看
護
方
法
学
Ⅴ
①
②
で
は
授
業
終
了
時
に
「
感
想
・
質
問
」
を
記
入
し
て
提
出
し
て
も
ら
い
、
次
回
授

業
の
進
め
方
の
参
考
と
し
た
。
感
想
な
ど
を
踏
ま
え
、
次
の
ク
ラ
ス
の
開
始
時
に
追
加
説
明
や
補
足
を
加

え
学
生
が
興
味
を
持
っ
て
、
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

・
看
護
方
法
学
Ⅴ
①
②（
基
礎
看
護
技
術
演
習
科
目
）で
は
、実
技
試
験
を
実
施
し
た
。実
技
試
験
の
前
に
は
、

学
生
が
個
別
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
員
が
実
習
室
に
待
機
・
指
導
す
る
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
7

日
間
程
度
）
を
設
定
し
、
主
体
的
な
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
（
科
目
担
当
教
員
・
助
手
で
協
働
し
て
対
応
）。

39
9－
41
6

58
2－
59
2

45
－
66

◎
斉
藤
梓
、
守
田
美
奈
子
、
吉
田
み
つ
子
、
遠
藤
公
久
、
樋
口
佳
栄
　
他

4名
 

 
◎
佐
々
木
笑
、
守
田
美
奈
子
、
吉
田
み
つ
子
、
遠
藤
公
久
、
樋
口
佳
栄
、

斉
藤
梓
　
他
3名
 

 
◎
樋
口
佳
栄
、
守
田
美
奈
子
、
吉
田
み
つ
子
、
遠
藤
公
久
、
斉
藤
梓
　
他

4名
 

 
◎
吉
田
み
つ
子
、
守
田
美
奈
子
、
斉
藤
梓
、
樋
口
佳
栄
、
鈴
木
治
子
　
他

3名
 

 

平
成
20
年
7月
～
平
成
22
年
6月

厚
生
労
働
省
医
道
審
議
会
専
門
委
員
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領
域
　
 成
人
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
授
業
終
了
時
に
毎
回
授
業
の
感
想
を
学
生
に
提
出
し
て
も
ら
い
、
次
の
授
業
に
生
か
し
た
。 

 

　 ・
授
業
時
間
内
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
、
学
生
参
加
型
の
授
業
と
し
た
。 
 

　 ・
事
前
学
習
課
題
の
提
示
。
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
看
護
技
術
の
復
習
・
自
己
練
習
）
を
設
け
た
。 
 

平
成
20
年
４
月
～
7月

　 平
成
20
年
４
月
～
７
月

　 平
成
20
年
６
月
～
７
月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
本
庄
　
恵
子

慢
性
疾
患
を
も
つ
人
の
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
を
高
め
る
看
護
実
践
の
検
討

－
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
を
査
定
す
る
質
問
紙
の
作
成
を
通
し
て

セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
の
評
価
と
優
れ
た
看
護
実
践
の
検
討

（
学
術
講
演
等
）

単
著

共
著

20
08
年
5月

20
08
年
9月
21
日

日
本
慢
性
看
護
学
会
誌
、
2（
1）

日
本
看
護
技
術
学
会
第
７
回
学
術
集
会
（
青
森
）

20
－
22

や
さ
し
く
学
ぶ
看
護
理
論
　
改
訂
3版
   
　
　
　
　
　

成
人
看
護
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
真
で
わ
か
る
臨
床
看
護
技
術
　
改
訂
第
2版

　 外
科
系
実
践
的
看
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
 改
訂
版

共
著

共
著

共
著

共
著

20
08
年
12
月

20
09
年
1月

20
09
年
3月

20
09
年
3月

日
総
研
出
版
 

医
学
書
院
 

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ

 看
護
の
科
学
社

◎
黒
田
裕
子
監
修
、

川
原
由
佳
里
・
本
庄
恵
子
・
佐
々
木
幾
美
、
他
8名

◎
黒
田
裕
子
編
集
、

本
庄
恵
子
、
他
18
名
 

◎
村
上
美
好
監
修
、

吉
田
み
つ
子
・
本
庄
恵
子
・
齋
藤
梓
・
樋
口
佳
栄
・

下
村
裕
子
・
泉
貴
子
・
白
柿
奈
保

◎
川
嶋
み
ど
り
・
鈴
木
篤
監
修
、

井
上
智
子
・
本
庄
恵
子
・
根
岸
京
田
編
集
、

吉
田
み
つ
子
、
他
25
名

・
看
護
援
助
学
Ⅳ
を
は
じ
め
、
担
当
す
る
ク
ラ
ス
で
は
授
業
終
了
時
に
「
感
想
・
質
問
」
を
記
入
し
て
提

出
し
て
も
ら
い
、
参
考
と
し
た
。
感
想
な
ど
を
踏
ま
え
、
次
の
ク
ラ
ス
の
開
始
時
に
追
加
説
明
や
補
足
を

加
え
学
生
参
加
型
の
授
業
と
な
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。 
 

 
・
看
護
援
助
学
Ⅳ（
休
息
と
睡
眠
）、
発
達
看
護
学
Ⅰ
②（
1/
4担
当
分
）
で
は
、
授
業
の
初
日
、
授
業
時
間

内
に
授
業
内
容
に
関
連
す
る
内
容
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
生
活
を
振
り
返
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取

り
入
れ
た
。
学
生
参
加
型
の
授
業
、
お
よ
び
、
学
生
が
関
心
を
も
っ
て
授
業
に
臨
め
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

・
看
護
援
助
学
演
習
（
技
術
演
習
科
目
）
で
は
、
事
前
学
習
課
題
を
提
示
し
て
学
生
が
予
習
を
し
て
授
業

に
臨
み
、
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
ま
た
実
技
試
験
を
実
施
し
、
そ
の
前
に
は
、
希
望
す
る
学

生
が
個
別
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
員
が
実
習
室
に
待
機
す
る
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
7日
間
程
度
）

を
設
定
し
、
主
体
的
な
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
（
科
目
担
当
教
員
で
協
働
）。

15
3－
18
8

22
－
40
、
10
8－
13
4

76
－
87
、
99
－
10
9、

11
0－
12
0、
16
1－

16
6
97
－
10
1、
17
4－

21
7

◎
野
月
千
春
、
本
庄
恵
子
、
他
３
名

平
成
16
年
6月
～
 

平
成
18
年
6月
～
 

平
成
18
年
6月
～
 

平
成
18
年
12
月
～
 

平
成
18
年
12
月
～
 

平
成
19
年
4月
～
平
成
20
年
9月
 

平
成
20
年
1月
～
 

平
成
20
年
1月
～
 

平
成
20
年
1月
～
 

平
成
20
年
9月
～
 

日
本
保
健
医
療
行
動
科
学
会
　
評
議
員
 
 

 
 

 
日
本
赤
十
字
看
護
学
会
　
評
議
員
 

 
 

 
 

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
誌
　
編
集
委
員
 
 

 
 

 
日
本
慢
性
看
護
学
会
　
評
議
員
 

 
 

 
 

日
本
慢
性
看
護
学
会
誌
　
編
集
委
員
 
 

 
 

 
日
本
慢
性
看
護
学
会
　
第
2回
学
術
集
会
　
企
画
委
員
　
 

 
 

 
 

日
本
看
護
技
術
学
会
　
評
議
員
 

 
 

 
 

日
本
看
護
技
術
学
会
　
理
事
 

 
 

 
 

日
本
看
護
技
術
学
会
誌
　
編
集
委
員
 
 

 
 

 
日
本
慢
性
看
護
学
会
　
第
3回
学
術
集
会
　
企
画
委
員
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領
域
　
成
人
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
実
際
の
看
護
場
面
を
想
起
さ
せ
る
事
例
を
用
い
て
、
看
護
介
入
の
実
際
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。 

 

　 ・
事
前
学
習
課
題
の
提
示
。
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
看
護
技
術
の
復
習
・
自
己
練
習
）
を
設
け
た
。 
 

　 ・
事
例
を
用
い
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
可
能
な
限
り
学
生
の
参
加
を
促
す
授
業
を
試
み
た
。 

 

・
看
護
学
実
習
の
臨
床
指
導
者
研
修
会
 
 

平
成
20
年
４
月
～
7月

　 平
成
20
年
４
月
～
7月

　 平
成
20
年
12
月
～
21
年
1月

平
成
20
年
８
月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
丹
羽
　
淳
子

（
学
術
講
演
等
）

看
護
学
実
習
を
受
け
入
れ
る
施
設
の
臨
床
指
導
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
、
複
数
の
大
学
教
員
で
サ
ポ

ー
ト
し
た
。

発
達
看
護
学
Ⅰ
②（
1/
4担
当
分
）
で
は
、
発
達
危
機
に
直
面
し
た
成
人
の
事
例
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
の
患
者

に
対
す
る
具
体
的
看
護
介
入
の
場
面
を
取
り
上
げ
た
事
例
を
用
い
て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
～
介
入
に
至
る
過

程
を
解
説
し
た
。 

 
 

・
看
護
援
助
学
演
習
（
技
術
演
習
科
目
）
で
は
、
事
前
学
習
課
題
を
提
示
し
て
学
生
が
予
習
を
し
て
授
業

に
臨
み
、
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
ま
た
実
技
試
験
を
実
施
し
、
そ
の
前
に
は
、
希
望
す
る
学

生
が
個
別
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
員
が
実
習
室
に
待
機
す
る
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
7日
間
程
度
）

を
設
定
し
、
主
体
的
な
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
（
科
目
担
当
教
員
で
協
働
）。

発
達
看
護
学
Ⅰ
①（
1/
2担
当
分
）
で
は
、
危
機
的
状
況
に
直
面
し
た
患
者
や
様
々
な
ス
ト
レ
ス
状
況
下
に

お
か
れ
た
人
の
反
応
を
理
解
し
、
日
常
生
活
～
看
護
場
面
で
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
事
例
を
用
い
て
小
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
っ
た
。 
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領
域
　
精
神
保
健
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・「
臨
床
実
習
指
導
で
何
が
起
こ
る
か
－
学
生
の
不
安
を
ど
う
支
え
る
か
」 

 
・「
実
習
指
導
－
学
生
の
不
安
を
ど
う
支
え
る
か
」 

 

系
統
看
護
学
講
座
『
精
神
看
護
学
（
1・
2）
』（
医
学
書
院
）
刊
行
。

・
看
護
方
法
学
Ⅰ（
援
助
的
人
間
関
係
論
）
に
お
け
る
様
々
な
演
習
の
実
施
 

 

 ・
看
護
援
助
学
Ⅵ（
感
情
と
行
動
）
に
お
け
る
質
問
表
の
活
用
、
当
事
者
を
招
い
て
の
講
義
、
授
業
評
価
の
実
施
  

・
精
神
保
健
看
護
学
Ⅱ（
技
法
）
に
お
け
る
体
験
学
習
の
実
施
 

 

・
大
学
院
特
講
に
お
け
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
実
施

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
　
看
護
実
践
・
教
育
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

認
定
看
護
師
教
育
課
程
　
講
義
　「
対
人
関
係
論
」 

 

平
成
20
年
7月
28
日

平
成
20
年
8月
4日

平
成
20
年
4月
～
7月

 平
成
20
年
4月
～
6月
、
授
業

評
価
日
：
平
成
20
年
6月
10
日

平
成
20
年
10
月
～
11
月

平
成
21
年
1月

平
成
20
年
6月
～
7月

平
成
21
年
1月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
小
宮
　
敬
子

ケ
ア
と
感
情
労
働

（
学
術
講
演
等
）

・
体
験
グ
ル
ー
プ
（
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
）

・
感
情
労
働
と
支
援
の
仕
事

単
著

共 単

平
成
20
年
12
月

平
成
20
年
6月
21
日

平
成
21
年
2月
7日

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
家
族
 

第
18
回
日
本
精
神
保
健
看
護
学
会
学
術
集
会

東
京
女
子
医
科
大
学
（
新
宿
区
） 

N
PO
法
人
「
女
性
の
安
全
と
健
康
の
た
め
の
支
援
教
育
セ
ン

タ
ー
」
研
修
会
（
江
東
区
） 

19
8－
20
4

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
看
護

系
統
看
護
学
講
座
精
神
看
護
学
（
1）
精
神
看
護
の
基
礎

系
統
看
護
学
講
座
精
神
看
護
学
（
2）
精
神
看
護
の
展
開

共
著
共
著
共
著

20
08
年
8月

平
成
21
年
2月
1日

平
成
21
年
2月
1日

医
学
書
院
 

医
学
書
院
 

医
学
書
院
 

○
宮
本
真
巳
、
小
宮
敬
子
、
他
20
名

○
武
井
麻
子
・
小
宮
敬
子
　
他
7名

○
武
井
麻
子
、
小
宮
敬
子
・
鷹
野
朋
実
・
堀
井
湖
浪

　
他
14
名

「
感
染
管
理
」「
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
」「
が
ん
化
学
療
法
看
護
」の
3領
域
の
認
定
看
護
師
コ
ー
ス
の
学
生
に
対
し
、

対
人
関
係
論
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ
た
。 

 

武
蔵
野
赤
十
字
病
院
実
習
指
導
者
研
修
会
に
て
講
演
 
 

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
看
護
学
部
FD
に
て
講
演
 

 

・
一
ク
ラ
ス
を
二
つ
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
、
タ
ッ
チ
ン
グ
を
体
験
し
て
そ

の
感
覚
を
味
わ
う
演
習
を
2コ
マ
実
施
し
た
。
学
生
12
～
13
名
で
固
定
メ
ン
バ
ー
を
つ
く
り
、
各
領
域
の

教
員
1～
2名
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
4回
行
い
、
実
際
に
人
間
関
係
を
体
験
し
な
が
ら
、

自
己
及
び
他
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
演
習
を
実
施
し
た
。

・
学
生
全
員
に
質
問
カ
ー
ド
を
渡
し
、
授
業
時
間
内
に
記
入
さ
せ
て
回
収
し
、
次
の
授
業
時
に
、
質
問
の

回
答
・
解
説
を
ま
と
め
た
資
料
を
配
布
し
、
説
明
を
加
え
た
。　
・
女
性
薬
物
依
存
症
の
リ
カ
バ
リ
ー
ハ

ウ
ス
の
施
設
長
を
招
き
、
回
復
過
程
に
つ
い
て
講
義
し
て
も
ら
っ
た
。 

・
音
楽
療
法
、ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
、ダ
ン
ス
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
各
専
門
家
3名
を
招
い
て
、学
生
が
、

精
神
科
治
療
技
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
芸
術
療
法
を
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
演
習
を
実
施
し
た
。
ア
ー
ト
、
ダ

ン
ス
に
つ
い
て
は
学
生
の
希
望
に
沿
っ
て
半
数
に
分
け
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
受
講
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

・
研
究
手
法
と
し
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
法
の
演
習
の
た
め
に
、
聞
き
手
と
話
し
手
に
分
け
て
、「
印
象
に

残
る
患
者
」
を
テ
ー
マ
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
及
び
ア
フ
タ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
15

回
（
5コ
マ
）
実
施
し
た
。

18
4－
20
8

24
7－
26
5

2－
38
、
22
8－
23
9、
 

24
9－
28
6

平
成
20
年
3月
～
 

平
成
15
年
6月
～
 

日
本
集
団
精
神
療
法
学
会
　
理
事
 

 
 

 
N
PO
法
人
ダ
ル
ク
女
性
ハ
ウ
ス
　
理
事
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領
域
　
母
性
看
護
学
・
助
産
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
鈴
木
　
美
恵
子

（
学
術
講
演
等
）

国
際
救
援
活
動
お
よ
び
開
発
協
力
事
業
に
お
い
て
助
産
師
に
期
待
さ
れ
る
能
力

－
国
際
救
援
・
開
発
協
力
を
経
験
し
た
助
産
師
が
必
要
性
を
認
識
し
た
能
力
－

共
著

平
成
20
年
6月

第
9回
日
本
赤
十
字
看
護
学
会
学
術
集
会
 

◎
鈴
木
美
恵
子

平
成
19
年
9月
～
平
成
21
年
9月

医
道
審
議
会
専
門
委
員
（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
分
科
会
員
）
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領
域
　
母
性
看
護
学
・
助
産
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
厚
生
労
働
省
看
護
研
修
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
特
別
講
義
 

 

・
金
沢
大
学
で
の
特
別
講
義
 

 

・
国
立
保
健
科
学
院
病
院
管
理
研
修
で
の
講
義
 

 

・
首
都
大
学
東
京
で
の
特
別
講
義
 

 

・
発
達
看
護
学
Ⅱ
－
①（
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
看
護
：
概
論
）
の
授
業
資
料
 

 
　 ・
看
護
援
助
学
Ⅶ（
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）
の
授
業
資
料

・
社
会
情
勢
へ
の
知
識
と
感
性
を
高
め
る
た
め
の
事
例
紹
介
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

 

　 ・
自
他
の
考
え
や
価
値
観
の
理
解
と
尊
重
を
促
す
た
め
の
手
記
の
利
用
と
読
後
感
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
 

 

　 ・
学
習
意
欲
を
高
め
る
レ
ジ
ュ
メ
の
内
容
と
活
用
法
の
工
夫
 

 

平
成
20
年
10
月
22
日

平
成
20
年
12
月
10
日

平
成
21
年
1月
29
日

平
成
21
年
2月
16
日

平
成
20
年
4月
～

　 平
成
20
年
4月
～

　 平
成
20
年
4月
～

平
成
20
年
４
月

　 平
成
20
年
４
月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
谷
津
　
裕
子

谷
津
裕
子
の
質
的
看
護
研
究
（
連
載
）

質
的
研
究
論
文
の
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
の
た
め
の
サ
ブ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
第
2報

－
方
法
論
別
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
紹
介
と
活
用
例
－

「
い
い
お
産
」
の
言
説
分
析
の
た
め
の
基
礎
的
考
察

ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
研
究
が
看
護
に
も
た
ら
す
も
の

「
い
い
お
産
」
と
い
う
言
葉
が
意
味
す
る
も
の
－
出
産
に
お
け
る
自
然
性
・
主

体
性
・
身
体
性
－

赤
十
字
病
院
に
お
け
る
優
れ
た
看
護
実
践
の
発
掘
と
赤
十
字
看
護
学
論
構
築
に

関
す
る
研
究

単
著

共
著

単
著
単
著
単
著

共
著

20
08
年
4月
～
20
09
年

3月 20
08
年
6月

20
08
年
9月

20
08
年
12
月

20
09
年
1月

20
09
年
3月

月
刊
ナ
ー
シ
ン
グ
，

28（
4）
, 2
8（
5）
, 2
8（
6）
, 2
8（
7）
, 2
8（
8）
, 2
8（
9）
, 2
8（
10
）, 

28（
11
）, 
28（
12
）, 
29（
1）
, 2
9（
2）
, 2
9（
3） 

看
護
研
究
，
41（
4）

感
性
哲
学
，
N
o.８

看
護
研
究
，
41（
7）

助
産
雑
誌
，
63（
1）

赤
十
字
と
看
護
・
介
護
に
関
す
る
研
究
助
成
金
研
究
平
成
19

年
度
報
告
書
 

◎
谷
津
裕
子
、
北
素
子

 ◎
川
嶋
み
ど
り
、
守
田
美
奈
子
、
本
庄
恵
子
、
谷
津

裕
子
、
川
原
由
佳
里
、
吉
田
み
つ
子
、
佐
々
木
幾
美
、

樋
口
佳
栄
 

68
－
73
、
11
8－

12
3、
10
4－
10
7、

58
－
62
、
48
－
52
、

38
－
42
、
80
－
86
、

58
－
64
、
66
－
70
、

55
－
59
、
62
－
68

31
9－
33
3

11
4－
12
5

51
9－
53
0

8－
14

・
厚
生
労
働
省
看
護
研
修
研
究
セ
ン
タ
ー
の
看
護
教
員
養
成
課
程
及
び
幹
部
看
護
教
員
養
成
課
程
の
研
修

（
10
7名
対
象
）
に
お
い
て
「
看
護
・
助
産
に
お
け
る
サ
イ
エ
ン
ス
と
ア
ー
ト
」
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
た
。

・
金
沢
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
2年
の
演
習
科
目
（
10
名
対
象
）
に
お
い
て
「
質
的
デ
ー
タ
分
析
」

に
関
す
る
講
義
と
ゼ
ミ
を
行
っ
た
。

・
国
立
保
健
科
学
院
が
開
催
す
る
病
院
管
理
者
を
対
象
と
し
た
安
全
管
理
教
育
研
修
（
12
名
対
象
）
に
お

い
て
「
出
産
に
お
け
る
安
全
管
理
」
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
た
。

・
首
都
大
学
東
京
大
学
院
博
士
前
期
課
程
看
護
科
学
系
１
年
が
履
修
す
る
授
業
（
母
性
看
護
活
動
論
）（
2

名
対
象
）
に
お
い
て
「
助
産
ケ
ア
提
供
に
お
け
る
研
究
的
視
点
」
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
た
。 

・「
発
達
看
護
学
Ⅰ
－
①（
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
と
看
護
：
概
論
）」
の
目
的
・
目
標
に
沿
っ
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
資
料
を
作
成
し
、
授
業
に
活
用
し
た
。

・「
看
護
援
助
学
Ⅶ（
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）」
の
目
的
・
目
標
に
沿
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
資
料
を
作
成
し
、

授
業
に
活
用
し
た
。 

・「
看
護
援
助
学
Ⅶ（
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）」
「
発
達
看
護
学
Ⅰ
ｰ①
（
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
と
看
護
：

概
論
）」
の
授
業
に
お
い
て
、
身
近
な
事
例
や
ニ
ュ
ー
ス
を
用
い
、
学
生
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
せ
る

時
間
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
学
生
が
看
護
と
関
連
の
深
い
社
会
情
勢
へ
の
知
識
や
感
性
を
磨
く
こ

と
が
で
き
よ
う
努
め
て
い
る
。
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
に
て
「
将
来
の
仕
事
に
結
び
つ
く
内
容
で
あ
る
と

共
に
、
自
分
の
生
活
に
も
関
連
し
て
く
る
内
容
な
の
で
、
と
て
も
大
事
な
授
業
だ
と
実
感
し
な
が
ら
受
け

ら
れ
た
」
等
の
評
価
を
得
た
。

・「
看
護
援
助
学
Ⅶ（
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）」
に
お
い
て
、
性
に
関
す
る
諸
問
題
を
抱
え
る
当
事
者
の
手

記
を
用
い
て
学
生
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
せ
る
時
間
を
設
け
る
と
と
も
に
、
意
見
や
感
想
な
ど
を
無
記

名
で
書
い
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
を
学
生
全
体
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
個
と
し
て
の

意
見
を
持
つ
と
同
時
に
他
者
と
の
違
い
を
認
め
合
う
意
識
を
鍛
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

・
全
担
当
科
目
に
お
い
て
、
授
業
で
用
い
る
レ
ジ
ュ
メ
は
穴
埋
め
方
式
と
し
、
学
生
が
自
ら
レ
ジ
ュ
メ
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
を
促
し
て
学
生
の
授
業
参
加
へ
の
意
欲
と
集
中
度
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
レ
ジ
ュ
メ

を
授
業
開
始
時
に
ま
と
め
て
学
生
に
配
布
し
て
、
学
生
に
予
習
を
し
や
す
い
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
発
達
看
護
学
Ⅰ
－
①
と
②
の
よ
う
に
、
関
連
す
る
科
目
に
つ
い
て
は
、
レ
ジ
ュ
メ
の
内
容
が
重
複
・

欠
落
せ
ず
、連
続
性
の
あ
る
内
容
に
な
る
よ
う
に
、互
い
の
も
の
を
参
考
に
し
て
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
た
。 
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そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

助
産
師
と
倫
理

質
的
研
究
論
文
サ
ブ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
第
3弾
）

（
学
術
講
演
等
）

日
本
助
産
学
会
誌
投
稿
規
程
の
変
革

単
著

共
著

平
成
20
年
7月
12
日

平
成
20
年
12
月
14
日

平
成
21
年
3月
22
日

平
成
20
年
度
日
本
助
産
師
会
勤
務
助
産
師
部
会
企
画
研
修
会

（
東
京
都
）

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
交
流
集
会（
福
岡
県
） 

第
23
回
日
本
助
産
学
会
学
術
集
会
（
東
京
都
）

北
素
子
・
谷
津
裕
子

平
成
20
年
4月
1日
～
平
成
21
年
3月
31
日
 

平
成
20
年
4月
26
日
～
平
成
21
年
3月
31
日
 

平
成
20
年
5月
30
日
～
平
成
21
年
3月
31
日
 

平
成
20
年
7月
1日
～
平
成
21
年
3月
31
日
 

平
成
20
年
10
月
1日
～
平
成
21
年
3月
31
日
 

日
本
助
産
学
会
編
集
委
員
会
編
集
委
員
 
 

 
 

 
日
本
助
産
師
会
東
京
都
支
部
安
全
管
理
室
委
員
 

 
 

 
 

第
35
回
日
本
看
護
研
究
学
会
学
術
集
会
実
行
委
員
 

 
 

 
 

厚
生
労
働
省
保
健
師
助
産
師
看
護
師
試
験
委
員
 

 
 

 
 

日
本
看
護
技
術
学
会
専
任
査
読
者

島
田
啓
子
・
有
森
直
子
・
木
村
千
里
・
島
田
真
理
恵
・
谷
津
裕
子
・
真
鍋

え
み
子
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領
域
　
母
性
看
護
学
・
助
産
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

さ
い
た
ま
赤
十
字
病
院
　
看
護
研
究
の
す
す
め
方

・
講
義
内
容
の
理
解
を
促
す
た
め
の
臨
床
実
習
で
の
場
面
を
想
定
し
た
ミ
ニ
テ
ス
ト
 

 

　 ・
学
習
意
欲
を
高
め
、
関
連
科
目
と
の
知
識
を
統
合
す
る
た
め
の
レ
ジ
ュ
メ
の
工
夫
 

 

　 ・
次
年
度
の
授
業
評
価
を
活
か
し
、
今
年
度
も
授
業
評
価
を
受
け
た
  

　 ・
事
前
学
習
課
題
提
示
し
た
技
術
演
習
の
実
施
 

 

A
PO
R 
de
 G
as
qu
et
 研
修
会
「
妊
娠
・
分
娩
・
産
後
に
お
け
る
骨
盤
底
筋
群
の
保
護
」
の
企
画
・
運
営
 

 

さ
い
た
ま
赤
十
字
病
院
看
護
研
修
指
導
 
 

平
成
20
年
7月
14
日

平
成
20
年
11
月
か
ら
1月

　 平
成
20
年
11
月
か
ら
1月

　 平
成
20
年
11
月
か
ら
1月

　 平
成
21
年
1月
31
日
・
2月
6日

平
成
20
年
7月
22
日
－
24
日

平
成
20
年
4月
か
ら
21
年
1月

ま
で

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
谷
口
　
千
絵

Br
ea
st
fe
ed
in
g 
Su
pp
or
t i
n 
Ja
pa
ne
as
e 
ob
st
et
ric
 fa
cil
iti
es
.

助
産
所
開
設
に
伴
う
嘱
託
医
お
よ
び
連
携
医
療
機
関
と
の
契
約
に
至
る
ま
で
の

過
程
と
連
携
の
実
態

骨
盤
底
機
能
不
全
予
防
法
；
ド
・
ガ
ス
ケ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
日
本
女
性
へ
の
活
用

性
の
検
討
（
第
一
報
）

（
学
術
講
演
等
）

共
著

単
著

共
著

平
成
20
年
6月
5日

平
成
20
年
3月
22
日

平
成
21
年
3月
21
日

In
te
rn
at
ion
al 
Co
nf
ed
er
at
ion
 o
f M
id
w
iv
es
 2
8t
h 
T
rie
nn
ial
 

Co
ng
re
ss
（
Gl
as
go
w
） 

第
23
回
日
本
助
産
学
会
学
術
集
会
（
東
京
都
） 

第
24
回
日
本
助
産
学
会
学
術
集
会
（
東
京
都
） 

写
真
で
わ
か
る
母
性
看
護
技
術

共
著

平
成
20
年
4月

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
 

平
澤
美
恵
子
、
村
上
睦
子
監
修

谷
津
裕
子
、
谷
口
千
絵
、
新
田
真
弓
、
喜
多
里
己
、

神
谷
桂
、
西
嶋
喜
美
恵
、
他
1名
 

女
性
の
骨
盤
底
筋
群
の
保
護
を
目
的
と
し
た
ガ
ス
ケ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
提
唱
者
で
あ
る
B.
ガ
ス
ケ
医
師
を
招

聘
し
、
経
験
年
数
5年
目
以
上
の
助
産
師
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
た
。
研
修
会
は
（
株
）ベ
ネ
ッ

セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
九
共
同
研
究
事
業
と
し
て
開
催
し
た
。

研
究
テ
ー
マ
の
設
定
に
つ
い
て
14
グ
ル
ー
プ
と
面
接
を
行
い
、
そ
の
後
７
グ
ル
ー
プ
の
研
究
指
導
を
月
に

1回
実
施
し
、
院
内
の
研
究
発
表
会
に
て
講
評
を
行
っ
た
。 

 
 

院
内
の
看
護
研
究
に
取
り
組
む
看
護
職
に
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
説
明
し
た
。 

「
発
達
看
護
学
Ⅱ
②
－
１
（
妊
娠
期
の
看
護
）
に
授
業
に
お
い
て
、
毎
回
講
義
終
了
後
に
講
義
内
容
の
理

解
を
確
認
す
る
目
的
で
、臨
床
実
習
場
面
を
想
定
し
た
状
況
設
定
問
題
を
作
成
し
、ミ
ニ
テ
ス
ト
を
実
施
し
、

次
回
の
講
義
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施
し
た
。

授
業
で
用
い
る
レ
ジ
ュ
メ
は
、
重
要
な
用
語
が
記
憶
に
残
る
よ
う
に
穴
埋
め
式
と
し
、
単
な
る
暗
記
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
関
連
科
目
や
教
科
書
と
の
知
識
の
統
合
が
で
き
る
よ
う
に
、
参
照
・
復
習
・
予
習
の
指

示
を
追
記
し
た
。

昨
年
度
の
授
業
評
価
の
学
生
の
「
視
覚
的
な
教
材
が
さ
ら
に
追
加
さ
れ
る
と
よ
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、

講
義
の
進
度
に
合
わ
せ
て
写
真
・
図
表
を
そ
の
都
度
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
て
提
示
し
な
が
す
す
め
、
視
覚
的

に
も
理
解
で
き
る
授
業
に
努
め
た
。

妊
婦
健
康
診
査
の
技
術
演
習
に
お
い
て
、
事
前
に
健
診
の
目
的
や
内
容
、
看
護
技
術
の
手
順
に
つ
い
て
学

習
で
き
る
プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
、
事
前
学
習
を
し
た
う
え
で
演
習
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
学
生
は
質

問
に
対
す
る
反
応
も
よ
く
、
自
己
の
課
題
に
つ
い
て
も
演
習
記
録
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。 71
－
78

◎
T
an
icu
ch
i, C
hi
e; 
K
ita
 S
at
om
i 

 

◎
谷
口
千
絵
  

◎
喜
多
里
己
、
谷
口
千
絵
、
村
上
睦
子
 
 

平
成
20
年
～
 

平
成
20
年
～
 

平
成
21
年
１
月
か
ら
３
月
 

日
本
助
産
学
会
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
委
員
会
の
委
員
 

 
 

 
 

日
本
保
健
科
学
学
会
評
議
員
 

 
 

 
 

第
23
回
日
本
助
産
学
会
学
術
集
会
実
行
委
員
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領
域
　
小
児
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
小
児
看
護
学
技
術
演
習
事
前
学
習
用
「
演
習
ノ
ー
ト
」 

 

・
発
達
看
護
学
Ⅲ
②：
「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
る
」
た
め
の
小
児
看
護
学
技
術
演
習
方
法
の
工
夫

・
深
谷
赤
十
字
病
院
　
研
究
指
導
 

 
・
東
京
都
八
王
子
小
児
病
院
　
平
成
20
年
度
「
小
児
看
護
」
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
講
義
及
び
研
究
指
導
 

 
・
放
送
大
学
「
卒
業
研
究
」
指
導
 

 

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
3月

平
成
20
年
4月
～
現
在
に
至
る

平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
3月

平
成
20
年
4月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
江
本
　
リ
ナ

医
療
処
置
を
受
け
る
子
ど
も
へ
の
ケ
ア
モ
デ
ル
　

－
約
8歳
以
上
の
子
ど
も
へ
の
ケ
ア
モ
デ
ル
－

医
療
施
設
に
お
け
る
看
護
師
と
保
育
士
の
連
携
の
実
態
　
健
や
か
親
子
21
推
進

事
業
　
小
児
の
入
院
環
境
向
上
の
た
め
の
活
動
［
保
育
関
連
職
種
と
の
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
］

子
ど
も
が
入
院
す
る
病
棟
の
保
育
士
と
看
護
師
と
の
協
働
－
保
育
士
が
専
門
性

を
発
揮
で
き
な
い
と
感
じ
る
背
景
－

子
ど
も
が
入
院
す
る
病
棟
に
お
け
る
協
働
に
向
け
て
保
育
士
が
看
護
師
に
期
待

す
る
こ
と

小
児
病
棟
に
お
け
る
保
育
士
と
看
護
師
と
の
連
携
に
関
す
る
保
育
士
の
意
識

小
児
看
護
に
お
け
る
熟
練
技
術
を
創
造
す
る
組
織
の
モ
デ
ル
化

入
院
す
る
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
領
域
で
働
く
看
護
師
の
ス
ト
レ
ス
や
感
情
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
に
お
け
る
家
族
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
援
助
に
関
す
る
文
献
検
討

単
著

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

平
成
20
年
5月

平
成
20
年
9月

平
成
20
年
9月

平
成
20
年
9月

平
成
20
年
10
月

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

へ
る
す
出
版
31（
5）
 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
17（
2）

 日
本
小
児
看
護
学
会
誌
17（
2）
 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
17（
2）
 

医
療
と
保
育
7（
1）

平
成
18
年
度
～
平
成
21
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研

究
C）
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
　
川
名
る
り
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
18（
1）
 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
18（
1）
 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
18（
1）
 

 

◎
江
本
リ
ナ
 

◎
飯
村
直
子
、
江
本
リ
ナ
、
川
口
千
鶴
、
中
村
伸
枝
、

日
沼
千
尋
、
平
林
優
子

◎
深
谷
基
裕
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美

智
子
、
山
内
朋
子
、
他
3名
 

◎
伊
藤
孝
子
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美

智
子
、
山
内
朋
子
、
他
3名
 

◎
飯
村
直
子
、
江
本
リ
ナ
、
川
口
千
鶴
、
中
村
伸
枝
、

日
沼
千
尋
、
平
林
優
子
 

◎
川
名
る
り
、江
本
リ
ナ
、筒
井
真
優
美
、平
山
恵
子
、

山
内
朋
子
、
松
尾
美
智
子
 

◎
松
尾
美
智
子
、
筒
井
真
優
美
、
山
内
朋
子
、
江
本

リ
ナ
　
他
7名
 

◎
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
江
本

リ
ナ
　
他
7名
 

◎
中
澤
淳
子
、江
本
リ
ナ
、山
内
朋
子
、筒
井
真
優
美
、

松
尾
美
智
子
　
他
6名
 

60
9－
61
5

66
－
72

24
－
31

32
－
38

10
－
17

11
2－
11
9

12
7－
13
4

12
0－
12
6

計
画
書
立
案
か
ら
抄
録
作
成
、
院
内
発
表
ま
で
の
全
過
程
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ

研
究
方
法
の
講
義
、
計
画
書
立
案
か
ら
抄
録
作
成
、
院
内
発
表
ま
で
の
全
過
程
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ

卒
業
研
究
指
導
 

 
 

学
生
の
自
学
自
習
を
ね
ら
い
作
成
し
た
。
演
習
項
目
（
8項
目
）
に
つ
い
て
基
礎
知
識
、
子
ど
も
の
権
利

に
関
し
て
問
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

前
年
度
評
価
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
る
」
小
児
看
護
実
践
力
を
育
て
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
、
内
容
を
工
夫
し
た
。
具
体
的
に
は
、
演
習
項
目
①
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
ズ
測
定
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、②
身
体
計
測
、③
与
薬
、④
清
潔
ケ
ア
、
ベ
ッ
ド
柵
の
扱
い
、⑤
検
体
採
取
、⑥
吸
入
、
吸
引
、

酸
素
吸
入
、⑦
経
管
栄
養
、⑧
輸
液
中
の
管
理
の
8項
目
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
学
習
内
容

を
強
化
し
た
。
学
生
の
演
習
後
、
実
習
で
の
反
応
か
ら
教
育
評
価
を
行
っ
た
。
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そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

入
院
し
て
い
る
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
援
助
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
に
お
け
る
家
族
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
援
助
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
領
域
に
お
け
る
看
護
師
の
ス
キ
ル
や
力
を
阻
む
状
況
に
関
す
る
文
献

検
討
子
ど
も
の
療
養
環
境
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
領
域
で
働
く
看
護
師
の
ス
ト
レ
ス
や
感
情
に
関
す
る
文
献
検
討

看
護
師
が
「
困
っ
た
」
と
感
じ
た
子
ど
も
と
家
族
の
事
例
に
み
る
看
護
を
阻
む

現
象
や
状
況

小
児
看
護
に
お
け
る
実
践
知
を
共
有
す
る
組
織

（
学
術
講
演
等
）

Ca
rin
g 
ch
ild
 a
nd
 fa
m
ily
: S
O
S 
fro
m
 c
hi
ld
 a
nd
 fa
m
ily

共
著

共
著

共
著

共
著
共
著
共
著

共
著

平
成
20
年
7月
26
日

平
成
20
年
7月
26
日

平
成
20
年
7月
26
日

平
成
20
年
7月
27
日

平
成
20
年
7月
27
日

平
成
20
年
12
月
14
日

平
成
20
年
12
月
14
日

平
成
20
年
8月
26
日

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
）

第
10
回
国
際
行
動
医
学
会

◎
長
谷
川
孝
音
、
江
本
リ
ナ
、
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子

他
6名
◎
中
澤
淳
子
、
江
本
リ
ナ
、
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
　

他
6名
◎
西
村
実
希
子
、
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
江
本
リ
ナ

他
6名
 

 
◎
松
尾
美
智
子
、
筒
井
真
優
美
、
山
内
朋
子
、
江
本
リ
ナ
　
他
7名

◎
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
江
本
リ
ナ
　
他
7名

◎
西
田
志
穗
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
山
内
朋
子
、

他
5名
◎
川
名
る
り
、
筒
井
真
優
美
、
江
本
リ
ナ
、
平
山
恵
子
、
山
内
朋
子
、
松

尾
美
智
子

◎
江
本
リ
ナ
、
長
田
暁
子
、
尾
花
由
美
子

平
成
16
年
7月
　
 ～
　
現
在
に
至
る
 

平
成
17
年
7月
　
 ～
　
現
在
に
至
る
 

平
成
18
年
8月
　
 ～
　
現
在
に
至
る
 

平
成
18
年
8月
　
 ～
　
現
在
に
至
る
 

平
成
19
年
10
月
　
～
　
現
在
に
至
る
 

平
成
19
年
12
月
　
～
　
現
在
に
至
る
 

平
成
20
年
8月
　
 ～
　
現
在
に
至
る
 

平
成
20
年
6月
　
 ～
　
現
在
に
至
る
 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
評
議
員
 

 
 

 
 

日
本
看
護
学
教
育
学
会
　
専
任
査
読
 
 

 
 

 
日
本
赤
十
字
看
護
学
会
　
評
議
員
 

 
 

 
 

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
　
編
集
委
員
 
 

 
 

 
日
本
小
児
看
護
学
会
　
学
術
交
流
推
進
活
動
委
員
会
 
 

 
 

 
日
本
看
護
科
学
学
会
　
評
議
員
 

 
 

 
 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
専
任
査
読
 

 
 

 
 

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
　
選
挙
管
理
委
員
会
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領
域
　
小
児
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
小
児
看
護
学
技
術
演
習
事
前
学
習
用
「
演
習
ノ
ー
ト
」 

 

・
発
達
看
護
学
Ⅲ
②：
「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
る
」
た
め
の
小
児
看
護
学
技
術
演
習
方
法
の
工
夫
 

 

・
深
谷
赤
十
字
病
院
　
研
究
指
導
 

 
・
東
京
都
八
王
子
小
児
病
院
　
平
成
20
年
度
「
小
児
看
護
」
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
講
義
及
び
研
究
指
導
  

 
・
放
送
大
学
「
卒
業
研
究
」
審
査
 

 

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
3月

平
成
20
年
4月
～
現
在
に
至
る

平
成
21
年
1月
16
日

平
成
20
年
4月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
川
名
　
る
り

小
児
事
故
「
な
ぜ
起
こ
る
・
ど
う
防
ぐ
」

乳
幼
児
と
の
身
体
を
通
し
た
熟
練
し
た
技
術
の
性
質

小
児
看
護
に
お
け
る
熟
練
技
術
を
創
造
す
る
組
織
の
モ
デ
ル
化

小
児
看
護
に
お
け
る
実
践
知
を
共
有
す
る
組
織

（
学
術
講
演
等
）

単
著

単
著
共
著

共
著

平
成
20
年
4月
～
平
成

21
年
3月

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

平
成
20
年
12
月
14
日

医
療
安
全
15
－
19

 日
本
看
護
科
学
会
誌
29（
1）
 

平
成
18
年
度
～
平
成
20
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研

究
C）
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
　
川
名
る
り
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

◎
川
名
る
り
、江
本
リ
ナ
、筒
井
真
優
美
、平
山
恵
子
、

山
内
朋
子
、
松
尾
美
智
子
 

70
－
73
、
71
、
68
、

79
、
77

3－
14

計
画
書
立
案
か
ら
抄
録
作
成
、
院
内
発
表
ま
で
の
全
過
程
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ

研
究
方
法
の
講
義
、
計
画
書
立
案
か
ら
抄
録
作
成
、
院
内
発
表
ま
で
の
全
過
程
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ

卒
業
研
究
の
報
告
書
審
査
お
よ
び
面
接
審
査
 

 
 

学
生
の
自
学
自
習
を
ね
ら
い
作
成
し
た
。
演
習
項
目
（
8項
目
）
に
つ
い
て
基
礎
知
識
、
子
ど
も
の
権
利

に
関
し
て
問
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

前
年
度
評
価
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
る
」
小
児
看
護
実
践
力
を
育
て
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
、
内
容
を
工
夫
し
た
。
具
体
的
に
は
、
演
習
項
目
①
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
ズ
測
定
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、②
身
体
計
測
、③
与
薬
、④
清
潔
ケ
ア
、
ベ
ッ
ド
柵
の
扱
い
、⑤
検
体
採
取
、⑥
吸
入
、
吸
引
、

酸
素
吸
入
、⑦
経
管
栄
養
、⑧
輸
液
中
の
管
理
の
8項
目
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
学
習
内
容

を
強
化
し
た
。
学
生
の
演
習
後
、
実
習
で
の
反
応
か
ら
教
育
評
価
を
行
っ
た
。 

 

◎
川
名
る
り
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
平
山
恵
子
、
山
内
朋
子
、
松

尾
美
智
子

平
成
19
年
10
月
～
現
在
に
至
る
 

平
成
20
年
8月
～
現
在
に
至
る
 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
学
術
交
流
推
進
活
動
委
員
会
 
 

 
 

 
日
本
小
児
看
護
学
会
　
専
任
査
読
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領
域
　
老
年
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
記
事
の
活
用
 

 

授
業
評
価
を
活
用
し
た
授
業
の
工
夫
 
 

　 当
事
者
お
よ
び
家
族
の
参
加
 

 
　 高
齢
者
擬
似
体
験
の
実
施

整
形
外
科
看
護
学
術
集
会
に
お
け
る
研
究
指
導
 

 
　 日
本
赤
十
字
看
護
大
学
　
看
護
実
践
・
教
育
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

「
心
に
触
れ
る
看
護
の
わ
ざ
」
企
画

講
師
：
川
嶋
み
ど
り
（
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
）

　
　
　
伊
藤
直
榮
（
日
本
工
学
院
専
門
学
校
　
医
療
カ
レ
ッ
ジ
顧
問
）

　
　
　
田
中
靖
代
（
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
気
の
里
　
施
設
長
） 

 
　 日
本
赤
十
字
看
護
大
学
看
護
実
践
・
教
育
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
「
看
護
研
究
倫
理
に
関
す
る
研
究
・
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
主
催
「
セ
ミ
ナ
ー
看
護
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮
と
審
査
の
実
際
－
看
護
実
践
の
場
で
ど
の

よ
う
に
構
築
・
展
開
す
る
か
－
」
で
の
講
義
 

 
　 さ
い
た
ま
赤
十
字
病
院
の
看
護
研
究
指
導
 

 

平
成
20
年
4月
～
21
年
2月

平
成
20
年
12
月
～
21
年
2月

　 平
成
20
年
12
月

　 平
成
21
年
１
月

平
成
20
年
6月
8日

平
成
20
年
8月
5日
・
6日

平
成
20
年
8月
7日
・
26
日

平
成
20
年
8月
～
21
年
1月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
千
葉
　
京
子

在
宅
で
母
親
の
介
護
を
行
う
息
子
が
抱
く
思
い

変
形
性
膝
関
節
症
高
齢
者
が
手
術
を
選
択
し
な
い
理
由

（
学
術
講
演
等
）

共
著
共
著

平
成
20
年
11
月
8日

平
成
20
年
11
月
8日

第
13
回
日
本
老
年
看
護
学
会
学
術
集
会
（
石
川
県
） 

第
13
回
日
本
老
年
看
護
学
会
学
術
集
会
（
石
川
県
） 

研
究
に
取
り
組
む
学
術
集
会
参
加
者
を
対
象
に
、
研
究
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
た
。

看
護
職
な
ど
を
対
象
に
、
臨
床
実
践
能
力
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
運
営
を

行
っ
た
。
参
加
者
に
は
、「
呼
吸
を
楽
に
す
る
手
の
わ
ざ
」「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

実
践
に
役
立
つ
看
護
援
助
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
い
た
。 

 
 

病
院
の
看
護
職
員
を
対
象
に
、「
研
究
倫
理
審
査
体
制
づ
く
り
」に
つ
い
て
資
料
を
作
成
し
、講
義
を
行
っ
た
。

院
外
発
表
を
目
標
に
取
り
組
む
看
護
職
員
を
対
象
に
、
継
続
的
な
研
究
指
導
を
行
っ
た
。 

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
高
齢
者
や
認
知
症
に
関
す
る
新
し
い
情
報
を
提
供
し
た
。

一
斉
講
義
ス
タ
イ
ル
だ
け
で
な
く
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
機
会
を
設
け
た
。
学
生
か
ら
は
、
意
見
交
換

に
よ
り
多
様
な
考
え
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
と
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、
出
席
票
を
兼
ね
た
授
業
レ
ポ
ー
ト

用
紙
を
毎
回
授
業
終
了
時
に
配
布
し
、
そ
の
日
の
授
業
の
感
想
や
意
見
、
疑
問
、
質
問
な
ど
の
記
入
を
依

頼
し
た
。
そ
の
内
容
か
ら
学
生
の
授
業
理
解
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
興
味
深
い
考
え
や
、
疑
問
・

質
問
は
次
回
以
降
の
授
業
内
容
に
活
用
し
た
。

若
年
認
知
症
者
と
ご
家
族
に
参
加
い
た
だ
き
、
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

高
齢
者
理
解
を
深
め
る
た
め
道
具
を
用
い
て
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ
ア
を
実
施
し
た
。
体
験
後
は
、
グ
ル
ー

プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
個
人
の
体
験
に
と
ど
め
ず
、
ま
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
が
残
ら
な
い
よ
う
、

学
び
を
共
有
す
る
機
会
を
設
け
た
。 

◎
川
口
泰
子
・
千
葉
京
子
  

◎
今
澤
由
梨
香
・
千
葉
京
子
 

 

平
成
15
年
6月
～
 

平
成
17
年
3月
～
 

平
成
17
年
6月
～
 

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
専
任
査
読
委
員
 
 

 
 

 
日
本
在
宅
ケ
ア
学
会
査
読
者
 

 
 

 
 

日
本
整
形
外
科
看
護
研
究
会
編
集
委
員
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領
域
　
老
年
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

神
奈
川
県
立
逗
子
高
等
学
校
　
模
擬
講
義

老
年
看
護
方
法
Ⅳ
②：
授
業
の
理
解
を
深
め
る
工
夫
、
高
齢
者
に
関
す
る
社
会
情
勢
へ
の
関
心
を
高
め
る
工
夫
  

看
護
援
助
学
Ⅰ（
循
環
） 
 

卒
業
研
究
 

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
　
看
護
実
践
・
教
育
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

「
心
に
触
れ
る
看
護
の
わ
ざ
」
企
画

講
師
：
川
嶋
み
ど
り
（
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
）

　
　
　
伊
藤
直
榮
（
日
本
工
学
院
専
門
学
校
　
医
療
カ
レ
ッ
ジ
顧
問
）

　
　
　
田
中
靖
代
（
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
気
の
里
　
施
設
長
）

平
成
21
年
3月
16
日

平
成
20
年
4月
～
7月

平
成
20
年
6月
～
7月

平
成
20
年
4月
～
12
月

平
成
20
年
8月
5日
・
6日

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
グ
ラ
イ
ナ
ー
智
恵
子

在
宅
高
齢
者
虐
待
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
の
開
発
と
ツ
ー
ル
対
応
型
虐
待
予
防

介
入
プ
ラ
ン
の
構
築

D
ev
el
op
in
g 
a 
co
nc
ep
tu
al
 fr
am
ew
or
k 
of
 n
ur
sin
g 
er
ro
rs
 w
ith
in
 th
e 

fra
m
ew
or
k 
of
 h
ea
lth
 c
ar
e 
sa
fe
ty

地
域
で
生
活
す
る
健
常
高
齢
者
の
介
護
予
防
行
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
の
検
討

地
域
高
齢
者
に
対
す
る
主
観
的
幸
福
感
に
着
目
し
た
介
護
予
防
介
入
の
検
討

T
he
 e
ffe
ct
s 
of
 a
 b
eh
av
io
ra
l c
ha
ng
e 
pr
og
ra
m
 fo
r 
el
de
rly
 p
eo
pl
e 
w
ith
 

w
eig
ht
 c
on
tr
ol 
di
ffi
cu
lty

E
ffe
ct
s 
of
 lo
ng
－
te
rm
 le
g 
st
re
ng
th
 e
xe
rc
is
e 
in
te
rv
en
ti
on
 o
n 

ph
ys
io
lo
gi
ca
l a
nd
 p
sy
ch
ol
og
ic
al
 r
es
po
ns
es
 in
 t
he
 e
ld
er
ly
 p
eo
pl
e 

in
 J
ap
an

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著

共
著

共
著
共
著

共
著

平
成
20
年
9月

平
成
20
年
12
月

平
成
21
年
3月

平
成
20
年
12
月
14
日

平
成
21
年
3月
14
日

平
成
21
年
3月
14
日

第
18
回
フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ
ル
ホ
ー
ム
ケ
ア
研
究
助

成
・
事
業
助
成
報
告
書（
研
究
代
表
者
：
グ
ラ
イ
ナ
ー
智
恵
子
）

Jo
ur
na
l o
f e
H
ea
lth
 T
ec
hn
olo
gy
 a
nd
 A
pp
lic
at
ion
 V
ol.
6, 

N
o.2
日
本
看
護
科
学
学
会
誌
  第
29
巻
1号
 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

T
he
 1
2t
h 
Ea
st
 A
sia
n 
Fo
ru
m
 o
f N
ur
sin
g 
Sc
ho
lar
s

（
東
京
） 
 

T
he
 1
2t
h 
Ea
st
 A
sia
n 
Fo
ru
m
 o
f N
ur
sin
g 
Sc
ho
lar
s

（
東
京
） 

◎
グ
ラ
イ
ナ
ー
智
恵
子
、
他
2名
 

◎
M
ak
im
ot
o 
K
、 
Gr
ein
er
 C
、
他
3名

 　 ◎
深
堀
敦
子
、
グ
ラ
イ
ナ
ー
智
恵
子
、
他
2名

62
0－
64
6

13
3－
13
9

15
－
24

「
呼
吸
を
楽
に
す
る
手
の
わ
ざ
」「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
看
護
職
な
ど
を
対
象
に

臨
床
実
践
能
力
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
た
。
参
加
者
は
グ
ル

ー
プ
別
に
、
あ
る
い
は
二
人
一
組
と
な
り
具
体
的
な
技
術
の
実
際
を
習
得
し
た
。

高
校
生
を
対
象
に
、
日
本
の
高
齢
社
会
の
現
状
や
認
知
症
に
つ
い
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
D
V
D
を
活

用
し
て
講
義
を
行
っ
た
。 

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
D
V
D
を
活
用
し
な
が
ら
学
生
の
授
業
内
容
理
解
に
努
め
た
。
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
や
介
護
保
険
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
新
聞
記
事
な
ど
を
紹
介
し
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
に

つ
い
て
学
生
の
関
心
を
高
め
る
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
。 
 

 
学
生
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
授
業
の
一
部
に
事
例
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
ど
の
よ
う
な
看
護

が
必
要
か
に
つ
い
て
ま
と
め
、
発
表
す
る
形
式
を
採
用
し
た
。
ま
た
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
D
V
D
を
活

用
し
な
が
ら
学
生
の
授
業
内
容
理
解
に
努
め
た
。 

 
 

学
生
が
研
究
の
基
礎
能
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
他
の
学
生
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
も
知
識
を
共

有
し
、
質
的
研
究
、
量
的
研
究
共
に
知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。

◎
深
堀
敦
子
、
グ
ラ
イ
ナ
ー
智
恵
子
、
他
2名
 

 
◎
Gr
ein
er
 C
、
他
2名
 
 

◎
Is
ow
a 
T
、 
Gr
ein
er
 C
、
他
5名

平
成
20
年
4月
～
 

平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
8月
 

日
本
糖
尿
病
教
育
看
護
学
会
編
集
委
員
 
 

 
 

 
第
35
回
日
本
看
護
研
究
学
会
企
画
委
員
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領
域
　
地
域
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

健
康
教
育
演
習
の
た
め
の
ビ
デ
オ
の
作
成
と
活
用
 

 
　 保
健
指
導
演
習
に
お
け
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
た
め
の
事
例
作
成

効
果
的
な
視
聴
覚
教
材
の
内
容
や
提
示
の
工
夫

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
岸
　
恵
美
子

認
知
症
高
齢
者
と
虐
待
防
止

高
齢
者
虐
待
防
止
法
施
行
後
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
虐
待
防
止
に
関
す
る
意
識
に

つ
い
て
－
高
齢
者
虐
待
防
止
法
施
行
１
年
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り
【
第
１

報
】－
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
施
設
内
高
齢
者
虐
待
と
介
護
業
務
に
関
す
る
認
識
・
感
情
体

験
・
対
応
－
高
齢
者
虐
待
防
止
法
施
行
１
年
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り
【
第

２
報
】－

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
か
か
わ
る
保
健
師
の
活
動
の
実
際
と
課
題

（
学
術
講
演
等
）

認
知
症
高
齢
者
と
虐
待
防
止

家
族
の
再
構
築
を
視
野
に
入
れ
た
高
齢
者
虐
待
の
予
防
と
支
援
に
お
け
る
看
護

職
の
役
割
日
本
家
族
看
護
学
会
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

単
著

共
著

共
著

共
著

平
成
21
年
3月
31
日

平
成
20
年
7月
5日

平
成
20
年
7月
5日

平
成
20
年
7月
6日

平
成
20
年
9月

平
成
20
年
9月

認
知
症
ケ
ア
ジ
ャ
ー
ナ
ル
, 1 （
4）

第
5回
日
本
高
齢
者
虐
待
防
止
学
会
千
葉
大
会
 

第
5回
日
本
高
齢
者
虐
待
防
止
学
会
千
葉
大
会
 

第
11
回
日
本
地
域
看
護
学
会
学
術
集
会
（
沖
縄
）

日
本
認
知
症
ケ
ア
学
会
　
教
育
講
演
 

日
本
家
族
看
護
学
会
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

41
8－
42
7

明
日
の
在
宅
医
療
　
第
4巻
　
高
齢
者
ケ
ア
と
在
宅
医
療
／
第
11
章
　
高
齢
者

虐
待
　

看
護
職
が
担
う
高
齢
者
虐
待
の
対
応
と
予
防
～
実
践
事
例
・
活
動
か
ら
学
ぶ
 

高
齢
者
虐
待
を
見
極
め
る
ポ
イ
ン
ト
と
は

看
護
職
が
担
う
高
齢
者
虐
待
の
対
応
と
予
防
～
実
践
事
例
・
活
動
か
ら
学
ぶ
　

高
齢
者
と
養
護
者
へ
の
支
援
の
実
際

共
著

単
著

単
著

平
成
20
年
9月

平
成
20
年
11
月

平
成
20
年
12
月

中
央
法
規
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
20
08
－
11
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
20
08
－
12

◎
高
崎
絹
子
、
岸
恵
美
子
 

・
実
習
で
学
生
が
住
民
を
対
象
に
行
っ
た
健
康
教
育
を
ビ
デ
オ
に
撮
り
、
健
康
教
育
の
授
業
で
活
用
す
る

視
聴
覚
教
材
を
作
成
し
た
。

・
保
健
指
導
演
習
に
お
い
て
、
保
健
師
役
と
住
民
役
を
体
験
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

よ
り
実
際
の
状
況
に
近
い
事
例
を
作
成
し
教
材
と
し
て
活
用
し
た
。 
 

 

・
昨
年
度
の
学
生
か
ら
の
授
業
評
価
を
受
け
て
、
視
聴
覚
教
材
の
内
容
や
提
示
方
法
の
改
善
、
配
布
す
る

資
料
の
検
討
な
ど
を
行
っ
た
。 

 
 

19
3－
21
3

44
－
47

38
－
41

◎
吉
岡
幸
子
、
岸
恵
美
子
他
3名
 

 

◎
岩
沢
純
子
、
岸
恵
美
子
他
3名
 

 

◎
岸
恵
美
子
、
望
月
由
紀
子
、
米
澤
純
子
 

 

平
成
18
年
6月
1日
～
現
在
に
至
る
 

平
成
19
年
5月
1日
～
平
成
21
年
4月
30
日
 

平
成
19
年
12
月
18
日
～
平
成
22
年
12
月
17
日

埼
玉
県
高
齢
者
虐
待
対
応
専
門
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
委
員
会
委
員
 

 
 

 
 

保
健
師
助
産
師
看
護
師
試
験
委
員
 

 
 

 
 

千
代
田
区
高
齢
者
虐
待
防
止
推
進
会
議
委
員
、
副
会
長
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領
域
　
看
護
管
理
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
看
護
教
育
論
Ⅰ
 

 
　 ・
看
護
教
育
論
Ⅱ
 

 
　 ・
看
護
教
育
方
法
 

 

・
看
護
教
育
論
Ⅰ
　
看
護
教
育
の
歴
史
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
工
夫
 
 

　 ・
授
業
評
価
の
実
施
：
看
護
教
育
論
Ⅰ
、
看
護
教
育
論
Ⅱ
、
看
護
教
育
方
法
、
看
護
教
育
学
特
講
Ⅱ
 

 
　 ・
看
護
教
育
方
法
　
自
己
の
学
び
を
振
り
返
る
シ
ー
ト
の
活
用
 

 
　 ・
実
習
FD
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
講
演
  

・
青
森
中
央
短
期
大
学
看
護
学
科
主
催
「
臨
床
指
導
者
講
習
会
」
で
の
講
義

 
 

・
平
成
20
年
度
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
支
部
管
内
三
病
院
合
同
実
習
指
導
者
夏
期
研
修
会
で
の
講
演

 
 

・
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
　
平
成
20
年
度
臨
床
実
習
指
導
者
研
修
で
の
講
義

 
 

・
厚
生
労
働
省
主
催
　
平
成
20
年
度
関
東
信
越
地
区
保
健
師
助
産
師
看
護
師
実
習
指
導
者
講
習
会
（
特
定
分
野
）
で

の
講
義
 

 
・
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
　
看
護
部
研
修
会
で
の
講
演
 

 ・
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
　「
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
研
修
」
で
の
講
義

 
 

・
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
　「
は
じ
め
て
研
修
を
担
当
す
る
人
の
た
め
の
研
修
」
で
の
講
義

 
 

・
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
　
看
護
教
育
・
実
践
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
「
平
成
20
年
度
ア
フ
リ
カ
看
護
教

育
コ
ー
ス
」
で
の
教
育
指
導

 
 

・
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
　
看
護
教
育
・
実
践
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
認
定
看
護
師
教
育
課
程
　
講
義

「
教
育
・
指
導
」 

 

平
成
20
年
11
月
～
12
月

　 平
成
20
年
6月
、
7月
、
12
月

　 平
成
20
年
4月
～
6月

　 平
成
20
年
8月
4日

平
成
20
年
6月
20
日
～
6月
21
日

平
成
20
年
8月
19
日

平
成
20
年
8月
25
日

平
成
20
年
9月
8日

平
成
20
年
9月
13
日

平
成
20
年
10
月
22
日
、

平
成
20
年
10
月
29
日

平
成
21
年
2月
9日

平
成
20
年
5月
30
日
、

平
成
21
年
2月
13
日

平
成
20
年
6月
16
日
～
7月
28
日

平
成
20
年
10
月
～
12
月

　 平
成
20
年
4月
～
6月

　 平
成
20
年
4月
～
6月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
佐
々
木
　
幾
美

看
護
師
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
現
状
と
課
題

単
著

平
成
20
年
11
月
1日

教
育
制
度
学
研
究
15
 

60
－
65

ケ
ー
ス
を
通
し
て
や
さ
し
く
学
ぶ
漢
語
理
論
　
改
訂
3版

分
担
ア
イ
モ
ジ
ー
ン
・Ｍ
・
キ
ン
グ

共
著

平
成
20
年
12
月

日
総
研
出
版
 

◎
黒
田
裕
子
監
修

川
原
由
佳
里
、
本
庄
恵
子
、
佐
々
木
幾
美
、
他
8名

「
看
護
教
育
学
」「
看
護
教
育
評
価
」
に
つ
い
て
、
実
習
指
導
者
に
対
し
て
講
演
を
行
っ
た
。（
厚
生
労
働

省
実
習
指
導
者
講
習
会
と
し
て
認
可
） 
 

 
「
教
育
評
価
－
リ
フ
レ
ク
テ
ィ
ブ
な
関
わ
り
方
を
学
ぶ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
実
習
指
導
者
、
教
員
等
に

対
し
て
講
演
を
行
っ
た
。 
 

 
「
看
護
学
教
育
の
特
性
－
授
業
と
し
て
の
看
護
学
実
習
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
実
習
指
導
者
に
対
し
て
講

義
を
行
っ
た
。 

 
 

「
実
習
指
導
の
実
際
Ⅱ
」
と
し
て
、
実
習
指
導
の
展
開
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
演
習
等
を
通
し
て
そ
の

実
際
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
講
義
を
実
施
し
た
。 

 
 

「
臨
床
看
護
現
場
に
お
け
る
教
育
方
法
－
新
人
教
育
に
焦
点
を
あ
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
新
人
看
護
師

の
教
育
に
係
る
看
護
職
員
に
対
し
て
講
義
を
行
っ
た
。 
 

 
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
ナ
ー
ス
対
象
、看
護
係
長
を
対
象
に
、「
看
護
生
涯
教
育
」お
よ
び「
教
育
方
法
・
教
育
評
価
」

に
関
す
る
講
義
を
実
施
し
た
。 

 
 

病
棟
教
育
担
当
者
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
研
修
担
当
者
な
ど
を
対
象
に
、「
研
修
評
価
」
に
関
す

る
講
義
を
実
施
し
た
。 

 
 

看
護
教
育
論
と
し
て
、
我
が
国
の
看
護
教
育
制
度
、
本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
、
実

習
指
導
の
実
際
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。
ま
た
、
実
習
施
設
と
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
加
わ
り
、
補
足
説
明
を
行
っ
た
。 

 
 

「
感
染
管
理
」「
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
」「
が
ん
化
学
療
法
看
護
」の
3領
域
の
認
定
看
護
師
コ
ー
ス
の
学
生
に
対
し
、

教
育
・
指
導
の
講
義
を
行
っ
た
。 

 
 

看
護
学
教
育
の
用
語
規
定
、
看
護
学
教
育
の
特
徴
、
看
護
教
育
制
度
、
大
学
教
育
拡
充
の
要
因
、
看
護
教

育
の
歴
史
的
変
遷
な
ど
に
関
す
る
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
た
。 

 
 

日
本
の
看
護
教
育
制
度
、
諸
外
国
の
看
護
教
育
制
度
、
看
護
教
育
課
程
、
看
護
教
師
論
に
関
す
る
レ
ジ
ュ

メ
を
作
成
し
た
。 

 
 

看
護
教
育
方
法
の
概
念
、
看
護
教
育
方
法
の
視
点
、
主
体
的
な
学
び
の
支
援
、
学
習
指
導
法
、
臨
床
実
習

指
導
法
、
教
育
評
価
な
ど
に
関
す
る
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
た
。 

 
 

ビ
デ
オ
「
日
本
最
初
の
看
護
学
校
」、
「
戦
後
の
改
革
－
GH
Q
時
代
－
」
を
使
用
し
て
、
視
覚
的
に
看
護

教
育
の
歴
史
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
関
心
を
高
め
た
。 

 
 

開
講
し
た
授
業
に
対
し
て
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
を
実
施
し
た
。 
 

 
毎
回
授
業
の
最
後
に
、
そ
の
日
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
記
入
す
る
シ
ー
ト
を
配
布
し
、
教
育
方
法
を
考

え
る
上
で
重
要
な
自
己
の
経
験
を
意
識
化
す
る
過
程
を
取
り
入
れ
た
。

「
看
護
学
実
習
の
意
義
と
教
員
の
役
割
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
本
学
の
教
員
を
対
象
に
講
義
を
行
い
、
そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
実
習
指
導
を
振
り
返
っ
た
。 

 
 

25
1－
27
7
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そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

（
学
術
講
演
等
）

教
育
現
場
に
お
け
る
ケ
ア
リ
ン
グ
文
化
の
意
義
と
本
質
（
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
）

単
著

平
成
20
年
12
月
13
日

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
 

平
成
15
年
11
月
か
ら
現
在
に
至
る
 

平
成
16
年
6月
4日
か
ら
現
在
に
至
る
 

平
成
18
年
6月
16
日
か
ら
現
在
に
至
る
 

平
成
20
年
4月
1日
か
ら
現
在
に
至
る
 

平
成
20
年
6月
9日
か
ら
現
在
に
至
る
 

日
本
看
護
学
教
育
学
会
　
編
集
委
員
 
 

 
 

 
日
本
赤
十
字
看
護
学
会
　
専
任
査
読
者
 
 

 
 

 
日
本
赤
十
字
看
護
学
会
　
評
議
員
 

 
 

 
 

日
本
看
護
協
会
教
育
委
員
会
　
委
員
 
 

 
 

 
医
道
審
議
会
専
門
委
員
（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
分
科
会
員
） 
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領
域
　
看
護
管
理
学
　

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
ナ
ー
シ
ン
グ
グ
ラ
フ
ィ
カ
⑱
　
基
礎
看
護
技
術
　
第
2版

 
 

・
ナ
ー
シ
ン
グ
グ
ラ
フ
ィ
カ
⑯
　
看
護
学
概
論
　
第
3版

・
看
護
の
実
践
を
看
護
管
理
の
視
点
か
ら
捉
え
る
た
め
の
教
材
の
工
夫
 

 

・
安
全
に
看
護
ケ
ア
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
の
修
得
の
た
め
の
教
材
の
工
夫
 

 

・
安
全
に
看
護
ケ
ア
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
の
修
得
の
た
め
の
演
習
 
 

・
組
織
論
に
関
す
る
授
業
で
の
教
材
の
工
夫
 

 

・
看
護
管
理
学
の
導
入
に
お
け
る
教
材
の
工
夫
 

 

・
首
都
大
学
東
京
　
大
学
院
講
義
 

 
・
小
川
赤
十
字
病
院
　
看
護
研
究
指
導
 
 

・
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
　
現
任
教
育
指
導
者
研
修
 
 

・
栃
木
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
研
修
 

 
・
平
成
20
年
度
赤
十
字
看
護
管
理
者
研
修
Ⅱ
　
セ
カ
ン
ド
レ
ベ
ル
研
修
 

 
・
東
京
都
看
護
協
会
　
看
護
教
員
養
成
講
座
 

 
・
平
成
20
年
度
認
定
看
護
師
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
　
小
児
救
急
看
護
分
野
 

 
・
埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
担
当
教
員
研
修
会
 

 

平
成
20
年
10
月
～

平
成
20
年
10
月
～

平
成
20
年
10
月
～

平
成
20
年
10
月
～

平
成
20
年
10
月
～

平
成
20
年
5月
14
日
、
7月
9日

平
成
20
年
5月
27
日
～
6回

平
成
20
年
9月
6日

平
成
20
年
9月
27
日

平
成
20
年
10
月
7日

平
成
21
年
2月
18
、
20
日

平
成
21
年
2月
21
日

平
成
21
年
3月
26
日

平
成
21
年
2月
10
日

平
成
21
年
2月
20
日

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
准
教
授

氏
名
　
酒
井
　
美
絵
子

国
内
ニ
ュ
ー
ス
（
連
載
）　

看
護
職
賃
金
制
度
の
歴
史
と
今
後
の
課
題

【
完
全
速
報
！
  0
8年
度
診
療
報
酬
改
定
の
全
容
と
看
護
部
対
応
策
】 
08
年
度
診

療
報
酬
改
定
に
よ
る
看
護
管
理
へ
の
影
響
と
課
題

単
著

単
著

平
成
20
年
4月
～
平
成

21
年
3月

平
成
20
年
5月

平
成
20
年
4月

メ
デ
ィ
カ
出
版
　

N
U
RS
IN
G 
BU
SI
N
ES
S

V
ol.
2 
N
o.4
－
12
，
V
ol.
3 
N
o.1
－
3 

N
U
RS
IN
G 
BU
SI
N
ES
S 
V
ol.
2 
N
o.5
 

看
護
部
長
通
信
　
6巻
1号
  

6－
7、
6－
9、
4－
6、

6－
8、

4－
6、
6－
8、
4－
6、

6－
8、

4－
5、
6－
8、
4－
6、

6－
8

32
－
35

21
－
28

看
護
必
要
度
　
第
3版
　
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
評
価
基
準

共
著

平
成
20
年
6月

日
本
看
護
協
会
出
版
会
 
 

岩
澤
和
子
、
筒
井
孝
子
、
秋
山
智
弥
、
田
中
彰
子
、

酒
井
美
絵
子
他
4名
 

診
療
報
酬
に
お
け
る
看
護
の
評
価
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。 

 
 

12
グ
ル
ー
プ
に
看
護
研
究
の
指
導
を
行
っ
た
。 

 
 

継
続
教
育
の
考
え
方
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。 

 
 

在
宅
療
養
者
の
災
害
時
支
援
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ
た
。 

 
 

看
護
管
理
研
究
に
つ
い
て
そ
の
歴
史
と
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。 

看
護
管
理
学
特
論
の
講
義
を
行
っ
た
。 
 

 
看
護
の
質
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。 

 
 

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。 

安
全
を
守
る
技
術
（
安
全
の
意
義
と
保
証
、
ケ
ア
の
場
で
発
生
し
や
す
い
事
故
）、
与
薬
を
安
全
か
つ
正

確
に
行
な
う
技
術
（
薬
物
療
法
の
意
義
、
薬
物
療
法
の
基
礎
的
知
識
、
薬
物
療
法
に
お
け
る
看
護
の
役
割
、

薬
物
療
法
に
お
け
る
援
助
過
程
と
与
薬
の
技
術
、
薬
物
療
法
に
お
け
る
看
護
の
質
保
証
と
安
全
管
理
）
に

つ
い
て
解
説
を
し
た
。

看
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
評
価
と
し
て
、診
療
報
酬
に
よ
る
評
価
、第
三
者
評
価
等
に
つ
い
て
解
説
を
し
た
。

看
護
実
践
に
お
け
る
看
護
師
の
役
割
に
つ
い
て
よ
り
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
看
護
師
の
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
番
組
の
D
V
D
等
を
用
い
て
テ
キ
ス
ト
の
内
容
と
そ
の
看
護
師
の
実
践
と
を
合
わ
せ
て
解
説
を
行
な

う
よ
う
に
し
た
。 

 
 

医
療
安
全
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
た
後
、
医
療
現
場
で
行
わ
れ
て
い
る
安
全
管
理
に
つ
い
て
の
D
V
D
を

視
聴
し
て
、
看
護
師
が
行
な
っ
て
い
る
安
全
な
看
護
と
医
療
安
全
管
理
担
当
者
の
活
動
の
実
際
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

 
 

医
療
安
全
の
講
義
後
の
演
習
に
お
い
て
、
与
薬
行
動
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
基
に
し
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

用
い
て
、事
例
に
示
す
患
者
に
与
薬
業
務
を
行
う
方
法
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
な
っ
た
。そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
内
で
役
割
を
決
め
て
実
際
の
与
薬
行
動
に
つ
い
て
発
表
し
て
も
ら
っ
た
。
与
薬
行
動
の
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
を
基
に
し
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い
た
こ
と
で
、『
確
認
』
の
重
要
さ
を
意
識
す
る
こ
と
が
で

き
た
。 

 
 

「
組
織
」
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
自
己
の
今
ま
で
の
経
験
(部
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
等
)か
ら
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
る
こ
と
と
、｢
踊
る
大
捜
査
線
｣の
D
V
D
を
教
材
と
し
て
組
織
論
を
考
え
て
い
く
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
行
な
っ
て
い
る
。 
 

 
学
生
が
看
護
管
理
学
で
扱
う
内
容
に
つ
い
て
想
起
し
や
す
く
し
、
具
体
的
な
行
動
を
考
え
や
す
く
す
る
た

め
に
、
初
回
の
講
義
に
お
い
て
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
」
の
伝
記
を
教
材
と
し
て
、
ケ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

看
護
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
組
織
、
経
営
に
関
し
て
概
観
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

13
2－
16
8
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そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

IC
U
に
配
属
さ
れ
た
新
卒
看
護
師
の
職
務
継
続
過
程
と
支
援
体
制
－
離
職
願
望
･

職
務
継
続
に
影
響
す
る
要
因
か
ら
の
考
察
－

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
病
名
告
知
時
の
患
者
・
家
族
に
対
す
る
看
護
ケ
ア

医
療
改
革
後
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
看
護
確
保
対
策
事
業
の
実
態

看
護
職
の
専
門
性
発
揮
と
業
務
拡
大
を
目
指
し
て

患
者
作
成
に
よ
る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
に
対
す
る
看
護
管
理
者
の
認
識

地
方
自
治
体
に
お
け
る
看
護
確
保
対
策
事
業
予
算
確
保
の
方
略
の
分
析

看
護
職
の
専
門
性
の
発
揮
と
業
務
拡
大
を
目
指
し
て

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著
共
著
共
著
共
著
共
著
共
著

平
成
20
年
5月
11
日

平
成
20
年
6月
15
日

平
成
20
年
8月

平
成
20
年
8月

平
成
20
年
11
月
23
日

平
成
20
年
12
月
14
日

平
成
20
年
12
月
14
日

第
4回
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
看
護
学
会
学
術
集
会
（
大
阪
）

第
9回
日
本
赤
十
字
看
護
学
会
学
術
集
会
（
京
都
） 

第
12
回
日
本
看
護
管
理
学
会
年
次
大
会
（
東
京
）

第
12
回
日
本
看
護
管
理
学
会
年
次
大
会
（
東
京
） 

医
療
の
質
・
安
全
学
会
　
第
3回
学
術
集
会
（
東
京
）

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

◎
堤
晴
奈
、
酒
井
美
絵
子
、
鶴
田
惠
子

◎
大
橋
幸
恵
、
酒
井
美
絵
子
、
鶴
田
惠
子

◎
酒
井
美
絵
子
、
鶴
田
惠
子

川
村
佐
和
子
、
中
西
睦
子
、
小
池
智
子
、
酒
井
美
絵
子

◎
村
田
裕
美
、
酒
井
美
絵
子
、
鶴
田
惠
子

◎
酒
井
美
絵
子
、
鶴
田
惠
子

小
池
智
子
、
川
村
佐
和
子
、
中
西
睦
子
、
酒
井
美
絵
子

平
成
15
年
8月
～
 

平
成
18
年
10
月
～
 

平
成
20
年
2月
～
 

日
本
看
護
学
教
育
学
会
　
編
集
委
員
会
員
 

 
 

 
 

日
本
看
護
管
理
学
会
　
看
護
適
正
評
価
に
関
す
る
検
討
委
員
 

 
 

 
 

医
療
の
質
・
安
全
学
会
　
第
3回
学
術
集
会
　
企
画
委
員
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領
域
　
教
養
基
礎

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

W
rit
in
g 
yo
ur
 w
ay
 to
 b
et
te
r E
ng
lis
h 
 

Re
ad
in
g 
解
説
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
 

 
Gl
am
ou
r G
ra
m
m
ar

オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト
作
成
 

 
授
業
毎
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
 

 
20
08
年
度

20
08
年
度

20
08
年
（
改
訂
）

20
08
年
度
（
改
訂
）

20
08
年
（
改
訂
）

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
講
師

氏
名
　
川
﨑
　
修
一

T
im
e －
aw
ay
 構
文
の
意
味
論

（
学
術
講
演
等
）

単
平
成
20
年
6月
22
日

日
本
英
語
表
現
学
会
第
37
回
大
会
（
成
城
大
学
） 

看
護
に
お
け
る
理
論
構
築
の
方
法
（
翻
訳
）
W
alk
er
, L
. O
. a
nd
 K
ay
. C
. 

A
va
nt
（
20
05
）
St
ra
te
gi
es
 fo
r 
T
he
or
y 
Co
ns
tr
uc
tio
n 
in
 N
ur
si
ng
, 

Pe
ar
so
n/
Pr
en
tic
e 
H
all

共
著

20
08
年
7月
1日

医
学
書
院
 

中
木
高
夫
・
川
﨑
修
一
 

w
rit
in
g 
の
授
業
で
使
用
す
る
自
作
テ
キ
ス
ト
 

 
 

re
ad
in
g 
の
授
業
で
使
用
す
る
自
作
の
解
説
用
補
助
テ
キ
ス
ト
 

 
 

re
ad
in
g, 
w
rit
in
g 
の
授
業
等
で
使
用
す
る
自
作
の
英
語
文
法
解
説
書
  

 

既
成
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
授
業
に
合
っ
た
自
作
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用

授
業
毎
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
次
回
の
授
業
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

1－
31
8

ロ
ン
ド
ン
大
学
（
U
ni
ve
rs
ity
 C
oll
eg
e 
Lo
no
dn
）
の
 S
ur
ve
y 
of
 E
ng
lis
h 
U
sa
ge
 に
客

員
研
究
員
と
し
て
研
修
（
7月
25
日
～
9月
24
）
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領
域
　
基
礎
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
講
師

氏
名
　
田
中
　
孝
美

新
卒
看
護
師
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
/ア
ク
シ
デ
ン
ト
体
験
と
周
囲
の
対
応

日
本
と
タ
イ
の
地
域
で
暮
ら
す
後
期
高
齢
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
セ
ル
フ

ケ
ア

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著

20
08
年
4月

20
08
年
6月

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
誌
8（
1）

 日
本
保
健
医
療
行
動
科
学
会
年
、
23
 

◎
吉
田
み
つ
子
、
川
原
由
佳
里
、
佐
々
木
幾
美
、
本

庄
恵
子
、
田
中
孝
美
、
守
田
美
奈
子
、
村
上
睦
子
、

川
嶋
み
ど
り
、
他
2名
 

◎
田
中
孝
美
、
磯
和
勅
子
、
馬
場
雄
司
 

20
－
27
 

13
3－
14
7
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領
域
　
成
人
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

「
写
真
で
わ
か
る
臨
床
看
護
技
術
　
改
訂
第
２
版
」
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
　
20
09
年
（
共
著
） 

 

看
護
援
助
学
Ⅱ（
活
動
）　
実
践
で
の
看
護
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、
実
習
で
の
看
護
に
役
立
つ
授
業
資
料
、
教
材
を

工
夫
し
た
。 
 

　 応
用
看
護
学
特
論
Ⅲ（
感
覚
器
障
害
を
も
つ
患
者
の
看
護
）　
視
覚
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
工
夫
を
し
た
。 

 
　 発
達
看
護
学
Ⅰ
②
　
実
践
に
即
し
た
事
例
を
作
成
し
、
事
例
を
通
し
て
援
助
方
法
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。 

 
　 看
護
援
助
学
演
習
　
事
前
学
習
課
題
の
提
示
。
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
看
護
技
術
の
復
習
・
自
己
練
習
）
を
設
け
た
。 

 

首
都
大
学
東
京
健
康
福
祉
学
部
　
看
護
学
科
　
講
義
　「
実
践
基
礎
援
助
学
Ⅴ
」 

 

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
　
看
護
実
践
・
教
育
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

認
定
看
護
師
教
育
課
程
　
講
義
　「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
概
論
」「
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
看
護
概
論
」

看
護
学
実
習
の
臨
床
指
導
者
研
修
会
 
 

平
成
20
年
4月
～
6月

平
成
20
年
4月
～
5月

平
成
20
年
6月
～
7月

平
成
20
年
6月
～
7月

平
成
20
年
6月
9日

平
成
20
年
6月
～
7月

平
成
20
年
7月

平
成
21
年
3月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
講
師

氏
名
　
下
村
　
裕
子
　

妊
娠
を
機
に
糖
代
謝
異
常
が
発
見
さ
れ
産
後
も
糖
尿
病
治
療
が
継
続
さ
れ
た
女

性
の
妊
娠
・
出
産
・
産
後
に
対
す
る
思
い

妊
娠
中
に
糖
尿
病
を
発
症
し
た
女
性
の
妊
娠
・
出
産
へ
の
思
い
（
発
表
口
演
）

「
看
護
の
教
育
的
か
か
わ
り
モ
デ
ル
」
モ
デ
ル
の
開
発
と
実
践
へ
の
適
用
（
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著
共
著

平
成
21
年
1月

平
成
20
年
6月
15
日

平
成
20
年
6月
22
日

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
誌
9（
1）
 

第
9回
日
本
赤
十
字
看
護
学
会
学
術
集
会
（
京
都
） 

第
2回
日
本
慢
性
看
護
学
会
学
術
集
会
（
東
京
） 

◎
阿
部
弘
美
、
下
村
裕
子
、
他
2名
 

1－
9

写
真
で
わ
か
る
臨
床
看
護
技
術
　
改
訂
第
２
版

分
担
執
筆
：
血
糖
自
己
測
定
、
手
術
創
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
ド
レ
ー
ン
管
理
、

術
後
の
回
復
を
促
す
ケ
ア
：
肺
血
栓
塞
栓
症
／
深
部
静
脈
血
栓
症
（
静
脈
血
栓

塞
栓
症
）
予
防
の
ケ
ア

共
著

平
成
21
年
3月

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
 

◎
村
上
美
好
監
修
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
み
つ
子
、
本
庄
恵
子
、
齋
藤
梓
、
樋
口
佳
栄
、
下

村
裕
子
、
泉
貴
子
、
白
柿
奈
保

首
都
大
学
東
京
健
康
福
祉
学
部
看
護
学
科
の
3年
生
に
、
筋
・
骨
格
系
疾
患
の
治
療
法
と
看
護
の
講
義
を

行
っ
た
。

「
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
」
領
域
の
認
定
看
護
師
コ
ー
ス
の
学
生
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
概
論
と
悲
嘆
と

喪
失
の
講
義
を
行
っ
た
。 

看
護
学
実
習
を
受
け
入
れ
る
施
設
の
臨
床
指
導
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
、
複
数
の
大
学
教
員
で
サ
ポ

ー
ト
し
た
。 
 

 

看
護
援
助
学
演
習
（
技
術
演
習
科
目
）
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
わ
か
り
や
す
く
写
真
を
用

い
て
技
術
の
手
技
を
教
授
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

看
護
援
助
学
Ⅱ（
活
動
）
に
お
い
て
、
学
生
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、
実
習
で
の
実
践
に
役
立
つ
授
業
資

料
を
作
成
し
、
学
生
が
関
心
を
も
っ
て
授
業
に
臨
め
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
科
目
に
関
連
す
る
病
棟
で
実

習
し
た
学
生
は
、
授
業
資
料
を
持
参
し
活
用
し
て
い
た
。 

 
 

応
用
看
護
学
特
論
Ⅲ（
感
覚
器
障
害
を
も
つ
患
者
の
看
護
）
に
お
い
て
、
学
生
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、

実
践
に
役
立
つ
授
業
資
料
を
作
成
し
た
。
視
覚
障
害
を
も
つ
人
の
看
護
で
は
、
視
覚
障
害
体
験
お
よ
び
支

援
の
実
習
を
取
り
入
れ
、患
者
理
解
を
促
し
、具
体
的
援
助
方
法
の
基
本
が
習
得
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。 

発
達
看
護
学
Ⅰ
②（
1/
4担
当
分
）で
は
、看
護
の
教
育
的
関
わ
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
模
擬
事
例
を
作
成
し
、

事
例
の
展
開
に
あ
わ
せ
た
看
護
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
解
説
し
た
。 

看
護
援
助
学
演
習
（
技
術
演
習
科
目
）
で
は
、
事
前
学
習
課
題
を
提
示
し
て
学
生
が
予
習
を
し
て
授
業
に

臨
み
、
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
ま
た
実
技
試
験
を
実
施
し
、
そ
の
前
に
は
、
希
望
す
る
学
生

が
個
別
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
員
が
実
習
室
に
待
機
す
る
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
7日
間
程
度
）

を
設
定
し
、
主
体
的
な
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
（
科
目
担
当
教
員
で
協
働
）。

12
1－
12
9、
14
7－

16
0、
16
7－
17
5

◎
阿
部
弘
美
、
下
村
裕
子
、
他
2名
 

 
◎
河
口
て
る
子
、
下
村
裕
子
、
横
山
悦
子
、
他
20
名
 
 

平
成
19
年
4月
～
 

平
成
19
年
4月
～
平
成
20
年
9月
 

平
成
20
年
4月
～
 

平
成
20
年
4月
～
 

平
成
20
年
6月
～
 

平
成
20
年
9月
～
 

平
成
20
年
9月
6日
 

日
本
慢
性
看
護
学
会
　
広
報
委
員
　
 
 

 
 

 
第
2回
日
本
慢
性
看
護
学
会
学
術
集
会
　
企
画
委
員
 
 

 
 

 
日
本
糖
尿
病
教
育
・
看
護
学
会
　
広
報
委
員
 

 
 

 
 

日
本
糖
尿
病
教
育
・
看
護
学
会
　
表
彰
委
員
 

 
 

 
 

日
本
赤
十
字
看
護
学
会
　
選
挙
管
理
委
員
 

 
 

 
 

第
3回
日
本
慢
性
看
護
学
会
学
術
集
会
　
企
画
委
員
 
 

 
 

 
日
本
糖
尿
病
教
育
・
看
護
学
会
奨
励
賞
受
賞
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領
域
　
精
神
保
健
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
応
用
看
護
学
特
論
Ⅰ（
知
覚
と
神
経
） 
 

・
看
護
方
法
学
Ⅰ
に
様
々
な
演
習
を
取
り
入
れ
、
体
験
的
学
び
を
深
め
る
 

 
 

 
 

 

・
応
用
看
護
学
特
論
Ⅰ（
知
覚
と
神
経
） 
 

・
精
神
保
健
看
護
学
Ⅱ（
技
法
） 

 
 

 
 

 

平
成
20
年
4月
～
7月

平
成
20
年
5月
～
7月

平
成
20
年
4月
～
11
月

平
成
20
年
5月
～
7月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
講
師

氏
名
　
鷹
野
　
朋
実

戦
前
の
日
本
赤
十
字
社
看
護
婦
生
徒
の
履
歴
（
第
2報
）

（
学
術
講
演
等
）

看
護
研
究
に
お
け
る
文
献
検
索

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
講
演
）

研
究
疑
問
か
ら
研
究
テ
ー
マ
へ

（
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
講
義
）

共
著

平
成
20
年
8月

平
成
20
年
8月
22
日

平
成
20
年
11
月
22
日

日
本
看
護
歴
史
学
会
第
22
回
学
術
集
会
（
福
岡
）

日
本
精
神
科
看
護
学
会
第
15
回
専
門
学
会
（
愛
媛
）

日
本
精
神
科
看
護
学
会
第
16
回
専
門
学
会
（
佐
賀
） 

精
神
科
看
護
キ
ー
ワ
ー
ド
集

ナ
ー
シ
ン
グ
・
グ
ラ
フ
ィ
カ
33
・
精
神
看
護
学

ナ
ー
シ
ン
グ
・
グ
ラ
フ
ィ
カ
32
・
精
神
看
護
学

共
著
共
著
共
著

平
成
20
年
5月

平
成
20
年
12
月

平
成
21
年
1月

日
本
精
神
科
看
護
技
術
協
会

メ
デ
ィ
カ
出
版
 

メ
デ
ィ
カ
出
版
 

◎
末
安
民
生
、
他
17
名

◎
出
口
禎
子
、
他
6名

◎
出
口
禎
子
、
他
17
名
 

脳
と
神
経
の
仕
組
み
の
図
解
、
毎
回
の
授
業
内
容
の
要
点
の
プ
リ
ン
ト
18
枚
を
作
成
 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、集
団
討
議
を
扱
っ
た
映
画
鑑
賞
、ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
な
ど
の
様
々

な
演
習
を
導
入
し
、
体
験
を
通
し
て
自
他
に
つ
い
て
の
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

演
習
時
に
は
毎
回
、
感
想
文
の
提
出
を
課
し
、
感
じ
た
こ
と
を
文
章
化
し
表
現
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
取

り
入
れ
た
。 

毎
時
間
毎
に
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
課
し
、
主
体
的
に
授
業
参
加
が
で
き
る
よ
う
な
動
機
づ
け
を
行
う
と
と
も

に
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
や
質
問
に
配
慮
し
た
授
業
展
開
を
工
夫
し
た
。 
 

 
興
味
・
関
心
を
高
め
、
意
欲
的
に
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
D
V
D
等
視
聴
覚
教
材
や
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
な
ど
の
演
習
を
講
義
の
中
に
随
時
取
り
入
れ
た
。
9月
以
降
の
演
習
で
は
、
音
楽
療
法
、
芸
術
療
法
等

の
外
部
講
義
を
招
聘
し
、
体
験
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

38
－
39

98
－
11
4、
13
6－
15
8

11
8－
12
3 

◎
川
原
由
佳
里
、
川
嶋
み
ど
り
、
山
﨑
裕
二
、
殿
城
友
紀
、
他
2名

平
成
18
年
12
月
～
平
成
20
年
5月
 

平
成
19
年
5月
～
 

日
本
精
神
科
看
護
技
術
協
会
・
精
神
科
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
検
討
会
委
員
 

 
 

 
 

日
本
精
神
科
看
護
技
術
協
会
・
教
育
認
定
委
員
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領
域
　
精
神
保
健
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
系
統
看
護
学
講
座
『
精
神
看
護
学
（
2）
』（
医
学
書
院
） 

 

・
看
護
方
法
学
Ⅰ（
援
助
的
人
間
関
係
）
に
お
け
る
様
々
な
演
習
の
実
施
 

 

　 ・
精
神
保
健
看
護
学
Ⅱ（
技
法
）
に
お
け
る
体
験
学
習
の
実
施

平
成
20
年
4月
～
7月

　 平
成
20
年
10
～
11
月

平
成
21
年
2月
1日

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
講
師

氏
名
　
堀
井
　
湖
浪

精
神
科
看
護
師
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
促
す
ピ
ア
・
グ
ル
ー
プ
の
実
践

（
学
術
講
演
等
）

単
著

平
成
21
年
3月
21
日

第
26
回
日
本
集
団
精
神
療
法
学
会
　
学
術
集
会（
福
岡
） 

系
統
看
護
学
講
座
　
専
門
分
野
Ⅱ

精
神
看
護
の
展
開
　
精
神
看
護
学
［
2］

共
著

単
著

平
成
21
年
2月
1日

医
学
書
院

◎
武
井
麻
子
　
小
宮
敬
子
　
鷹
野
朋
美
　
堀
井
湖
浪

他
14
名
　
 

・
一
ク
ラ
ス
を
二
つ
に
分
け
（
35
人
程
度
）、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
、
タ
ッ
チ
ン
グ

を
体
験
し
て
そ
の
感
覚
を
味
わ
う
演
習
2コ
マ
、
組
み
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
12
～
13
名
で
固
定
メ

ン
バ
ー
を
つ
く
り
、
各
領
域
の
教
員
1～

2名
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
4回
行
い
、
実
際

に
人
間
関
係
を
体
験
し
な
が
ら
、
自
己
及
び
他
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
演
習
を
実
施
し
て
い
る
。

・
音
楽
療
法
、ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
、ダ
ン
ス
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
各
専
門
家
3名
を
招
い
て
、学
生
が
、

精
神
科
治
療
技
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
芸
術
療
法
を
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
演
習
を
実
施
し
た
。
ア
ー
ト
、
ダ

ン
ス
に
つ
い
て
は
学
生
の
希
望
に
沿
っ
て
半
数
に
分
け
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
受
講
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

15
3－
15
7、
16
4－
16
6、

24
9－
25
3

平
成
20
年
7月
～
 

日
本
集
団
精
神
療
法
学
会
　
教
育
研
修
委
員
 

 
 

 
 

精
神
科
看
護
師
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
促
す
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

平
成
21
年
2月

看
護
　
61（
3）
 

58
－
61
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領
域
　
母
性
看
護
学
・
助
産
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
授
業
方
法
の
工
夫
 

 
平
成
20
年

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
講
師

氏
名
　
新
田
　
真
弓

写
真
で
わ
か
る
母
性
看
護
技
術

（
学
術
講
演
等
）

共
著

平
成
20
年
4月

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
 

平
澤
美
恵
子
、
村
上
睦
子
編

神
谷
桂
、
谷
口
千
絵
、
西
嶋
喜
美
恵
、
新
田
真
弓
、

喜
多
里
己
、
谷
津
裕
子
他
1名
 

83
－9
8

　

・
1事
例
を
用
い
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
展
開
、
指
導
案
の
作
成
と
い
う
よ
う
に
、
授
業
進

行
に
合
わ
せ
て
実
戦
を
想
定
し
な
が
ら
展
開
さ
せ
た
。
ま
た
、
並
行
し
て
演
習
を
行
い
、
実
際
に
ケ
ア
プ

ラ
ン
や
指
導
案
を
展
開
し
て
み
て
修
正
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

平
成
19
年
2月
～
 

日
本
助
産
学
会
査
読
委
員



261

領
域
　
母
性
看
護
学
・
助
産
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

発
達
看
護
学
Ⅱ
－
②
 

 

・
助
産
実
践
の
場
を
想
定
し
、
よ
り
現
実
に
近
い
設
定
で
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
用
い
た
助
産
技
術
演
習
 
 

 ・
学
習
意
欲
を
高
め
る
レ
ジ
ュ
メ
の
内
容
と
活
用
法
の
工
夫
 

 

 ・
授
業
評
価
  

平
成
20
年
4月
～
7月

 平
成
21
年
1月
～
2月

 平
成
21
年
1月
～
2月

平
成
21
年
1月
～
2月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
講
師

氏
名
　
喜
多
　
里
己

【
助
産
実
習
が
好
き
に
な
る
】
助
産
実
習
を
通
し
て
臨
床
指
導
者
や
教
員
は
学

生
に
ど
う
か
か
わ
る
か
（
座
談
会
）。

産
褥
早
期
の
母
親
に
対
す
る
癒
し
ケ
ア
が
産
後
の
疲
労
と
母
乳
育
児
に
及
ぼ
す

影
響

T
he
 m
id
w
ife
 su
pp
or
t p
ro
je
ct
 b
y 
th
e 
Ja
pa
ne
se
 m
id
w
iv
es
' a
ss
oc
iat
ion
.

Br
ea
st
fe
ed
in
g 
Su
pp
or
t i
n 
Ja
pa
ne
se
 o
bs
te
tr
ic 
fa
cil
iti
es
.

骨
盤
底
機
能
不
全
予
防
法
；
ド
・
ガ
ス
ケ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
日
本
女
性
へ
の
活
用

性
の
検
討
（
第
一
報
）

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

平
成
20
年
7月

平
成
20
年
12
月

平
成
20
年
6月
4日

平
成
20
年
6月
5日

平
成
21
年
3月
21
日

助
産
雑
誌
，
第
62
巻
. 第
7号
 

日
本
助
産
学
会
誌
，
第
22
巻
. 第
2号
 

In
te
rn
at
ion
al 
Co
nf
ed
er
at
ion
 o
f M
id
w
iv
es
 2
8t
h 
T
rie
nn
ial
 

Co
ng
re
ss
（
Gl
as
go
w
） 

In
te
rn
at
ion
al 
Co
nf
ed
er
at
ion
 o
f M
id
w
iv
es
 2
8t
h 
T
rie
nn
ial
 

Co
ng
re
ss
（
Gl
as
go
w
） 

第
24
回
日
本
助
産
学
会
学
術
集
会
（
東
京
都
）

喜
多
里
己
、
他
3名
 

◎
村
上
明
美
、
喜
多
里
己
、
神
谷
桂
 

58
4－
59
3

13
6－
14
5

写
真
で
わ
か
る
母
性
看
護
技
術

共
著

平
成
20
年
4月

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
 

平
澤
美
恵
子
、
村
上
睦
子
監
修

谷
津
裕
子
、
谷
口
千
絵
、
新
田
真
弓
、
喜
多
里
己
、

神
谷
桂
、
西
嶋
喜
美
恵
、
他
1名
 

・
講
義
の
要
点
、
解
剖
図
、
実
物
写
真
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
作
成
（
1コ
マ
20
枚
前
後
）。

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
助
産
技
術
学
Ⅰ
」
授
業
で
、
問
診
、
分
娩
介
助
な
ど
の
助
産
技
術
を
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
、
臨
床
場
で
の
演
習
を
行
い
、
除
算
の
技
術
を
主
義
だ
け
で
な
く

対
象
者
と
の
関
係
の
中
で
実
践
す
る
技
術
と
し
て
学
習
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

・「
発
達
看
護
学
Ⅱ
②
－
1後
半
」
授
業
で
用
い
る
レ
ジ
ュ
メ
は
穴
埋
め
方
式
と
し
、
学
生
が
自
ら
レ
ジ
ュ

メ
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
促
し
て
学
生
の
授
業
参
加
へ
の
意
欲
と
集
中
度
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
発
達

看
護
学
Ⅱ
－
①
と
②
前
半
の
関
連
す
る
科
目
に
つ
い
て
は
、
レ
ジ
ュ
メ
の
内
容
が
重
複
・
欠
落
せ
ず
、
連

続
性
の
あ
る
内
容
に
な
る
よ
う
に
、
互
い
の
も
の
を
参
考
に
し
て
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
た
。

・
イ
メ
ー
ジ
の
つ
き
に
く
い
事
柄
に
関
し
て
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
実
物
模
型
を
用
い
て
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
理
解
が
深
ま
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。 

 
 

・「
発
達
看
護
学
Ⅱ
②
－
1後
半
」
授
業
で
、
第
1回
目
に
「
学
生
の
も
つ
出
産
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
授
業
へ

の
希
望
を
聞
い
た
。
ま
た
授
業
最
終
日
に
、
大
学
教
務
委
員
会
に
よ
る
授
業
評
価
を
受
け
た
。

10
0－
12
9

◎
M
ur
ak
am
i, A
ke
m
i; 
K
ita
 S
at
om
i; 
他
5名
 

 

◎
T
an
icu
ch
i, C
hi
e; 
K
ita
 S
at
om
i 

 

◎
喜
多
里
己
、
谷
口
千
絵
、
村
上
睦
子
 

平
成
17
年
～
 

平
成
21
年
1月
1日
～
3月
22
日
 

日
本
助
産
師
会
　
助
産
師
問
題
特
別
対
策
委
員
会
　
助
産
師
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
 
 

 
 

 
第
23
回
日
本
助
産
学
会
学
術
集
会
実
行
委
員
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領
域
　
母
性
看
護
学
・
助
産
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
参
考
書
『
写
真
で
わ
か
る
　
母
性
看
護
技
術
』（
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
） 

 

・
事
例
を
用
い
た
授
業
展
開

　 ・
技
術
演
習

　 　 ・
授
業
評
価
  

　 ・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
健
康
教
育
（
大
学
院
国
際
保
健
助
産
学
専
攻
実
践
コ
ー
ス
） 

 

平
成
20
年
4月
～
6月

　 平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
1月

　 平
成
20
年
10
月
～
平
成
21
年
1月

　 平
成
20
年
4月
～
6月

　 平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
2月

平
成
20
年
4月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
講
師

氏
名
　
神
谷
　
桂

産
褥
早
期
の
母
親
に
対
す
る
癒
し
ケ
ア
が
産
後
の
疲
労
と
母
乳
育
児
に
及
ぼ
す

影
響

（
学
術
講
演
等
）

共
著

平
成
20
年
12
月

日
本
助
産
学
会
誌
22（
2）
 

◎
村
上
明
美
、
喜
多
里
己
、
神
谷
桂
 

13
6－
14
5

『
写
真
で
わ
か
る
母
性
看
護
技
術
』

共
著

平
成
20
年
4月

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
 

平
澤
美
恵
子
、
村
上
睦
子
監
修

谷
津
裕
子
、
谷
口
千
絵
、
新
田
真
弓
、
喜
多
里
己
、

神
谷
桂
、
西
嶋
喜
美
恵
、
他
1名

・
母
性
看
護
領
域
の
基
礎
技
術
に
つ
い
て
、
大
学
内
で
の
演
習
や
臨
床
実
習
で
の
活
用
を
意
図
し
て
作
成

し
た
。
写
真
を
効
果
的
に
用
い
、
手
順
や
注
意
事
項
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
工
夫
を
し
た
。 

・「
発
達
看
護
学
Ⅱ
②
－
2」
授
業
で
は
、
2年
次
後
期
に
学
習
し
た
妊
娠
期
・
分
娩
期
の
講
義
か
ら
の
学

習
が
つ
な
が
り
や
す
い
よ
う
に
、
適
宜
復
習
内
容
を
指
示
し
な
が
ら
講
義
を
す
す
め
た
。
妊
娠
期
か
ら
分

娩
期
、
産
褥
・
新
生
児
期
に
お
い
て
同
一
事
例
を
展
開
し
、
周
産
期
に
お
け
る
女
性
の
変
化
や
連
続
性
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
ま
た
、
事
例
を
用
い
た
看
護
過
程
の
展
開
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
中
間
報
告
を
講
義
時
間
内
へ
の
組
み
込
み
、
領
域
の
教
員
の
協
力
に
よ
る
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
の
設
置

の
ど
、
学
生
が
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
取
り
組
め
る
よ
う
環
境
の
整
備
を
行
っ
た
。

・「
発
達
看
護
学
Ⅱ
②
－
2」
技
術
演
習
で
は
、
領
域
の
教
員
の
協
力
を
得
て
、
全
学
生
が
実
技
体
験
を
で

き
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
。
作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
「
写
真
で
わ
か
る
母
性
看
護
技
術
」
を
十
分

に
活
用
し
て
演
習
を
行
っ
た
。
演
習
記
録
を
実
習
開
始
時
に
返
却
し
、
演
習
で
の
体
験
が
実
習
で
活
か
さ

れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。
ま
た
、
講
義
終
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
、
実
習
前
に
も
練
習
し
た
い
と
い
う
学

生
の
声
に
答
え
て
、
実
習
前
に
技
術
練
習
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
の
時
間
を
設
定
（
隔
月
、
計
5コ
マ
）
し
、

の
べ
約
45
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。

・「
助
産
学
特
講
Ⅳ
」
で
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
新
生
児
に
つ
い
て
主
に
担
当
し
、
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
ハ
イ
リ
ス
ク
児
看
護
、
新
生
児
蘇
生
法
に
つ
い
て
技
術
演
習
を
含
め
た
講
義
を
行
っ
た
。
特
に
、

新
生
児
蘇
生
に
つ
い
て
は
、日
本
周
産
期
・
新
生
児
医
学
会
認
定
の「
新
生
児
蘇
生
法
」A
コ
ー
ス
を
修
了
し
、

そ
の
内
容
に
基
づ
い
た
講
義
・
演
習
を
行
っ
た
。

・「
発
達
看
護
学
Ⅱ
②
－
2」
で
は
、
大
学
教
務
委
員
会
に
よ
る
授
業
評
価
を
受
け
た
。

・「
助
産
学
特
講
Ⅰ
」
で
は
、
足
立
区
特
別
支
援
学
校
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
2年
生
（
13
名
）、
東
京
女
学
館

高
等
学
校
1年
生（
約
20
0名
）を
対
象
に
健
康
教
育
を
実
施
し
た
。実
施
に
向
け
て
、高
校
側
と
の
連
絡
調
整
、

院
生
の
企
画
・
運
営
、
評
価
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
工
夫
を
し
た
。

8－
53

平
成
21
年
1月
1日
～
3月
22
日
 

第
23
回
日
本
助
産
学
会
学
術
集
会
実
行
委
員
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領
域
　
母
性
看
護
学
・
助
産
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
女
性
看
護
学
W
om
en
's 
H
ea
lth
（
メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
） 

・
看
護
系
標
準
教
科
書
母
性
看
護
学
（
オ
ー
ム
社
） 

 
平
成
20
年
10
月
30
日

平
成
20
年
10
月
25
日

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
講
師

氏
名
　
木
村
　
千
里

（
学
術
講
演
等
）

女
性
看
護
学
W
om
en
's 
H
ea
lth

看
護
系
標
準
教
科
書
母
性
看
護
学

共
著
共
著

平
成
20
年
10
月

平
成
20
年
10
月

メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
 

オ
ー
ム
社
 

監
修
：
吉
沢
豊
予
子
・
鈴
木
幸
子
 

編
者
：
小
島
照
子
 

第
Ⅲ
章
　「
女
性
を
取
り
巻
く
社
会
的
・
文
化
的
文
脈
」
の
中
で
保
健
施
策
を
解
説
し
た
。

10
章
4節
「
乳
房
の
進
行
性
変
化
」
同
5節
「
母
乳
哺
育
確
立
へ
の
看
護
」、
12
章
2節
「
乳
房
ト
ラ
ブ
ル
」

で
褥
婦
の
看
護
を
概
説
し
た
。 

 
 

95
－
12
0

21
2 －
22
9、
26
0－

26
2

平
成
13
年
～
平
成
20
年
3月
 

平
成
20
年
6月
か
ら
現
在
ま
で
 

足
立
区
役
所
新
生
児
訪
問
（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
） 

 
 

 
 

日
本
助
産
学
会
編
集
委
員
会
編
集
委
員
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領
域
　
老
年
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

実
践
に
役
立
つ
演
習
内
容
を
工
夫
し
た
。 
 

優
れ
た
わ
ざ
を
学
び
伝
え
る
会
主
催

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
共
催

「
キ
ネ
ス
テ
テ
ィ
ク
の
看
護
へ
の
応
用
」
セ
ミ
ナ
ー
　
開
催

講
師
：
ハ
イ
ジ
・
バ
ウ
ダ
ー
・
ミ
ス
バ
ッ
ハ
（
V
IV
－A
RT
E）

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
主
催

セ
ミ
ナ
ー
　
開
催

講
師
：
伊
藤
直
榮
（
日
本
工
学
院
）

　
　
　
田
中
靖
代
（
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
気
の
里
　
代
表
） 

 

平
成
20
年
4月
～
7月

平
成
20
年
6月
8日

 
12
月
6日
・
7日

平
成
21
年
2月
28
日
・
3月
1日

 
3月
8日

平
成
20
年
8月
5日

 
8月
6日

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
講
師

氏
名
　
横
山
　
悦
子

車
い
す
使
用
高
齢
者
の
施
設
に
お
け
る
日
中
の
車
い
す
座
位
姿
勢
と
活
動
と
睡

眠
の
実
態

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
お
け
る
車
い
す
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
援
助
の

実
際
－
ケ
ア
提
供
者
の
語
り
か
ら
－

「
看
護
の
教
育
的
か
か
わ
り
モ
デ
ル
」
モ
デ
ル
の
開
発
と
実
践
へ
の
適
用
（
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

施
設
に
お
け
る
車
い
す
使
用
高
齢
者
の
車
い
す
座
位
時
間
と
活
動
性
に
つ
い
て

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著

共
著

共
著

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

平
成
20
年
6月
22
日

平
成
20
年
12
月
13
日

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
紀
要
23
 

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
紀
要
23
 

第
2回
日
本
慢
性
看
護
学
会
学
術
集
会
（
東
京
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

◎
横
山
悦
子
、草
地
潤
子
、辻
容
子
、五
十
嵐
亜
華
子
、

工
藤
智
加
子
 

◎
草
地
潤
子
、
境
裕
子
、
横
山
悦
子
、
辻
容
子

57
－
65

76
－
86

看
護
師
・
医
師
・
理
学
療
法
士
な
ど
の
医
療
・
看
護
・
介
護
職
を
対
象
に
、
体
位
変
換
技
術
で
あ
る
キ
ネ

ス
テ
テ
ィ
ク
の
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
開
催
・
運
営
を
行
っ
た
。

肺
理
学
療
法

護
師
・
医
師
・
理
学
療
法
士
な
ど
の
医
療
・
看
護
・
介
護
職
を
対
象
に
、
体
位
変
換
技
術
で
あ
る
キ
ネ
ス

テ
テ
ィ
ク
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
・
運
営
を
行
っ
た
。 

発
達
看
護
学
Ⅳ（
老
年
期
の
看
護
②
）
に
お
い
て
、
実
習
で
の
実
践
に
役
立
て
ら
れ
る
日
常
生
活
援
助
の

方
法
を
の
演
習
内
容
を
企
画
し
行
っ
た
。
そ
の
た
め
の
資
料
を
作
成
し
た
。 

 

◎
河
口
て
る
子
、
下
村
裕
子
、
横
山
悦
子
、
他
20
名
 
 

◎
横
山
悦
子
、
草
地
潤
子
、
辻
容
子
 
 

平
成
20
年
4月
～
 

平
成
20
年
10
月
～
12
月
 

第
4期
　
日
本
糖
尿
病
教
育
・
看
護
学
会
　
編
集
委
員
  

 
 

 
第
38
回
（
平
成
19
年
度
）
日
本
看
護
協
会
　
老
年
看
護
　
論
文
選
考
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
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領
域
　
地
域
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
20
09
年
版
ひ
と
り
で
学
べ
る
看
護
師
国
家
試
験
・
問
題
と
詳
解
（
共
著
）
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
ヒ
ロ
カ
ワ
 

 
・
20
09
年
出
題
基
準
別
保
健
師
国
家
試
験
問
題
過
去
5年
分
完
全
収
載
！
（
共
著
）
メ
デ
ィ
カ
出
版
 

 
・
20
09
年
出
題
基
準
別
保
健
師
国
家
試
験
予
想
問
題
集
（
共
著
）
メ
デ
ィ
カ
出
版
 
 

・
毎
回
の
授
業
の
際
に
、
授
業
評
価
表
と
し
て
感
想
・
質
問
等
を
記
入
す
る
用
紙
を
配
付
し
、
学
生
に
自
由
に
記
述

し
て
も
ら
い
、
そ
の
意
見
を
次
回
の
授
業
に
活
か
す
。

　 ・
本
学
で
導
入
し
て
い
る
授
業
評
価
の
実
践
 

 

平
成
20
年
４
月
1日
～
平
成
21

年
3月
31
日

　 平
成
20
年
４
月
1日
～
平
成
21

年
3月
31
日

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
5月

平
成
20
年
6月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
講
師

氏
名
　
米
澤
　
純
子

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
造
と
シ
ス
テ
ム
構
築
の
プ
ロ
セ
ス

　 独
居
が
ん
終
末
期
患
者
の
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
（
そ
の
１
）－
訪
問
看
護
師
へ

の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
－

　 独
居
が
ん
終
末
期
患
者
の
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
（
そ
の
１
）－
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
へ
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
－

（
学
術
講
演
等
）

カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
－
自
身
が
選
ぶ
カ
ラ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
－（
交
流
集
会
）

が
ん
チ
ー
ム
医
療
と
在
宅
と
の
連
携
：
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
の
目
指
す
も
の

（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

共
著
　 共
著
　 共
著

平
成
20
年
7月
5日

　 平
成
20
年
10
月
27
日

　 平
成
20
年
10
月
27
日

平
成
20
年
9月
27
日

平
成
20
年
11
月
8日

第
11
回
日
本
地
域
看
護
学
会
（
沖
縄
） 

　 第
73
回
日
本
民
族
衛
生
学
会
総
会
（
横
浜
） 

　 第
73
回
日
本
民
族
衛
生
学
会
総
会
（
横
浜
） 

第
13
回
聖
路
加
看
護
学
会
（
東
京
） 

第
４
回
が
ん
チ
ー
ム
医
療
研
究
会
（
東
京
）

20
08
年
版
ひ
と
り
で
学
べ
る
看
護
師
国
家
試
験
・
問
題
と
詳
解
：
在
宅
看
護
論

20
08
年
出
題
基
準
別
保
健
師
国
家
試
験
問
題
過
去
5年
分
完
全
収
載
！
：
地
域

看
護
学
Ⅱ

20
08
年
出
題
基
準
別
保
健
師
国
家
試
験
予
想
問
題
集
：
地
域
看
護
学
Ⅱ

共
著

共
著

共
著

平
成
19
年
4月

平
成
19
年
8月

平
成
19
年
8月

ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
ヒ
ロ
カ
ワ
 

メ
デ
ィ
カ
出
版
 

メ
デ
ィ
カ
出
版
 

看
護
学
研
究
会

米
澤
純
子
 

　 監
修
：
星
旦
二

米
澤
純
子
 

　 監
修
：
星
旦
二

米
澤
純
子
 

看
護
師
国
家
試
験
対
の
た
め
の
参
考
書
と
し
て
作
成
し
た
。 

 
 

保
健
師
国
家
試
験
対
策
の
た
め
の
参
考
書
と
し
て
作
成
し
た
。 

 
 

保
健
師
国
家
試
験
対
策
の
た
め
の
参
考
書
と
し
て
作
成
し
た
。 

 
 

毎
回
の
授
業
の
際
に
、
授
業
評
価
表
と
し
て
感
想
・
質
問
等
を
記
入
す
る
用
紙
を
配
付
し
、
学
生
に
自
由

に
記
述
し
て
も
ら
い
、次
回
の
授
業
で
質
問
に
答
え
、意
見
を
活
か
し
て
授
業
を
改
善
す
る
工
夫
を
行
っ
た
。

　 授
業
評
価
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
次
の
授
業
に
改
善
す
る
工
夫
を
し
た
。

65
9－
71
0、
12
49
－

12
83
　 81
－
85
、
97
－
10
5

43
－
49
、
67
－
72

◎
岸
恵
美
子
、
望
月
由
希
子
、
米
澤
純
子
 

 
　 ◎
米
澤
純
子
、
杉
本
正
子
、
小
松
優
紀
、
リ
ボ
ウ
ィ
ッ
ツ
志
村
よ
し
子
、

美
ノ
谷
新
子
、
秋
山
正
子
  

　 ◎
杉
本
正
子
、
米
澤
純
子
、
小
松
優
紀
、
リ
ボ
ウ
ィ
ッ
ツ
志
村
よ
し
子
、

美
ノ
谷
新
子
、
秋
山
正
子
  

米
澤
純
子
 
 

米
澤
純
子
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領
域
　
基
礎
看
護
学
Ⅰ

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
　
看
護
実
践
・
教
育
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

認
定
看
護
師
教
育
課
程
　
企
画

　 日
本
赤
十
字
看
護
大
学
　
看
護
実
践
・
教
育
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

認
定
看
護
師
教
育
課
程
　
運
営
〈
講
義
・
演
習
お
よ
び
実
習
〉

　 日
本
赤
十
字
看
護
大
学
　
看
護
実
践
・
教
育
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

認
定
看
護
師
教
育
課
程
　
次
年
度
企
画
・
準
備

　 基
礎
看
護
学
　
レ
ベ
ル
Ⅰ
お
よ
び
見
学
実
習
　
実
習
企
画
補
助
　
実
習
担
当
　

　 成
人
看
護
学
　
レ
ベ
ル
Ⅲ
実
習
　
実
習
担
当
 

 
　 基
礎
看
護
学
　
演
習
補
助
  

・
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
　
看
護
部
研
修
「
看
護
倫
理
Ⅲ
」（
計
4回
） 
 

平
成
20
年（
3月
）－
5月

　 平
成
20
年
6月
－
11
月（
3月
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
）

平
成
21
年
1月
－
3月

平
成
20
年
4月
～（
準
備
）

平
成
20
年
8月
（
見
学
実
習
）

平
成
21
年
1月
（
レ
ベ
ル
Ⅰ
実
習
）

平
成
20
年
12
月

　 平
成
20
年
4月
・
12
月
・
平
成

21
年
1月

平
成
20
年
9月
22
日
、
10
月
17

日
、
12
月
17
日
、
平
成
21
年
1

月
20
日

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
樋
口
　
佳
栄

病
院
看
護
部
が
定
め
る
看
護
倫
理
研
修
Ⅰ
お
よ
び
Ⅱ
を
修
了
し
た
看
護
師
対
象
。
講
義
を
1回
行
い
そ
の

後
実
際
の
事
例
を
持
ち
寄
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
で
検
討
。
初
回
に
講
義
を
行
い
、
そ
の
後
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
―
及
び
講
評
を
行
っ
た
。  

 

写
真
で
分
か
る
臨
床
看
護
技
術
　
改
訂
第
2版
　
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
 

 
平
成
21
年
3月

左
記
の
図
書
　
ch
ap
te
r３
（
pp
.37
－
44
），
ch
ap
ut
er
8（
pp
.88
－
98
）
の
改
訂
を
行
っ
た
。 

本
年
度
の
が
ん
化
学
療
法
看
護
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
立
案
し
、
講
師
交
渉
を
行
い
、
時
間
割
を
作

成
し
た
。
特
に
実
習
Ⅰ
の
形
態
を
看
護
協
会
の
指
導
に
従
い
、
修
正
を
行
い
、
そ
れ
に
伴
う
演
習
お
よ
び

講
義
を
行
っ
た
。

が
ん
化
学
療
法
看
護
コ
ー
ス
を
専
任
教
員
と
と
も
に
運
営
し
た
。

【
講
義
・
演
習
】「
症
状
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事
例
検
討
」
2コ
マ
、「
が
ん
化
学
療
法
　
患
者
・
家
族
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
事
例
検
討
」
3コ
マ
、「
が
ん
化
学
療
法
に
伴
う
身
体
の
変
化
と
症
状
緩
和
　
が
ん
化
学
療
法
を

受
け
る
患
者
の
体
験
と
そ
の
理
解
」
2コ
マ
、「
が
ん
化
学
療
法
に
伴
う
身
体
の
変
化
と
症
状
緩
和
　
事
例

検
討
」
3コ
マ
、
が
ん
化
学
療
法
患
者
へ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
支
援
」
4コ
マ
、
演
習
27
コ
マ
（
内
6コ
マ
講
義
）

の
講
義
お
よ
び
演
習
を
行
っ
た
。
そ
の
他
面
接
な
ど
を
行
っ
た
。

【
実
習
】
実
習
Ⅰ
お
よ
び
Ⅱ
を
計
画
、
準
備
、
実
施
、
お
よ
び
評
価
を
行
っ
た
。
特
に
本
年
度
は
、
実
習

Ⅰ
を
研
修
生
が
所
属
す
る
施
設
で
行
っ
た
た
め
、
計
画
立
案
、
準
備
、
指
導
、
実
施
お
よ
び
評
価
を
行
っ
た
。

【
評
価
】
科
目
試
験
の
依
頼
お
よ
び
作
成
、
修
了
試
験
等
の
作
成
を
行
い
、
評
価
を
行
っ
た
。

【
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
】
企
画
・
準
備
・
実
施
・
評
価
を
行
っ
た
。
本
年
度
は
、
外
部
受
講
者
が
60
名
（
計

90
名
）
を
超
え
た
た
め
、
そ
の
評
価
も
行
っ
た
。

次
年
度
の
コ
ー
ス
開
催
に
む
け
て
、
講
師
交
渉
・
時
間
割
作
成
・
シ
ラ
バ
ス
作
成
等
の
準
備
を
行
っ
た
。

基
礎
看
護
学
レ
ベ
ル
Ⅰ
実
習
お
よ
び
見
学
の
企
画
に
参
加
、
実
習
担
当
を
行
っ
た
。 

成
人
看
護
学
レ
ベ
ル
Ⅲ
実
習
担
当
を
行
っ
た
。 

 
 

看
護
方
法
学
演
習
の
補
助
を
行
っ
た
。 
 

 

新
人
ナ
ー
ス
が
聞
け
な
い
こ
と
　
先
輩
が
言
え
な
い
こ
と

ケ
ア
の
場
に
お
け
る
癒
し
の
特
徴
－
看
護
師
/助
産
師
が
実
践
の
場
で
癒
さ
れ

た
体
験
か
ら
の
考
察
－

単
著
単
著

平
成
20
年
5月

平
成
21
年
3月

看
護
学
雑
誌
72（
5）

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
紀
要（
23
）

◎
樋
口
佳
栄

◎
樋
口
佳
栄

39
6－
39
9

9－
17
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そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
１
ヨ
ガ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
み
と
評
価
－

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
2ハ
ン
ド
・
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
試
み
と
評
価
－

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
3「
が
ん
患
者
学
セ
ミ
ナ
ー
」
の
試
み
と
評
価
－

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
運
営

と
評
価
－
半
年
間
の
実
施
状
況
か
ら
－

癒
し
の
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
す
る
看
護
技
術
の
開
発
研
究
（
そ
の
１
）
ハ
ン
ド
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
－
生
理
機
能
の
評
価

癒
し
の
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
す
る
看
護
技
術
の
開
発
研
究
（
そ
の
２
）
ハ
ン
ド
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
－
心
理
・
社
会
的
側
面
の
評
価

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

平
成
20
年
7月
4日

平
成
20
年
7月
4日

平
成
20
年
7月
4日

平
成
21
年
2月
7日

平
成
20
年
12
月
13
日

平
成
20
年
12
月
13
日

第
13
回
日
本
緩
和
医
療
学
会
学
術
集
会
（
静
岡
） 

第
13
回
日
本
緩
和
医
療
学
会
学
術
集
会
（
静
岡
） 

第
13
回
日
本
緩
和
医
療
学
会
学
術
集
会
（
静
岡
） 

第
23
回
日
本
が
ん
看
護
学
会
学
術
集
会
（
沖
縄
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

◎
斉
藤
梓
、
守
田
美
奈
子
、
吉
田
み
つ
子
、
遠
藤
公
久
、
樋
口
佳
栄
　
他

4名 ◎
佐
々
木
笑
、
守
田
美
奈
子
、
吉
田
み
つ
子
、
遠
藤
公
久
、
樋
口
佳
栄
、

斉
藤
梓
　
他
3名

◎
樋
口
佳
栄
、
守
田
美
奈
子
、
吉
田
み
つ
子
、
遠
藤
公
久
、
斉
藤
梓
　
他

4名 ◎
吉
田
み
つ
子
、
守
田
美
奈
子
、
斉
藤
梓
、
樋
口
佳
栄
、
鈴
木
治
子
　
他

3名 ○
安
達
祐
子
、
川
原
由
佳
里
、
守
田
美
奈
子
、
田
中
晶
子
、
本
江
朝
美
、

奥
田
清
子
、
樋
口
佳
栄
、
斉
藤
梓
、
五
味
己
寿
枝

○
田
中
晶
子
、
川
原
由
佳
里
、
守
田
美
奈
子
、
安
達
祐
子
、
本
江
朝
美
、

奥
田
清
子
、
樋
口
佳
栄
、
斉
藤
梓
、
五
味
己
寿
枝
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領
域
　
基
礎
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
看
護
方
法
学
に
て
使
用
す
る
教
科
書
 
 

・
看
護
方
法
学
Ⅱ・
Ⅳ・
Ⅴ
の
演
習
補
助
 
 

・
レ
ベ
ル
Ⅰ・
Ⅱ
実
習
指
導
  

平
成
20
年
4月
～
1月

平
成
20
年
9月
～
1月

平
成
21
年
3月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
齋
藤
　
梓

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
１
ヨ
ガ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
み
と
評
価
－

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
２
ハ
ン
ド
＆
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
試
み
と
評
価
－

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」

に
関
す
る
実
践
的
研
究
－
そ
の
３「
が
ん
患
者
学
セ
ミ
ナ
ー
」の
試
み
と
評
価
－

癒
し
の
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
す
る
看
護
技
術
の
開
発
研
究
（
そ
の
１
）
ハ
ン
ド
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
－
生
理
機
能
の
評
価

癒
し
の
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
す
る
看
護
技
術
の
開
発
研
究
（
そ
の
２
）
ハ
ン
ド
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
－
心
理
・
社
会
的
側
面
の
評
価

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
運
営

と
評
価
－
半
年
間
の
実
施
状
況
か
ら
－

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

平
成
20
年
7月
4日

平
成
20
年
7月
4日

平
成
20
年
7月
4日

平
成
20
年
12
月
13
日

平
成
20
年
12
月
13
日

平
成
21
年
2月
7日

第
13
回
日
本
緩
和
医
療
学
会
学
術
大
会
（
静
岡
） 

第
13
回
日
本
緩
和
医
療
学
会
学
術
大
会
（
静
岡
） 

第
13
回
日
本
緩
和
医
療
学
会
学
術
大
会
（
静
岡
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

第
23
回
日
本
が
ん
看
護
学
会
学
術
集
会
（
沖
縄
） 

「
写
真
で
分
か
る
臨
床
看
護
技
術
　
改
訂
第
2版
」 

 
 

・
学
生
の
演
習
の
前
に
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の
後
演
習
に
入
る
こ
と
で
理
解
を
促
す
。

・
実
習
に
お
い
て
、
各
実
習
の
目
的
・
目
標
を
、
各
学
生
が
達
成
で
き
る
よ
う
助
言
や
指
導
を
行
っ
た
。

○
齋
藤
梓
、
守
田
美
奈
子
、
吉
田
み
つ
子
、
朝
倉
隆
司
、
奥
原
秀
盛
、
福

井
里
美
、
遠
藤
公
久
、
樋
口
佳
栄
、
佐
々
木
笑
 

 
○
佐
々
木
笑
、
守
田
美
奈
子
、
吉
田
み
つ
子
、
朝
倉
隆
司
、
奥
原
秀
盛
、

福
井
里
美
、
遠
藤
公
久
、
樋
口
佳
栄
、
齋
藤
梓
 

 
○
樋
口
佳
栄
、
守
田
美
奈
子
、
吉
田
み
つ
子
、
朝
倉
隆
司
、
奥
原
秀
盛
、

福
井
里
美
、
遠
藤
公
久
、
佐
々
木
笑
、
齋
藤
梓
 

 
○
安
達
祐
子
、
川
原
由
佳
里
、
守
田
美
奈
子
、
田
中
晶
子
、
本
江
朝
美
、

奥
田
清
子
、
樋
口
佳
栄
、
斉
藤
梓
、
五
味
己
寿
枝
 

 
○
田
中
晶
子
、
川
原
由
佳
里
、
守
田
美
奈
子
、
安
達
祐
子
、
本
江
朝
美
、

奥
田
清
子
、
樋
口
佳
栄
、
斉
藤
梓
、
五
味
己
寿
枝
 

 
○
吉
田
み
つ
子
、
守
田
美
奈
子
、
斉
藤
梓
、
樋
口
佳
栄
、
鈴
木
治
子
　
他

3名
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領
域
　
基
礎
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
鈴
木
　
治
子

が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
複
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
運
営

と
評
価
－
半
年
間
の
実
施
状
況
か
ら
－

（
学
術
講
演
等
）

共
著

平
成
21
年
2月
7日

第
23
回
日
本
が
ん
看
護
学
会
学
術
集
会
（
沖
縄
） 

◎
吉
田
み
つ
子
、
守
田
美
奈
子
、
斉
藤
梓
、
樋
口
佳
栄
、
鈴
木
治
子
　
他

3名
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領
域
　
成
人
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

「
写
真
で
わ
か
る
臨
床
看
護
技
術
　
改
訂
第
2版
」
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
　
20
09
年
（
共
著
） 

 

看
護
援
助
学
実
習
　
レ
ベ
ル
Ⅱ
お
よ
び
発
達
看
護
学
実
習
Ⅰ（
成
人
期
の
看
護
）
レ
ベ
ル
Ⅲ

実
習
企
画
補
助
　
実
習
担
当

 
 

総
合
実
習
　
実
習
担
当
 
 

基
礎
看
護
学
　
レ
ベ
ル
Ⅰ
実
習
 

 
看
護
援
助
学
演
習
　
補
助
  

・
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
看
護
技
術
の
復
習
・
自
己
練
習
）
を
設
け
た
。  

・
看
護
学
実
習
の
臨
床
指
導
者
研
修
会
 
 

平
成
20
年
9. 
10
月（
レ
ベ
ル
Ⅱ
）　

平
成
20
年
12
月

平
成
21
年
2月
（
レ
ベ
ル
Ⅲ
）

平
成
20
年
11
月

平
成
21
年
1月

平
成
20
年
6. 
7月

平
成
20
年
6月
～

平
成
20
年
11
月

平
成
21
年
3月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
泉
　
貴
子

（
学
術
講
演
等
）

病
期
・
病
態
・
重
症
度
か
ら
み
た

疾
患
別
看
護
過
程
＋
病
態
関
連
図

分
担
出
筆
：
肥
満
の
看
護

写
真
で
わ
か
る
臨
床
看
護
技
術
　
改
訂
第
2版

分
担
執
筆
：
胸
腔
ド
レ
ー
ン
、
術
後
の
回
復
を
促
す
ケ
ア
：
術
後
の
生
体
反
応

と
観
察
の
ポ
イ
ン
ト

共
著

共
著

平
成
20
年
12
月

 平
成
21
年
3月

医
学
書
院
 

 イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
 

◎
井
上
智
子
・
佐
藤
千
史
編
 

泉
貴
子
他
19
3名

 ◎
村
上
美
好
監
修
、　

吉
田
み
つ
子
、
本
庄
恵
子
、
齋
藤
梓
、
樋
口
佳
栄
、

下
村
裕
子
、
泉
貴
子
、
白
柿
奈
保
 

看
護
学
実
習
を
受
け
入
れ
る
施
設
の
臨
床
指
導
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
、
複
数
の
大
学
教
員
で
サ
ポ

ー
ト
し
た
。 

看
護
援
助
学
演
習
（
技
術
演
習
科
目
）
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

実
習
の
企
画
に
参
加
、
実
習
担
当
を
行
っ
た
。

総
合
実
習
担
当
を
行
っ
た
。  

 
看
護
方
法
学
演
習
の
補
助
を
行
っ
た
。 
 

 
看
護
援
助
学
演
習
の
補
助
を
行
っ
た
。 
 

 
看
護
援
助
学
演
習
（
技
術
演
習
科
目
）
の
実
技
試
験
前
に
、
希
望
す
る
学
生
が
個
別
指
導
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
教
員
が
実
習
室
に
待
機
す
る
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
7日
間
程
度
）
を
設
定
し
、
主
体
的
な
学
び

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
（
科
目
担
当
教
員
で
協
働
）。

63
6－
64
7

 13
0－
13
7

17
6－
18
5

平
成
20
年
4月
～
平
成
20
年
7月
 

第
2回
日
本
慢
性
看
護
学
会
学
術
集
会
　
企
画
委
員
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領
域
　
成
人
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

「
写
真
で
わ
か
る
臨
床
看
護
技
術
　
改
訂
第
2版
」
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
　
20
09
年
（
共
著
） 

 

・
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
看
護
技
術
の
復
習
・
自
己
練
習
）
を
設
け
た
。  

・
看
護
学
実
習
の
臨
床
指
導
者
研
修
会

　 日
本
赤
十
字
看
護
大
学
　
看
護
実
践
・
教
育
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

認
定
看
護
師
教
育
課
程
　
次
年
度
企
画
・
準
備
 

 
・
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
養
成
課
程
に
お
け
る
工
夫
 

 

平
成
20
年
6月
～

平
成
20
年
7月

　 平
成
20
年
1月
－
3月

平
成
20
年
4月
～

平
成
21
年
3月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
白
柿
　
奈
保

（
学
術
講
演
等
）

写
真
で
わ
か
る
臨
床
看
護
技
術
　
改
訂
第
2版
　

共
著

20
09
年
3月

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ

◎
村
上
美
好
監
修
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
み
つ
子
・
本
庄
恵
子
・
齋
藤
梓
・
樋
口
佳
栄
・

下
村
裕
子
・
泉
貴
子
・
白
柿
奈
保

看
護
学
実
習
を
受
け
入
れ
る
施
設
の
臨
床
指
導
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
、
複
数
の
大
学
教
員
で
サ
ポ

ー
ト
し
た
。 
 

 
次
年
度
の
コ
ー
ス
開
催
に
む
け
て
、
講
師
交
渉
・
時
間
割
作
成
・
シ
ラ
バ
ス
作
成
等
の
準
備
を
行
っ
た
。

今
後
の
講
義
内
容
の
改
善
や
実
習
受
け
入
れ
体
制
の
見
直
し
が
出
来
る
よ
う
、
講
義
、
実
習
の
授
業
評
価

を
各
講
師
や
臨
床
指
導
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
。

看
護
援
助
学
演
習
（
技
術
演
習
科
目
）
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
わ
か
り
や
す
く
写
真
を
用

い
て
技
術
の
手
技
を
教
授
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

看
護
援
助
学
演
習
（
技
術
演
習
科
目
）
の
実
技
試
験
前
に
、
希
望
す
る
学
生
が
個
別
指
導
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
教
員
が
実
習
室
に
待
機
す
る
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
7日
間
程
度
）
を
設
定
し
、
主
体
的
な
学
び

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
（
科
目
担
当
教
員
で
協
働
）。

18
6－
19
4

平
成
20
年
4月
～
平
成
20
年
9月

第
2回
日
本
慢
性
看
護
学
会
学
術
集
会
　
企
画
委
員
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領
域
　
成
人
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

 看
護
援
助
学
演
習
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
の
設
定
） 

 

武
蔵
野
赤
十
字
病
院
　
臨
床
指
導
者
研
修
会
 

 

平
成
20
年
7月

平
成
20
年
8月
25
日

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
長
田
　
千
奈
美

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
看
護
師
の
重
度
意
識
障
害
患
者
の
家
族
へ
の

関
わ
り
の
特
性
（
一
般
演
題
：
口
演
）

（
学
術
講
演
等
）

単
著

平
成
20
年
9月
14
日

日
本
家
族
看
護
学
会
第
15
回
学
術
集
会
（
藤
沢
市
） 

実
習
施
設
の
臨
床
指
導
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
、
複
数
の
大
学
教
員
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
。 

看
護
援
助
学
演
習
（
技
術
演
習
科
目
）
の
実
技
試
験
前
に
、
希
望
す
る
学
生
が
個
別
指
導
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
教
員
が
実
習
室
に
待
機
す
る
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
（
5日
間
程
度
）
を
設
定
し
、
主
体
的
な
学
び

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
（
科
目
担
当
教
員
で
協
働
）。
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領
域
　
精
神
保
健
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
看
護
方
法
学
Ⅰ（
援
助
的
人
間
関
係
論
）
に
お
け
る
様
々
な
演
習
の
実
施
 

 

　 ・
精
神
保
健
看
護
学
Ⅱ（
技
法
）
に
お
け
る
体
験
学
習
の
実
施
 

 

平
成
20
年
4月
～
7月

　 平
成
20
年
10
～
11
月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手
　

氏
名
　
古
川
　
智
恵

入
院
中
の
患
者
の
自
殺
に
遭
遇
し
た
看
護
師
の
体
験
と
回
復

（
学
術
講
演
等
）

単
著

20
09
年
3月

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
紀
要
 2
3 

18
－
26

・
一
ク
ラ
ス
を
二
つ
に
分
け
（
35
人
程
度
）、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
、
タ
ッ
チ
ン
グ

を
体
験
し
て
そ
の
感
覚
を
味
わ
う
演
習
2コ
マ
、
組
み
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
12
～
13
名
で
固
定
メ

ン
バ
ー
を
つ
く
り
、
各
領
域
の
教
員
1～

2名
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
4回
行
い
、
実
際

に
人
間
関
係
を
体
験
し
な
が
ら
、
自
己
及
び
他
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
演
習
を
実
施
し
て
い
る
。

・
音
楽
療
法
、ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
、ダ
ン
ス
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
各
専
門
家
3名
を
招
い
て
、学
生
が
、

精
神
科
治
療
技
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
芸
術
療
法
を
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
演
習
を
実
施
し
た
。
ア
ー
ト
、
ダ

ン
ス
に
つ
い
て
は
学
生
の
希
望
に
沿
っ
て
半
数
に
分
け
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
受
講
で
き
る
よ
う
に
し

た
。 
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領
域
　
精
神
保
健
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
看
護
方
法
学
Ⅰ（
援
助
的
人
間
関
係
論
）
に
お
け
る
様
々
な
演
習
の
実
施
 

 

　 ・
精
神
保
健
看
護
学
Ⅱ（
技
法
）
に
お
け
る
体
験
学
習
の
実
施
 

 

平
成
20
年
4月
～
7月

　 平
成
20
年
10
月
～
11
月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
岡
田
　
靖
子

（
学
術
講
演
等
）

・
一
ク
ラ
ス
を
二
つ
に
分
け
（
35
人
程
度
）、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
、
タ
ッ
チ
ン
グ

を
体
験
し
て
そ
の
感
覚
を
味
わ
う
演
習
2コ
マ
、
組
み
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
12
～
13
名
で
固
定
メ

ン
バ
ー
を
つ
く
り
、
各
領
域
の
教
員
1～

2名
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
4回
行
い
、
実
際

に
人
間
関
係
を
体
験
し
な
が
ら
、
自
己
及
び
他
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
演
習
を
実
施
し
て
い
る
。

・
音
楽
療
法
、ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
、ダ
ン
ス
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
各
専
門
家
3名
を
招
い
て
、学
生
が
、

精
神
科
治
療
技
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
芸
術
療
法
を
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
演
習
を
実
施
し
た
。
ア
ー
ト
、
ダ

ン
ス
に
つ
い
て
は
学
生
の
希
望
に
沿
っ
て
半
数
に
分
け
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
受
講
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
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領
域
　
母
性
看
護
学
・
助
産
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

写
真
で
わ
か
る
母
性
看
護
技
術
 

 

授
乳
に
関
す
る
母
性
看
護
学
演
習
の
実
施
 

 
平
成
20
年
6月

平
成
20
年
4月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
西
嶋
　
喜
美
恵

（
学
術
講
演
等
）

平
澤
美
恵
子
　
村
上
睦
子
監
修
　
西
嶋
喜
美
恵
　
他
6名
　
共
著
　
55
～
70
項
 

学
部
3年
生
を
対
象
と
し
た
母
性
看
護
学
演
習
に
お
い
て
授
乳
へ
の
援
助
を
担
当
し
た
。
学
生
間
で
役
割

を
変
え
な
が
ら
実
施
し
た
こ
と
で
、
手
技
の
確
認
だ
け
で
な
く
ど
の
よ
う
に
対
象
者
と
関
わ
る
の
か
を
含

め
て
試
行
錯
誤
す
る
機
会
と
な
り
、
実
習
で
も
学
び
に
つ
な
げ
ら
れ
た
。

 
 

 

平
成
18
年
9月

平
成
20
年
6月
1日
～
6月
5日

第
3回
日
本
生
殖
看
護
学
学
術
集
会
　「
当
院
に
お
け
る
不
妊
看
護
担
当
助
産
師
の
継
続
ケ
ア
活
動
と
今
後
の
課
題
」
発
表

28
th
 T
rie
nn
ial
 C
on
gr
es
s（
In
te
rn
at
ion
al 
Co
nf
ed
er
at
ion
 o
f M
id
w
iv
es
）
参
加
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領
域
　
母
性
看
護
学
・
助
産
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
藤
井
　
美
穂
子

出
産
後
3か
月
ま
で
の
双
子
の
母
親
が
授
乳
方
法
を
形
成
す
る
プ
ロ
セ
ス

（
学
術
講
演
等
）

出
産
後
3か
月
ま
で
の
双
子
の
母
親
の
母
乳
育
児
継
続
に
影
響
す
る
要
因

単
著

単
著

平
成
21
年
3月
21
日

平
成
21
年
1月
25
日

日
本
助
産
学
会
学
術
集
会
　（
東
京
） 

日
本
双
生
児
研
究
学
会
　
第
23
回
　
学
術
講
演
会
（
大
阪
）

赤
十
字
救
急
法
指
導
員
活
動
：
2/
25
（
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
） 
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領
域
　
小
児
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
小
児
看
護
学
技
術
演
習
事
前
学
習
用
「
演
習
ノ
ー
ト
」

・
発
達
看
護
学
Ⅲ
②
：「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
る
」
た
め
の
小
児
看
護
学
技
術
演
習
方
法
の
工
夫
 

 

・
深
谷
赤
十
字
病
院
　
研
究
指
導

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
3月

平
成
20
年
4月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
松
尾
　
美
智
子

子
ど
も
が
入
院
す
る
病
棟
の
保
育
士
と
看
護
師
と
の
協
働
－
保
育
士
が
専
門
性

を
発
揮
で
き
な
い
と
感
じ
る
背
景
－

子
ど
も
が
入
院
す
る
病
棟
に
お
け
る
協
働
に
向
け
て
保
育
士
が
看
護
師
に
期
待

す
る
こ
と

小
児
看
護
に
お
け
る
熟
練
技
術
を
創
造
す
る
組
織
の
モ
デ
ル
化

入
院
す
る
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
領
域
で
働
く
看
護
師
の
ス
ト
レ
ス
や
感
情
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
に
お
け
る
家
族
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
援
助
に
関
す
る
文
献
検
討

医
療
依
存
度
の
高
い
複
数
の
子
ど
も
を
看
て
い
く
上
で
の
看
護
師
の
臨
床
判
断

入
院
し
て
い
る
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
援
助
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
に
お
け
る
家
族
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
援
助
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
領
域
に
お
け
る
看
護
師
の
ス
キ
ル
や
力
を
阻
む
状
況
に
関
す
る
文
献

検
討
子
ど
も
の
療
養
環
境
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
領
域
で
働
く
看
護
師
の
ス
ト
レ
ス
や
感
情
に
関
す
る
文
献
検
討

体
験
を
取
り
入
れ
た
学
校
教
員
向
け
1型
糖
尿
病
学
習
会

看
護
師
が
「
困
っ
た
」
と
感
じ
た
子
ど
も
と
家
族
の
事
例
に
み
る
看
護
を
阻
む

現
象
や
状
況

小
児
看
護
に
お
け
る
実
践
知
を
共
有
す
る
組
織

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

共
著

単
著
共
著

共
著

共
著

共
著
共
著
共
著
共
著

共
著

平
成
20
年
9月

平
成
20
年
9月

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

平
成
20
年
12
月
14
日

平
成
20
年
7月
26
日

平
成
20
年
7月
26
日

平
成
20
年
7月
26
日

平
成
20
年
7月
27
日

平
成
20
年
7月
27
日

平
成
20
年
9月
6日

平
成
20
年
12
月
14
日

平
成
20
年
12
月
14
日

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
17（
2）
 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
17（
2）
 

平
成
18
年
度
～
平
成
21
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研

究
C）
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
　
川
名
る
り
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
18（
1）
 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
18（
1）
 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
18（
1）
 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
）

 日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
）

 日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
）

 日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

第
13
回
日
本
糖
尿
病
教
育
・
看
護
学
会
学
術
集
会
（
金
沢
）

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
）

 第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

◎
深
谷
基
裕
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美

智
子
、
山
内
朋
子
、
他
3名
 

◎
伊
藤
孝
子
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美

智
子
、
山
内
朋
子
、
他
3名
 

◎
川
名
る
り
、江
本
リ
ナ
、筒
井
真
優
美
、平
山
恵
子
、

山
内
朋
子
、
松
尾
美
智
子
 

◎
松
尾
美
智
子
、
筒
井
真
優
美
、
山
内
朋
子
、
江
本

リ
ナ
　
他
7名
 

◎
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
江
本

リ
ナ
　
他
7名
 

◎
中
澤
淳
子
、江
本
リ
ナ
、山
内
朋
子
、筒
井
真
優
美
、

松
尾
美
智
子
　
他
6名
 

24
－
31

32
－
38

11
2－
11
9

12
7－
13
4

12
0－
12
6

計
画
書
立
案
か
ら
抄
録
作
成
、
院
内
発
表
ま
で
の
全
過
程
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ

学
生
の
自
学
自
習
を
ね
ら
い
作
成
し
た
。
演
習
項
目
（
8項
目
）
に
つ
い
て
基
礎
知
識
、
子
ど
も
の
権
利

に
関
し
て
問
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 
 

 

前
年
度
評
価
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
る
」
小
児
看
護
実
践
力
を
育
て
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
、
内
容
を
工
夫
し
た
。
具
体
的
に
は
、
演
習
項
目
①
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
ズ
測
定
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、 
②
身
体
計
測
、 
③
与
薬
、 
④
清
潔
ケ
ア
、
ベ
ッ
ド
柵
の
扱
い
、 
⑤
検
体
採
取
、 
⑥
吸
入
、
吸
引
、

酸
素
吸
入
、 
⑦
経
管
栄
養
、 
⑧
輸
液
中
の
管
理
の
8項
目
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
学
習
内
容

を
強
化
し
た
。
学
生
の
演
習
後
、
実
習
で
の
反
応
か
ら
教
育
評
価
を
行
っ
た
。

◎
松
尾
美
智
子
 

 
◎
長
谷
川
孝
音
、
江
本
リ
ナ
、
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子

他
6名
 

 
◎
中
澤
淳
子
、
江
本
リ
ナ
、
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
　

他
6名
 

 
◎
西
村
実
希
子
、
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
江
本
リ
ナ

他
6名
 

 
◎
松
尾
美
智
子
、
筒
井
真
優
美
、
山
内
朋
子
、
江
本
リ
ナ
　
他
7名
 

◎
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
江
本
リ
ナ
　
他
7名
 

◎
瀬
戸
加
奈
子
、
松
尾
美
智
子
、
他
4名
  

◎
西
田
志
穗
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
山
内
朋
子
、

他
5名
 

 
◎
川
名
る
り
、
筒
井
真
優
美
、
江
本
リ
ナ
、
平
山
恵
子
、
山
内
朋
子
、
松

尾
美
智
子
 
 

平
成
19
年
10
月
～
現
在
 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
学
術
交
流
推
進
活
動
委
員
会
委
員
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領
域
　
小
児
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
小
児
看
護
学
技
術
演
習
事
前
学
習
用
「
演
習
ノ
ー
ト
」

・
発
達
看
護
学
Ⅲ
②
：「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
る
」
た
め
の
小
児
看
護
学
技
術
演
習
方
法
の
工
夫

・
深
谷
赤
十
字
病
院
　
研
究
指
導

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
3月

平
成
20
年
4月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
山
内
　
朋
子

子
ど
も
が
入
院
す
る
病
棟
の
保
育
士
と
看
護
師
と
の
協
働
－
保
育
士
が
専
門
性

を
発
揮
で
き
な
い
と
感
じ
る
背
景
－

子
ど
も
が
入
院
す
る
病
棟
に
お
け
る
協
働
に
向
け
て
保
育
士
が
看
護
師
に
期
待

す
る
こ
と

詳
細
な
病
状
や
予
後
を
告
知
さ
れ
て
い
な
い
思
春
期
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
を

ケ
ア
す
る
看
護
師
の
思
い

小
児
看
護
に
お
け
る
熟
練
技
術
を
創
造
す
る
組
織
の
モ
デ
ル
化

入
院
す
る
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
領
域
で
働
く
看
護
師
の
ス
ト
レ
ス
や
感
情
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
に
お
け
る
家
族
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
援
助
に
関
す
る
文
献
検
討

詳
細
な
病
状
や
予
後
を
告
知
さ
れ
て
い
な
い
思
春
期
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
を

ケ
ア
す
る
看
護
師
の
思
い

入
院
し
て
い
る
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
援
助
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
に
お
け
る
家
族
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
援
助
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
領
域
に
お
け
る
看
護
師
の
ス
キ
ル
や
力
を
阻
む
状
況
に
関
す
る
文
献

検
討
子
ど
も
の
療
養
環
境
に
関
す
る
文
献
検
討

小
児
看
護
領
域
で
働
く
看
護
師
の
ス
ト
レ
ス
や
感
情
に
関
す
る
文
献
検
討

看
護
師
が
「
困
っ
た
」
と
感
じ
た
子
ど
も
と
家
族
の
事
例
に
み
る
看
護
を
阻
む

現
象
や
状
況

小
児
看
護
に
お
け
る
実
践
知
を
共
有
す
る
組
織

身
近
な
人
の
自
殺
に
よ
っ
て
遺
さ
れ
た
者
が
受
け
る
心
理
的
影
響
と
そ
の
支
援

に
つ
い
て

共
著

共
著

単
著

共
著

共
著

共
著

共
著

単
著

共
著

共
著

共
著

共
著
共
著
共
著

共
著

単
著

平
成
20
年
9月

平
成
20
年
9月

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

平
成
21
年
3月

平
成
20
年
12
月
14
日

平
成
20
年
7月
26
日

平
成
20
年
7月
26
日

平
成
20
年
7月
26
日

平
成
20
年
7月
27
日

平
成
20
年
7月
27
日

平
成
20
年
12
月
14
日

平
成
20
年
12
月
14
日

平
成
21
年
3月
14
日
－

15
日

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
17（
2）
 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
17（
2）
 

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
紀
要（
23
） 

平
成
18
年
度
～
平
成
21
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研

究
C）
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
　
川
名
る
り
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
18（
1）
 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
18（
1）
 

日
本
小
児
看
護
学
会
誌
18（
1）
 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

第
8回
日
本
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
学
会
（
東
京
）

◎
深
谷
基
裕
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美

智
子
、
山
内
朋
子
、
他
3名
 

◎
伊
藤
孝
子
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美

智
子
、
山
内
朋
子
、
他
3名
 

◎
山
内
朋
子

 ◎
川
名
る
り
、江
本
リ
ナ
、筒
井
真
優
美
、平
山
恵
子
、

山
内
朋
子
、
松
尾
美
智
子
 

◎
松
尾
美
智
子
、
筒
井
真
優
美
、
山
内
朋
子
、
江
本

リ
ナ
　
他
7名
 

◎
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
江
本

リ
ナ
　
他
7名
 

◎
中
澤
淳
子
、江
本
リ
ナ
、山
内
朋
子
、筒
井
真
優
美
、

松
尾
美
智
子
　
他
6名
 

24
－
31

32
－
38

1－
8

計
画
書
立
案
か
ら
抄
録
作
成
、
院
内
発
表
ま
で
の
全
過
程
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ

学
生
の
自
学
自
習
を
ね
ら
い
作
成
し
た
。
演
習
項
目
（
8項
目
）
に
つ
い
て
基
礎
知
識
、
子
ど
も
の
権
利

に
関
し
て
問
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

前
年
度
評
価
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
る
」
小
児
看
護
実
践
力
を
育
て
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
、
内
容
を
工
夫
し
た
。
具
体
的
に
は
、
演
習
項
目
①
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
ズ
測
定
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、 
②
身
体
計
測
、 
③
与
薬
、 
④
清
潔
ケ
ア
、
ベ
ッ
ド
柵
の
扱
い
、 
⑤
検
体
採
取
、 
⑥
吸
入
、
吸
引
、

酸
素
吸
入
、 
⑦
経
管
栄
養
、 
⑧
輸
液
中
の
管
理
の
8項
目
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
学
習
内
容

を
強
化
し
た
。
学
生
の
演
習
後
、
実
習
で
の
反
応
か
ら
教
育
評
価
を
行
っ
た
。 

◎
山
内
朋
子

 
 

◎
長
谷
川
孝
音
、
江
本
リ
ナ
、
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子

他
6名
 

 
◎
中
澤
淳
子
、
江
本
リ
ナ
、
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
　

他
6名
 

 
◎
西
村
実
希
子
、
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
江
本
リ
ナ

他
6名
 

 
◎
松
尾
美
智
子
、
筒
井
真
優
美
、
山
内
朋
子
、
江
本
リ
ナ
　
他
7名
 

◎
山
内
朋
子
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
江
本
リ
ナ
　
他
7名
 

◎
西
田
志
穗
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
松
尾
美
智
子
、
山
内
朋
子
、

他
5名
 

 
◎
川
名
る
り
、
筒
井
真
優
美
、
江
本
リ
ナ
、
平
山
恵
子
、
山
内
朋
子
、
松

尾
美
智
子
 
 

◎
山
内
朋
子
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Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

（
学
術
講
演
等
）

平
成
19
年
10
月
～
現
在
に
至
る
 

日
本
小
児
看
護
学
会
　
学
術
交
流
推
進
活
動
委
員
会
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領
域
　
小
児
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

・
小
児
看
護
学
技
術
演
習
事
前
学
習
用
「
演
習
ノ
ー
ト
」 

 

・
発
達
看
護
学
Ⅲ
②
：「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
る
」
た
め
の
小
児
看
護
学
技
術
演
習
方
法
の
工
夫
 

 

・
深
谷
赤
十
字
病
院
　
研
究
指
導

平
成
20
年
4月

平
成
20
年
4月
～
平
成
21
年
3月

平
成
20
年
4月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
平
山
　
恵
子

小
児
看
護
に
お
け
る
熟
練
技
術
を
創
造
す
る
組
織
の
モ
デ
ル
化

小
児
看
護
に
お
け
る
実
践
知
を
共
有
す
る
組
織

小
児
総
合
医
療
施
設
に
お
け
る
看
護
師
と
家
族
を
対
象
と
し
た
「
家
族
中
心
ケ

ア
」
提
供
シ
ス
テ
ム
の
認
識
に
関
す
る
研
究

小
児
総
合
医
療
施
設
に
お
け
る
看
護
師
と
家
族
を
対
象
と
し
た
「
家
族
中
心
ケ

ア
」
提
供
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
看
護
師
と
家
族
の
認
識

「
家
族
中
心
ケ
ア
」
に
関
す
る
看
護
師
と
家
族
の
認
識
を
構
成
す
る
要
素

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著

単
著

単
著

共
著

平
成
21
年
3月

平
成
20
年
12
月
14
日

平
成
20
年
7月
27
日

平
成
20
年
8月
22
日

平
成
20
年
8月
28
日

平
成
18
年
度
～
平
成
21
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研

究
C）
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
　
川
名
る
り
） 

第
28
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
） 

日
本
小
児
看
護
学
会
第
18
回
学
術
集
会
（
名
古
屋
） 

日
本
看
護
管
理
学
会
第
12
回
年
次
大
会
（
東
京
） 

日
本
テ
ス
ト
学
会
第
6回
大
会
（
東
京
） 

◎
川
名
る
り
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
平
山
恵

子
、
山
内
朋
子
、
松
尾
美
智
子
 

計
画
書
立
案
か
ら
抄
録
作
成
、
院
内
発
表
ま
で
の
全
過
程
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ

学
生
の
自
学
自
習
を
ね
ら
い
作
成
し
た
。
演
習
項
目
（
8項
目
）
に
つ
い
て
基
礎
知
識
、
子
ど
も
の
権
利

に
関
し
て
問
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

前
年
度
評
価
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
る
」
小
児
看
護
実
践
力
を
育
て
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
、
内
容
を
工
夫
し
た
。
具
体
的
に
は
、
演
習
項
目
①
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
ズ
測
定
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、 
②
身
体
計
測
、 
③
与
薬
、 
④
清
潔
ケ
ア
、
ベ
ッ
ド
柵
の
扱
い
、 
⑤
検
体
採
取
、 
⑥
吸
入
、
吸
引
、

酸
素
吸
入
、 
⑦
経
管
栄
養
、 
⑧
輸
液
中
の
管
理
の
8項
目
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
学
習
内
容

を
強
化
し
た
。
学
生
の
演
習
後
、
実
習
で
の
反
応
か
ら
教
育
評
価
を
行
っ
た
。 

 

◎
川
名
る
り
、
江
本
リ
ナ
、
筒
井
真
優
美
、
平
山
恵
子
、
山
内
朋
子
、
松

尾
美
智
子
 
 

◎
平
山
恵
子
、
柳
井
晴
夫
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領
域
　
老
年
看
護
学
　

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

老
年
看
護
学
演
習
・
実
習
に
お
け
る
、高
齢
者
の
嚥
下
障
害
と
そ
の
ケ
ア
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
試
み
 

 

老
年
看
護
学
演
習
に
お
け
る
、
福
祉
用
具
を
使
用
し
た
障
害
の
あ
る
高
齢
者
の
移
動
介
助
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
の
試
み
 

 

優
れ
た
わ
ざ
を
学
び
伝
え
る
会
主
催

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
共
催

「
キ
ネ
ス
テ
テ
ィ
ク
の
看
護
へ
の
応
用
」
セ
ミ
ナ
ー
　
開
催

講
師
：
ハ
イ
ジ
・
バ
ウ
ダ
ー
・
ミ
ス
バ
ッ
ハ
（
V
IV
－A
RT
E）
 

 
　 日
本
赤
十
字
看
護
大
学
　
看
護
実
践
・
教
育
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

「
心
に
触
れ
る
看
護
の
わ
ざ
」
企
画

講
師
：
川
嶋
み
ど
り
（
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
）

　
　
　
伊
藤
直
榮
（
日
本
工
学
院
専
門
学
校
　
医
療
カ
レ
ッ
ジ
顧
問
）

　
　
　
田
中
靖
代
（
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
気
の
里
　
施
設
長
） 

 

平
成
20
年
6月
～
平
成
20
年
2月

平
成
20
年
6月

平
成
20
年
6月
8日

 
12
月
6日
・
7日

平
成
21
年
2月
28
日
・
3月
1日

 
3月
8日

平
成
20
年
8月
5日
・
6日

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
殿
城
　
友
紀

一
般
病
棟
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
携
わ
る
看
護
師
の
思
い

戦
前
の
日
本
赤
十
字
社
看
護
婦
生
徒
の
履
歴
（
第
2報
）　
大
正
期
の
『
看
護
婦

生
徒
名
簿
』
の
分
析

一
般
病
棟
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
携
わ
る
看
護
師
の
思
い

（
学
術
講
演
等
）

単
著

共
著

単
著

平
成
21
年
3月

20
08
. 8
. 2
7

20
09
. 2
. 8

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
紀
要
23
 

日
本
看
護
歴
史
学
会
第
22
回
学
術
集
会
（
福
岡
）

第
23
回
日
本
が
ん
看
護
学
会
学
術
集
会
（
沖
縄
） 

66
－
75

看
護
師
・
医
師
・
理
学
療
法
士
な
ど
の
医
療
・
看
護
・
介
護
職
を
対
象
に
、
体
位
変
換
技
術
で
あ
る
キ
ネ

ス
テ
テ
ィ
ク
の
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
開
催
・
運
営
を
行
っ
た
。 

 
 

看
護
職
な
ど
を
対
象
に
、
臨
床
実
践
能
力
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
運
営
を

行
っ
た
。
参
加
者
に
は
、「
呼
吸
を
楽
に
す
る
手
の
わ
ざ
」「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

実
践
に
役
立
つ
看
護
援
助
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
い
た
。 

 
 

学
生
自
身
が
実
際
に
様
々
な
条
件
下
で
水
分
摂
取
を
行
い
（
頸
部
伸
展
の
状
態
で
飲
水
す
る
・
口
を
あ
け

て
飲
水
す
る
な
ど
）、
麻
痺
な
ど
の
障
害
を
抱
え
る
高
齢
者
が
な
ぜ
誤
嚥
し
や
す
い
の
か
理
解
で
き
る
よ

う
に
指
導
し
た
。
学
生
が
誤
嚥
の
原
因
を
体
験
を
も
と
に
理
解
し
た
上
で
ケ
ア
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
嚥

下
体
操
・
食
事
介
助
な
ど
の
ケ
ア
の
目
的
に
関
す
る
理
解
が
よ
り
深
ま
る
よ
う
な
演
習
・
実
習
を
行
っ
た
。

高
齢
者
の
い
る
病
院
や
施
設
・
在
宅
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
や
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

シ
ー
ト
を
用
い
た
移
動
介
助
方
法
の
演
習
を
行
っ
た
。
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
被
介
助
者
の
気
持
ち

や
介
助
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
し
た
。

◎
川
原
由
佳
里
、
川
嶋
み
ど
り
、
山
﨑
裕
二
、
鷹
野
朋
実
、
殿
城
友
紀
、

他
2名
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領
域
　
老
年
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

優
れ
た
わ
ざ
を
学
び
伝
え
る
会
主
催

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
共
催

「
キ
ネ
ス
テ
テ
ィ
ク
の
看
護
へ
の
応
用
」
セ
ミ
ナ
ー
　
開
催

講
師
：
ハ
イ
ジ
・
バ
ウ
ダ
ー
・
ミ
ス
バ
ッ
ハ
（
V
IV
－A
RT
E）
 

 
　 日
本
赤
十
字
看
護
大
学
　
看
護
実
践
・
教
育
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

「
心
に
触
れ
る
看
護
の
わ
ざ
」
企
画

講
師
：
川
嶋
み
ど
り
（
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
）

　
　
　
伊
藤
直
榮
（
日
本
工
学
院
専
門
学
校
　
医
療
カ
レ
ッ
ジ
顧
問
）

　
　
　
田
中
靖
代
（
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
気
の
里
　
施
設
長
） 

 

老
年
看
護
学
演
習
に
お
け
る
、
福
祉
用
具
を
使
用
し
た
障
害
の
あ
る
高
齢
者
の
移
動
介
助
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
の
試
み
 

 

平
成
20
年
6月
8日

 
12
月
6日
・
7日

平
成
21
年
2月
28
日

 
3月
1日

 
3月
8日

 平
成
20
年
8月
5日
・
6日

平
成
20
年
6月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
松
尾
　
香
奈

（
学
術
講
演
等
）

看
護
師
・
医
師
・
理
学
療
法
士
な
ど
の
医
療
・
看
護
・
介
護
職
を
対
象
に
、
体
位
変
換
技
術
で
あ
る
キ
ネ

ス
テ
テ
ィ
ク
の
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
開
催
・
運
営
を
行
っ
た
。 

 
 

看
護
職
な
ど
を
対
象
に
、
臨
床
実
践
能
力
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
運
営
を

行
っ
た
。
参
加
者
に
は
、「
呼
吸
を
楽
に
す
る
手
の
わ
ざ
」「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

実
践
に
役
立
つ
看
護
援
助
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
い
た
。 

 
 

高
齢
者
の
い
る
病
院
や
施
設
・
在
宅
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
や
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

シ
ー
ト
を
用
い
た
移
動
介
助
方
法
の
演
習
を
行
っ
た
。
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
被
介
助
者
の
気
持
ち

や
介
助
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
し
た
。



283

領
域
　
地
域
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
望
月
　
由
紀
子

産
業
看
護
職
の
資
質
向
上
の
取
組
み

研
修
会
へ
の
参
加
状
況
か
ら
み
た
産
業
看
護
職
の
資
質
向
上
の
取
組
み

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
か
か
わ
る
保
健
師
の
活
動
の
実
際
と
課
題

（
学
術
講
演
等
）

単
著

単
著
共
著

平
成
21
年
１
月

平
成
20
年
7月
5日

平
成
20
年
7月
5日

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
N
ur
sin
g 
Ca
re
 R
es
ea
rc
h 

第
11
回
日
本
地
域
看
護
学
会
（
沖
縄
）

第
11
回
日
本
地
域
看
護
学
会
（
沖
縄
）

10
7－
11
4

◎
望
月
由
紀
子
 

 
◎
岸
恵
美
子
、
望
月
由
紀
子
、
米
澤
純
子
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領
域
　
地
域
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
山
岸
　
貴
子

在
宅
に
お
け
る
高
齢
者
虐
待
事
例
の
家
族
関
係
の
特
徴
と
保
健
師
の
対
応
と
の

関
連

（
学
術
講
演
等
）

単
著

平
成
20
年
7月
6日

第
11
回
日
本
地
域
看
護
学
会
（
沖
縄
） 
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領
域
　
看
護
管
理
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

看
護
管
理
学
Ⅱ
 「
看
護
組
織
の
運
営
　
ス
タ
ッ
フ
ィ
ン
グ
」
に
つ
い
て
講
義

　 看
護
管
理
学
Ⅰ
 「
ケ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
：
看
護
職
の
機
能
・
協
働
、
他
職
種
と
の
協
働
」
を
講
義

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
　
看
護
実
践
・
教
育
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

認
定
看
護
師
教
育
課
程
　
企
画
 

 
 日
本
赤
十
字
看
護
大
学
　
看
護
実
践
・
教
育
・
研
究
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

認
定
看
護
師
教
育
課
程
　
運
営
 

 

平
成
20
年
5月

　 平
成
20
年
11
月

平
成
20
年
2月
－
5月

　 平
成
20
年
6月
－
11
月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
田
口
　
実
里
　

看
護
管
理
者
が
組
織
運
営
に
活
用
す
る
デ
ー
タ
項
目
に
関
す
る
基
礎
調
査

看
護
管
理
者
が
組
織
運
営
に
活
用
す
る
デ
ー
タ
項
目
に
関
す
る
基
礎
調
査

（
学
術
講
演
等
）

共
著

共
著

平
成
21
年
3月

平
成
20
年
8月
22
日

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
紀
要
（
23
） 

第
12
回
日
本
看
護
管
理
学
会
年
次
大
会
（
東
京
） 

◎
田
口
実
里
、
鶴
田
惠
子
 

27
－
35

平
成
20
年
度
の
感
染
管
理
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
講
師
依
頼
、

時
間
割
作
成
、
シ
ラ
バ
ス
作
成
を
行
っ
た
。

平
成
20
年
度
の
感
染
管
理
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
専
任
教
員
と
と
も
に
教
育
課
程
を
運
営
し
た
。

授
業
に
お
い
て
は
、
各
科
目
の
試
験
問
題
を
取
り
ま
と
め
、
試
験
を
実
施
し
、
科
目
評
価
を
行
っ
た
。
ま
た
、

演
習
に
お
い
て
「
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
」
1コ
マ
を
担
当
し
た
。

実
習
で
は
、
実
習
計
画
を
専
任
教
員
と
と
も
に
指
導
し
、
実
施
時
は
担
当
施
設
を
ラ
ウ
ン
ド
し
て
実
習
状

況
を
確
認
、
終
了
後
は
専
任
教
員
と
と
も
に
レ
ポ
ー
ト
お
よ
び
面
接
に
て
評
価
し
た
。　

ス
タ
ッ
フ
ィ
ン
グ
の
実
際
に
つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。 

講
義
内
容
に
つ
い
て
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
理
解
が
深
ま
る
よ
う
黒
板
を
用
い
て
板
書
し
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
看
護
職
同
士
と
他
職
種
の
協
働
に
つ
い
て
、
事
例
を
用
い
て
実
際
の
場
面
が
想
起
出
来
る
よ
う
工

夫
し
た
。 

◎
田
口
実
里
、
鶴
田
惠
子
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領
域
　
国
際
・
災
害
看
護
学

Ⅰ
　
教
育
活
動

１
　
教
育
内
容
・
方
法
の
工
夫
（
授
業
評
価
等
を
含
む
）

２
　
作
成
し
た
教
科
書
、
教
材
、
参
考
書

３
　
教
育
方
法
・
教
育
実
践
に
関
す
る
発
表
、
講
演
等

国
際
看
護
学
に
お
い
て
、
学
生
が
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
工
夫
 
 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
赤
十
字
看
護
大
学
短
期
留
学
準
備
講
座
と
し
て
、
旅
行
医
学
に
つ
い
て
の
講
義
 
 

平
成
20
年
5月

平
成
21
年
1月

著
書

学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文

そ
の
他

（
学
会
・
研
究
発
表
）

４
　
そ
の
他
教
育
活
動
上
特
記
す
べ
き
事
項

Ⅱ
　
研
究
活
動

Ⅲ
　
学
会
等
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
主
な
活
動

著
書
・
論
文
等
の

名
　
　
　
称

単
著
・

共
著
の
別
発
行
ま
た
は
発
表
の

年
月
（
西
暦
で
も
可
）

発
行
所
、
発
表
雑
誌

 （
及
び
巻
・
号
数
）
等
の
名
称

編
者
・
著
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

該
当
頁
数

演
題

単
著
・

共
著
の
別

発
表
年
月
日

学
会
・
研
究
会
名
及
び
集
会
名

（
開
催
地
）

発
表
者
名

（
共
著
の
場
合
の
み
記
入
）

教
育
実
践
上
の
主
な
業
績

年
月
日

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

職
名
　
助
手

氏
名
　
大
澤
　
絵
里

（
学
術
講
演
等
）

留
学
準
備
～
滞
在
中
、
帰
国
ま
で
の
時
間
に
沿
っ
て
、
起
こ
り
う
る
ヘ
ル
ス
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
ス
ラ
イ

ド
を
作
成
し
た
。

自
身
の
国
際
活
動
の
写
真
な
ど
を
含
め
、
学
生
が
目
で
見
て
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し

た
。
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Ⅰ．大学全体
　１．名　　称      

　　日本赤十字看護大学 
　　　広尾キャンパス      
　　　　　所　在　地　　　　東京都渋谷区広尾４－１－３
　　　　　郵　便　番　号　　〒150－0012    
　　　　　電 話 番 号 （代）　　03－3409－0875　　　FAX番号　03－3409－0589
　　　武蔵野キャンパス 
　　　　　所　在　地　　　　東京都武蔵野市境南町１－26－33
　　　　　郵　便　番　号　　〒180－8618    
　　　　　電 話 番 号 （代）　　0422－39－7546　　　FAX番号　0422－31－0229

　２．設置年月日
　　昭和61年４月（1986年）　　看護学部　看護学科　入学定員50人　　（収容定員200人）
　　平成10年４月（1998年）　　　　　　　　　　　　３年次編入30人（　　〃  　60人）
　　平成５年４月（1993年）　　大学院看護学研究科　（修士課程）設置　　　入学定員15人（30人）
　　平成７年４月（1995年）　　　　　　〃　　　　　（博士後期課程）設置　入学定員５人（15人）
　　平成17年４月（2005年）　　日本赤十字看護大学と日本赤十字武蔵野短期大学の統合　　入学定員130人
　　平成19年４月（2007年）　　大学院看護学研究科修士課程　国際保健助産学専攻　設置　入学定員15人

　３．沿　革
　　昭和21年４月 （財）日本赤十字女子専門学校を設立。占領軍の命により聖路加女子専門学校と
　　　（1946年） 看護教育模範学院として統合。
　　昭和28年 看護教育模範学院を解散。
　　　（1953年）
　　昭和29年４月 （学）日本赤十字女子短期大学を設立。 （昭和29年２月認可）
　　　（1946年）
　　昭和41年１月 （学）日本赤十字学園認可。日本赤十字中央女子短期大学と改称。
　　　（1966年）　
　　昭和61年４月 日本赤十字看護大学看護学部看護学科開設。 （入学定員50人）
　　　（1986年） （昭和61年２月設置認可）
　　平成５年４月 大学院看護学研究科（修士課程）開設。 （入学定員15人）
　　　（1993年） （平成５年３月設置認可）
　　平成７年４月 大学院看護学研究科（博士後期課程）開設。 （入学定員５人）
　　　（1995年） （平成７年３月設置認可）
　　平成８年４月 看護学部を男女共学制とする。
　　　（1996年）
　　平成10年４月 ３年次編入学制度（短期大学卒業者対象）開始。 （定員30人）
　　　（1998年） （平成９年12月３年次編入（30人）認可）
　　平成11年４月 平成12年度入学生から専修学校専門課程卒業者も編入学の対象に加える。
　　　（1999年） 「赤十字特別推薦枠を定員の20％相当」とする推薦枠を設ける。
　　平成12年５月 大学創立15周年記念式典を挙行。
　　　（2000年）
　　平成15年４月 入学定員を65名とする。
　　　（2003年）
　　平成17年４月 日本赤十字看護大学と日本赤十字武蔵野短期大学が統合し、入学定員を130名とする。
　　　（2005年）
　　平成17年７月 樋口　康子学長（現名誉学長）が第40回ナイチンゲール記章を受章
　　　（2005年）
　　平成17年８月 看護実践・教育・研究フロンティアセンター設立
　　　（2005年）
　　平成19年４月 大学院看護学研究科修士課程　国際保健助産学専攻　開設
　　　（2007年）
　　平成19年７月 川嶋みどり学部長が第41回ナイチンゲール記章を受章
　　　（2007年）
　　平成20年５月 スウェーデン赤十字大学と学生・教員の交流に関する協定締結
　　　（2008年）
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　４．校地面積 （平成20年４月１日現在）     

　　29,531.59㎡
　　　　　　　（広尾キャンパス　15,702.69㎡　　武蔵野キャンパス　13,828.90㎡）    
  
　５．校舎面積 （平成20年４月１日現在）     

　　19,821.38㎡ 
　　　　　　　広尾キャンパス
　　　　　　　１号棟（鉄筋コンクリート造）地下１階地上６階　　　9,425.13㎡
　　　　　　　　　　　　内訳　　 ①ホール　②講義室、研究室、その他　③実習室
　　　　　　　２号棟（鉄筋コンクリート造）地下１階地上４階　　　10,375.79㎡
　　　　　　　　　　　　（うちホール棟（鉄骨鉄筋コンクリート造）地下１階地上２階　2,130.52㎡）
　　　　　　　　　　　　内訳　　 ①ホール　②講義室、研究室、その他　③実習室
　　6,918.26㎡
　　　　　　　武蔵野キャンパス 
　　　　　　　Ａ館（鉄筋コンクリート造）地下１階地上４階　　2,921.57㎡
　　　　　　　　　　　　内訳　　 ①図書館、研究室、その他　②講堂、講義室　③実習室
　　　　　　　Ｂ館（鉄筋コンクリート造）地上２階　　　1,622.67㎡
　　　　　　　　　　　　内訳　　 ①視聴覚室、講義室、その他　②情報処理室、講義室
　　　　　　　Ｃ館（鉄筋コンクリート造）地上３階　　　1,282.62㎡
　　　　　　　　　　　　内訳　　 ①研究室、その他　②実習室、研究室　③多目的ルーム
　　　　　　　Ｄ館（鉄骨造亜鉛メッキ鋼）地上２階　　　358.46㎡
　　　　　　　　　　　　内訳　　 ①実習室　②講義室
　　　　　　　体育館（鉄骨造亜鉛メッキ鋼）地上３階　　　732.94㎡
　　　　　　　　　　　　内訳　　 ①救護倉庫　②倉庫　③体育館

　６．部局長等 （平成20年４月１日現在）

　　（学　　長）濱田　悦子
　　（学 部 長）川嶋　みどり 　  （研 究 科 長）武井　麻子　　　（学務部長）佐藤　　眞
　　（図書館長）筒井　真優美　　（図書館課長）筒井　真優美
　　（事務局長）五十嵐　清　　　（事務局次長）水戸部 　厚     

　７．教職員数 （平成20年４月１日現在）

　　95名
　　　（１）教員（専任）　　　　69名　　　　　　　　　　   （２）職員　　　　　　　26名 
　　　　　①　教　授　　　　18名（学長含む）　　　　　　　　①　事務局長　　　１名
　　　　　②　准教授　　　　20名　　　　　　　　　　　　　②　事務局次長　　１名
　　　　　③　講　師　　　　13名　　　　　　　　　　　　　③　課　長　　　　３名
　　　　　④　助　手　　　　18名　　　　　　　　　　　　　④　係　長　　　　９名 （司書１名含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤　司　書　　　　１名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥　主　事　　　　６名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦　嘱　託　　　　５名 （司書１名含む）

　８．図書、教具・校具及び備品　（平成19年３月31日現在）     

　　（１）　図　　書 123,313冊
　　　　　①　和書 107,440冊
　　　　　②　洋書 15,873冊
　　　　　③　視聴覚資料 3,086点
　　（２）　教具・校具及び備品 2,394点
　　　　　①　教具・校具 2,377点
　　　　　②　その他の備品 17点
　　（３）車輌 ２輌 　　　　1,132 千円    
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２
．
卒
業
判
定
の
状
況 区
分

看
護
学
部

看
護
大
学

３
．
大
学
院
に
お
け
る
学
位
授
与
の
状
況

研
究
科
名

専
攻
名

看
護
学

国
際
保
健
助
産
学

修
　
士

博
士
（
課
程
）

博
士
（
論
文
）

学
　
位

27 2 1

平
成
20
年
度

備
考

看
護
学
研
究
科

卒
業
予
定
者

（
Ａ
） 1
45

合
格
者

（
Ｂ
） 1
39

合
格
率
（
%
）

Ｂ
／
Ａ
＊
10
0 96

平
成
20
年
度

内
訳
：
看
護
学
専
攻
 1
7名
、
国
際
保
健
助
産
学
専
攻
 1
0名

看
護
学
専
攻

看
護
学
専
攻

Ⅰ
．
教
育
・
研
究
の
実
施
状
況

１
．
開
設
授
業
科
目
に
お
け
る
専
任
・
兼
任
の
担
当
状
況
（
平
成
20
年
度
実
績
）

専
任
担
当
科
目
数
（
Ａ
）

兼
任
担
当
科
目
数
（
Ｂ
）

専
兼
比
率
　
％
　
（
Ａ
／
（
Ａ
＋
Ｂ
）
＊
10
0）

専
任
担
当
科
目
数
（
Ａ
）

兼
任
担
当
科
目
数
（
Ｂ
）

専
兼
比
率
　
％
　
（
Ａ
／
（
Ａ
＋
Ｂ
）
＊
10
0）

項
目

区
分

専
門
教
育

看
護
学
部

看
護
大
学

教
養
教
育

必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

全
開
設
授
業
科
目

53
.3 6.7 88
.8 3.6 5.4 40
.0

1 0
10
0 0 0

81
.3

11
.7

87
.4

15
.1

23
.9

38
.7
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４
．
卒
業
生
の
就
職
・
大
学
院
進
学
の
状
況

  【
大
学
院
の
状
況
】

  【
大
学
院
の
状
況
】

区
分

年
度

平
成
20
年
度

看
護
大
学

看
護
学
部

13
9

10
1

11
13

4
6

4
13
9

赤
十
字
病
院
等
国
公
立
病
院

他
私
立
病
院
そ
の
他
赤
十
字

関
係

そ
の
他
の
施
設
赤
十
字
大
学

（
院
）

他
大
学
（
院
）

そ
の
他

合
計

卒
業
生

進
路

進
学

就
職

年
度

平
成
20
年
度
修
士
課
程

修
士
課
程

博
士
後
期
課
程

看
護
学

国
際
保
健
助
産
学

看
護
学

研
究
科
名

専
攻
名

17 10 1
1 1

1
2

3 3
2

9 6
17 1

赤
十
字
大
学

（
院
）

国
公
立
大
学
等
私
立
大
学
等
そ
の
他
赤
十
字

関
係

そ
の
他
の
機
関
赤
十
字
病
院
等
国
公
立
病
院

そ
の
他
の

施
設

合
計

卒
業
生

医
療
施
設
等

教
育
研
究
機
関

５
．
国
家
試
験
合
格
の
実
績

学
部
名
・
学
科
名 看
護
学
部

保
健
師

助
産
師

看
護
師

国
家
試
験
の
名
称

看
護
大
学

受
験
者
数

（
A
） 1
37 6 12
7

合
格
者
数

（
B）
13
5 6

12
5

合
格
率
（
％
）

B
／
A
＊
10
0

98
.5

10
0.0 98
.4

平
成
20
年
度
卒
業
生

研
究
科
名

専
攻
名

国
際
保
健
助
産
学

助
産
師

国
家
試
験
の
名
称

看
護
学
研
究
科

受
験
者
数

（
A
）
6

合
格
者
数

（
B）

6

合
格
率
（
％
）

B
／
A
＊
10
0

10
0

平
成
20
年
度
卒
業
生
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６
．
公
開
講
座
等
の
開
設
実
績
（
平
成
20
年
度
実
績
） 受
講
者

講
座
題
名

受
講
者
数

開
設
時
期

場
所

備
   
　
考

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

心
の
風
景

地
域
住
民

●
講
演
会

広
尾
キ
ャ
ン
パ
ス

平
成
20
年
７
月
１
日（
火
）

23
9

受
講
者

講
座
題
名

受
講
者
数

開
設
時
期

場
所

備
   
　
考

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の

格
差
と
い
う
虚
妄
～
臨
床
ナ
ー
ス
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
～

看
護
職
者
、
研
究
者
、
学
生

広
尾
キ
ャ
ン
パ
ス

平
成
20
年
４
月
11
日（
金
）

29
7

受
講
者

講
座
題
名

受
講
者
数

開
設
時
期

場
所

備
   
　
考

看
護
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮
と
審
査

の
実
際
―
看
護
実
践
の
場
で
ど
の
よ
う
に

構
築
・
展
開
す
る
の
か

看
護
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮
と
審
査

の
実
際
―
看
護
実
践
の
場
で
ど
の
よ
う
に

構
築
・
展
開
す
る
の
か

心
に
触
れ
る
手
の
わ
ざ

St
ra
te
gi
es
 fo
r T
he
or
y 
Co
ns
tr
uc
tio
n 
in
 

N
ur
sin
g　
―
看
護
に
お
け
る
理
論
構
築
の

方
法
―

広
尾
キ
ャ
ン
パ
ス

広
尾
キ
ャ
ン
パ
ス

広
尾
キ
ャ
ン
パ
ス

広
尾
キ
ャ
ン
パ
ス

病
院
等
勤
務
の
看
護
職

病
院
等
勤
務
の
看
護
職

看
護
職
者
、
医
療
関
係
者
他

看
護
職
者
、
研
究
者
、
学
生

平
成
20
年
８
月
７
日（
木
）

平
成
20
年
８
月
26
日（
火
）

平
成
20
年
８
月
５
日（
火
）

平
成
20
年
７
月
３
日（
木
）

50 50 81 14
2
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７
．
国
別
国
際
交
流
協
定
締
結
先
機
関
（
平
成
21
年
３
月
31
日
現
在
）

国
　
名

大
学
・
学
部

研
究
科
等

合
計

ア
メ
リ
カ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
赤
十
字
大
学

看
護
学
部

H
20
.5.
24

コ
ロ
ラ
ド
大
学

看
護
学
部

H
17
.10
.4

2
大
　
学

学
　
部

研
究
科

締
結
日

８
．
人
的
国
際
学
術
研
究
交
流
の
実
績

平
成
20
年
度

派
　
　
遣

短
　
期

33 33

新
規

継
続

新
規

継
続

看
護
学
部

計

学
部
名
・
研
究
科
名
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Ⅱ
．
学
生
の
受
入
状
況

　
（
１
）
大
学
（
学
部
）

１
．
志
願
者
・
合
格
者
・
入
学
者
数
の
実
績

一
般
入
試

支
部
推
薦

指
定
校
推
薦

そ
の
他
推
薦

学
部
・
学
科

選
抜
方
式
 

年
度

一
般

推
薦 計

看
護
学
部
看
護
学
科

平
成
20
年
度

入
学
者

合
格
者

受
験
者

志
願
者

定
員

86 27 4 27 14
4

15
9 27 4 27 21
7

57
0 32 4 62 66
8

59
3 32 4 62 69
1

72 29 29 13
0

一
般
入
試

系
列
拡
大
推
薦

学
部
・
学
科

選
抜
方
式
 

年
度

一
般
推
薦 計

看
護
学
部
看
護
学
科

平
成
20
年
度

入
学
者

合
格
者

受
験
者

志
願
者

定
員

8 2 10

10 2 12

28 2 30

30 2 32

8 2 10

　
（
２
）
３
年
次
編
入

一
般
・
社
会
人
・
社
会
人
学
内
選
考
・

社
会
人
赤
十
字
特
別
推
薦
 

一
般
・
社
会
人
・
社
会
人
学
内
選
考
・

社
会
人
赤
十
字
特
別
推
薦
 

一
般
・
社
会
人

研
究
科
・
専
攻
科

選
抜
方
式
 

年
度

看
護
学
研
究
科

修
士
課
程
看
護
学
専
攻

看
護
学
研
究
科

修士
課程
国際
保健
助産
学専
攻

看
護
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
看
護
学
専
攻

平
成
20
年
度

入
学
者

合
格
者

受
験
者

志
願
者

定
員

20 15 3

21 17 3

31 19 5

31 21 5

15 15 5

　
（
３
）
大
学
院
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３
．
退
学
者
の
状
況

　
（
１
）
大
学
（
学
部
）

２
．
学
生
定
員
及
び
在
籍
学
生
数

年
度

学
部
・
学
科

備
考

在
　
籍
　
学
　
生
　
数

第
４
年
次
留
年
者
数

（
内
数
）

学
生
数

留
年
者
数

（
内
数
）

学
生
数

留
年
者
数

（
内
数
）

学
生
数

留
年
者
数

（
内
数
）

学
生
数

Ｂ
／
Ａ

編
入
学

生
数

（
内
数
）

（
Ｂ
）

（
Ａ
）

在
籍
学
生

総
　
　
数

収
 容

定
 員

３
年
編
入

学
定
員

入
　
学

定
　
員

第
３
年
次
 

第
２
年
次
 

第
１
年
次
 

看
護
学
部
看
護
学
科

5
14
5

14
8

13
8

14
1

1
22

57
2

54
0

10
13
0

平
成
20
年
度

　
（
２
）
大
学
院 研
究
科
・
専
攻
名

年
度

在
　
籍
　
学
　
生
　
数

収
容
定
員

入
学
定
員 博
士

課
程

修
士

課
程

博
士

課
程

一
般

社
会
人

留
学
生

そ
の
他

計（
C）

一
般

社
会
人

留
学
生

そ
の
他

計（
D
）

修
士

課
程

博
士
課
程

修
士
課
程

修
士
課
程

博
士
後
期
課
程

22
22

72
72

60
30 15

平
成
20
年
度

学
部
名

学
科
名

年
度

平
成
20
年
度
大
学
（
学
部
）

看
護
学
部
看
護
学
科

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

1
合
計

1 
備
考
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２
．
教
員
の
配
置
状
況
（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）

設
置
基
準

上
必
要
専

任
教
員
数

兼
　
任

教
員
数

備
　
考

専
任
教
員
１
人

当
た
り
在
籍
学

生
数

専
任
教
員
数（
１
）

に
該
当
し
な
い

教
員（
助
手
）

２（
客
員
教
授
）

学
部
名
・
学
科
名

研
究
科
名
・
専
攻
名

合
　
　
計

看
護
学
部
 

看
護
学
科

看
護
学
研
究
科
 看
護
学
専
攻

　
　
　
　
　
　
  国
際
保
健
助
産

 
学
専
攻

大
学
全
体
の
収
容
定
員
に
応
じ

定
め
る
専
任
教
員
数

教
授
准
教
授
講
 師

専
 任
 教
 員
 数
（
１
）

兼
 担
 教
 員
 数

助
教

教
授
准
教
授
講
 師

助
教

計
計（
A
）

14 0 4 18

17 0 3 20

9 0 4 13

0 0 0 0

40 0 11 51

14 9 23

40
.9 5.1 2.6

18 0 0 18

0 8 4 12

0 9 2 11

0 0 0 0

0 0 0 0

0 17 6 23

38 13 0 51

　
（
２
）
事
務
職
員
数

事
務
局
長

区
分

部
長

次
長

課
長

係
長

主
事

技
術
員

計
1

1
3

9
8

21 6 20

正
規
職
員

常
勤
嘱
託

非
常
勤
嘱
託
、
他

Ⅲ
．
職
員
体
制
の
状
況

　
（
１
）
教
員
数

１
．
管
理
運
営
組
織
の
状
況
（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）

＊
司
書
１
名
含
む
　
＊
司
書
２
名
含
む
（
内
１
人
は
再
雇
用
職
員
）

教
授

区
分

准
教
授

講
師

助
教

助
手

計
18 2

20
13 51

18
69

正
規
職
員

非
常
勤
嘱
託
、
他

教
授
：
客
員
教
授
　
講
師
欄
：
兼
任
講
師
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３
．
専
任
教
員
年
齢
構
成
（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）

26
歳
～

　
　
30
歳

31
歳
～

　
　
35
歳

36
歳
～

　
　
40
歳

41
歳
～

　
　
45
歳

46
歳
～

　
　
50
歳

51
歳
～

　
　
55
歳

56
歳
～

　
　
60
歳

61
歳
～

　
　
65
歳

66
歳
～

　
　
70
歳

71
歳

以
上

計
学
部
・
研
究
科

看
護
学
部

職
　
位

教
　
授

准
教
授

専
任
講
師

助
　
教

合
　
　
計

4 
 

28
.6% ％ ％ ％ 4 
 

10
.0%

％ ％ ％ ％ ％

1 
 

7.1
% 1 
 

5.9
% ％ ％ 2 
 

5.0
%

6 
 

42
.9% ％ ％ ％ 6 
 

15
.0%

3 
 

21
.4% 3 
 

17
.6% ％ ％ 6 
 

15
.0%

％ 5 
 

29
.4% 2 
 

22
.2% ％ 7 
 

17
.5%

％ 5 
 

29
.4% 3 
 

33
.3% ％ 8 
 

20
.0%

％ 3 
 

17
.7% 4 
 

44
.5% ％ 7 
 

17
.5%

％ ％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％ ％

14
  

10
0.0
%

17
  

10
0.0
% 9 
 

10
0.0
% ％

40
  

10
0.0
%

26
歳
～

　
　
30
歳

31
歳
～

　
　
35
歳

36
歳
～

　
　
40
歳

41
歳
～

　
　
45
歳

46
歳
～

　
　
50
歳

51
歳
～

　
　
55
歳

56
歳
～

　
　
60
歳

61
歳
～

　
　
65
歳

66
歳
～

　
　
70
歳

71
歳

以
上

計
学
部
・
研
究
科

看
護
学
研
究
科

職
　
位

教
　
授

准
教
授

専
任
講
師

助
　
教

合
　
　
計

％ ％ ％ ％ ％

1 
 

25
.0% ％ ％ ％ 1 
 
9%

1 
 

25
.0% ％ ％ ％ 1 
 
9%

2 
 

50
.0% 1 
 

33
.3% ％ ％ 3 
 

27
%

％ ％ ％ %

％ ％ % ％ %

％ ％ 2 
 

50
.0% ％ 2 
 

18
%

％ 2 
 

66
.7% 2 
 

50
.0% ％ 4 
 

37
%

％ ％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％ ％

4 
 

10
0％ 3 
 

10
0％ 4 
 

10
0％ ％
11
  

10
0％
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教
　
員

 区
　
分

教
　
　
授

准
 教
 授

講
　
　
師

助
　
　
教

備
　
　
考

51
.4 
授
業
時
間

1.3
 授
業
時
間

20
.7 
授
業
時
間

48
.0 
授
業
時
間
   

 4
.5 
授
業
時
間
   

22
.1 
授
業
時
間
   

27
.2 
授
業
時
間
   

10
.0 
授
業
時
間
   

20
.6 
授
業
時
間
   

１
授
業
時
間
45
分

最
　
　
高

最
　
　
低

平
　
　
均

看
護
学
部
（
　
　
人
）

４
．
専
任
教
員
の
担
当
授
業
時
間
（
平
成
19
年
度
実
績
）

規
定
無
し

責
任
授
業
時
間
数
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１
．
教
員
研
究
費
内
訳

研
究
費
総
額
に

対
す
る
割
合

研
究
費
（
円
）

平
成
20
年
度

学
部
・
研
究
科

看
護
学
部

研
究
費
の
内
訳

経
常
研
究
費
（
教
員
当
り
積
算
校
費
総
額
）

学
内
共
同
研
究
費

そ
の
他

科
学
研
究
費
補
助
金

政
府
又
は
政
府
関
連
法
人
か
ら
の
研
究
助
成
金

民
間
の
研
究
助
成
財
団
等
か
ら
の
研
究
助
成
金

日
本
赤
十
字
社
か
ら
の
研
究
助
成
金
　
　
　
　
　
　

奨
学
寄
附
金

受
託
研
究
費

共
同
研
究
費

そ
の
他

研
 究
 費
 総
 額

学
内

学
外

10
0%

38
.4% 4.5
%

37
.7% 0.4
%

18
.9%

66
,75
5,0
00

25
,65
3,0
00

3,0
00
,00
0

25
,20
0,0
00

30
0,0
00

12
,60
2,0
00

研
究
費
総
額
に

対
す
る
割
合

研
究
費
（
円
）

平
成
20
年
度

学
部
・
研
究
科

看
護
学
研
究
科

研
究
費
の
内
訳

経
常
研
究
費
（
教
員
当
り
積
算
校
費
総
額
）

学
内
共
同
研
究
費

そ
の
他

科
学
研
究
費
補
助
金

政
府
又
は
政
府
関
連
法
人
か
ら
の
研
究
助
成
金

民
間
の
研
究
助
成
財
団
等
か
ら
の
研
究
助
成
金

日
本
赤
十
字
社
か
ら
の
研
究
助
成
金
　
　
　
　
　
　

奨
学
寄
附
金

受
託
研
究
費

共
同
研
究
費

そ
の
他

研
 究
 費
 総
 額

学
内

学
外

10
0%

10
0.0
%

11
,74
7,0
00
 

11
,74
7,0
00
 

Ⅳ
．
研
究
活
動
の
状
況

２
．
科
学
研
究
費
の
採
択
状
況

学
部
名
・
研
究
科
名
申
請
件
数（
Ａ
）
採
択
件
数（
Ｂ
）
採
択
率（
%
）

Ｂ
/Ａ
＊
10
0

平
成
20
年
度

科
　
学
　
研
　
究
　
費

22
.2 

22
.2 

4 4
18 18

看
護
学
部

計
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Ⅴ
．
図
書
館
お
よ
び
図
書
・
電
子
媒
体

１
．
図
書
、
資
料
の
所
蔵
数
（
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
）

定
期
刊
行
物
の
種
類
（
種
類
）

　
　
図
書
の
冊
数
（
冊
）

図
書
館
名

備
   
   
 考

日
本
赤
十
字
看
護
大
学

図
書
館

13
5,9
09

13
5,9
09

32
8種
類

15
8種
類

3,3
33
種
類

26
学
部
57
2名

大
学
院
94
名

0種
類

図
書
の
冊
数

開
架
図
書
の
冊
数（
内
数
）

内
国
書

外
国
書

視
聴
覚
資
料
の

所
蔵
数（
点
数
）

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

の
種
類
（
種
類
）

３
．
学
生
閲
覧
室
等
（
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
）

図
書
館
名

日
本
赤
十
字
看
護
大
学

図
書
館

座
席
数
（
Ａ
）

学
生
閲
覧
室

学
生
収
容
定
員
（
Ｂ
）

備
 　
　
　
　
考

収
容
定
員
に
対
す
る

座
席
数
の
割
合
（
％
）

Ａ
／
Ｂ
＊
10
0

そ
の
他
の
学
習
室

の
座
席
数

（
　
　
　
　
　
）

２
．
今
年
度
の
図
書
の
受
け
入
れ
状
況

図
書
館
名

日
本
赤
十
字
看
護
大
学

図
書
館

3,2
27 12
1

66
6

18
.2

平
成
20
年
度
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施
設
の
名
称

専
任

ス
タ
ッ
フ
数

非
常
勤

ス
タ
ッ
フ
数

週
当
た
り

開
室
日
数

開
室
時
間

年
間
相
談
件
数

備
　
考

学
生
相
談
室

3
4

年
間

開
室
日
数 1
57

86
6

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
３
名

 9
時
～
16
時
､1
2時
～
17
時

２
．
生
活
相
談
室
利
用
状
況
（
平
成
20
年
度
実
績
）

Ⅵ
．
学
生
生
活

１
．
奨
学
金
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